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合理的短期育成林業技術の確立に

関する試験報告

第 1 部設定と経過について(初期 6 か年の記録)

、N'orking Groull on the Short Rotation Forestry: 

Research on the Establishment of the Short Rotation Forest 1 

'fhe establishment of the experimental plots and its progress 

for the early 6 years (Research materials) 
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合理的短期育成林業技術確立試験報告第 1 部(研究資料) (短期育成林業研究百三) - 3 ー

まえカすき

近年の日本経済の著しい成長は，わが国農林漁業の近代化への脱皮を強く要求してきた。林業が乙れに

応えるためには多くの困難があるが，なかでもその生産期間の長いことが一つの足かせとなっているうも

ちろん，環境や経営方針によっては，長伐期胞業のすぐれている場合があるが，反面，経済的， I~I 然的立

地条件と経営要素とが，短期育成林業の成立条件を満足させる地境のあるととも否定できないc これらの

地域において短期育成林業を経営するためには，すみやかに成長しうる制部・ 111陸の選択，林地の生産力

を高め，かっそれを維持していくための地ごしらえ，植付け、施把，保育，被害防除等!と関する諸技術を

総合して，一連の技術体系を確立することが必要であるつ

乙の試験は，現状において見とおしの立てうる上述の諸技術の組立を式み，技術改革の指針をうること

を主たる目的としているが，素材となる部分技術の研究に資料を提供し，研究の促進をはかる乙とも目的

の一つである r

この趣旨!とそって，当時の林業の要望に応えるため，これを実際の造体事業iζ適用し，その成果を検討

するよう，昭和37年度より農林水産技術振興費と国有休!rf事業費とにより，全国14営林局，関係47営林署

と林業試験場本・支・分場との共同試験で開始されたぺ

本試験は，11Tl珂35年 iて林野庁からの呼びかけで発足した短期育成林業推進委員会に端を発し，昭和37年

初頭から林業試験場浩持部長坂口勝美林を中心 lこ，林業試験場の関係各部長ならびに研究員，林野庁研究

持及課長， 1司課研究班長，林野庁業務課長，同課~林班長等によって計画がすすめられたっ

この試験は規模が大きく，かつ長期間を要するため，試験の組織的運営と記録の整備!とついてはとくに

注意が払われている。試験地の設定，その後の管理運営は多くの人々の協力によってすすめられている

が，試験!と関係した担当宮はつぎのとおりであるの

営林局:経営部長，計画課長，造林課長，試験制査係長，悶有林造林係長，腕前係長

営林署:署長，経営課長，担当区主任

休業試験場:調査部長，造林部長，保護部長，土じよう部長，支場長，分場長，本場ならびに支・分場

の関係部長，科長，研究室長

地区別・試験地別の歴代のおもな担当者氏名は別にかか:ずる表のとおりである c

なお，試験地の選定から苗木の養成，植付け，その後の管理，調査など初期 6 か年の計画をとど ζおり

なくすすめるととができたのは，当初から今日までの関係営林局・署職員ならびに林業試験場研究員の協

力!とよるものであり，また，この研究の推進について側面よりど支援をいただいた農林水産技術会議担当

官のご配慮に対し，ことに厚くお礼を申し上げる。

* 林野業第752号，昭和37年 6 月 7 日付合理的短期育成林業技術の確立に関する試験について

" 前林業試験場長，現林業試験場研究顧問
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忠

日司王営課係官 担当区主任
部一男|西村 実 I (湯里)
口 弘 松岡正二郎|奈良田
本幸雄!田福

吉田

重
博
充

経

悶
樋
鈴

長

コパノヤマハンノキ

木古内試験地

一
士
ロ
士
口

署

亮
久
興

営林

l
i
 

l

i

 

-

-

小
津
原

地験試

一
之
夫

光
司
蔵

米

(長万部)
上村信
高橋
山田

士
口
一
ニ

山
口
回
目

寺
山

光
片

吉三郎
宏
蔵清

尾
井
田

武
剛

野
安

辻
中
森

コパノヤマハンノキ

八雲試験地 l 
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林業試験場北海道支場担当者氏名:

支 場 長:小謡進，松井善喜，寺崎康正

造林部長:高樋勇，柳沢聡雄

造林研究室長:中野実，林敬太

土じよう研究室長:蔵本正義，原田 洗

おもな担当者:内問丈夫，豊岡 洪，真田

林業試験場研究報告- 6 ー

勝

区

青森営林局担当者氏名:

経営部長:仁科正二，近森嘉吉，橋本善治

計画課長:塩島厚一，山田孝俊，石崎沢，須藤正

計画課係官:神 潔，木立純輔，佐々木行夫，田中義昭，瀬戸口俊行，山田耕一郎，

中村克夫

造林課長:畑江道俊，茨木吉之助

造林課係官:岩部H 切，佐藤 信，小林浅吉，山内文磨，阿保徳三郎，村上英雄，

泉舘登三男，山形栄之進，佐々木久幸

地~t 東

担当区主任

正
郎
明
男

め
名
藤
馬
本

舗
蝦
安
門
岩

四
保
哲

吾
耕
貢
雄
新
夫
男
夫

仙
川
幸
紀
昭
良
寺
建
邦
一
桝
敏
重
一
部

鴻
磨
場
藤
村
野D
樫
田
田
子
哨
野
市
藤

U
H
U

重
臥
日

。
搭
馬
佐
木
小

G

八
吉
成
金
制
流
五
佐

f
k
 

栄
男
堆
夫
弘

正
保b

n同

笥i阿
泉

夫
郎
造

経営課係官

暢
次
敬

口
橋
藤

矢
高
伊

越重之
上柾雄
問啓

烏
三
笠

久
浩
平

手Ij

新
修

喜一郎
治三郎
義男

営課

形
藤
口

，
、
、
π
コ
智
、

l
l

，
甘A
a
p
h
m
N
H
U
Y

清
並
小
星

管内試験地別担当者氏名:

試験地名 1 

二人マハンノキ|
野辺地試験地 l 

コバノヤマハンノキ|

岩手試験地 1 

経
一
尾
佐
樋

長

本
稲
柴

署

信男
義夫
浩三郎

林

多
木
間

営

アカマツ

岩手試験地

郎
明
幸

師
英
義

(重茂)
鶴谷
佐藤
奥口

正

久米雄
池

山

L
Fロリ
、
、

古
河
，
パ4

正三郎「17 間千賀雄 1
和夫 i 漆久保明三 i

高英|八巻正詮

藤
岡
野

安
松
狩

コパノヤマハンノキ l

宮古試験地

雄
雄
蔵

義
岩
春

ω
川
沢
鈴

ぼ
及
拶
長

平嘉村信房
登三男

村
舘

外

泉
民15

久
二
利
純

L
r
n
r，
屯
、
1
1
B
E

キ
オ
川

小
清
古

カラマツ

盛岡試験地
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孟，奥山義健，坂田勇蔵，三国善吉，

合理的短期育成林業技術確立試験報告第 1 部(研究資料) (短期育成林業研究班〉

之、、、. 
.!t'-

秋田営林局担当者氏名:

経営 ;'~i~ 長:尾ケ井章，浅野正l沼，及川政一， IÜ形正己，大村

計副課長:荒木一郎，楠本善治，大村立，浦田浩保

計画課係官:日下尚語

造林課長:木村俊彦，鈴木郁雄， j也村義弘

造材、諜係官:田口 稔，大場喜他男，安田幸夫，小泉

金子義幸，佐藤敏見，佐々木昌平

管内試験地}JIJ担当者氏名:

担当区主任

F←
r
n
h
v
-
w

ゆ


H
1
・
n
広
一
向
民

次
寿
栄
敏

(田代)
庄司
平川
12 島
小松

一
宮
一
雄
吉
雄

一
五
一
久

τ
伝
一
茂
新
喜

一
一
目
前
一
藤
原

一
一
経
一
板
佐
一
仰

す
←ji
u


-
一
課
一
吉
幸
正

一
一
営
一
一
柳
田
泉
坂

一
三
桂
-
背
安
小
板

一
長
一
一
寺
山

十
五一
一
署
←
志
庄

一
本
一
両
手
川

一
広
ぺ
一

4
t
・
草
・

4
1
J

営
一
高
粟
虻

一
本
・

一
，
ノ

ヤ
幻
一一
ン

地
一
わ
地

験
一
片
鵡

試
一
刊
紙

一
桐
村
制
一

ー

一1
1
j
J
I

三
郎
治
蔵
潔

(真室川〉
伊藤亨
千葉武
市川達
矢口米
金沢

意
俊Bミ

森 栄一良IS 1 石郷岡
伏見ー lリ] I 寺 I11奇
石川洲太
原同俊男

一
味
信
大

!梅本喜
長沢光

コバノヤマハンノキ|
神谷政

真室川試験地 虻川公

治
示

h
u
b
氏

3
2
-

苛
叫

的
即
部

伍
安
今

郎
慶

哲

茂
上
聞

アカマツ

米沢試験地

収，大鹿糠春

林業試験場東北支場担当者氏名:

支 場 長:日野通美，片山佐又，渡辺録良1;

育 林 部 長:桁本与良，松井光晴，森下義良!5

育林第 1 研究室長:位)操亨，古川|宏、

育林第 2 研究室長:蜂屋!政二，加藤亮助

育林第 3 研究室長(旧民~ 4 ) :山谷孝一

支 場 員:井沼正之，瀬川幸三，森麻須夫，大場貞夫，早稲田

脳，佐藤 依，後顧利秋，西日;政昭， f山石鉄也

武，古山安蔵，栗田稔美

d~形分場担当者氏名:

分 場 長:野JJft勇太，丸山岩三，市橋喜平

多雪林業第 1 研究室長:井泊正之

分 場 員:児玉武男，遠山



第 233 号林業試験場研究報告- 8 ー

区

前橋営林局担当者氏名:

経営部長:松本守雄，林正人，松岡 l凡石井佐吉

計画課長:谷井俊男，小林四郎，橋本善治，山田茂夫

計画課係官:依田和夫喝破和幸

造林課長:矢島和夫，村上英夫，平山三男

造林課係官:小田孫一郎，上田利文，橋立末吉，加辺正明，鈴木善秋

地昔日中東関

経営課係官|担当区主任
田中邦夫 I (大内)
折笠三郎 1 荒井

|斉藤

井上

夫
雄
景

辰
俊

長

義作
庄三郎
邦男

5果営

辺
藤
村

経

渡
佐
中

長

十思夫
為雄

署林

藤
戸

管内試験地別担当者氏名:

|営
i 伊

名

タマノスギ

大岡原試験地

地験試

夫
郎
政
弘
雄
章
訟
義

、
J

い
へ

伊
忠
わ
文
忠
信

」
ヨ
即
住
口
原
村
我
木
外
伏

臼
垣
G
高
姻
国
木
木
鈴
上
国

治
進

憲谷
原

薬
佐

男
治

Jr~ 
普

海
妻

七
吾

進
宜
夫回

出

格
十

堀
藤
藤

小
武
伊アカマツ

平試験地

コペノヤマハンノキ

平試験地 ! 

治
治
善

哲
健
正

同
巻
橋
藤

伏
藤
大
近

信
夫
光
夫

政
哲
善
幸

田
村
藤
藤

上
島
佐
佐

イ丁

正
庄三郎
邦男

手IJ尻
藤
藤
村

安
加
佐
中

男
信一

光

山
門

平
久

コパノヤマハンノキ

中之条試験地

芳二

哲
尚

約
野
谷

菅
\
R

f
k

，

H
什
合
只

雄
夫

熊
秀

橋
村

板
吉

栄
雄HS 

原笠
林

雄
成
治
博

為
義
善

戸
村
井
藤

ニ
西
武
武コパノヤマハンノキ

新発田試験地

東京営林局担当者氏名:

経営部長:三宅博，岡島五郎，

計画課長:川床典輝，沢田秀邦，

計画課係官:太田健治郎

造林課長:藤井博，柴本正三，今野錦三，波木井富蔵

造林課係官:富永泰輔，武田卓治，菊池章，古谷正人，石原桂五，関根嘉吉，海藤精一良15

玉置康雌，玉木恭一，五十嵐英一，丸田和夫

山田茂夫，山田彦美



経営課係官!担当区主任

弘 (御殿場)
府笠原正
之会沢慶

森"fli
(須走)
大森
大 t~Jj
4、 EB

- 9 ー合理的短期育成林業技術確立試験報告・第 1 部(研究資料) (短期育成林業研究班〉

勧
-
一

之
三
男

義

正

城
間
原

宮
山
相
官

長

進
五
治

課

桂
敏

営

子
原
水

経

益
石
情

長

雨
明
雄

署

卓

茂

郷
石
永

営林

本
白
勝

名地験

コノマノヤマハンノキ|
沼津試験地 | 

五
時
弥

兵

t:t゙ 
Eゑ

勝永
下垣内
都築
向井

(小笠)
小粥
黒沢

長四郎
秀雄

塚
|司

戸
殿

二
男

政
投主

倉
野

大
JII 

雄
一
彰
夫

茂
孝 賢之輔、

哲夫
フサアカシア

掛川試験地

長野営林局担当者氏名:

窪営部長:川野秀雄，柳本一彦，小沢三良I~

計画課長:光本政光，上回克彦，安部信和

計両課係官:新井健三，原田丈夫，松原朝弥，藤原 弘

造林課長:山口武，渡辺実，茨木吉之助，宮同文雄

造林課係官:呂置互三，島田亮也，青木和夫，小杉山文右エp~，生駒同一，回巻豊l1'1: ，

金田謙，三石昭一，星富衛

経営課係'白 担当区主任

I (柏原)
|武石

野 l崎

斉
主
脈

原
虫
由
一
川

菊
慌
福

勝

男

忠
重

?ふ云]
男
次
鴎

昭
修
元

一
円
呂
原
柁
原

敏
安

(富士盟)
中沢広
森閑

j乱

|経
重蔵|藤
弥太郎 1 竹

|萩

管内試験地別担当者氏名:

署長

桜
西

株

井
尾

営試験地名

コ，/'~ノヤマノ、ンノキ

長野試験地

仁
介
昭

良

助
朋
刑
制
幸
志

市玉
木
原
野
沢

小
荒
石
平
思

樹
義
寿

茂
正
恵

小池
樋口
由井

一
力
勝
男
消

次

道
井
村
木

今
松
北
赤

友
軍

カラマツ

岩村田試験地
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名古屋営林局担当者氏名:

経営部長:川崎修吾， 111河友次，佐藤 宏，有賀義彦，渡辺洋二，寺田秋夫

計画課長:小沢今朝芳，篠原外志武，大沢健治，石崎沢

計画課係官:早川篤治

造林課長:堀庄七，吉岡薫，中村翠!准， _[七日五郎，徳永茂{主

造林課係官:鈴木 武，河合正和，日百五三，真柴孝司，福山幸♂仁ヲ加勝敏雄

管内試験地担当者氏名:

試験地名 |営林署長
山北準
広岡通郎
加藤鮭

経営課係官|担当区主任

原 惰二 I (草橋〉
出坂 弘|奥原辰雄

J二村盛義

|小谷周一

フサアカシア

珂崎試験地

経営課長

加藤敏雄
木下行雄
中谷正也

林業試験場造林部担当者氏名:

i吉林部長:坂口勝美，加藤善忠

科長:草下正夫

室長:三宅勇，石崎厚美，土井恭次，蜂屋欣二，三上進

室員:林敬太，武藤淳， 11木良也，槻秋ー延

人義家'
I
 

田
刀

久一
時
一

L
C
L
 

俊島俊佐
山

良
忠
久
治

与
育
控

本
鳥
下
問

橋
黒
真
一
勝

雄
男
次
茂
登

秀
隆
誠
哲
一

原
村
保
光

竹
塘
植
久
有

名
長
長
長
口
民

氏
部
科
室
室

者
う
当
よ
担
じ
部
土

・
つよじ土

保護部担当者氏名:

保護部長:藍野祐久，伊藤一雄

科長:千葉修

室長: 111 田房男

赤沼試験地，枯J芸研究実長:千葉春美

主員. .遠 l卦暢男

林業試験場木曽分場担当者氏名:

分 場 長:栴原 i乱高極勇

造林研究室長:柳原利夫， (兼)悔原博，吉本衛，兵頭正寛

室員:飯塚三男，荒井国幸，槻秋ー延，原三千代

土じよう研究室長:吉本衛

保護研究室員:小沢孝型、



合理的短期育成林業技術山立試験報告第 1 部(研究資料) (短期育成林業研究班〉 -11-

関

馨

区

大阪営林局担当者氏名:

経営部長:大林利雄，荒木一郎，堀庄七，杉木

三|・画課長:小柴辰二，安部信和，横田英雄

計画課係官:高垣佐藤，戸川三雄，横山準二(以上深長補佐).中島鎌次郎，小林茂夫，

1ft村善弘，杉藤清至

造林課長:藤本公雄，川 J7b正子，山田孝俊

造林課係官:山根博志，大沢 豊(以上課長補佐)， *'f怯幸雄.fu.木武夫，山口康博，石版

問11

地西

管内試験地別担当者氏名:

経営課係 m 担当区主任

降
!~i!! 

ー
、
、
ふ
小'
s
f
J

慌
中
福

郎
幸

青果

河
口
日
間
月

1
1
e
 

-
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，
司
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‘
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l
'
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中
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長経営

宮田
上野

署長

夫
旧
刀
夫

哲
忠
降

-var 

L
ふ
T

田

山
田

""異色
邑

住
桐
市
川

名

トモス 1 号ースギ

山崎試験地

地験i決

善弘
済司良

孝

二
和

(木津有1)

i~t )]n 111河
原川栄
谷 LI jE 

豆
夫

i
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E

『
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川h
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-
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、
噌E
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冒
1
4

・
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H

!

 

'
寸'
'
'
h，・
4
E
'

七
栄
寿

出11.1 

須
本

士
口
奈
杉

引
市
三
利

武
降
良
教

野
川
本
植

小
森
寺
柘

アカマツ

福.山試験地

雄
郎
犬

忠
二
秀

(広島)
横見瀬
田端
本!日

雄
秋
博

国
茂

S
E
-
H
h
 

-
品
目
白
河
つ
/

生
軍
口
鈴

り
止
三
古
品
目

ﾍlp 
正

原
因
橋

篠
菅
一
品

勇
正次郎

原
田

楠
士
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H 試験設計

1.基本方針

伐lUiの合理的短縮の目標はつぎのとおりとした '0 針葉樹については， 30年以内とくに20"'30年とした。

その理由ほ，あるいは科学的根拠に欠けるところがあるかもしれないが，企業としての面から考えた 1 生

産期間の最大限度と現在までえられた日然科学的技術で・予想される最少限度との!lbjïflÎから決定した。した

がって儲種としては，スギ，マツ頭，カラマツが考えるれる。

一方広葉樹については早生樹種を対象とすれば10"'20年日の目標は可能であり，これによりアカシア

類，コパノヤマハンノキが考えられると

すなわち，この試験では従来慣行の伐j~Jを若干でも短縮すればよいという考え方ではなく，伐 j自に対

し，一定の目標をおいて実行してゆこうとするものである。

この目標を達成するための具体的育林技術としては，林地施肥と休地耕転がある c また一方，このよう

な短期育成!とおいても植栽密度の粗密の 2 形式はそれぞれ経営目標を異にした作J~I!tl:をもっているつまた

これら 3 つの技術の組合せによって林分の成長話がと‘れだけ:I:m1Jnするかは林地のI辺地凶子に左右される。

本試験は，現時点で考えられる最も合理的な育林諸技術を投入したばあい，ある特定の品種ないし樹服

を用いて，ある地域でどのくらい収穫量の地加を期待しうるかをつかむ乙とがねウいであるつしたがっ

て，乙の試験では投入する諸技術の単独効果ないし交互作用を解析できるように設計していない。

2. 樹種，品種

A. 針葉樹

1) スギ:早生型サシキ品種としてつぎのものを選んだc

クマノスギ， トミス 1 号，クモトオシ，ヤプクグリ，ウラセバ1レ，オピアカ ， .1' ライガワ，キジン

2) アカマツ:憂秀な地方系統としてつぎのものを選んだ心

久慈産マツ，シラハタマツ，ツシママツ， I~ 原産マツ

3) カラマツ:北海道，東北，長野産

B. 広葉樹

1) モリシマアカシア，フサアカシア

2) コバノヤマハンノキ

3. 造林方法の組合せ

植栽密度，施肥，植付法の組合せは表 1 のとおりであるコ

表1. 造林方法の組合せ

711ト之| 値栽樹皮(本〉 施 目巴 1 植付け法
ス ギ 施 m~ i 機械穴掘り植付け
ア カ -マ ツ , A 3， 0∞ 1/ 

カ フ .マ ツ A 2, 000 11 If 

アカシア類 A 2, 000 B 4, 000 I 施肥・根粒菌接種 '1 

コノイノヤマハンノキ A 1, 500 施 肥 ,1 
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4. 試験地の選定

1) 針葉樹各樹種・品種の育成中心地と目されているところか，その系統の産地において，好適と芳

えられる立地条件の場所 1 か所をえらび，原則として立地別lζ2 か所設定することとした。

2) 広葉樹針葉樹のばあいと異なり，造林の歴史が浅く，経験の集積が之しいので， 2 樹種とも，注

育可能と目される地域全体にあたって， ~~(I此地震，土域間:.f.すなどを考え， 10放か所をえらこ人主要な地

域は立地別!と 3 か所，他は 2 か所設定するととにした心

3) 立地別の意味 こ乙 iという立地別について説明すると，つぎのとおりである。本試験は，対象謝

間，品種の適地と考えられる場所に試験地を設定しているが，なお，適地の範間内で成長!こ影響を与える

と考えられる主要な要因，たとえば，斜面の方位のちがい，土居の厚さのちがいなどがあるから，乙れを

確かめるため，可能なところを選んで立地別に試験区を設定した。

5. 試験地の面積， くりかえし

原則として，試験地内の 1 プロット而積を0.2ha 以上とし， くりかえしは 2 同(北海道では 3 団)とし

?こ。

6. 試験期間

:tj'葉樹 3 種は30年，広葉樹 2 種は15年とする。

7. 試験地の配置

当初設定した試験地の配置状況を，針葉樹，広葉樹にわけで図示すると，図 1 ， 2 のとおりである σ ま

た，試験担当本文場，樹積，営林局担別の試験地を一覧表にしたものは，表 2 である。

。'

。1

図1. 試験地の配置(針葉樹〉

。l

-一一コ)'\ノヤマ/\---，~

0----7n S--7婦

図 2. 試験地の配置(広葉樹)
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8. 試験実行方針

本試験実行にあたっては実行方針書(合理的短期育成林業技術に関する試験実行方針書 昭和38年 2 月，

河上補遺(施肥・保育)昭和41年 8 月，林業試験場〉を作成し，これに準拠した。

E 試験地の設定および試験経過

各試験地の設定および試験経過を樹種別!ととりまとめるとつぎのとおりである。

1.スキ

A. クマノスギ大田原試験地

1) 位置・面積

本試験地は，栃木県那須邸馬頭町大字大内字猪沢，前橋宮林局管内大出原営林署部内猪沢国有林，大田
牢

原事業区18林班ぬ小涯に所在する‘その}国防は， O.50ha である(図 3 ，図 4 参照〉。

2) 立地

イ〉気製

試験地もよりの那須郡馬頭町〈北枠36 044' ， *経1400 10' ，がiJ抜高133m) における 1964'""-'1967年までの

4 年閣の気象観測結果は，表 3 のとおりである c 年平均気温は約 13. 5 0 C , 1""" 2 月の月平均最低気温は

-4 ・ C前後，極最低気温はー12.6 0 C を記録している仁l しかし，試験地は馬頭町の北 6km に位置し，海

抜高差が約 200m あるので，表!と示される観測値よりも，多少低い値を示すものと考えられる。降水量は

約 1， 400mm で，夏季に多く冬季に少ない c 降雪量は少ない。 j瓜の影響は，試験地内の地形によって異な

り，東尾根傾斜地の 1 部に北風の当たる場所があるが，谷部はその影響が少ない。

ロ〉 地質，地形，土壌

地質:秩父古生層で，基岩は硬砂岩であるつ

地形:試験地は，東南に走る沢の接部 IC.近

い三方を尾根で固まれた袋状の地形で，全体

として巌圏谷状をなしている。その両尾根:ζ

向かつての傾斜角は 15 0 ， 両足根の合う鞍部

lζ向かっての傾斜角は 10 0 である )

土壌:試験地付近の土壊は，阿 41と示すと

おり，大きくは、つぎの 3 土壊型にわけられ

る。

i) BE 型土壊:谷氏綬斜面iζ分布し，主

として崩積土である。 A層は厚く， 50cm 前

後，表土 (Al 層) に団栓構造がよく発達し

ていて，潟植，水湿!と富み，スギの植栽には

好適の条件をそなえている。

ii) Bo型土境:山腹(谷壁〉斜面に分布

- 新林班18を，旧林証18ぬ。

イ山首 河1

よ ff

図 3. スギ大出原試験地位置図
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し，凹形斜面では旬行土が多く，凸斜面は

残積土が多い。 A層は腐植に富み，深さは

伺行土の方が残積土より若干深く，前者が

40cm，後者は 30cm程度である。 BE 型よ

り貧弱ではあるが， Al 層 Irl到粒状構造が

形成されている c ただし，残f~l土にはやや

大形の粒状構造が混じる乙とがある。 c層

までの深さは餌行土の方がはるかに深いc

iii) B D (d) 型土壌:山頂(稜線)の緩

斜面に分布する。 A層は腐植に富み，深さ

20cm 程度で， 構造は団粒状より粒状が優

占する。若干乾性の土壌であって，スギの

植栽には好適といえない。

このほか，谷底部には次の 2 土境裂が分

布しているが，分布面積はわずかである。

iv) BID_E 型埋谷土:試験地A! ， BI 

付近の谷底部にわずかに分布する。黒色の

A層がいちじるしく深く. 60cmlr も及ぶ。表層 (AIJ層)lOcm ぐらいには団粒状構造が発達するが，その

下部は構造があまり発達していない。水湿には富むが，若干しまりぎみの土層である。

表 3. スギ大田原試験地もよりの観測点、の気象 (1964"-'1967年)

観測:那須郡馬頭町荻内 馬頭高校
北緯 36 044'，東経 140 0 10に海抜高 133m

気 温 CC)

月 年 月 平 均 極

l 最 高 I :最 低|平 均 最 高!最 低 (mm) I (cm) 

1964 8.0 2. 7 12.0 - 7.0 89 & 

1965 7.8 - 4.3 1.8 11. 7 -10.3 37 13 
1966 7.8 - 5.4 I 1.2 14.7 -10.4 20 。

1967 7.4 - 5.4 1.0 16.3 -11.0 20 つ

平 均 7.8 - 4.5 1.7 42 

1964 6.7 - 3.4 13.0 I 36 9 
1965 8.5 - 4.4 2.1 15.2 -10.0 14 。

2 1966 10.1 - 2.4 3.9 17.9 -10.4 ! 99 。

1967 7.9 - 4.5 1.7 19.9 -12.6 48 16 

平 均 8.3 - 3.7 2.4 42 I 

一一一
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気混CC) 最 -51低引O| i | 

月 年 月 平均 極 降水量最大積雪量

iE 高 i 最低|平瓦心| <mm]|<cm)

1964 
1965 15. 5 . 2. 0 I 8. 8 I 25. 5 - 5. 0 I 82 

4 1966 16.9 5.5 I 11. 2 I 23. 1 1 ー1. 31 119 
1967 17.0 11. 1 23.3 - 2.4 112 

平 均 17.1 5.1 11. 1 1 97 

1964 10.4 16.6 28.0 3.0 119 
1965 21. 8 9.4 15.6 26.8 - 0.4 281 

5 I 1966 22.2
1

1 

8.2 15.2 ~~.~ 1 1.5 150 
1967 23.5 ' 10.4 17.0 28.7 4.0 84 

平 均 22.6 9.6 16. 1 159 

1964 25.0 14.7 32.0 7.0 63 
1965 25.9 16. 1 21. 0 31. 2 9.5 238 

6 1966 23.8 14.2 19.0 31. 4 1 6.1 208 
1967 25.9 15.5 20. 7 30. 1 8.5 245 

平 均 25.1 15. 1 20.2 

1964 29.0 21. 6 35.0 17.0 126 
1965 27.5 18.8 23.2 35.8 I 13.6 162 

7 1966 28.1 19.5 23.8 34.0 9.5 106 
1967 28.8 20.5 24. 7 24. 7 11. 5 281 

平 均 28.4 24.3 169 i 

1964 30.9 21. 6 26.3 35.0 18.0 298 
1965 31. 0 20.0 25.5 33.2 13.2 192 

8 1966 30.4 21. 1 25.8 35.5 16.4 133 
1967 30.4 20.9 25. 7 33.5 15.5 132 

平 均 30.7 20.9 25.8 189 

1964 16.7 20.7 8.0 129 
1965 26.4 15.3 20.9 30.2 7.5 201 

。 1966 26.2 17.3 21. 8 32.3 7.9 305 
1967 25.2 16.8 21. 0 30.6 8.5 262 

平 均 25.6 16.5 21. 1 224 

1964 19.0 8.4 13.7 28.0 1.0 114 
1965 20.9 7.5 14.2 26.4 1.9 77 

10 i 1966 22.0 10.0 1 16.0 25.9 4.2 120 
1967 19.5 9.2 14.4 24.9 1.5 126 

平 均 20.4 14.6 109 

1.9 - 4.0 
1965 16.1 3.8 10.0 22.0 - 3.3 99 

11 1 1966 15.7 2.8 9.3 23. 1 - 5.0 7 
1967 13.9 3.7 8.8 21. 6 - 5.0 47 

i 平均 15.2 3.1 9.2 

1964 11. 0 - 2.0 15.0 36 。

1965 10.2 - 2.1 4.1 16.2 - 6.8 64 I 。

1966 9.3 - 3.7 2.8 15.6 - 8.4 4 5 
1967 9.0 - 3.5 2.8 14.0 -10.0 34 。

平 均| 9.91 - 2.8 i 35 

年 平 7.3 I 

年 累



v) BE 型埋谷土:試験区 AU ， Bn の谷底部中央にわずかに分布する c BE 型崩積土lとくらべて， A

層がきわめて深く， 1m.乙達するものもある。しかし， A層は回粒状構造の発達が貧弱で，しまりぎみで

ある点は上記 iv に類似する。

土壇代表断面の形態とそれらの理化学性は図 5 ，図 6 および表 4 ，表 5 のとおりである。

土壌代表断面 No.5 (図 5)

しF 地形:徴凸形山腹斜面，方位: NE，傾斜: 26 0，地質:古生層硬砂岩

Al L. F 層: 2"-'4cm，ヒノキ落葉枝，樹皮等。

Al 眉: 16cm，黒褐色 (7. 5Y R2!2)，腐植にすこぶる富む，礁は

少，軽埴土，細かい団粒状構造および粗桂の軟らかい粒状構造が部分

的によく発達して懸，構造の発達していない部分は軟，潤~湿。

A2 層 : 18cm , 暗褐色 (7. 5Y R3!3) , 腐植:こ富む，小牒あり，軽

埴土，弱度の塊状構造，軟，潤c

Bl 層: 20Cill，黄褐色 (10YR4!6，一部 3/4) ， J商植に乏し(部分

的に富む)，小角磯あり，構造は特に発達していない，軽埴土，やや

堅，潤 c

B 2層 : 25cm，賞褐色(10YR5!6)，腐植に乏しい，小角牒あり，

軽埴土構造は特に発達していない，堅，題。

Cj層: 20cm+ ，黄褐色 (2.5YR4!6)，腐植ほとんどなし，中牒多

し，埴土，カベ状構造，堅，潤。

土壌代表断面 No.7 (図 6)

地形. ，谷頭徴凹形緩斜面， jj位: S E , 傾幸:い 16 e ， 地質:古生

層硬砂岩。
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図 6. 土域代表断面

No.7 (BE 型崩積土)
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L 
A, 

ﾄ2 

L.F層: 3cm，ヒノキ落葉枝，樹皮等。

Al 眉: 10cm，黒褐色 (5 YR2!2)，腐植に富む，小角醸あり，

軽埴土，問粒状構造がよく発達して懸，湿c

A 2 層 : 22cm，黒褐色 (7.5YR2!2)，腐植l亡宮む， 小際あり，

軽埴土，団粒状構造が部分的に発達し，その部分ば磐，他ほ軟，湿。

A-B層: 40cm，晴褐色 (7.5YR3!3)，庸樋を含む，小牒あり，

軽埴土，構造ほ特lζ発達せず弱度のカベ状を呈す，軟，湿。

A'J冒: 30cm，黒褐色 (7.5YR3!2) ， 腐植を含む，小穣あり，

軽埴土，弱度のカベ状構造，湿ü

A' 

以上の立地条件を各試験区ごとにまとめたのが表 6 であるひ

ノ、〉 試験区設定のねらい

試験地内の主要な部分を占める BE 型土壌に全プロットを入れるととを基本とし，同時に地形のちがい

を考慮して，斜面上部と低部に試験区を設け，それぞれ疎植区と密植区を配置し，試験区内のプロット問



合理的短期育成林業技術確立試験報告第 1 部(研究資料) (短期育成林業研究班) ー 25 ー

表 4. 代表断面土壊の理学性

No. I 層 位! 腕u寺田知組成附 一一!最大容水(%量Y陣 l、容気(%量〉!l 透水性
土壌型 細土|穣 根|水分 1 空気 (cc/rnin) 

A1 50.5 1, 34.2 ; 72 14.5 i 
A'J 12.8 0.1 0.1 ~~. ~ I 

89.2 - 2.2 63 

Bo 型 B1 25.2 ' 0.2 0.0 54.3 20.3 70.0 4.6 89 
B2 28.6 0.7 O. 7 55.4 14.6 65.5 4.5 14 

7 Al 22.0 55.1 21. 8 72.0 I 0.9
1 

51 
A'J 26.8' 0.4 0.3 ~!. ~ I 

67.1 5.4-' 80 

BE~~今 1|ItA-' 11 29.0 0.5 0.3 55.9 14.3 68.5 33 
29.7 0.5 O. 7 53.8 I 15.3 63. 7 5.4 28 

表 5. 代表断面の土壌の化学性

一号 i 炭 ;JFJ No. 屑厚 PI.I 

土境型 位 II~ (c~~; I H20 KCl 
C/N 

Al 4.1 1 12.3 I 
5 

16 4.9 
A2 18 5.2 4.4 1.0 6.1 0.42 14.5 

B lJ型 Bl 20 5.9 4.8 0.7 1.4 
B2 25 5.7 4.2 2.0 0.9 0.05 

Al 5.6 
7 

10 4.5 1.0 10.8 0.73 14.8 
A2 22 4.9 4.0 6.8 6.9 9.5 

日 E 型
A-B 40 4.9 4.1 4.3 I 3. 7 0.25 14.8 
A' 30+

1 

5.4 4.1 6.0 3.5 0.25 14.0 

、よ

表 6. 各試験区の立地条件

で仁[_ I_  

立地 ./ I.J ツ r A (疎植) B (密植) A (疎植)

沢の状態 l 一部!と湧水あり。!形をなさず。
鞍部向傾斜 }東西 3......... 50 東西 5-----8 。

J'ß根向傾斜 l 南北 10'""'--'15< 南北 10-------18 0

頃 |BE|BE
!一部;こ， Bo, Blo I 一部 1( ， Bo , Blo 

II 

13 (密植)

沢なし。

東西 5'""'--' 8
0 

南北 8----12 ・

lRなし。
l 東西 5........ 8

。

南北 8......, 12 0 

BE，両側iζ !3';; _ Il劦) 
中央の一部に BE
の埋谷十1:

谷からと鞍部から i
との風が集合して|日!
ややつよくあたる|

左土

風 同
近
を
り
一

に
風
あ
一

根
北
ろ
一

尾
に
と
一

の
ろ
と
一

部
と
る

南
と
け

東
い
う

左 左

のちがいをできるだけ少なくしたコとくに，北向斜面の風街地をさげ，風!とよる影響が特定のプロットに

及ぼさないよう!とした。

3) 造林

イ〕下青 木

栃木県北東部で古くから造林されているさし木複合品稀であるクマノスギのさし木苗を用いた n

このスギは，那須郡では黒磯，矢板，黒羽町，塩谷郡では塩原，塩谷町の周辺町村の海抜300-500mの

平坦な地形の場所:ζ多く植栽されている ο 乙のスギの由来については，紀伊熊野地方からの種子導入!とよ

る国定説と北関東地スギからの選抜説などがあって，明らかではない。樹形は，枝張りが大きく，枝も太
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表 7. 1 年生 -lln の基準

平均|苗 高|根元径|一一望~:tJ 一一根の量 i 地上重| 小 ID
範囲 1， (cm) ~ (mm) I 長さ (cm) I基部径(mm〉| (g> l (g) -aA  

平均 35 8 8 I 9 33 3.5 

範閏 I 3ト40 6"""'11 5~15 3""'-' 5 5.........18 25..-....-35 2.5-----5.0 

表 8- 試験区植栽用問の基準

日子高 根元径 l-jJL 恨の量 川最大技の長さ
範囲 (cm) (mm) I 伸長量 (cm)1基部径(mm) (g) -, .. (cm) 

平均 I 50 I 12 16!  6 30 3.0 30 

範囲 45"""55 10"-'14 10""'"'25 4........ 8 20.........40 2.0"-'4.0 25"-'40 

いが，クローネが先鋭な円靴型状を示し，樹齢が高くなってもこの形状は容易に変わらないのが特徴であ

る。直径成長，樹高成長とも旺盛であり， 35年生で胸高直径 50cm，樹高 26mの林分(主伐時の成立本数

600本 Iha) を収秘した例もあるとおり， 短伐期用として削待できるスギと考えられるの

菱商は，これまで特定の人々が自家用として小規摸にさし木を行なっていたにすぎなかったため，数千

本の試験苗をまとめて入手するととは困難であったので，クマノスギのさし穏を採取できる林をもっ山林

所有者 6 人に，さし木苗の養成を委嘱し，発根した 1 年生苗を購入する方法をとった c さし木市の養成に

曝しては，採穏林分を指定し，採穏木について地上 1........2111の主枝を用いる乙とを定めたほか，さし穂の

大きさを全長30""""38cm，基部径を 5.-_..8mmの範囲として， 苗木規格の均一化をはかったコ現春;と表 7

の基準を設付て 1 年生苗を購入した門

以上の fWを大凹 j辰営林署宇田川出畑lと集め，床替養ïj['i した c 養補方法は|司市畑のスギ実生 2 年生の養苗

!と準じたが，とくに追肥として 7 月 1 日!と硫安を15g 1m'. 10月 4 日ピカリを 5 g 1m' , 11月 17 日!とカリ

3g/rrë施与したっ生育はきわめて良く，平均伸長量が抗116cmであった♂冬期l却は， 1末替地全域を苗高よ

り 30cm高いワラ編みの防風壁で囲み，さらに前の上部ばクレモナ寒冷紗を張って，寒さの害を防止した。

以上の方法で養成した苗を，昭和39年 4 月 6 日 iζ? グリンナーを散布し，翌 7 日 (ζ 山 ti\ し，仮植した。

そとで，表 8 の~i~準を設けて再度選別を行なった。との基準 lてはいらなかった喬木は，隣接して設けられ

た対照区!と植栽するとととした o

ロ〉植付け

i) 地どしらえ

乙の試験地は，スギ，ヒノキの人工造林地伐採跡地であり，しかも，伐採木の撮出をまって区画設定

し，宣ちに植裁を行なったので，地ごしらえはきわめて間単であり，技の片づけと一部!こ繁茂する低木を

刈り払った程度であったの

ii) 植付け

植付けは 4 月 22"-'23 日に実行した。 ;~Ii'[付方法は試験実行方針・書!と従い.初め!と機械で植穴を掘り p くわを

用いて十分に砕いてから植え付け，周囲の腐植質と落葉を集めて植付苗の根元を被覆した。桔付間隔は，

疎植区および対照区が2. Om X 2. Om (2 , 500木/ha) ，密航 I:Kが1. 4m x 1. 401 (5 ， 102本fha) である。
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iii) 補植

植栽初年度(昭和39年)の活着は100労であったが，同年12月の調査で試験区 I の密植区 (81) ， 試験

区Eの疎櫨区 (An) に各 1 本ずつの芯折れがあり，また越冬によって，試験区 I の疎植区 (A 1) と密

植区 (B 1) の一部に， 寒害による枯死 8 本，芯枯れ 6 本を生じたので，各プロットの 1 列目から正常な

ものを鉢付苗のような状態に腕り起とし，移植した。また，初年度の伸長量が 3cm 以下のものは.不良個

体とし，同じ方法で植え替えた。

4) 保育

下刈りは毎年 1 回下記の時期!と行なった。

5) 施肥

初年度 (39年) : 6 月 22 日

3 年目 (41年) : 7 月 4 日

施肥方法は，試験実行方針書に従い，下記の量を施与した。

2 年目 (40年) : 6 月 12 日

4 年目 (42年) : 7 月 11 日

植栽fI寺 (39年 4 月 22 日) : 1 本あたり@1 号粒状肥料lOOg 施与口

2 年目 (40年 3 月 28 日) : 1 本あたり$スーパ-1 号50g 施与。

3 年目 (41年 4 月 15 日): 1*あたりゅスーパー 1 号130g施与C

4 年目:施肥しない口

6) 成長

毎年秋!ζ，全試験区について，樹高，当年{中長量，根元径を測定した Q 4 年目 (42年10月)の成長調査

から，胸高直径を測定項目に加えたじ

植栽当年から 4 年目までの成長経過を，各試験区ごとに示したのが表 9 である υ

試験区全体の植栽当年の平均伸長畳は 38.6cm であり、隣接して設けたクマノスギの対照区の平均仲長

量25.5cmと比較して，すで陀10cl1l以上の差が見られた。一般のスギさし木造林地の成績のよい場所でも

20cm内外とみられ，また九州のオピスギでも20cm台といわれているととから，本試験地はきわめてよい

成長経過を示しているものと判断される。

2 年目の全体の平均伸長量は 53cmで，乙れも普通の造林木の伸長量よりもかなり高いっ 3 年目では 70

cm , 4 年目では90cmと著しく旺盛な成長を示しているの対照区との差もしだいに大きくなった c

一方，プロット間の疎植，密植による影響については，極栽当年と 2 年目では認められなかったが，樹

高が 2mを越えた 3 年目とろから，少しずつ密楢区の伸長量が大きくなる傾向を示しており， 4 年目では

との傾向がさらにはっきりしてきたっ栴柏区では技の交錯が始まり、それにともなって射入する光線量も

少なくなり，土壌水分も高まり，しだいに腐植の堆積が増加し始めているので，それらが樹高成長に効果

的に影響を及ぼしているものと思われる ο

プロット間のちがいについては，植栽当年の成長では疎植区，密植l迂とも，試験区 I がやや良い成結を

示しているが，その後，試験地の成長量が大きくなり， 4 年日ではほとんど撃が認められなくなった c

7) 被害

植栽後3 年目 l乙ハダニの発生!とより葉に被害が認められたので，マラソン弁IJを散布した。また，コウ

モリガの発生により AI 区， B [区lζ各 1 本ずつの被害をみたが， Br 区のものは早期発見して駆除したの

で枯損を免れた。各種の病虫害を早期!と発見するようにつとめているが，現在までのと乙ろ，特別な対策
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表 9. スギ大田原試験地における

疎

E 53.2 I 242 1 ，え"h 二イ 1 .;::"'~: /1", γ・了uえ

主;「
53.6 

51. 9 I 818 I よー:42i ， γ九三/1ハミ !-z白~I
密植

(B) 52.2 I 480 1 ム".-.二イ 1 .>uaL:JlA γ ・ ~V~l

五平寸均| 52.1 

平 52.8 90.7 I 38.6 I 1. 34 

対照区 409 

を必要としていない。

B. 卜ミス 1 号ースギ山崎試験地

1) 位置・面積

240 

810 

461 

142.9 I 52.7 2.60 

本試験地は，兵庫県宍粟郡山崎町，大阪営林局管内山崎営林署部内岩上谷国有林，山崎事業区25林班は

小班!C:所在し，その総面積は 1. 69ha で第 1 試験区O.85ha，第 2 試験区 0.84ha Ir:分かれる 3 その位置図

は.図 7 のとおりである n

2) 立地

概況

この試験地は主としてスギ，一部はヒノキ人工林の伐採跡地である。標高ば720""'-'780 mで.母材は流紋

岩である n

イ)気象

山崎営林署一宮前知Il (宍粟郡一宮町伊和)での昭和 35'""'-'37年の観測によると，年平均気温は 13.8 ・ C ，

年閣総降水量は1 ， 767mm (雪は初雪11月下旬，晩雪は 3 月中旬)であるつ気象観測結果は表10:こ示す。

ロ〉土壌

各プロットにお付る土壌の分布状況は，図 81ζ示すとおりである c また土壊断面図は図 91と示す。

第 1 試験区は， Ltl朋lの短い平衡斜面の中肢から沢に位置し. Bn 型土壌(崩積および館行土) :とよって

占められているつ

明 2 試験区も山閥lの智.い平衡~上昇斜面の中腹から尾根 IC:位置し，各プロットは土壌型が一様ではない

が，主として Bn-Er 型土壌が広く分布しているの

各代表断面の断面形態，理学性，土性および化学性は，表1 1， 12. 13, 14のとおりである。

ハ) 試験区設定のねらい

管内の国有林は一般に比較的傾斜が急で，しゅう曲が多いために，まとまった同一条件の試験地を設定
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各試験区の成長経過

林齢 3 年生 (41年 11 月) 林齢 4 年生 (42年 11月〉

元本数 1 樹 司~-~:IB: I 根元直径[調査本数|樹 i苛 i ゃ11 長位 l 根元直径|胸高直径
(cm)1 (cm) , (cm) (cm)1 (cm)1 (cm)1 (cm) 

377 376 ( 220) I (67.8) I (4.24) 
141"""316 1 33"-'108 1 2.0-....,,7.2 

( 216): (63.8) I (4.04) 
138........290 I 24"-'10812.1----6.2 

218 65.8 I ? 14 

( 227) 
753 

I 110........319 

477| < 236)
11∞"'-'314 

I 232 i 

(301)牢
100~420 

( 301) 
200----390 

301 I 

M!(324) 
i 170"-'460 

( 333) 
180""-'430 

I 328 

238 237 
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図 7. スギ111崎試験地位置図(岩上谷25は， 8.38.4 柚)

する乙とはきわめて困難な場合が多く，さらに候補地を次年度の梢栽予定地の中から選定せざるをえなか

ったとと，また試験区の規模が大きいために，各プc ットの立地条件を均一にするととがきわめて困難で

あった。
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表 10. 兵庫県宍栗郡山崎町 兵庫県立林業試験場構内気象観測値

一?ーーーー

月 2 月 I 3 年度\、 月 6 月 7 
項目

降 水量(mm)

114  

150. 。2! 375.4 252.9 298.2 

昭38年 最?，'S 気品 Cc) 4.61 7. 10. 18. 21. 5 25.8 31. 30. 1 

最低気品t毘I'L Cc) - 4.41 - 2. O. 8.1 15.8 19.5 22. 22.1 
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表 11. 土壌の断面形態

Prof. 1 層位1| 厚さ 状推移態 | 色 1 土性!構造堅密度!石 礁 状水湿態 I 根糸No. jl'lf 1.!L I (cm) 

A。 L : 1"""""2cm , F3........,4cm 

A I 3..........5 7.5Y R41l l 3l C L Cr 

E IT目立 li|!Bl 1 25司門ユ | 事漸1 l 
10YR5!4 C L 民4

B2 lOYR5!6 CL  M 

AolL.F:l~2cm 

4つ:. Al 15 

議 l …131CL 
Cr 認軟堅 | 綱n 鞭mH 少 I 潤湿混 i1l 3 3 l A!l 30 10YR4!3 1 CL  M 

B 
I 25+ 10YR4!4 I C L  M 

友 12. 自然状態の理学的性質

示'1 居|き思議1 空水性(cc/分)J 室|孔隙時)同競輪|鑓監1一世鍛
No.1 位勺ω23l平均!重|担|粗計 l字口哲み;竺平|重量|叫l竺!竺
1 1:1 …112 98

1 
105

1 
47 44 叫 7565 叫山 53 12山I 4.0i 3.1 

B11 12---..i61 8i818l 判 47j 勾 691 67 叫 2 叫判 24.1 11 5・ 611 ・ 2
'Ä 唱|ん 8! 53 49 51 , 471 47 30' 77 67 148; 101 55~ 12~ 18.8j 2.611.2 

2 I A~ 118--=2~ 21! 畯I 2ﾔ: 55! 49: 26: 751 7Îi 叫司 611 iï日 ~I:~ ~:~I ~:~ 
I ﾊ
2
1 48~52' Sﾔ 44' 471ω 4íl 36! 付吋 135IfM111qld1
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表 13. 土 4生

Prof. No. I J茜 位|粗 砂(%)細 砂(96)1 砂 言 !'(%)i 徴 砂(%)1 粘土〈鈎|土 性

Bl 21 22 43 27 30 lC 

2 B 10 23 33 37 30 IC 

表 15. 地ごしらえから植栽に
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3) 造林

イ〉苗木

供試苗木は，早生型さし木品種の一つであるトミス 1 号を民間〈兵庫県宍粟郡安富町末広) Iζ依嘱し購入

した (37年 7 月さしつけ， 38年春山出しの無床替 1 年生前，平均苗高 55cm，線元径 O.8cmで厳選された

健全簡である)。

ロ)植付け

表15のとおりであるのまた植栽後 1 年目の活着，枯損状況は表16のとおりである c

4) 保育

5) 施 f宮

本試験地の下刈り，施肥の実行経過は表17のとおりである。

6) 成長

植付後の成長状況は表18のとおりである。植栽密度の影響は 2年後には，それほど明らかでなかった

が， 3 年後の調査では，樹高，胸高直径とも密植区の方が大きい。

7) 被害なし。
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土壌の化学的性質

府
。H

(KCl) 
pH 
(H20) 

4.4 
4.5 
4.5 

1 置君!)度|
I 23.0 I 

18.4 
12.2 

C/N N(労)

表 14.

C(彪〉Prof. 
No. 
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活者調査:昭39. 4.21"-' 4.22 
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活着と枯損その他
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1 A 1 

B 1 

All 

B II 

2AI  

B 1 

Au 

B II 
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り・施刈下表 17.

昭 40 1f.度

数 l 時期!功脱|方法
I ...• -.. I (霊ム生J l 

l回40 'r'p 6)~ 人力全刈|

り

プロット
符号

-A
,,,

F

,, 

'

J

a

r

 

昭 39 年度

r[il ~ IE--日i-I-~A~I 方
昭39年 7 月

XIJ 下

法

人力，全刈-
E
L
e
'
'
'
'
F
 

1
j
j

〆

J

ノ'1 11 11 

11 ノ'1 11 

川'1 11 11 

' 1'1  11 

3i  l 15 

,
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,,,

f
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r

r

/

r

 

,,,,,,,, aFF

,, 

計

,F.

,,,,

F 

a
'
'
'
a
'
a
'
 

1 A 1 
BI 
An 
B n 

2AI 
B 1 
An 
Bn 

同第

| ヂ出|功程l 備~ A'~期 -;/..J #~ i d ~l 〈延人数) I 
1@間粒状問形肥門4 月 l 

720k~ 

,
z

,F
,F
,F 

'

f

J

f

 

r

r

r

r

 

a

F

F

F

f

 

量
時

仰
】

杭栽本数

500 
1, 150 
550 

1, 000 

525 
1, 100 

500 
1,050 

施

プロット

符号

1 A 1 
BI 
An 
B n 

2AI 
BI 
An 
B n 

67.5 24 6, 375 計

上段は範囲，下段(注)
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肥経過

昭 41 年度|昭 42 年度| 昭 43 年度

回数|時期|功程i 方 法而瓦rn;-可|訪司 jj 副函1ι瓦同一程方 法1 延人数)! /~ ,_ I ~ .. ~ 1 '<  '"  :0-主人以): /~ ,- 1 ~~， 1 

141年 7 月 1 I人力，全刈i 1 1 42年7:_2? I人力，全メIJj 1, :~即用 6 i 人力，全刈

;1i:l:lflll:lhγ( 
/1 11 

1/ 

11 

11 

1/ 

11 

11 

1/ 

11 
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11 
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1/ /1 

1115.51 

2 回 第 3 回

施肥量 l
l 本あ t::.り』総量 h

1備 考
l 施肥量功程 1

時期 I ~~A;〉 1F苔た|総 畳 備考

@ちから粒状悶型肥 141年 4 月
料 1 号 l

1, 280 

/1 

@スーパー 1 号

/1 /t 
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,, 
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ノ，

11 
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E・
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956kg 

〈昭 38. 4 植栽〉

1 第 1 回調査 (S39. 4) 第 2 回調査 (S4 1. 4) 第 3 回調査 CS42. 1l)
プロット.....，_.. j....:..;.I WH，l~ ，~-，. ""/ 一

樹 高!伸長量根元直径|樹 高|伸長畳|根元直径|樹 高|伸長量!胸高直径符号 1 'I.lil 1"'-1 I 1't',J-><:..ll!. 1 .,,v...I....u=!- =, 1 'IJ'J ,l"tJ, 1 IT~__， I 

(m) (cm)1 (cm)1 (m)1 (cm)1~cm).!(m)1 (cm)1 (cm) 

O. 必，，-，0.81 ." I 0.7........1. 4 '0.62,",,1. 451 "" 1 し 3，，-，3.8 11. 35........2. 401 0.  1 0.4-----
(0.61)16l 〈ω') ~ I~' c�. 96) , vl 35 1 "C2. 25 ~ 1

0

• (1. 8ﾕ) --1 84 I -'�. �) 
0.45---0.861 ,.., I 0.7'""1. 6 10.80-----1. 801 "'1:" I 1. 2........4. 5 11. 52'""3.叫， (\~ I O. 6"-'3. 4 

1 I
V'Cﾕ.62)vvl 17 I v'�.25

v 
IV'(1.17)~vl 55: -'Ô.5)~ 1-'�2.23)-l 106 1-'(I.5) 

A H i0.35~0.76i ulG.M.510.7日・判 。 1 1.い3.311.22~2.3g マ8 1 0.日.8
II I (0.58) I 10 I (1.0) I (1.01) 1 'ﾌv I (2.1) 1 (1.79) I IU I (1.0) 

33'"""-'0.871 ,..' I 0.6-----1. 8 :0.85........1. 70 ~'"7 1 1. 4,...,__3. 6 :1. 23........,3. 051 ~n 1 0.3"-"3.4 
BIII ・ 5. ;So)U11 15' v'ô ・ 0) v IV' (1 ・ 27)I671 〈刈 1 (1・ 96)--j 69 I-'Ô ・ 3)
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図 11. 試験区配置図

C. クモ卜オシースギ菊池試験地

1) 位置・面積

本試験地は，熊本県菊池郡水野、町，熊

本営林局管内菊池営林署部内深葉国有林

菊池事業区 1 林班ほ小班:c所在し，その

商積はO.64ha である。図10にその位置図

を示す。試験区配置図は図11:ζ示すc

2) 立地

イ)気象

試験地もよりの菊池市隈府の観測結果

は表19のとおりであって隈府と試験地の

比高は630m，水平距離は12kmである。

ロ〉 地質・地形・土壌

試験地は阿蘇外輪山麓の西北斜面に位

置し，南北lζ小さい沢がいり込み凹地形

をなしている。地質は阿謀溶結縫灰岩か

表 19. 菊池市隈府における気象観測値

月\ 1 I 2 I 3丁75l67寸 8 9 I 1o I 11 i 12 年
気温 ("C)! 4.5! 5.7, 9.2 比 4lM!22.6126827.523.6117.5 は 3' 川 15.9
降水量(~~)! 5~1~_G1_1竺5 176 1353 348 19七色:J__?~73 I 68 i 川1

I I 02 工 I I 1 

卜『ーー~γ一一- 101 II j-一一一寸

1 Bo 
][ Boω 
@代表断面

図 12. 土壌分布図 図 13. 試験地付近の地形と土壊型模式図

BD(d>

A 

A 15cm 7.5YR2/1 (黒色)

BI 
B1 20cm 7. 5Y R4/3 (褐色)

40 

~ 
B2 20cm+ 5 Y R4/6 (明褐色〉

図 14-1. Prof. No. 1 Bn(d)型土壌
ゐ0

廃植i乙富む，石礁に乏しい，埴土，
団粒状，柱状構造の混合，軟， I用。

!寓植!と之しい，石諜を含む埴土，カ
ペ状構造，軟，湿。

腐植に之しい，石擦を含む埴土，
軟，担。
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泊 ~1mft~
40 ・ CJ ¥)0

0 
I B 

。。

60 

A 

Bo B1 

B2 

J 叩 Al 

A2 

B 

A1 10じ III 10Y R2/2 (黒褐色)

A2 2りcm 10Y R2/3 (弘褐色)

B 30cm+10Y R3/3 (11音褐色)

腐植IC富む，石i醸l乙之しい，埴土，
団粒状構造がよく発達している。
軟，視。

!肖植に宮む，石i擦を含む埴土，カベ
状構造，軟，湿。

路植lと乏しい，石礁に富む埴土，カ
ベ状構造，軟，湿っ

国 14-2. Prof. No. 2 B D 型土壌

表 20. 代表断固の土壌の化学性

位 I J霞厚〈cmi pH li置換酸度 1 炭素(96)1 ~窒素(%)1
Yl C/N 

15 5.1 15 

20 '1. 7 0.98 4.0 0.35 11 

20 4.8 0.41 2.2 0.20 11 

10 16.2 0.98 17 

20 5.4 0.57 9.8 0.76 品1 ':1、J

30 5.4 0.41 4. 1 0.36 11 

表 21. 代表断面の土壌の理学'Ël:

採取時の容積組成(%)最大容水 1 :最小容気|I ~'J '-u-.x.. I 透水性

土逼型!届位 i~!.rn .L rOL¥1 r;M r觸1 -1::8 rOL¥1 長一i 量 |畳 | i細土(96) 醸 (%)1 根(箔)!水分(箔)1空気 L加Y (%)1 (%)1 (ccfmin) 

I 1 A I 14 I - I 3 1 37 I 46 I 52 
1 Bo B1 13 3 I ー 55 21 76 

B2 19 1 ーー

τJ瓦行止
46 34 74 

73 

76 

31 

8 

6 

9 

4 

540 

202 

138 

350 

218 

らなる。試験地の土壌は団12が示すように凹部は Bo 型土壌となり斜面は BD(d)型土壌である 3 また，そ

の地形と土壌型模式図ば図13:(示すη

Bo 型土壌は，間部lとあらわれ， Bo(d) 型土壌に比しA層も 30cm 程度で団粒状構造がよく発達し，寓

植，右礁に宮み，スギに好適な条件をそなえている。代表土壌断面図は図14のとおりである。その土壌の

理化学性は表20， 2Hと示すc

ハ) 試験区設定のねらい

クモトオジスギは，肥沃湿潤地を好み，乾燥地では極度lζ成長が落ちる傾向があり，植栽範囲も菊池市

水源地方だけに分布し，他の地方への植栽ほ，まだ試験程度であるので，特に試験地選定には気をくば

り，本地方の谷沿いの地域のみを試験l出としたため，面積不足で第 1 試験区のみの設定となった。

3) 造林

イ〉苗木

i) 品種
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クモトオシスギは，熊本県菊池市水源の武藤品雄氏が，ヨシノスギの伐跡地に残していた成長抜群の 1

本から，さし木で増殖したものである。

現在林分として現存しているものでは最高林齢43年で，水2京地方一帯!こ分布し，苗木生産量は年間50万

本以上で，全国各地lと試植されつつある c

葉は接線形，禁色は夏季淡緑色で，冬季には黄褐色，表皮は厚く肉厚で触惑は堅い。小葉短小，肉厚疎

生して葉長は長い。枝は長大で内向性大，枝密度大で主枝に不定枝多く，枝角は狭，品、}冠は円錐形で外設

は小波やや不斉形，幹足は鳥足型で，その程度は明，幹は正円形，材色は情赤褐色で材質はもろい" Ì1Ír乾

性低く肥沃湿潤地向き，発根率低く結実性高い早生型。成長は本試験地では林齢25年で樹高20m，胸i奇直

怪 32cm，幹材積 612m3 が期待できる。

ii) 養苗

原産地の水源で武藤品雄氏に養苗を依頼下記山出し選Wi基準!とより購入した。

苗齢

1 年

首長

40cm以上

ロ) 植付け(地ごしらえ，植付け，補植)

根元径|技幹霊|根部重量
08cm以上 1 60g史上限以上

地ごしらえはスギ人工林， 56年生，昭和36年度伐採跡地を37年11月に技条を谷沿いに巻落し，プロット

外で寄せ焼きし，残存草木類を全刈りした。植栽は，方針書どおり実施，植穴掘りは機械を使って行ない，

横付けは鍬を用いた。植付けおよび施肥は， 38年 4 月 8 ........12 日に実施したっ活着率は39年 4 月の調査では

An プロットのみ93%の活着で他の 3 プロットは100%の活着をみた ç 43年 1 月の調査では平均 12箔の枯

損を生じている。

4) 保育

下刈りは下記のとおり実施した n

38年度 6 , 8 月の 2 回

5) 施肥

39年度 6 , 8 月の 2 回

植付け時は方針書どおり 1 本あたり@J l 号(粒状〉を 100g 施した。 2 回目， 3 回目も方針書どおり，

同肥料を200g ， 300g あて施した。

6) 成長

植栽後1， 3 , 5 年自に各プロット内調査区の樹高，当年伸び，根元直径を測定した。その平均値は表

表 2詑2. 成長経過

宍、、二二:ぐ三ご勺-三ご-_

プ門川1. -1面高|伸長量根元通:雇樹高|伸長量根元重商樹一首m福豆豆一極売量荏
H ツ l' (cm)1 (cm)1 (cm) (cm)' (cm) (cm)1 (cm)~ (cm) (cm) 

1 A 1 I 63.0 I 以 4 I 1. 1 121. 9 I 29.6 1. 7 I 257 I 81 4.2 

An 伺.0 I 17. 2 I 1. 0 116. 6 I 27. 8 1. 6 i 259 I 92μ 
B 1 52.3 I 18.7 I 1. 0 120. 1 I 31. 9 1. 9 286 I 96 4.8 

Bn57.  5 I 24. 4 I 1 ・ 1 I 凶 7 I 27. 6 I 1. 9 299 I 山 4.9

平均 1 55・ 21ωI 1. 1 I 121. 3I 29・ 21 1. 8 I 275 ! 931 4・ 6
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22のとおりである。

7) 被害

41年 1 月， 43年 1 月の調査でキマダラコウモリガにより仙死被害が目だち，ために l 年自に 10096近く

の活着を示していたのがAn ， Bl lJõプロットでは17.%程度の枯損を生じている。

D. クモ卜オシースギ玖珠試験地

1) 位置・面杭

本試験地は，熊本県阿蘇郡南小国村，熊本営林局管内玖珠営林署部内火焼輸地国有林玖珠事業区36林班

や小班にあり，その面積は， O.84ha である。その位置図および試験配置図は図15 ， 16で示すn

2) 立 地 歪
湯

イ〉気 象

試験地もよりの小国町宮ノ原の観測結

果は表23のとおり，小国町と試験地の比

高は470m，水平距離は10kmである。

ロ) 地質・地形・土壌

試験地は九重山系の山麓緩斜面に位置

し，地質は，九重熔岩からなりその上i乙
'g 

火山灰が堆積し，ほとんど Blo 型土壊か
黒川

らなっている。 図 15. スギ玖珠試験地位i世図(熊本県阿蘇郡小国町〉

ハ) 試験地設定のねらい

クモトオシ菊池試験地が，第 1 試験

区しか設定できなかったため， 1 年連

れて， 38年度伐跡地から候補地をさが

したが，タモトオシの郷土!とは適地が

なく，分布地域からはやや離れ試験地

としては完全に条件を満足させるもの S 

ではないが，他lこよりよい場所がない

ので隣接著の本地に設定するのやむな

き!こ I;"， t，こった c 36 

3) 造林

イ)市水

品腫，およひ"護|引はクモトオジ菊池

試験地と同じであるつ

図 16. 試験区配位図

表 23. 小国町における気象観測値
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ロ)植付け

地どしらえは本試験地がクヌギを主体とした天然生広葉樹林伐跡地で，全メ11 りによる地ごしらえをお乙

なった。

植付けは方針書どおり実施し，植穴は植付け時に機械で掘り，植付けは，昭和39年 4 月に実施した。

活者は， A 1 プロットが悪く，との原因は39年秋"-'40年春の寒さの害によるもので. 5996になった。そ

の他の 3 プロットは約80%の活着であった。

4) 保育

下刈りは下記のとおり実施した。

39年度: 6 , 8 月の 2 回

40年度: 7 月 1 回

5) 施肥

植栽時， 2 回目， 3 回目とも方針書どおり実行する。

6) 成長

植栽後1， 2 , 4 年自に各プロット内調査区の樹高，当年{ltlび，根元直径を測定した。その平均値は表

24のとおりつ

平 2AABB EE I I 均 | 

74.5 17.2 1.0 123.5 

57.6 24.4 1. 1 133.6 

52.6 19.4 1.1 143.5 

52.4 18.7 1.0 116.8 

218 61 3. 7 

217 57 3.9 

275 73 4.5 

203 55 3.5 

一
223 

7) 被害

イ〉病虫害

梢頭部の若い幹lζ帯化現象が若干あらわれているものがみられた。

ロ〉気象害

本試験地は高海抜地にあり，地形もゆるやかなため，寒さの寄を受けやすく，特にプロット Ar は緩斜

面の下方のほほ平坦地で霜穴地形になり，ために植栽 1 年目の39年秋-----40年春の聞に胴枯型の凍寄が大き

く発生し， 41%の枯死をまねいたが，その後は被害はあらわれていないc

E. ヤブクグリースギ中津試験地

1) 位置・面積

木試験地は大分県豊前市岩屋町，熊本営林局管内中津営林署-部内経読岳国有林行橋事業区30林涯と小班

lζ所在し，その面積は第 1 試験地0.8ha，第 2 試験地0.8ha，合計1.60 haで・ある c 位置図および配置図は

図17， 181<:示す。
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凶 17. スギ中津試験地位置図(大分県盟前市岩屋町)

o 100 200哨

図 18. 試験l孟配 iì"t図

月

気温 CC)

1;年 ;J(量(mm)
い
門
戸
川
一

2) 立地

イ)気象

試験地もよりの豊前市八屋町の観測結果は表25のとおりつ八屋町と試験地の比百五は8íO~900m，水平距

離は 14km である η

ロ〉 地質・地形・土接

試験地は掻読岳(標高 992m) の北西斜面に位置し， r11頂付近は急斜地をなし，その下部斜面は緩斜地

をなす。この授斜地の土壊はおおなね BD 担土j哀が分布し，急斜面は BD(d) 型土壌となる j j也質は安山~~-

よりなる c

ハ) 試験区設定のねらい

ヤプクグリは九州の中・北部地方iと分布している成長旺盛なスギであり，候補地としても 1:11 ・北部地方

:c しぼり.当初，郷土の玖珠営林署部内 11:候補地をきがしたが，適当な H日和36l:f.度主伐跡地が見あたらな

いので，やむをえず隣接警の中津部内の当試験地を選んだ。当試験地は商海肢ではあるが，自íJ生林のスギ

の生育良好であった個所に第 1 試験区を設け，同団地内の尾恨近くの北西向科而および小，尾根筋の平坦地

で前生林のスギの生育が第 1 試験区よりおとる個所lと第 2 試験区を設けた。

3) 造林

イ〉商木

i) 品事n

ヤブクグリほ別名インスギともいわれ.中，北九州の安山・岩の崩積土壊地帯で造林されている。成長旺

盛な根元曲りの強いさしスギである。

葉は鋭角，紫色は夏季に淡濃緑で冬季には薄紫赤色，触感はやや堅くて怖い。小葉は短小で密生して着

長は長い。技数多く技径は小，幹の恨元曲り強く，樹皮は暗褐色で粗網~樋状，耐寒性はやや強で発根性
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は中，材は暗赤褐色でやや強制，成長は早生型である。

成長(ま本試験地では林齢25年で樹高 22m，胸高直径30cm，幹材積620m3 が期待できる。

ii)養泊

ヤプクグリの多く分布する H 国営林署の鼓口苗畑lζ育苗方針告:による養簡を依頼した。昭和3ï手 3 月に

採穂，さしつけし・たものを下記山出し選苗基準により選前した。

前齢

13~l 

地上長|狼元経|枝幹主|根部主泣

4Ocrn以上 1 08cm以上 1 60g 以上 lO g 以上

ロ〉植付け

地ごしらえは，第 1 試験区では前生林のスギの残材，校条をプロット外:ζ搬出後雑草のメIJ払いを定乙な

っ Tこ C

第 2 試験区 2B! ， 2AI 区についてはプロット外lζ枝条を巻きおとしたが， 2Bn , 2An区について

は上木の伐採，搬出がおくれ，地ごしらえ直前に搬出したため残材，校条の量が膨大で一部はプロット外

lて搬出したが，金量の搬出は不可能であったのでやむをえず火入れをおこなった。

植付けは，方針書どおり実行，植穴掘りはM付け時lζ機械でお乙ない，植付けは鍬を附いた。その時刻

は当初38年 3 月!と予定していたが，大宮の残雪が多く，雪どけを待って 4 月 5 .......10 日に実行した。 39年 3

月のJ国査では平均98.96の活者をみたり 42年11月の調査で約 5.%の枯損を生じている。

4) 保育

下刈りはつぎのとおり実行したっ

38年度: 6 , 8 月の 2 @1

39年度: 6 , 8 用の 2 回

40:年度: 8 月 1 回

5) 施 JJ巴

横付け時は方針害どおり⑭ 1 号(粒状)を 1 本あたり 100g 施した。 2 回目， 3 i司自も方針書どおり同

肥料をそれぞれ200g ， 300g を施した G

表 26. 成長経過

~一年~ I .. I'r:-r:::I /rrTI'nl"¥1-I.. n I::J '- I n Ir_'.-t /,," I-r- .. t:1 '¥ i 刊民 I 1 年目(昭39年 3 月) I 3"f 目 (41年 1 月) I 5 年目 (42年 11月〉

7' 0 2 ト ~I 日|噌)1巧531 也空理主夫監J旭堂)\平塑
1 A 1 I 47. 2 I 20. 7 I o. 7 1 116. 4 I 37. 3 ! 2. 2 i 223 I 54 5. 3 

An 46.1 20.1 I 0.7 97.91 31.7 2.0 189' 40 4.8 
B 1 48.3 I 21.01 0.7

1 
110.8: 37.8 2.11 220! 51 I 5.4 

Bn 49.91 21.9 i 0.7' 128.0 39.0 2.41 2341 51 I 5.4 

平均 47.91 20.9 0.71 113.4 36.4' 2.2 217 49 5.2 

2 AI 
An 
BI 
Bn 

平均

jiflit;! 日 I ~釘 !;;::;:;!ii;lzii:;
:;::!;?:;l;:;|;;;:;l;;:;l;:;|:;:1;;|;:; 
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6) 成長

植栽後 1 年目 3 年目， 5 年目:乙各プロット捌査区内の樹高，当年伸び，根元直径を測定し，その平均

値は表26のとおり。

7) 被害

イ)病虫害

植え付けてから42年11月の謁査時まで被害の先生はない c

ロ)獣害

試験地付近一帯はカモシカの生息地のため，試験地内特iζ第 1 試験区内の各所にカモシカがi也床を掘り

起こしたり試験木の幹，校葉にすりきずを与えているが，被害木で枯死したものはみられないc

/、)気象害

試験地が標高900m前後の高いところのため，冬の強い西風で， 2 A 1 , 2 B 1 の両プロットの一部試験

木IC樹冠の西側の技条が寒風害を受けているものがあるが，被害によって枯死したものはみられないc

F. ウラセバルほか 3 品種ースギ日田試験地

1) 位置・面積

木試験地ほ福岡県朝倉tt\~小石原IIIJ，熊本営林局管内日 m営林署部内畑ケ尻国有H久留米事業区10林班い

小班に所在し，その面積は，ウラセパル・1.6 ha (第 1 試験区 0.8 ha，第 2 試験区 0.8 ha) , その他 3 品種

式験区 0.72ha，合計 2. 32ha である。位置図および配置図は図19， 20lC示すC

2) 立地

イ)気象

図 19. スギ日田試験地位置図
(福岡県朝倉郡小石原町)

月 2 , 

気温 ("C)
31 

降水量(mm)

図 20. 試験区配iift凶 図 21. 土壌分布凶

表 27. 日!日市における気象観測航

9 1 10 , 11 _1 12 I 年

ぺ 151 「 55|2 山243 I 77 I 59 I 52 12, 007 
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A 
Prof. No. 1 Bc 型土壌

傾斜 25・，方向 W，標高 530cm，地質雲母片岩c

A 20cm 7.5YR4/3 (褐色)，腐植を含む，石礁に之しい，埴境

B 土，堅果状構造，軟， il¥'j � 

40 

A 
20 

B 

B 30cm+ 7. 5Y R 5/6 (暗褐色)，腐植，石康!こ乏しい，埴土，

カベ状構造，軟，観。

Prof. No. 2 Bo 型土壊

傾斜 5 ぺ方向 \V，際高 500m，地質雲母片岩n

A 30cm 10YR2/2 (黒褐色)，腐植に富む，石礁を含む埴壊土，

団粒状構造，軟，湿。

R 30cm+ lOY R4/4 (褐色)，腐植に乏しく石際を含む埴土，カ

べ状構造，軟，湿に

国 22. 土壊代表断面凶

試験地もよりの日田市の観測結果は表27のとおり 3 日 111市と試験地の比高は420m，水平距離は20kmで

ある。

ロ) 地質・地形・土壌

試験地は西向の下部斜面に位置し一般に小起伏が多く.上昇斜面をなしている。地質は変戒岩の雲母片

岩からなる。試験地の土壊は悶21がしめすように変成岩の風化物からなり，斜面上部はA層もうすく Bcm

土壌となり，下部斜面，または凹部は Bo型土場が現われる。また一部の目地!とG型土壌が分布している.

Bc 型土壌は，一般lζ斜面上部にあらわれ，だいたい，防楠に乏しく堅果状構造が発達している。

BD 型土壌はA層も!早く，腐植， 石礁!ととみ団粒状構造もよく発達している，その代表土;懐断面図は凶

22で示すわ

ハ〕 試験区設定のねらい

ウラセパルは日田三春原地方の原産で，その分布はあまり広くないが，できるだけ原産地近くに試験地

を設定するように心がけた。しかし，近くには国有林がないため，原産地の近くで立地的に似ていて，ま

た試験地としての条件をみたす個所として，昭和36年度スギ人工林伐跡地から選定した。なお近年九州の

民有林で，局地的ではあるが選抜された成長の早いスギが植栽されているので，とれを参考林分として試

植したc 試惜した品事IHまイワオスギ，キウラ，ヒノデスギである c

3) 造林

イ〉苗木

i) 品種

ウラセパルは，日田市大字五和字三春原地方の原産で，成長早く大葉で枝が弓状lζ曲がる独特のスギで
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ある。

葉は重複形で先は円錐，感触は軟，夏季:と藍緑色で冬季は黄褐色，幹，授に不定芽多く，ヒモが下垂す

る c 主技は初め鋭角でのち強く弓状 1<::曲がる。落枝やや難，幹はiill直でウラゴケ樹皮は荒い絹白状，心材

は暗褐色で材質は軟弱，成長は早生型， i思i問肥沃地を好み，適地の幅は狭い。

この試験地では，林帥30'ドで，平均1古fi\Jj20m ，胸l.Jjn'rí弔 30cm，件材積 610m3 がj例代j'できる。

イワオスギは，佐賀県住浦郡土山村大字応川の諸熊 巌氏が，実生林内の成長の早いスギ(フジスギ)

を取り出して固定した早生型スギで，葉形は鋭角で触角は堅いっ禁色は夏季;と浅緑で，冬季には赤褐色，

枝太で技痛が発生する。不定枝が多く枝角は扶い。樹冠は椅P1形で外縁は大波形，幹)込は著しい鳥足形，

技は黒褐色でもろいp 発根性~IJ ，林[論 8 5:1三で平均樹高i7.86m ，平均胸高直筏12. 15cm，林齢20年で，平均

樹高14. 30m，平均胸高直径20. 25cm , haあた)番積543. 4m3の林分がある。

キウラは福岡県八女~良野村木浦で80年前，実生の大径優良林中の良木から採椋，さし木造林で広まっ

た樹li.~の黄色くなるスギで，葉は接触~重複型，禁色は夏冬ともに黄味が強い。小撲は短小，肉太で疎生

して葉長はやや長く，枝細で枝角は広い。根元曲がり強く，幹は蛇行する。早生~~叫，材は赤心で成長はわ

りに良好で適地の範囲は広い。

!貫長は20年で平均樹高17m，平均胸高直径21cm，幹材積422m 3 が期待できる。

ヒノデスギは，日田郡大山村の井上氏がウラセパルの林分から選出して育成したアカパウラセパル系の

スギで，棄はやや肉厚で夏季濃緑で，冬期 lとは赤味が強い。つやが濃くて材は赤味が強く適地の幅は狭い.

成長は ， 21年で平均樹高19m，平均胸高直径24cm，幹材積530m8 が期待できる c

ii) 義歯

ウラセパJレの原産地に近い大分県林業試験場に，育苗方針書lとより菱商を依頼し，下記山出し選苗基準

!とより購入したむ

なお，イワオスギは佐賀県林業試験

場，キウラは福岡県八女郡星野村，谷

首 齢|地上長|根元径 i 枝幹重|根部重量
1 年 ドOcm以上 lo.8cm以上 I 6Og 以上 I 8 g以上

口俊一氏，ヒノデスギは大山村森林組合に同じく養苗を依頼，購入した。

イワオスギは，全般に大苗(酋長60，..._，70cmの範囲〉であった。

ロ〉梢付け

との試験地は前生林がスギ(一部ヒノキ〉人工林50年生を36年度伐採し， 37年 9 凡は枝葉を巻き落とし，

プロット外で寄せ焼きし，地ごしらえをした。

植栽については，方針害どおり実施，植穴はウラセパJレ区の 1/3 を37年11月に機械掘り，残り 2/3 とヒ

ノデ，イワオスギ，キウラ区は植栽時に機械掘りと一部手掘りでおとない，植付けは鍬を用いてお乙なっ

た。

植付けは38年 3 月 16.......21 日に実施した。

活着は，ウラセパル第 1 試験区で平均94%，第 2 試験区で平均9796，キウラ 91% ， ヒノデ73%，イワオ

スギ9196を示した。

4) 保育

下刈りは下記のとおり実施した。

38年度 6 , 8 月の 2 回 39年度 7 月 1llil
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表 28. 成 長 経 過

試験地区 --..............1 樹 (c高m〉|| i!根元(直cm径〉1| 樹 (c高~;hI伸長(c量~)1根元〈直cm径>『=一 年 度 1 1 年目伸-〈昭i長aE3量竺9R年1!|根3元月n直c〉E1径a1樹1町3E高型年民1l目伸(長q金岨量型年n2 11 月) 1 5 年目 (4印刷
ウラセノマJレ

1025l 却 017ml 岨 140
AE552l  16・~ I ~. ~ ~~~. ~ I ~~. ~ ~. ~ I ~?~ ;~ I ~. ~ 
~ 1 ~~.~ 1 ~.~ : 0.8 10~.21 ~~.~ ~.~ I 2:~ ~~ I ~.~ 
B n 55.9 : 9.9 i 0.8 110.4 29.5 !. 9 I 178 38 3.3 

平均 156519951 081 山 2叫1. 8: 196. 51 43. 8; 3. 6 

2 AI 1.6 142 31 2.6 
An 54.5 12.0 0.7 I 105.2 18.9 1.5 196 42 3.4 
BI 55.2 9.8 0.7' 98.9 21. 2 1.6 195 47 3.6 
Bn 53.0 10.7 O. 7 86.5 12.5 1.4 140 31 2. 7 

平 均 53.9 10.7 O. 7 94.6 1.5 168.2 37.8 3.1 

ヒ ノデ
1 A 0.8: 111. 2 25.6 I 1.9 3.0 

B 55.1 12.5 0.8 105.3 1.7 215 52 3.9 

平 均 15.0 0.8 I 108.3 27.5 1. 8 ! 194.0 44. 3.5 

イ ワオ
1 A 81. 6 22.5 277 5.2 

B 74.2 17.8 0.9 I 164.7 44.5 2.6 316 87 5.6 

平 均 77.9 却.21 0.951 163.1 41. 5 t 2.7 296.5 

662 7-

5.4 

キウラ
1 A  62.5 29.8 284 5.3 

B 59.4 19.3 0.8 I 143.1 41. 7 2.5 313 71 5.5 

平 均 61. 0 24.6 0.85: 139.8 38.2 2.5 298.5 66.5 5.4 

5) 施 月巴

植付け時は方針書どおり⑩ 1 号(粒状)を 1 本あたりlOOg 施した。 2 回目， 3 回目についても方針書

どおり同肥料をそれぞれ200g ， 300g ずつ施した e

6) 成 長

植栽後， 1 , 3 , 5 年目の各プロット内調査区の樹高，当年伸び，根元直径を測定し，その平均値は表

28のとおり。

7) 被 害なし。

￠私

67 

図 23. スギ宮崎試験地位置図
(宮崎県宮崎郡田野町)

1;l if¥/ 
図 24. 試験区配置図
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月! lI 2 I 3 いいいい庁いいo い1 I 12L土
気温 ccc)1
降水量 (mm)1 J14 
G. オピアカースギ宮崎試験地

1) 位前・商店

本試験地は，宮崎県宮崎郡田野町，熊本営林局管内宮崎営林署町

内本田野国有林宮崎事業区68林~lEと小斑に所在し，その面積は0.84

haである。位置図および配置図は図23， 24で示すむ

の立地

イ)気象

試験地もよりの気温は宮崎市，降水fì1は旧野町の観測結果は表29

のとおりである。宮陛市と試験地の比高は 540m ， 水平距離

は 21km，岡野町と試験地の比高は 420111，水平距離は 7km

である。

ロ) 地質・地形・土壌

試験!lliは東西:乙流れる小沢に面し，上部はやや急傾斜地と

なり，下部は押出し地形となる。地質は第三紀の砂岩からな

@代表断面

位置

図 25. 試験地土域分布凶

Bo(崩U~土)

っている。試験地付近の土壌は図 25 ， 261と示すように BD 型 図 26. 試験地付近の地形と土壌模式図

土壌， BD(d)土展となっている c

BD 型土蟻は斜面下部に分布し，主として崩積土であるコ A層は30cm程度で表層 (A層)には団粒状構

造が発達し，下層は石礎を多く含み，腐植，水湿lことみ，スギの適地として好条件をそなえている。

Bn(d)型土壌は凸斜面，または急斜而に分布し， A層は15cm程度で団粒状構造により粒状構造が多く，

石礁が少なく， 13D 型土壌よりやや乾いている。代表断面図は図27に示すとおりである。

ハ〉 試験区設定のねらい

20 

40 

。 <l
60 

ﾄl 

A2. 

B 

Prof. No. 1 13 D 型土壌

崩積土，傾斜 5 ぺ方向 N，地質第三紀，砂岩。

:¥1 10cm 7. 5Y R 1/1 (黒色)， J寓柏，石礁にすこぶる富む，団粒状構

造，軟， j毘，壌土c

A!! 20cm 7. 5Y R 1/1 (黒色)，腐拙に宮む，石礁にすこぶる官む，軟，

湿，壌土0

B 30cm+10YR3!3(暗褐色)，腐植に之しい，石礁に宮む，軟，湿，砂

域土。

凶 27-1. 土壌代表断面図
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Prof. No. 2 B D(cI)型土壌

傾斜 25 0，方向 N，地質第三紀，砂岩。

A 10cm �.5YR2/2 (黒褐色)，腐植!と宮む，粒状構造，壌土，軟，

日号 c

R 40cm lOY R3/4 (黄褐色)，腐植!こ乏しい、粒状構造，壌土，軟，

潤c

r-gj 27-2. 土壌代表N~T而医!

オピアカは歓肥スギの代表的な品荷で，その成長も旺盛で持続力があり，宮崎県南ff15-帯に広く分布

し，その適地範囲もかなり広い。 試験地としてはできるだけ郷土の飲肥営林署部内に設定したかったが，

所要面積をうることができなかったため，紙肥試験地の隣接地，宮崎営林署部内の昭和36年度スギ人工林

伐採地の中から，土壌調査を行ない，木試験地を設定した c

3) 造林

イ)首オ:

i) 品種

オピアカの針葉は，接線~接触型，肉厚で触感は軟， m色は夏季濃緑色で冬季には紫赤色，小葉は短大

で密生しており，校数少なく不定枝ば少ない。高齢枝の枝角は広く，弓状lζ曲がる。樹冠は長円形で外縁

はなめらかで斉っ幹足は著しく鳥足型，落枝しやすく，偽年輪が多く，心材は赤く，脂分多く強制，弁甲

材!(最適，発根率中，成長旺盛で持続力大，乙の試験地では林締 30 年で平均樹ï::j 20m，平均胸高直径 34

cm，幹材積 656m3 が期待できるつ

ii) 饗樹

オピスギの中心郷土，宮崎県南那珂郡北郷町の田代栄氏!と，育商方針書に準じた菱商を依頼し，下記

山出し選苗基準lとより購入供試した。

ロ〉植付け
前 齢 苗上長|根元径!枝幹量|根部重量

一一 -: ----一一‘ 地どしらえは大きな枝条をプロ

1 年 {批型主J_O:竺些1 6Og 以上 1 10リ竺 ット外lζ搬出し針IJ り lζ よる地ど

しらえをおとなった。植付けは方針書どおり実行，ただし，楠穴掘りは現地が石際多く，機械使用が困難

であったため，植付け時!と手掘りによりおこなった。 植付け，施肥は昭和38年 3 月 11"-'16 日におこなっ

た。活着は 1 A 1 プロットが傾斜急で石陳多く 80%の活者で，他 3 プロットは100%の活着を示したu

4) 保育

下刈りは下記のとおり実施した。

38年度 6 , 8 月の 2 回

5) 施肥

39年度 7)]1 回

植付け時， 2 回目， 311'11 固とも方針番どおり施す。

G) 成長

40.......42年度毎年 1 回

植栽後1， 3 , 5 年目 iζ各プロット内翻査区の樹高，当年の伸長量，根元直径を測定し，その平均値は
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表 30. 成長経過

年

プロット

1 A 1 

An 

BI 

Bn 

平 均

23.8 1.6 161 26 3.6 

25.2 1.4 131 21 3.1 

18.3 1.4 143 19 4.0 

34. 7 1.8 185 48 3.1 

3.5 

表30のとおり。

7) 被害

植栽後から42年11月の調査時まで，病虫害，その

他の被害ともみられない。

H. オピアカースギ妖肥試験地

1) 位置・面積

本試験地は，宮崎県南那珂郡北郷村，熊本営林局

管内献肥営林署部内秋切谷国有林歓肥事業区 117 林
到 28. 献 .fJE試験地位置図(宮附県南那珂郡北郷村)

斑ぬ小班にあり，その面積は0.8ha である。位置図

は図28，配置図は図29!と示すc

2) 立地

イ〉気象

観測資料は宮崎試験地に同じ。ただし，宮崎市と

試験地の比高は600m，水平距離は19km ， FII野町と

試験地の比高は470m，水平距離は 7kmである。

ロ〉 地質・地形・土壌

試験地は束向きの中腹斜面に位置し，棚地形の平

坦部である。地質は第三紀の砂岩から成り，火山灰

が厚く堆積した地域である。試験地付近の土壌は，

掴29 ， 30にしめすように，全体に黒色火山灰土壌の

1 @ 
。
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図 29. 土壌分布図

←BtIXd1一→モ一一一一一助一一一一一→

図 30. 試験地付近の地形と土壌模式図
Blo型土壌であるが，一部の斜面において Blo(d)型

土壌となっている。 Blo 型土蟻のA庖は 40cm 程度あるが，構造は表層 (A層〉のみ団粒構造が発達し，

下部はカベ状構造をなし，下層ほど土壌が堅くなっている。 Blo(c1)型土壌は前者に比し， A層がうすく

20cm程度で土壌構造も団粒と，粒状構造が混合している。代表断面における断面図， および記載は図31

に示すとおりである。

ハ) 試験区設定のねらい

オピアカ試験地として候補に上げた36年度伐採地のうち，適地と思われる個所が使用可能な面積不足の

ため，第 1 試験区を宮崎営林署部内に設け，飲肥営林署部内の本試験地は第 2 試験区とみなして設置した。
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20 

40 

40 

3) J.古林

イ〉樹木

林業試験場研究報告第 233 号

No. 1 Blo 型土壊

傾斜 20 0，方向 E，標高 610m，地質第 3 紀，砂岩，火山灰c

Al 7cm 7.5YRl/1(黒色)，腐植にすこぶる宮む，壌土，団粒状構
造がよく発達している，軟，湿。

A2 13cm 7. 5Y R 1/1(黒色)，腐柏にすこぶる宮む，境土，土壌は~ì
粒状構造，下部塊状梢造，軟，湿ι

As 15cm 7.5YR1/1(黒色)，満植にすこぶる官む，壌土、カベ状梢
造，軟，出。

B B 20cm + 7. 5YR4!4(褐色)，腐植に乏しい，埴土， カベ状椅造，

A, 
A2 

B 

堅，湿~ 0 

No. 2 Blo(d)型土壌

傾斜 5 0，方向 E，標高 600m，地質館 3 紀，砂岩，火山灰c

Al 8cm 7.5YR1/1(黒色)，府植に宮む，壌土，団花氏構造と粒状
構造，軟，湿 2

AlI 12cm 7.5YRl/l(黒色)，腐植に官む，壊土，カベ状構造，軟，
湿3

B 30cm+ 7.5YR4/4(褐色)， .1持植に乏しい，カベ状構造，堅，湿。

図 31. 土壌代表断面図

品種および接苗はオピアカ宮崎試験地fC 同じ。

ロ〉植付け

地ごしらえは，スギ人工林の伐跡地であったので技条のスジ立てどしらえをお乙なった。植付けは、方

針書どおり実施した。ただし，植穴は営林署の希望もあり，植付け時に手掘りにより実施した。

活着は全プロットとも 10096の活着を示した。

4) 保育

下刈りは下記のとおり実施した。

38年度: 5 , 8 月の 2 回

5) 施肥

39年度 :7 月 1 囚 40年度: 7 月 1 回

植付け時は方針書どおり⑭ 1 号(粒状)を 1 本あたり 100g 施した。 2 回目も方針書どおり同肥料を200

g 施す。 3 回目も方針番どおり同肥料を300g 施すっ

表 31.成長経過

.........._ 
年度 l 年目〈昭39年 3 月) i| 3 年目 (41年時1 .R)間|1 5 年目 (42ff:. l1}'3 ) 

プロット \、、
樹 (clm埼 )1 仲長(c量m) 根元(直cm径)樹 (c高m)|| 伸長(c量m)。 樹 (c品noil 伸長(c量m)||根元(直cm径) 

2 AI 56.9 22.6 14.3 51. 7 3.1 245 72 4.9 

An 49.3 18. 1 0.8 : 13.2 50.0 2.7 250 72 4.9 

BI 54.9 21. 8 0.8 14.3 41. 4 2.9 270 83 5.7 

Bn 49.5 18.1 0.8 12.9 44.2 2.2 195 43 3.7 

平 均 52.7 20.1 0.8 13.7 46.8 2.7 240 68 4.8 
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6) 成長

植栽後 1 ， 3 , 5 年自に各プロット内調査区の樹高，当年伸び，根元直径を測定し，その平均値は表31

のとおり。

7) 被害

植栽後から42年lL月の，U，~i査時まで病虫害，その他の被害ともみられないじ

1.キジン，ハライガワースギ鹿屋試験地

1) 位置・面積

本試験地は鹿児島県肝属郡吾平町，熊本営林局管内鹿屋営林署部内神野国有林u:g毘 ~jf.業区17林班は小班

に所在し，その而積は，キジン試験区 O.64ha，ハライガワ試験区O.64ha，合計1. 28ha である。位置図は

図32，配置図は図33で示す。

2) 立地

イ〕気象

試験地もよりの鹿屋市の観測結果は表32のとおりである。鹿屋市と試験地の比高は 400m。水平距離は

13kmである。

ロ〉 地質・地形・土壊

試験地は北向きの中腹斜面に位置し，緩斜面をなしているロ地質は花闘岩からなっている。試験地の土

壌は図33， 341ζ しめすように!まとんど Bo 型土壌である l' Bo 型土壌はAJí1ìも 40cm程度をしめし，回粒状

構造がよく発達し，同州!こもとみ、土壊はやわらかく，スギには好適な条件をそなえている。なお，代表

断面における断面開，および氾械は阿部のとおりである。

ハ) 試験区設定のねらい

ハライガワ，キヅンとも鹿屋市の周辺で育成され，植栽地域もそう広くないため，試験地も鹿屋署部内

を候補地にしぼり，昭和36年度カシを主とした天然生広葉樹林伐跡地を土壌調査し，立地的にも試験地と

して満足される候補地であるため，選定した。

一→~N
ヰま島

試島高it!l

@代表紙E

コ該孔点

む 2 1cr'1

図 32. スギ鹿屋試験地位置図(鹿児島県肝属郡吾平町神野〉 図 33. 試験区配置図および土壌分布図
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No.1 Bo 型土壌

傾斜 200，方向 N，標高450m，地質花商岩。

Al 20cm 7.5YR2!1(黒色)，席植!と宮な，石礁に之しい，埴境
土，国:泣状，構造がよく発達して
し、る， しょう ， iMc 

A2 15cm 7.5YR2/3(黒褐色)，腐植に富む，石牒に乏しい，埴
壊土，回粒状構造， しょう，湿。

B 30cm + 10YR4!4(暗褐色)，腐植，石礁に之しい，埴壌土，
カベ状構造，軟，湿じ

8D 

国 34. 試験地付近の地形と土壌型模式図

A, 
2 

40 

B 

60 

3) 造林

イ)苗木

i) 品種

ハライガワは別名スケエモンスギともいい，鹿

児島県鹿屋市抜川の岡本助右ヱ門氏が，同地の地

杉の中の良木をさし木忙移して育成しているもの

であるつ

葉は重複型で葉先の曲がりが強い。肉厚で触感

は軟で弾力性に宮む。技はやや長丈で高齢技は強

く弓状に曲がる。落技しやすく樹冠ほ円錐形，外

図 35. 土壌代表断面図

縁は小波型で平滑，幹足は著しく烏足形，樹皮は赤褐色で網目状，材は赤褐色でやや強じん，造船建築制ー

に適し，成長旺盛，結実少なく，発根率高く，湿潤性，肥沃地を好む。

成長は，本試験地では林齢30年で平均樹高20m，平均JI旬高直径32cm，幹材積612m3 が期待できる。

キジンスギは，鹿屋市野里町の中島万助氏の山から育成した芯芽の黄色いスギで，業は鋭角で先はとが

り，触惑は堅く痛い。葉色は夏季黄緑色で冬季には暗褐色，乙とに芯の部分が黄色が強い。校太く校摘が

発達して不定枝が多い。技落ちにくく，技角狭で内曲がり強い。わずかに枝元曲がりがある。幹の根元が

わずかに曲がり，樹皮は縦裂の深い組網目型で，色は11音褐色，樹形は長楕円形で外縁は大波状のやや不斉

形，心材は赤褐色で材はもろい o 根は繊弱で粘質土壊では不良，耐乾性はあるが，耐寒性は小。早生型で

発根率は中である。

本試験地では林齢30年で，平均樹高20m. 平均胸高直径32cm，幹材積 612m3が期待できる c

ii) 養前

ハライガワは鹿屋営林署，政川苗畑l乙育苗方針書fr:準じた養苗を依頼し，下記山出し基準により退苗し

た。キジンは鹿児島県林業試験場に，育首方針書:r準じた養苗を依頼，下記山出し選苗基準iとより購入し

苗齢|地上長|根元径|往時言l根部重量 。た

ロ)植付け

伐跡地は枝条等はきれいに取り除かれていたた

め， 37年10月に企刈りによる地どしらえをおこな
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っ fニ。

植付けは，方針苫どおりに実行，植穴は植付け時lこ機械掘りを主としたが一部手掘りもお乙なった。植

付けは昭和38年 3 月 4"'9 自にお乙なった。

活着および枯損は，キグンは38年 1"""'2 月の異状寒波により苗木桐り取り前後に軽度の寒害をうけ，現

地植栽後の寒波および異常乾燥により， AI と BI の両プロットはほとんど枯損，またAn と Bnについて

も4096の枯損を生じたので， 39年 3 月にそれぞれ全面的に改植をおとなった。

その活者率は昭和41年 1 月の調査でハライガワの平均79%. キジンの72箔である。

4) 保育

下刈りは下記のとおり実行した。

38年度 5 , 8 月の 2 回

39年度 7 月 1 固

め施肥

横付け時は方針書どおり@l 1 号(粒状)を 1 本あたり 100g 施した。

なお，キグンの改植プロットについては改植時に同肥料を100g 施した。 2 回目， 3 回自についても方

針書どおり同肥料をそれぞれ200g ， 300g あて施した。

6) 成長

植栽後 3 ， 4. 5 年目(改植プロットについては 2 ， 3 , 4 年目) Iζ各プロット内制査区の樹高，当年

伸び，根元直径を測定し，その平均値は表33のとおりである。

7) 被害

42年に試験地周辺にスギタマパエが発生し，試験地内のキタンスギK被害があらわれたので，春季!と

BHCを散布し.た。

表 33. 成長経過

弐 年度':1 �:1=I (n11A.l:r:. 1'1'¥ J l:r:1=I (A.l:c"."tl'l'¥ I l 3 年目(昭41年 1 月) I 4 年目 (41年12月) I 5 年目 (42年12月〉

|樹高|伸長量|根元直径|樹高!伸長量|根元直径|樹高|伸長量隈元直径
プロット ....__ I (cm)1 (cm)1 (cm)1 (cm)1 (cm)1 (cm)1 (cm)1 (cm)1 (cm) 

キク ン

1 A 1 I 1比 6 32.6 150 43.4 2.6 211 63 3.5 

An 116.7 32.6 1.7 164 41. 3 3.1 215 64 3.9 

Bl 119.8 45.0 1.8 157 39.5 3.2 237 74 4.3 

BlI 154.9 50.5 2.7 216 58.6 4.4 286 74 5.4 

平 均 126.5 40.2 i.9 172 45. 7 3.3 237 69 4.3 

ハライガワ

1 A 1 97.3 25.6 1.6 125 28.1 2.3 171 44 3. 1 

An 98.2 25.8 1.3 122 26.5 2.1 157 37 2.8 

Bl 105.7 27.2 1.5 143 37.1 2.7 159 41 2.9 

Bn 86.0 21. 2 115 29.9 2.0 148 2.5 

平 均 96. 8 ~ 25.0 I 126 30.4 2.3 159 2.8 

注〉 キジン 1 A 1 と 1 B 1 プロットは39年 3 月 !ζ改植， 1 An と Bnプロットは40%補植。
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2. アカマツ

A. アカマツ岩手試験地

1) 位置・面積

本試験地は，岩手県岩手郡岩手町，背森営林局管内岩手営林署部内北上山国有林岩手事業区55ろ林班，

および53い林班に所在し，その面積は，第 1 試験~1. 07ha，第 2 試験区 0.91ha ， 合計1. 98ha である十コ

位置図および配置図は図36， 37に示す。

2) 立地

イ)気象

試験地付近の盛岡および奥中山の気象観測値は表34のとおりであゐ n 盛岡は年平均気温 10.9 0 C ，年降

水量1， 202mmであり，さらに北部に位置する奥中山は盛i湖よりも低温で，冬季の降水量はわずかに多い.

;導水の分布を見ると 7 ----10尽に多く，表日本型の気候の特徴を示している。したがって，試験地付近も表

日本型気候に属し，年平均気温は約10 ・ C ，年率水量は1 ， 200----1 ， 300mm程度であることがうかがわれる.

最深積雪は盛岡，奥中山の観測値からは大体50cm程度のものと惟定される。

ロ〉 地質・地形・土壌

試験地付近は主として粘板岩からなる古生層を基盤としているが，その上部にかなり厚く火山放出物を

堆積し，したがって土壌は火山放出物を母材としている何

海抜高450m前後の丘陵地形を呈し，第 1 試験区は丘陵凸斜面，第 2 試験区は沢沿い平坦地を占めてい

る。

高
サ
一

第 I a式験区

図 37. 試験区配置図

市
黒
花
本
環

至

言 IW ﾕi2km  

図 36. アカマツ 岩手試験地位宿悶
(岩手県岩手郡岩手町)

気象観測値
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第 1 ，第 2 試験区の代表断面の記載はつぎのとおりである c

i) 第 1 試験 l&: Blo(d)-Bo(cl)土展

位置: 55ろ， 1 A 1 区内、地形 :5 向き，傾斜: 15 0，母材:火山灰。

居新面の記松

F : 5cm，アカマツ禁，樹皮，粗に堆蹟。

A1: O"-'5cm，民褐 (7. 5Y R2!2)，埴質壌土，団校状および粒状構造，

粗，湿c

A2 : 5 .........12cm ，黒褐 (7. 5Y R2/2)，埴質壊土， 弱度の竪果状構造， や

や堅。

B1 : 12.........35cm，暗褐 (7. 5Y R3/4)，埴質壌土司軟， 温，腐~~iの模様，

粘板岩小角醸混入。

B 2 : 35.........55cm ，褐 (lOY R4/6)，埴質壌土，軟，枯りが少なく.火山灰

ローム質，粘板岩小半角醸混，入c

C : >55cm，褐 (10Y R4/6)，埴土，粘りあり，濁，拍板岩細磯多。

ii) 第 2 試験区 Blo 土主主

位置: 54い， 2 B 1 区内，地形:沢沿い平坦，母材:火山灰。

層断商の記載，土域代表断ÎliÎ図は凶38で示す n

L F : 2cm，ササ・クリ落葉。粗に堆砧。

A1: O.........Ucm ，立1; (lOYRl/l) , fjlÏ質壌土 i肱，湿，上部に弱度lζi司粒

:伏構造発述。

A2: 11"-'30Cll1，黒 (10Y Rl!l)，楠質壌土，湿p やや竪，小出jれあり o

A3: 30""""'69cm , i~; (10Y R 1/1)，埴土，堅，湿，ややカベ状。

B C : >69cl11，黒褐 (lOY R2!3)，埴土，堅，湿，やや枯りありつ

凶 38. 土壌代表断而図

20 

"'-(。
. ー.... ‘ーー、・ー-
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i司c
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A2 

40 

ﾄ3 

B-C 

このように，丘陵凸部の第 1 試験区では黒色土層は践しわずかに黒色土壌の名残りをとどめている

が，斜面下部の沢沿い平坦では黒色土居はきわめて深く，適潤性黒色土の形態を呈している。土壌は埴質

であるが，比較的経く、火山灰の特徴が認められるが、丘陵凸部では，古生届半角礁を混入し，重粘とな

り，下層には古性問母材の特徴がうかがわれる n

これらの土壌の分析成紡は表35，表36のとおりである。

pH (H20) は 5 台で ， X-C換酸度はわずかにあらわれている程度であり，塩基類に宮み，塩基飽和度もか

なり高い。凸斜ïHîの Blo(cl)-Bo(c1)土壌と沢沿い平坦の Blo 土壌とは屑断面に大きい差が認められ，腐植

合量も j目新ïíiíの形態と一致しているが，化学性にあまり差異がなく，わずかに ßln 土壊の表屈が塩基lと富

み，酸性が~5H 、傾向を示している。

両土壌とも容wi重が小さく，よく飽水し，火山灰土壌の特徴を示している。沢沿い平坦に位置する Blo

土壊は凸型斜'ùliのものようも容蹴重，粗孔隙，透]1<.性などからみて，堆積状態が密であり，理学性が劣る

傾向がある。

ハ〉 試験区設定のねらい

東北地方の表日本側の丘陵，台地地岐には天然性アカマツ林の優良美林が多く，甲地マツ，御堂マツ，
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国有林林小班 容積ミ重採取時飽水時飽差 金孔隙自|粗孔隙 l| 細孔隙(皿透/水皿性in) 

A9 I 5"'" 9 46 I 46 I 73 I 27 I 6 I 79 I 32 I 47 I 100 

北上山 55ろ 1 I Blo(d)一 Bo(d) I Bl 12か~24 45 I 47 I 76 I 30 I 6 I 82 I 38 I 44 I 84 

B2 I 40........44 46 I 51 I 77 I 26 I 6 I 83 I 36 I 47 I 78 

Al I 2........ 6 
454381 川川1 655 765 111 76 1 9 5 878 091 233 44 2 5 7 9 7 北上山 54い 2 I Bln I A9 I 20"-'24 78 I 23 I 2 I 80 I 34 I 46 I 56 

As I 4cr-.-44 76 I 10 I 3 I 79 I 32 I 47 I 9 
一一一一一一一一一

学理の壊土表 36.
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東山マツ，仙台マツなどの有名マツとして知られているつ

試験地付近は，いわゆる御堂マツの中心をなし，積極的にアカマツ造林が進められている。地形，土壌

的にもアカマツの植栽試験に適当であり，アカマツ郷土地域における造林試験には適している。第 1 ，第

2 試験区は地形が異なり，前者は丘陵凸斜面，後者は沢沿い地で，土壊は前者lζ比し，やや視潤である 1

3) 造林

イ〉商木

地元産のいわゆる御堂マツの種子を用いて，岩手営林署子抱苗畑において生産された 1 同床控えの 2 年

生前を昭和37年11月に掘りとり，翌年 4 月上旬まで 5 か月間前畑仮櫨し，植栽地lζ迎搬のうえ，付近の疎

開された広葉樹林内の低地1(11 日間 1 列仮植をおとなった。

?古木の大きさは，平均間長21cm，根元産径は9.7""'5.8mmで，平均7.6mmであった c

ロ)植付け

i) 地ごしらえ

試験地のi1îJ生林は，第 1 試験区は天然下種更新によって成林した林齢57年のアカマツ一斉林で，昭和35

年に伐採したものである。第 2 毅試区は明治末期にクリを植栽し，杭木用材として利用窪級{ζ達したもの

を伐採した結果，林分はかなり疎開され，その後に天然生のアカマツが侵入し，アカマツ林となったが，

林分成立の径緯から，クリを主体としたコナラ・カンパ・ヤチダモ・アオグモ・ハンノキなどの広葉樹の

_I-_I古木が比較的多くはいっていた林分であり，伐採はアカマツについては昭和35年!と行ない，また広葉樹

:ζついてはH召和37年に伐採したところである。地どしらえは楠付け直前の H目前138"ド 4 月!乙大形の技条を

休外iことり出したうえ，地床植物(主としてクマイザサ)は機械による全刈り地ごしらえを行ない，刈払

い物および小型校条は林内散布のままとした。

ii) 植付け

植付けは試験実行方針書によって実行し， 楠穴掘機によって 4 穴方式の深さ 30cm の植穴を掘り，その

跡に手によって歯木を組付けたの

楠付けは昭和38年 4 月 23 日から27 日にわたっておこなった。植付け前後の天候は植付け前は比較的乾様

ぎみであったが，植付け期間の後半になって曇天から小雨となり，比較的めぐまれた天候であったっ

iii) 活者

さきに述べたように，植付け時の天候が条件にめぐまれていたが，活着率は81"-'89%と思わしくなかっ

た c 乙のことは刈払い物および小形技条を植栽j自に散布したままとしたこと，とくにクマイザサの密度が

高く.地被物が多かった乙ととの関連での植付けの粗雑さ，とくに植穴へ地被物を入れるばあいが多かっ

た乙とと，さらには植付け時の施肥位置を正しくお乙なわなかったための肥料やけなどの人為的な悪条件

のためと考えられる。

iv) 補植

昭和39年 4 月 21 日から23日の 3 日I!日にわたって植付けもれの個所を合めてお乙なった。苗木は試験区付

属地に同時に植え付けた白木を用い，調査区内については同一立地のものを，また外周については一部他

の立地の首木をも用いた。

f'B植時の天候は異常低温で， -11剖海雪があったほどであるの

4) 保育
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植付け年である昭和38年は，地どしらえのための刈払いを 4 月におこなった関係から 7 月の 1 回だけに

とどめ，手メIJ りによる全刈りをおこない，翌39年は 5 月と 8 尽の 2 回，機械による全刈りをお乙ない，以

後42年度まで毎年 1 回 7 月に行なった。 XIJ払いはいずれも手刈りによる全刈りをおこなった 3

5) 施肥

:基!lE: 基肥はMUおと同時に試験実行・方針書lともとづき.ちから軌状固形肥料 1 号を 1 木あたり 67g を，

植穴の底部と植え付けた苗木の上部周問の 2 か所lζ等分して施した。

追Ij巴: 1 回目の追肥は納付けの:m 々年の昭和40年にゆスーパー l 号(成分比24-16-11) を 1 木あたり

40g を槌栽木のまわりに施杷した。第 2 回目のjß.lJEは植付・け後 4 年目の昭和42年}~(f~スーパー 1 号を 1 本

あたり 100g ずつ施肥したっ

6) 成長

各試験地のプロットごとの樹高成長および直径成長は表37のとおりである c これによれば、部 1 試験 I?{

すなわち立地条件の悪い方では，樹高成長において植栽木数の多い区がいくらかよい成長を示し，直室成

長では逆の傾向を示しているが，その差はほとんど認められない。

乙の試験区はさきに述べたように，丘陵凸斜面にあり，繰返し I は南向斜面で， II は北向斜面となって

いる。傾斜方向のちがいによる成長を比較すると，樹高直径成長とも南向き斜面の成長がよく，この傾向

は BI と Hの聞に強くあらわれており，樹高成長において大きいちがいとなっているが，このところは柏

栽本数の影響ーではなく， 繰返し E の」じ向き斜面の東側にアカマツ壮齢林(樹高18m) があり， 隣接する

Bllが，この影軒をうけている結果と思われる。

第 2 試験区すなわち立地条件のよい方は，樹高成長において植抜本数の多い区の成長がよく，その差が

大きくなる傾向を示しているコまた杭径!戎長においても楠栽本数の多い区の成長がよくなっており，技が

ふれあっている現況からみて，肥大成長がとのようにあらわれている乙とは逆現象であるが.このことは

lﾆ 37. 成長経過

1 A 1 I 29 
An I 27 
B 1 28 
B II 26 

2 A 1 
An 
BI 
Bn 

8 lili; jlj!iij 

フ。ロット

フ。ロット

1 AI 
Au 
BI 
Bn 

2 A 1 
Arr 
Bl 
Bn 

3
4

・

F
3
3

1
1
1
1
 

5 I 19 
6 I 22 
7 I 24 
5 I 20 

6' 35 
8 I 36 
9 I 38 
7 I 33 ijlj;l ;|;;lij 
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一見して葉の色が大きく異なっていることなどから考えて，施肥の|採に 1 木あたりの施肥畳を同一にした

関係から単位面砧あたりの施肥量のちがいによるものではないかと思われ，さらに乙の乙とが，立地条件

のよい方にあらわれたのではないかと思われるむ

第 1 試験区と第 2 試験区の比較では，樹高・直径成長とも後者がよく，立地条件のちがいによる成長の

差をはっきり示している。

また，第 1 試験区とほぼ同一立地条件にある隣接した普通施業地で，同一年度に 1!!~施Iltで機械穴捌り値

付けの造林地の成長と比較すると，試験区のものが樹高・直径成長とも 896上回っている。

7) 被害

植栽当年においては，小面積ではあったがスゲ矧の密生地において，水分競合の結果と思われる脳死木

がいくらかみられ，また昭和40年には，台風の影響による恨回りが本数比で20%ほどみられたが(とくに

樹高の高いもの)，その後の影響はあらわれなかった r

虫害については，とくに見あたらなかったが，ナラタケ仰によると思われる立川本が全区にわたってみ

られ， 1 B 1 • II すなわち北向斜面の試験区!こいくらカ』多かったが，とくに問題にはならない程度であっ

た η 乙れらのほか昭和39年度の機械による全刈り保育の|慌の切断と 39年のトilì柏木の it.着が悪く，いくらか

杭死木がみられた c

昭和43年の春さきピ，第 1 試験区に ~l;そによる食害がみられたが，気i~ 2 試験|豆には，まったくみられな

かったりプロット別の食害の状況は表38のとおりで志る。これに示されるように，プロット別の食苦手本数

半は22'"'-'479ó と非常に多い c 食容の程度では，幹の周I1Hが3/4以上で、その長さが 5 C11l以上の食容のもの

が全調査本数932本のうち 996で，食害木の2ï9óとなっている。

これらの食害木についての同年秋期の制査結呆では，業が変色していたものが食害木の 656，枯死した

ものが 3%と非常に少ない=その内訳は，食害前の樹勢この関係、もあろうが，枯死木では，そのほとんど

が 5cm以上にわたって全局が食害されたものであるが，同様の食害をうけたものの239-6にとどまってお

り，全食害木の 4%弱，全本数の 1 勉強と非常に少ない枯損にとどまっている c また葉が変色したものは，

斡の周聞の食害が1/2以下のものもいくらかあるが，その大部分は周囲が3/4以上でその長さが 5cm以上

食害されたもので，同線の食害をうけたものの2296となっている。

葉が変色したものも翌年には，ほとんど回復するものと思われるので，成長への彰響を考慮しなけれ

ば，食害木の多かったわりあいには， t水分としてはそれほど大きい被害とは思われない。

プロット

1 A 1 

1 Au 

1 B r 

1 B II 

全

l 調査本数 llJ-BiiA1 ム 3ム寸錦織 I~:;
:::!;;|;|;i::|:[1;l i 

;;;11;:13;|3;14:|;;13i 
注) 食害程度 1 周囲 1/2 以下食寄 2 周聞 1/2 以上食害 3 全周食害。

A 食害の長さ 5cm.I2J.下 B 食害の長さ 5cm以上。
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豆
山
;7~ ペ B. アカマツ米沢試験地

1) 位置・面積

本試験地は山形県南置賜郡川西町，秋田蛍綜局管内米

沢営林持部内浅{要因有休米沢事業区27ほ林班(第 1 試験

区〉および同27ろ材、斑(第 2 試験区) tとあり，その面積

は第 1 試験区においては 0.8ha，第 2 試験区においては

0.8ha で，合計 1.6ha である。位置図および配位図は図

39, 40で示す。

2) 立 地

イ〉気 象

至
福

至福島喜多方市 島

図 39. アカマツ米沢試験地位置図
(山形県南置賜郡川西村)

図 40. 試験区配置図

試験地付近の米沢の気象観測値について示したのが表39である。米

沢の平均気温は I 12. 3 0 C ，年降水量は1， 512mm，最深積雪は120cm

である。降水の季節分布を見ると，春季から夏季の降水が少なし冬

季に多く，裏目本型の気候lζ属しているが積雪は山形県としては多い

方ではない。乙のような気候の特徴は，米沢盆地西側lζ連立する朝日

岳，飯豊山などの山塊rrよって，冬季の偏西風が緩和されるためであ

ろう。

試験地は米沢西方約 10km の正陵地に位置しているから，気候状況

は米沢と類似しているものとみてさしっかえないであろう。

ロ) 地質・地形・土壌

試験地付近は，新第 3 紀鮮新世の援灰質砂岩，泥岩類を基岩とし，丘陵峰部には，洪積世砂礁周を堆積

している。土墳は峯部では主として砂際層，斜面でば凝灰質砂岩，泥岩類を母材としているつ

海抜高は490m前後であり，峯部は鈍頂で，斜面は上昇型を呈しており， 地層はもろく，斜面下部に地

とり崩懐が続出している c だいたい，第三紀層と洪積層の界が地とり面をなして'..'るが，洪積砂喋層が崩

壊していると乙ろもある。また，主峯から分岐した支峯では，両斜面からの崩壊で，峯部が馬背状を呈し

ているととろもあるぞ地層がもろく，日下，侵食過程にあるから，今後の崩壊や崩壊面の侵食防止には注

意を要する地域であるじ

第 1 試験区は丘陵斜面を占める Bc土壌，第 2 試験地は丘陵地の BD土壌であり，いずれも新第三紀鮮新

世の砂岩，頁岩類を母材としている。

各土壌の分析成績は表40， 41のとおりであるむ両土壊とも pH(H20) は4.5-----5.0で，前換酸度はきわめ

て大きく，塩基置換容量は小さく，置換性石灰を欠いている。土境中の腐植含有量も少なく，土壌の化学

性は良好ではない。両土壌の化学性の差はあまりなく，わずかに第 2 試験区の方が良好な傾向を示してい

る。

つぎに，理学性を見ると，いずれも容積重はきわめて大きく，組孔げきに之しく，堆m状態は密であ

る。 BD 土壌の方が Bc 土壌よりも水湿に官んでいるが，両土壌の理学性の差異はあまりはっきりしない。

ハ) 試験区設定のねらい
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表 39. 気象観測値

山形県の米沢盆地周辺の丘陵地には，シラノ、タマツと呼ばれる有名マツがある。東北地方の裏日本側に

は，多雪の影響をうけるためか，低海抜地域でも有名なアカマツ天然林はほとんど存在していない。裏日

本側でアカマツ天然林が主として分布しているのは山形盆地南部から米沢盆地にかけてであり，とくに米

沢北部の長井，白鷹周辺iとはシラハタマツと呼ばれるアカマツの優良林が分布している c シラハタマツは

往時から人工植裁によって増殖されてきたが，現在では長井市北部の花|荷岩深j扇風化地域にわずかに優J~

林が認められる程度であるご

シラハタマツは形質良好で，利用度も高い。米沢盆地周辺は温暖で，積雪も比較的少なく，アカマツ材、

増殖には好適であるコアカマツの地方的林業品種ともみられるシラハタマツを使川し，アカマツの更新，

成長について究明することは.山形県南正陵地域の森林施業上たいせつである。ただい昭和42年夏の集

表 40. 土蟻化学性

置換性
C飽a和，M度g 試験区 土壌 層位 C N C/N pH但20)舵換酸度i加l水酸度 CEC 

mZ71よ?番号 〈労) (%) Yl Yl mιl (%) 100g 100g I 100g 

F-H 46.4 15.:.� 31 4.4 8.4 173.4 48.9 20.6 8.1 58.7 

A-B 2.� O. 16 16 4.7 36.8 46.4 12.0 0.9 0.6 12.2 

B 1.5 O. 10 15 5.0 32.7 35.5 10.0 0.4 0.6 9.7 

B-C O.� 0.07 9 4.9 46.7 42.5 10.9 0.4 0.4 6.9 

F-H 36.S 1. 48 25 4.6 9.1 144.0 35. 1 12.5 11. 7 69.1 

2 Bo A-B 2.8 0.20 14 4.4 59.8 67.3 16.9 10.4 3.5 82.2 

B 1.:J O. 13 10 4.8 61. 1 59.5 16.5 0.6 3.1 22.3 

B-C O.� o.oa 7 5.0 61. 4 55.3 16.5 1.5 4.4 35.9 

表 41.土壊理学性

全孔孔寸隙隙孟粗組E孔7成l孟按示細(%孟孔忌川聞記!(，透cc水1m性in) 3 相組成(%)

試番験号区土域 j骨位 容積重
採取時|飽水時|飽差 %) 土壌|水分|空気

A-B 75 60 8 8 68 17 51 360 32 52 16 

Bc B 119 43 49 6 6 55 13 42 8 45 43 12 

B-C 130 44 48 4 2 50 9 41 2 50 44 6 
トーーーー一一一

A-B 104 52 56 4 57 9 48 24 43 52 5 

2 Bo B 100 50 56 6 5 61 11 50 21 39 50 11 

B-C 115 51 55 4 2 57 10 47 。 43 51 6 
一」ー
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中豪雨で試験地内に崩壊地が生じ，試験実行に若干の支障をきたした乙とは残念である。

3) 造林

イ〉苗木

供試シラハタマツの苗木は 1 ー l'主主1:.情木で，民間から購入し，米沢営林署米沢苦畑で保替務前したC

4 月 28 日抑!り取弘前木25cm以上のものから選問植故し，残余の了I'í木はプロット外に梢栽したが， 槌栽

までの苗木の取扱い経過は表42のとおりであった 3

表 42. 苗木の取扱い

生産苗畑|掘り取り時期|苗畑仮楠期間|荷造月日|発送月日初月日|仮植場所|仮植期間|仮植方法

米沢苗~:ff!

昭38年 4叫3h 月 2: 目 138年 4 月吋 I I 13門月3:日

(幼問民間
より購入)

ロ〉植付け

i) j也ごしらえ

138. 5. 6 1 1 1植栽地付-138. 5. 6 

L 6 138・ 5 ・ 8 I荷造当日仰ぎ1 日|近の畑地! ;. 3 
土仮植

試験地の伐採は1直栽前年の 7 月で， j也ごしらえは 9 月に始ま円たが，一部は植栽年にくり j也しとなり，

地ごしらえの終了は 4 月 30日であった}地ごしらえ方法は手刈り，全刈りとし，傾斜線に沿って列条に集

積した。

ii) 航付け

地どしらえが遅れたため，植栽開始も遅れ 5 月 1 日となったむとうした事情!とくわえて労務事情が悪く

第 1 ， 2 試験区内植栽本数6， 978本，プロット外約2.800本の植栽終了は 6 月 6 日で大幅に遅れた。そのた

め 5 月中旬ごろから仮植苗木の芽がうどきはじめ， 5 月下旬以降の植付前の甫木に新芽が 10cm も延びた

ものもあっ t.:o

前述したとおり，本試験地の土壌に石傑が多く，また前生樹は細~中径の広葉樹であったため，植穴掘

り機の使用は困難で，植穴掘りは手掛りでお乙なった。植穴の大きさ，施肥方法と施肥量，柏付方法など

は試験実行方針書のとおり実行した。ただ本試験地の谷沿いの平坦地は崩落による堆積土で，谷水が土壌

中にはいり停滞するため，過湿部分が多くみられ，苗木 lと悪影軒をおよぼすことも考えられたので，植穴

覆土は周聞の地表面より高くなるように盛土したc とくに第 2 試験区の平坦地!こは ζ のことを考慮しなが

ら実施した Q

iii) 活者

活着と柑識の経過は表43fこ示したとおりである。

前述のとおり，植栽が長期にわたっておこなわれ.加えて摘裁期間中に降雨が少なく乾燥状態がつづい

たこと，崩壊流土の堆積地 (2Bn ， lBII) の排水が悪く過湿状態であったことなどのほか，施肥木fC

枯損が若干多かったことから取扱いにも問題があったと考えられる。以上のような悪条件が加わって植栽

当年の秋の平均活者率は68%となったロ翌年春プロット外に拙栽しである同年齢無施肥由木を柿植した
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表 43. 枯損経過

|年度| 昭和 38 :q:: 1 昭和 39 年| 昭和 43 年
立地|て7でーI IL  ..........l._ ,.... I I I I I 

|プロ !'"J''''''_'_ >JoL. !ha 二りI_'":""T""_ ~_l.11<.1'J L.J-.J.r:t ~ ~....I ~.þ._L........-L 'kL! LL_l~ ~"'..I'I~ ..1.r:I -l-~.fJ .. L_J_'h:::J ~ ........I/_L-+--J-W/J haあたり1 ~ ;!偵栽本数|本 数|活者本数i枯損率慰問植木数i枯損率第l枯損本数i私担率%1生存本数|生存本数

lAll 凶丸0∞ !40713151;!?169i 154l259! 吋 2.223
1 I ~ II I . ~~~ 1 ~， ?ο'? I ~~~ I ~~. ~ '1 ~~~ I ~. ~ I ~~~ I ~~. ~ 1, ~~~ I ~，~~~ 

B 1 ! " 188! 6, 000! 845 I 28.9 I 343 I 7.3 I 454 I 38.2 I 734 I 3, 702 
B 11 I 1, 187 I 6, 000 I 754 I 36.4 I 433 I 14.7 I 538I 45. 3 I 649 I 3, 282 

A 1 1 594 I 3, 000 I 516 I 13. 川 8 I 2. 0 I 192 I 32. 4 I 402: 2, 028 
2 I ~II I .竺~ 1 ~，~? I ~?~ I ~~. ~ I ~~~ I 1~. ~ i ~~~ I ~~. ~ I ~?9 I ~，~~~ 

1 BI 1 1, 18916, 000: 9581 19.41 2311 4.51 2751 23.11 91414, 614 
Brr 11 , 18816, 0001 61947.9 1 5691 9.9 1 573 1 48.2615 1 3, 108 

注) 43年の枯指本数および枯損壌は 40.....43 年の合計数字であるの

が，その年秋の枯損率は 896で、活者は比較的良かったよ，

43年秋の平均枯損率は3596であったが，この原因として次のことが考えられる c

イ) 39年春の補植苗木の活着は良かったがその後の成長が悪く，被圧に原因する枯損が多かった c

ロ) 雪圧のためほとんどの造林木は，樹幹が傾斜し，樹冠は列条に並んでいない。そのため刈払い(機

械刈り〉の際，誤伐されたものが多かった。

ハ〉 最高積雪深は部分的{と180cmに達するといわれ， そのため雪圧による幹折れのほか， 白雪の沈降

圧による技抜けが原因となって枯損するものも少なくない c

その他の雪害として傾斜地の造林木はほとんど根元曲りを生じているばかりでなく，幹全体が傾斜し，

立直り不可能と考えられるものが相当数散見された。

ニ〉 前述の崩壊土堆積地の過湿地も枯損を高める原因となった。 2 B I1, 1 B II の面積の半数は過程状

態にあるが，両プロットは植付本数の約半数が生存しているにすぎない。

4) 保育

昭和38年より毎年 7 月， 9 月の 2@1にわたって手刈りによる下刈りを実行し， 42年より 7 月 1 回の手刈

りによる下刈りをおとなってきた。

5) 施肥

施肥時期と成長の関係を連年成長経過からみると，植栽時の38年(ちから粒状同形肥料 1 号 1 木あたり

67g) および 2 回目施肥の39年(ちから粒状固形肥料 1 号 1 本あたり 140g) は別として， 3 団目施肥の

41年(酔lスーパー 1 号 1 本あたり 100g) 前後の成長の傾向からは施肥の効果が明らかでないようである。

すなわち，各プロットの樹高成長をみると， 41年施肥前年より施肥後:と成長が上昇しているもの 1 A 1, 

1BI , 2A! , 2BI ・ E で，逆!とおとろえたもの 1Arr. 1BII , 2Au といった状態で一定の傾向を示

さなかった。同じことが直径成長にもみられた。直径成長のばあい41年施肥の翌年から全プロット K成長

のおとろえがみられたが，この原因については明らかでない。

6) 成長

各試験区のプロット別の植栽木の樹高および恨元直径の成長経過は表44， 45:と，連年の樹高成長と直径

成長は図411~，立地と成長およこF植栽の疎密と成長についてはそれぞれ図42 ， 43'ζ示すとおりであった。

立地と成長の関係をプロットの平均値でみると，樹高成長にはほとんど相違はみとめられない'"根元直

径においては.植裁の翌年から相違がみられ， 6 年経過した43年秋の調査では，第 1 試験区のほうが若干
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ながら上まわる結果を示しているが，立地の違いかどうかについては，連年成長の傾向からみて判断しが

7こい。

次!と立木の疎密と成長の経過をみると43年秋の調査では，品j高，直径ともに相違はみとめられない。乙

れは前述の枯損原因 iとより多くの事故木を生じ，プロット Aの平均密度はha2.047本.プロット B は3， 651

木で試験設計本数より大I~誌に減少しているととも原因の一つであろう仁

7) 被害

集中豪雨による崩壊の被害

42年 8 月 28日のいわゆる羽越災害は，山形県南部に被害をもたらしたが，本試験地の一部にも崩壊の被

害が発生したっその位置と規模は図44t亡示しであるが，プロット内被害面穫は532ぱで，うち57rrf は， 2 

AI で他は 2 B 1 であった。被害本数は379本，うち322木は 2 B] で調査医内にも被害がおよんだが，そ

表 44. 樹高総成長経過

日召38 昭39 昭40 "1341 "1342 昭43
立地

最平高均~(最cm低> 蚕平高均二長(cm信)一i市斗，_高勾二(c最m低> 最平均品~(c最m低) i 最平高均~(最cm低> 最平均高~(最cm低) プロット

AI 47 ,...._,24 105,...,_.29 145'"'-'39 173.......72 220 ,...,_. 80 240......... 80 
33 59 84 119 141 168 

An 48~22 96"'-'26 148.-...,40 185.......70 2~ 70 260----80 
31 56 89 121 140 171 

BI 45.-...15 95-----19 139.-...26 182"'-'70 230.........100 310..--...100 
30 56 76 120 148 163 

Bn 48.-..., 19 103~20 164""24 205'-""65 225""'" 65 300"'-' 65 
30 52 89 119 128 166 

AI 45.........17 106"'-'30 129""30 171 ,..._62 240,..._80 270'"'-'100 
30 64 89 124 153 175 

An 44,....,.22 95,..._27 148.........33 1 88,..._57 230.........70 260""-'100 

J己
31 55 78 100 128 164 

B 1 45,..._ 19 105,..._23 143~26 200.......70 220.-...70 260-----80 
32 58 89 129 156 181 

Bn 43........21 100...........21 134""31 170.........60 190...........60 240........ 75 
32 48 64 95 119 137 

表 45. 根元直径総成長経過

年 度| 昭38 昭39 1 昭40 昭41 最平均前昭~(4m2最皿低) ||l E最F均両昭~(司m最m低) 
立地

最平高均~(m最m低)_ 最平均晶~〈m最m低〉 il 平:最均前~(m最m低) 平最高均(~最m低) プロット

AI 13........... 7 33........ 9 45...........10 63...........14 75"""'14 72.........14 
10 19 27 39 48 50 

An 13,..._ 5 30.-... 9 35,._.1O 61-16 7~20 70..--...20 
9 18 25 39 43 46 

B 1 14........ 5 36"'-' 8 39.........10 62.......17 69-----18 79'"'-'18 
9 20 23 40 44 46 

Bn 14,...._, 5 30,._. 8 57.......14 62...........1? 68'"'-'15 75 .-...,15 
9 17 30 37 41 43 

AI 14........ 5 30,..._10 35........10 60.........16 79"'-'18 75'"'-'25 
9 19 25 38 43 45 

An 13......... 7 31"'-' 9 50.........10 62.........15 67,..._ 19 85.........19 

2 9 18 24 31 35 40 
BI 16",-, 6 38"'-'10 48........10 57,..._17 70,..._17 80........17 

10 19 30 40 45 47 
Bn 13"-' 5 33......... 8 35...........10 58"-'12 54"'-'12 60"'-'12 

9 15 20 28 34 37 
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立地J(罵1 試蹟区) 立地 2 (携 2M!演区)
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図 41. 連年成長経過

。

泳立地 2 l( 

150 
司畠

。

m位m 

補i葛 H370C0『トr 凶
3、

。x

担直ヨiEE 岨200トt ーー8品
。

。

。 x 
1 

¥11 x 

安

~ 

。

日正 38 39 40 41 42. 43 ~王 38 J9 40 41 42. 43 ~ 

宝E 麿 匂 度

i羽 42. 立地の違いと成長

。

l( 

150 
o x 

高問 l73旧，]トr 一 揖
O M mom o 

0 34 
o x 

9 
o ii'染

。見
~ 花開

~ 

g 20 。x

。 門口
招.38 ヨγ 40 41 .12 .13 ::王 38 39 40 41 42 4:3 s. 

五 F堅 空葦 度

図 43. *直栽の疎密と成長



- 66 ー 林業試験場研究報告・ 節 233 号

れほど影響がないものと判断し，被害木を除いた本数で、継続調査するとととした。

崩壊の直接原因は集中豪雨によるものであるが，間接的にはいくつかの誘因が芳えられる c 基岩は第三

紀凝灰質砂岩，凝灰質頁岩からなり，土壌は粘質土壌で比較的践し下部は円礁が多い。乙の上部土居lζ

一時に多量の雨水が浸水し，下部の不透水状の平滑な基岩が滑落函となり崩壊したものと考えられる。

試験地設定前は，広葉樹にヒメコマツを混じえた持分で板状lこ根が発達しながら地盤の均衡を保ってい

たものと推定されるが，伐採後 7年経過し，根が寓敗しその均衡を失いつつあったととも崩壊の原因と考

えられる。

一一-イ/

/ 

一


一
A
H

・

9
ι

r., 
........ .
 図 44. 集中豪雨〈昭42. 8.28) Iとよる崩壊

1. r刀マツ

2.3. コパソ+111\ソキ

図 45.

181 

c. アカマツ平試験地

1) 位置・面積

木試験地は，福島県石城郡三和町，前橋営林局

管内平営林署部内差塩国有林上小川事業区24林瑳

へ小班に所在する。その面積はつぎのとおりであ

る。第 1 試験区O.32ha，第 2 試験区O.84ha，第 3

試験区 O.24ha，合計1. 02ha である℃位置図は図

45，配置図は図46 ， 47で示すc

2) 立地

イ〉気象

i試験地もよりの平営林署差境問・加の気象観測結

~Rは表46のとおりである c

ロ) 地質・地形・土壌

i) 第 1 試験区

本試験区は阿武隈準平原商の丘陵性尾根上の南面

にあり，海抜高500'"'-'550mで，花筒岩を母材として

いる。尾根頂部は比較的平坦で台状を呈している。

表層に粒状および堅果状構造が発達し，下層lζ多量

の雲母のみられる明黄褐色の花闘岩風化物が堆積し

たやや乾燥型の土壌である。植生は天然生アカマ

ツ，アセビ，アカシデが多くみられる。斜面中腹以

下は小角礁を含む BD 型土壌となっている。前生樹

がヒノキのためAo層はあまり発達しないで， F-H 

届がわずかにみられる。土層は全体的に厚く， 70 

cm以上あるが45cm以下はやや堅く，根はほとんど

それ以下にははいっていない c 頂部の一部lζ表層の

厚さ 20cm くらいの黒色土壌がみられる。

ii) 第 2 試験区

第 1 試験区より，南へ約 lkmていどはなれた，ゆ

るやかな傾斜をもっ凸状の南西斜面K設定した。海



合理的短期育成林業技術確立試験報告第 1 部(研究資料) (短期育成林業研究班) - 67 ー

抜高約 500m で花岡岩を母材とした黒

色土壌であるが， 表Wiがけずられ Al

層は全伴内にうすしやや乾性の土壌

であり，またその表WÎtC竪果状構造が

みられる。土居はP7. く 60cm 以上ある

が， 25cm以下は堅く根はあまり深く

はいっていない。土性は SiL，付近の

植生はクリを主とした雑木とネザサが

憂占している。

援慣斜地のため流水溝あとが各所に

みられる。斜面下却には明黄褐色の下

麗土が流亡堆積した未熟な土埠が帯状

にみられる。表層はそのため相当かく

乱されている。

iii) 第 3 試験区

第 2 試験区に隣接したやや凹状の平

坦地形である。周辺部には多少の凹凸

がみられる。凹状部分!討中出し堆積し

た土壌で， Ah A2 局ともに制IJ砂を混

入している。 Al下届(15cm以下)は

かなり竪く， つまり Al 上屈に草本の

根系が集中している。 B屈は比較的軟

らかではあるが腐植ははいらず， A , B層のさかいは明りょうである。

相
司
…
叶図 46. 第 1 試験区の配置と土壌の分布

Blo 81-80 

図 47. 第 2 ・第 3 試験区の配向と土壊の分布

凸状部はA層がうすく，すぐ黄褐色の B層となる。土性は SiL~LS 0 A +  B周はかなり深く 70cm以上

ある。水湿は Al 屑上部を除き，湿，礁はほとんどない。クリ，コナラ，ネザサが優占する B1D 型土壊で

ある。

各試験区の土壌代表断面ならびに土騒の理化学的性質は図48 ， 49, 50，表47 ， 48のとおりである。

ハ) 試験区設定のねらい

前述のように立地の異なる試験区にそれぞれ密植区，疎植区の 2 区を設け，昭和37年10月試験区を設定

した。すなわち，第 1 試験区は立地 BD ， A 疎植区3， 000本Iha ， B密植区6， 000木Ihaの 2 プロット (1 A , 

表 46. 差損苗畑における気象観測値(昭和42年度)

湿球気温 CC)

最高気温 CC)

最低気温 CC)

降水量(mm)
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1B と表わす)，第 2 試験区は立;地 BID (斜面型) A疎伯区， B密植区とし繰返しを設け， 2A J， 2An , 

2BI ， 2Bn のプロットを設定した。第 3 試験区は立地Blo (平坦地)， A疎植区， B密植区の 2 プロッ

トを設定した。

各試験区の配置，土塩の分布状態は図46， 47のとおりである。
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図 48. 土壌代表断面図
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B-C 

第 1 試験区 Bo(d)型土壊

A周上部は多少粉状を呈するも柱状構造が使占発達している。 A層下

部lζは堅果状構造がみられる。 B層は薄く， BC層!と漸変している 3 根

系は比較的深くまではいっているが，上部に集中する傾向があり，ササ

の根系がわりあい深くまではいっている c

A厄: 1O.......15cm , 10YR2/2，極暗赤褐色を長し，腐植lこすこぶる富

んでいる。砂質昼土で粒状構造が発達している。土層はわりあい軟らか

く乾燥している。

A-B: 土層は薄く 15.......20cm ， 10Y R4/4，赤褐色を呈し，蔚植は少

ない。砂質壌土で竪果状構造が発達している。土層はやや堅く乾・燥して

いる。

B : 15.......20cm , lOY R5/8，赤色を主主し， J高値は之しい。細傑を含み

土境構造がなく砂質壌土で堅い。

B-C : 10YR5/8，赤色を呈し， !I高植に之しい G 土壌構造はなく砂

土である。土壌は堅く湿潤である。

B 

第 2 試験区 Blo型土壌(斜面型)

A庖上部には団粒状構造の発達がみられ，中央付近には竪来状構造が

発達している。 B層との境界は比較的明りょうで，黒色土壌の特徴を示

している。 B層は堅く根系も少ない。

A : 20，...._，25cm 程度の土岡で 7.5YR2/1，赤黒色を呈し，腐植はきわ

めて多い。石礁はなく微砂質壊土で，団粒状構造の発達がみられる。

B : 7. 5Y R3/3，暗褐色を呈し，わずかながらj南植に富み，砂疎中iζ

円磁を含んでいる。土壌は砂質壌土で，土壌構造がなく，堅い。

第 3 試験区 BID型土域(平坦地形)

押出し堆積した土壌であり， Al層 {ζ細砂の混入が見られる。土崩下部

は非常に竪密になっている。 AlI層も移動堆積した形跡があり(膿砂の

混入あり)，根系は. Al届上部!こ草本の細根が密集している。 A層は全

体が堅いがB層のみはやや軟らかい。各層位の調査結果は，

Al : J享さ， 20.......22cm. 7. 5Y R2/1，赤黒色を呈し，腐植に富み，土

A2 性は砂質壌土である。やや乾燥しているが団位状構造がわずかではある
ι がみられ，また竪果状柿造もみられた。

A2 :厚さ 30cm程度， 10YR2/3，極暗赤褐色を呈し，わずかに細石を

含み腐植を含んでいる。土性は壌土であり，土壇構造の発達がなく，土

B 層は堅い。

B : lOY R4/6, tiY-色を呈し， J高植に乏しく，壌土ではあるが土壊構

造の発達はなく，湿潤である。
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pH 炭素 窒素
試験番号 土壌型|層 置換酸度 Yl

(%) (%) 
CJN 

I Bo(d) I 

A 4.8 3.8 19.7 5.4 0.30 18.0 
A-B 15.........18 4.8 3.9 13.6 3.3 0.20 16.5 
B 80以上 5.1 3.9 12.3 1.0 0.06 16.7 

2 (斜B面10型) I 
A 4.8 3.9 7.2 13.8 
B 65以J'. 5.1 1.4 2.5 2.8 0.24 11.7 

3 I /Y.!~~l. ， I 4~1 
|(平坦地)I A2 !?C331 9

1
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表 48. 代表断面土壊の理学性
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3) 造林

イ)苗木

i) 品種

最大容
水量

気 I (%) 

最小容|透水量
気量|
(%) I (ccfmin) 

-1. 3 I 44 
-1. 3 I 20 

6.8 I 27 
3.81 40 ?;:;|釘|

関東ならびに関東に近い東北地方において成長，形質，病虫害iζ対する耐性，その他を総合し，いわゆ

る有名マツと称されるものKは，諏訪の森マツ，務上のマツ，津島マツなどがあげられるが，そのうち主

として地按性，立地条件を考慮してツシママツを選定した。

ii) 養苗

ツシママツ種子は，前橋営林局浪江営林署部内より昭和35年秋採硬い浪江営林署加倉苗畑へ36年春播

種し，翌年平営林署軽井沢苦畑へ床替義歯し， 38年 3 月 8 目掘取り選苗し，直ちに試験地近くの山元へ仮

植したっ

ロ〉植付け

i) j:也ごしらえ

準備地どしらえは，第 2 ， 3 試験I茎では昭和37年12月，機械による全)(IJ りを行ない，巻落としによっ

た c また第 1 試験区では伐採が遅れたため，樋栽直前の昭和38年 3 月 lこ全刈りし，巻港とした。

ii) 植付け

各試験区ごとに植穴標示を行ない， 1l直穴を中心に 60cm 四方の地被物をはぎとり，植穴掘機を使用し，

深さ 30cm 程度に 4 か所穴を掘り起こし，そのあと唐ぐわを用いて楢穴の土を捌り起とした。植穴の底に

はちから粒状固形肥料 1 号を約20g 施し，土とよく混合した。つぎにその上部へ掘り起乙した土を 7........8
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分自程度穴の中にもどし，唐ぐわを用いて穴の中央に害IJれ目をつくり苗の根が曲がらないようにまっすぐ

に植付けした。残りの肥料47g は環状に施肥，覆土したのち，苗木の根元から 4........5cmはなしてしっか

りと踏みかためた。苗木の植付けは第 2. 第 3 試験区は 3 月 268""""3 月 28 日まで，第 1 試験区では 4 月 4

日 ........4 月 11 日までの聞に実施し， 1 人 1 日，平均85本の植付功程で行なわれたc

iii) 活着と枯損

3 月 26 日から 4 月 11 日までの期聞に植付けた苗木は順調に成長し， 10月中旬第 1 回成長調査と同時に活

着調査も行なった調査結果は表49のとおりであるつまた，下刈りのさい刈弘撲による誤伐があり，枯損本

数として別途表示した。

表 49. ツシママツの活着と枯損

試験区[治栽本数|自然枯損数両者五~ 1- 臼言(刈;ft jft ネ数広一瓦
1A 506 13 493 97.4 3 190 

1B 957 38 919 96.0 4 915 

2A 1 368 11 357 97.0 。 357 

2An 374 18 356 95.2 2 354 

2B 1 709 32 677 95.5 6 671 

2B n 748 35 713 95.3 2 711 

3A 352 21 331 94.0 o I 331 

3B 704 79 625 88.8 4 I 621 
ー一一一一一

註) 枯損本数は刈払機による誤伐本数である。

4) 保育・施肥・被害

下刈りは植栽した昭和38年には 6 月 22........28 日(手刈り). 8 月 21""""22 日(機械刈り)の 2 回実施し 39

年， 40年. 41年の 3 か年は機械刈りにより，年 1 団 7 月下旬-----8 月上旬にかけて実施した、

病虫害による枯損は少なかったが. 39年 3 月から40年10月にかけてナラタケ病，マツノジロマダラメイ

ガ等iとより全試験区内1.011本中24本が枯損した。乙のほか， 40年 9 月台風!とより傾斜木を生じたので，

土盛り，あるいは踏みつけ，補助支柱などの手入れを行なった c

第 2 回目の施肥は38年 3 月@ちから粒状図形肥料 1 号 (6:4:3) を植栽木 1 本あたり 140g を環状

に施し，軟らかく覆土した。

第 3 回目施肥は41年 5 月⑪ちから粒状固形肥料 1 号 (6:4:3) を植栽木 1 本あたり 330g を，第 2

回目施肥と同様に環状に施した。

5) 成長

植栽後 5 年目の成長状態は表50のとおりである c

ツシママツの成長状態はおおむね良好で，外囲の無施肥普通植栽木との成長差はかなり大きく，とくに

根元直径の成長が良い。立地別 lと試験地の成長状態をみると第 1 試験区の Bo 型土壌が，第 2 試験区 Blo

(斜面)型土壌，第 3 試験区Bln (平坦地〉型土壌より樹高，根元径いずれもよい生育を示している ο

つぎに疎植，密植lζよる成長への影響をみると，第 1 試験区では疎植区が樹高，根元径がわずかによい

成長を示しているが，第 2 ，第 3 試験区では疎植，密植による成長差は認められない。
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表 50. ツシママツ疎密別・立地別成長経過

試験区|疎密植別 l1ゐ号月列 3 良両岬l開 1_5 成長期 ?2年明
! |樹高 (cm) 1 樹高 (cm) 1 根元径(mm) I 樹高 (cm) 1 根元径 (cm)

11(437j(附 ljmt(川|〈434)(100〉|(制 (1叫 (8-U100)
第 1 試験区!疎値 1A 124-----64 ¥lVV.I 173-----193 ¥"VV.I 1 31.-....-61 ¥"VV/ 1180'""-'330 ¥lvv/1 

BD !街植 1B12公~ (川 1a22(93)li?と:i(82)|1i♂討。(例)lJ51i174〈 86)

第 2 試験区 1 j球槌 2A

BID (斜面) I 1討舶 2B

(41. 8) (, M , :(104.8) (""., I (32.7) rHV¥' I (210) r1 fV\, 1 ( 7.3) 
第 3 試験区|疎植 3A126~60(100)|46~151 〈100)|10~45(100〉 1MO~280(1∞)15~ 1:__以 i100)

B10 (平坦)!需舵 3B12tii(96)liA:i(95)12三金(円)lli。三;ム(叫およi!?6(100〉
注〉 上段( )は平均値，下段は範囲う

標高66か---680mで母材は石英斑岩

である。

討干重酬 PI刊晶画拡
:A 所本雲苗製: 
画祷(hil

A8I z 

。。。 到iil。凹固5い11\，即}
7 6.000 

ABE Il 3.000 
力 6.000 

マ

AAEBK z E E 

3.000 

ツ 2
6.000 
3.000 
6.000 

凶 51. 第 1 ・第 2 (寺風巴)試験区位置図
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表 51. 竹原観測所における観測値

15.2 

イ)気象

竹原観測所における昭和38"'42年の気象観測値は表51のとおりである。

ロ)土壊

各プロットにおける土壌の分布状況は図52に示すとおりである。土壌代表断面図は図53で示す。

第 1 試験産は長大な山腹斜面の下部(平衡斜面〉に位置し，主として Bo 型土壊(伺行土)によって占

められている。第 2 試験区も長大な山腹斜面の中腹~尾根に位置し，各プロットの沢沿いは Bo型土壊(崩

硝土)がl陥せまく分布し，主として BA 型土壌(残積土)によって占められている。

各代表断面の断面形態，土性および化学性は表52~55のとおりである。

ハ) 試験区設定のねらい

設定当時，第 1 試験区および第 2 試験区の一部 (2 B II 区)は広葉樹林(未伐採のため)で踏査が困難

なため，各プロットの周辺部の調査結果から推定せざるを得なかったが， 38年度伐採後補足調査を行なっ

た。両試験区は山腹斜面の下部および上部によって立地別に設定した。

o 10m som 

E2M土ほ

Z23EA官四批〕
臣~BD(山主tl

E皿 BIJ-Er '!i!土壇

区麹 ßo 型!土 11

図 52. 試験区の土壌図
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沼山 No..Z

樋山 No.1
ι川

長正予~^ ~訂。

Jo J..Go〆 J gぁ#' @ 

4 八
30 

ー-ー... -~- ー・‘-‘・ー. -ーーーーー陶酔ー- .晶画園、-ー

r齢、究主君
4) 

E九

図 53. 土壌代表|析而図

表 52. 土壌の断面形態

L 
F 

Al 

A2. 

B 

Pr叩同位-IEE11EJ 色 |土J性」空一一割~1イ里l 右諒|水唾!平
Ao L : +.-._. 1 cm , F : 3..........4cm, H : 2.-._.3cm，粉状

Am 2'"'-'3 == I 乾~潤 4
lヨ 5~6 10 YR 4/4 I L IGr(上部}----M I ~l2 一刊 2

A'-B' 12 j軒 10 YR 4/3 I 1/ I M げ
B' 30+ " 110 YR 5/4 1 11 I 11 す乙ぷる堅 大醸多 I f/ � + 

Ao L : 4cm, F : 2cm 

2 Al 141 漸…4 I CL Cr 軟 潤

A2 24'"'-"26 I I 10 YR 5/3 M E畏 !I 

13 22+ I /1 ¥lOYR 6/3-6/4 /1 l事 大中醸多

Prof.No. 
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表 55. 土壊の化学的性質

por山|層可豪許認庁高 1 N (必可ー:/N 1 置零度下両司函57

B12| 出羽自主|:;!:!A'-B' 

B' 

Al 

2 Al! 

B 

3.........10 

16""""'26 

43.--...53 

19.7 

17. 1 

20.8 

4.9 

5. 1 

5.0 

4.0 

4. -4 

4. -4 

2.82 I 0.132 

1. 53 I 0.072 

0.69 I 0.036 

21. 4 

21. 3 

19.1 

3) 造林

イ)苗木

供試靖木は優良な地方品種の 1 つである大山産アカマツを?当初倉吉古林署赤崎市畑において菱苗した

が，床替時IC事業用供給 l[i木との手違いを生じ，同苗畑隣接の山本林業苗畑(民間)で養苗された 1 回床

替 2 年生苗木(平均苗高27cm，根元径O.7crnで厳選された健全苗〉の供給をうけて補充した。

ロ)植付け

地どしらえから植栽にいたるまでの経過は表561と示すとおりである。またその活着状況は表59のとおり

表 57. 下刈・施肥の

符 号|回数|時期|功程|方法|回数|時期|功程|方 法|回数|時期 l| 1'''1 Nl K延人数)1 ./_j a;;: I J"-'-J f,(!I. 1 .... 1. NJ I(延人数)1 jl!:.'JY'.x. 1 

1 ~ 1 1 ;39年 7 月 I !人力・全刈 1 140!゙ 7 月 1 1人力・全刈1 1 F弓
B 1 " I/! 11 I 
An 11 I 11 i 11 

B II 11 1/ 

IlH| ;lj1jl ~II 1/ I " 11 11 " 

Bn 1/ I 1/ 11 /1 11 1/ /1 

_ ITt_:¥_ _1  117.25| IL1_21|_1  I 

施 肥

プロット

符 τEコヨ

1 AI 
B 1 
Arr 
Brr 

2 AI 
BI 
Arr 
Brr 

計

|第 l 凶

植栽本数|時期|功程|施 内
| I (延人数) 11 本あたり (g)1 総

600 I 39年 3 月
1,200 " 
600 " I 

l ,200 I 1.' i 

量|

孟 (kg) I tili ニ"，..

Jラ

粒
料

ら
肥
か
形

ち
国
号

@
状
1

マ8iJ-L1L 540| 一二|
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5) 施肥

本試験地の下刈りおよび施肥の経過は表57のとおりである。

6) 成長

昭和39年10月， 41年10月の第1， 2 因調査および43年10月.第 3 回の生育調査を行なったが，~の結果

は表58のとおりである c

植栽 3 年後の，疎密による成長への影響はそれほど明らかではなかったが，今回の調査では樹高.胸22i

直径とも密植区の方が大きいの

7) 被害

39年10月，生育調査と併行して虫獣筈の説査を:行なったが，全本数の約10.96がスギノ、ムシによる徴害

(食害針葉本数率が1/10以下のもの)をうけていたっまた，数本ずつ集団的に枯死しているものが散見さ

れたが，枯死後相当の時日を経ているため枯死原因は不lijJである。表59にそとの調査の結朱を示す。

表 58. アカマツ成長経過

プロット 第 l 回調査 (39年10月〉 第 2回調査(引両汁 第 3 因調査 (43年10月)

符 号樹高 (m)\伸(c長m量〉限|元〈直cm径> 樹高州問r巧EE| 樹高 (m)l{間胸高(c直m径~I下樹の高木12数cm(本以) 

1 AI 
0.18句0.〉50 8 0.(0 4吋1. 3 0.45舟1. 40 

56 
0.8-3.5 1. 23-2. 95 102 

0.7-3.6 
8 

(0.33 (0.89) (2.1) (1. 91) (1. 7) 

BI 
0.16-0.56 8 

0.6-1. 4 0.56-1. 66 
80 

1. 3-4. 6 1. 27勾3.61
123 

O. 7-4.7 
(0.33) (1. 0) (1. 13) (2.9) (2.36) (2.7) 

Arr 
0.19-0.4S 

9 
0.6-1. 3 0.57町1. 5f 

70 
1. 2-4.0 1. 22-3. 20 

112 
0.4-4.2 

。

(0.34) (0.9) (1. 04) (2.6) (2.16) (2.4) 

BU 0.(018.3"06) .57 11 
0.4-1.5 0.39-1. 73 

86 
0.7-4.3 1. 25向3.90 140 。

(1. 0) (1. 22) (2.5) (2.62) (2.8) 

2 A 1 5 
0.5-1.1 0.(028.8『81).uFnu 1. 0時~':.51 0.，?8:~~ 451 89 1 O，，.~-~~]汁j 7 

(0.30) (0.8) (2.1) I (1. 77) I U 7  I (1. 5) 

BI 
0.18-0. 

7 
0.4拘1. 5 1. 0句~:_81 1 ~~3:~:.. 921 97 I O~ ~ -~~ 3 

(0.32) (0.8) (1. 05) (2.7) I (2.20) I 71 I (1. 9) 

An 
0.14-0.56 

8 0.5‘1. 2 0.42~1. 81 O:.~-~:_ 71 1:.~0:~:.. 28 92 1 O.，~-~: 。

(0.33) (0.9) (1. 14) ωωio 
BII 0.(015.3~20) .50 7 

0.4-1. 1 0.54-1. 88 。

(0.8) (1. 20) (2.5) I (2.47) I .-", I (2.6) 

注〉 上設は範悶，下段( )は平均値。

表 59. 活着と枯損その他

予す弓tF2日雨品数 I i~ 着本数 1 活者率(%)! 備 考
1 A I 1 600 I 22 I 578 96. 3 活着凋査:昭39.10.27.........10.28
BI 1, 200 50 1, 150 95.8 

A 11 I 600 40 560 93. 3 

BII 1, 200 67 1, 133 94.41 

2Al 714 I 196 r 518寸 7μ |活着不良についての考察
1, 357 i 106 1, 251 92.1 3.~!区は植栽時雪!と見舞われ，悪

AH m 1 62 1 669 1 91.5 1 天候のために植栽作業が粗雑に取り
! | l 扱われたものと考えられるつ

B 11 1, 566 62 1, 504 
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3. カラマツ

A. カラマツ清里試験地

1) 位置・面積

本試験地ば北見営林局管内清・里営林特 ;~ß内消盟事業区107は林Ji/E (節 1 試験区)，および 108 ほ林班(第

2 試験区) :ζ所花し，その面積は第 1 試験区1. 201m，第 2 試験区1. 20ha，合計 2.40ha である。その位置

図および配慣図は図54， 55で示すc

2) 立地

イ)気象

本試験地の気象概要は，最寄観測所小清水，斜里のデーターを引用して図56，表60，表611と掲げた。

ロ〉 地質・地形・土壌

試験地の立地の概況は表62のとおりである。

10A 

五

図 54. カラマツ清里試験区位置図

C
円
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斜宝

40ω BO loomm 

降水量
40ω 回 J00102fl11l

降水量

図 56. もより観測所のクリモグラフ

図 55. カラマツ清里試験区配置図
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加
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107 林班
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図 57. 土壌代表断面図
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表 60.

林業試験場研究報告

2 一月 J
温CC) I -8.2 
高CC) ~ -2.6 

低CC) I -13.8 
極Cc) I 8.1 
極èOC) I -31.11 

量(mm)154 I 

温CC) I -7.9 

高Cc) I -2.5 
低CC) 1 -13.3 

極CC) 1 10.5 

極CC) 1 -30.0 

量(mm)1 56 

- 78 ー

観測所|
| 彊一目
平均気
平均最
平均最
最高の
最低の
降水

里

平均気
平均最
平均最
最高の

最低の
降水

清

71< 

p、.，

íf':十

霜 |百降水量
一一一一一ilmm以
日終日|上の回数

8日開吋 103 

7 日|山1 日 110

表 61. 最深雪，雪と霜の季節，降水日数

一~_.~ 積雪手出 LF  i 
測ー 月 I ,^ 1 川司 1 ,.., ') I A 1: .ê.,'ocl 7:n n <.k r1 I j 11l 川21112131415 最深|初日終日|初

水 71 341 69 961 凶叫 70 8: 13か月 4 日 15月中o月
11 911 95 1361 1731 叫山 01 18411月 6 日 5月 l 日 110月里

清、
、l
 

'r 

幸ヰ

土 壌 |前生林の

母材料|土壌型|状 況

アカエゾ
改植地

針広混
交林

BD 

ノ"

況

斜|標(喜)
280 摩周系火

山放出物

380 

試験区の立地の概況

N 

50 

50 

傾位

N 

表 62.

経度J:ill

E 川由形|方

12暴言自費|
11 

144046' 

/1 

43049' 

2 

白然状態における表 63.
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9 10 11 12 i 全年 1 顎
16. 11 10.0

1 

2.71 - 4・司 6.3
1 

25 
21. 9、 15.8 ， 7.8 1.11 11.91 25 
10.2 4.2 - 2.4 - 9.8 0.61 2己

33.0 26.0 20.5 13.51 38.5: 

- 1.0 - 6.5 -19.51 -29.51-35.0: 

98 , 77 I 52 I 47 I 751 I 25 

16.310.43.8i-3.86.235 

21. 8
1 

16. 41 8. 0
1 

1. 3 1 i. 6i 35 

10.8, 4.41 - 2. O' - 8.8 0.7 35 

32.5! 29.0 21.0: l�.5 37.0 

0.0
1

- 8.5 -15.6 -26.0: -31.8 

99 I 71 48 49 I 733 25 

土壌は斜里岳山麓に分布する火山灰土墳

で，アカエゾマツ造林不成績跡地と全幹集材

による針広混交林の伐採跡地であり，後者の

V.S 

銭
2 �A 
試
賎 ][8

E 

10 

勾
初
川
町

m山m

10 

<'0 

円筒な L 30 

40 
門筒，~;' L 

-ー--------ーーー・ーーー一ーー・ー"・"ー・ー-...車。

$:細土 R: 根 G: 石滋

W: 係阪鴎水分Wmx:最大容水量 Ämill:忌"さき1量

図 58. 土壊の 3 相組成土壌表層は人工的にかく乱されている。その

土壌断而形態は図571C示すごとく， AWi (20cm) 下に未風化の灰白色浮石粒層をはさんでいる c 表土の

土性は域土で下回は砂土ないし砂壌土，到!学性は良好である。その化学性はA 2 層および E層のリン般吸

収力が大きいことに特徴がある c

試験地の土壌の自然状態における即.学性は表63，図581ζ，また淘汰分析の結果は表641::: ，化学的性状は

表651ζ示した。

ノ、) 試験区設定のねらい

両試験区とも方位はN，傾斜 5 。でなだらかな斜面はオホーツク海に面している。立地区分は海抜高に

より，立地 1 (第 1 試験区)は 280m ， 'ir地 2 (第 2 試験区)は 380mで， 100mの差があり，気象的にも

土壌的にも立地 1 は立地 2 より良好と考えられる。

3) 造林

イ)苗木

土壌の理学性

孔隙区分(%) I 3 相

亙五点 i 粗孔隙 1 細孔隙| 固 ] 

82. 0 I 46. 1 I 35. 9 I 18. 0 1 

69.7 I 31. 9 38.1 29.6 I 

74.7 29.4 45.3 

77.2 

71. 0 

33.9 

31. 5 

36.3 

43.3 

39.5 

34.8 

25.4 

22.8 

30.9 

30.5 

組成(%)

水 1 空
46.9 I 35.1 

61. 1 9.3 

透水性

(cc/min) 

172 

98 

21 51.9 22. 7 

50.7 I 26.5 

53.4 1 15.7 

49.1 I 20.4 
ーー一一一一

127 

22 

41 
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表 65. 土壌の化学的性状(細土乾物中 50)

プロット
符号

第
2

試
験
区

H
H
H

卯『J

11 

供試苗木の育問経過はつぎのとおりである G

昭和36年 5 月 まきつけがf里署苗畑

昭和37年 5 月床替

昭和38年 5 J] 掘取り現地仮楠

仮航の回数ば， 12-----25 日間である。

ロ)植付け

試験地の地ごしらえは，昭和37年 9 '"'-'10月に全刈

火入れ地どしらえをお乙ない，昭和38年 5 月機械植

穴ほりをおこなって植栽した c

ハ) 活着と補植

柚栽当年秋における各プロット別活着状況は表66
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のとおりである l三

活着不良の原因は人為的なものである。補植は昭和39年 5 月 12---15 自におこなった c 補植l官は小清水営

林署小清水苗畑で養成の 2 年生 1 回床替簡を使用した。

4) 保育

イ〉下刈り

下刈りは植栽当年は年 1 回，翌年，翌々年は年 2 匝!お乙ない，植栽後 4 年目 !C 1 回お乙なって終了し

たc 実行経過はつぎのとおりである。

由主~~-施蒋 )fln一夫h1J! ~TI寺 j田|同軸|実 iH寸「
日円| 年月日己主」 干月日

1 昭和38・川 l旬 I 3 昭和礼 8・ 4 I 5 昭和40. 8. 6 

2 __l 39.三?三J~| 札 6. 18~._1_4とどL

ロ) 野兎胤の|坊除

野兎尚の防|徐は表67のとおり実行した。

表 67. 野兎胤防除経過

由民 1 三一」ゾーし 4 I 5 6 

1昭 38年 11月上旬 39年 5月 8 日 I 39年10月 14 日 I 40年 5月 6 日 I 40年 11月初日 I 41年 4月 26 日
ーー、ン ラテミン |リン化亜鉛 l ラテミン l リン化亜鉛 1ラテミン

防胤 i フアミO. 向fha! ωEgillai MWhal 0. 比gjha1 Mkgihal 0・ 8kgfha
入力散布 人力散布 y散布 l竺吋主力問 i人力散布

国主X 7i二工三三 10 I 1iー:一一一一
I 4印
lうラテそン i 1)リン化亜鉛 |伊ラテミン lグラテミン 1弓ラテミン i 

w防i 胤 1-- / '0:3比kg/ha釦 0.3汰kg/h凶1al'" ~ .... 0:6休k同g/hal'" ~ .... 0:6依kg/h加a!O.6k匂g/仰ha!! 
付散布 |人平均 へリ吋 |人力散布一|へ j 散布

j 38年11月 I 39年冬
防兎韓網 |ラムタふら/ha

散布

5) 施肥

第 1 岡田すなわち植栽の年の施肥は実行方針書どおりで， 1 本あたり過リン酸石灰53g と@ちから粒状

1 号100%のうち約 1/3を植穴底に施し，よく土とまぜ，あい土をしたのち苗木をうえつけ，残りの 2/3の

粒状肥料を筒木の根張りの上部!と環状に施し覆土した。

植栽翌年の春の第 2 回目の施肥は，方針書どおりの⑪ちから粒状 1 号がなかったため，@スーパー 1 号

50g (1 本あたり)を，摘栽木のクローネ直下の円周上 3 か所lと施した。第 3 回目は植栽後4年目の春

:乙，@スーパー 1 号200g (1 本あたり)を林冠下環状法で施肥した。施肥の経過をまとめれば表 68 のと

おりである c

6) 成長

立地別，プロット別の植栽後の生育状況ならびに年度別伸長量は表691と，立地別，疎密別樹高成長経過

を図59:乙示した。
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表 68. 施 肥 の 経 過

E12 岡 0)_~=1
立 地| 撞平月肥日 1!お1 本よあび施た肥り鑑法肥 施年月肥日 1iお1 本よあび施た!り肥施肥量i-z年t 月肥日 い|お本よあび施た肥り撮荏肥量

昭 38. 5 I⑪ちから粒状 l 号! 昭 39:. 7 1⑭スーパー 1 号 | 昭 41 6 pスーパー l 号
100g I 3---7 50g 1 2---6 200g 

1, 2 I 崎リシ酸石灰 I Iか3(⑩点っ法ちtかtめら 1 号な 1林冠下53g1 iiJl-?t::.t:..6':>) 

|植穴施肥 I I環状法
比分

M
M
m

成

JO
O
 

噌
i

K
3

日
性溶

P
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注

表 69. 植栽後の生育状況ならびに年度別伸長ー註

¥ 一一三割~~~ 総樹高成長 (cm) I 

F1 可児 38.10 1 39.10 1 40.10 I ム 10 I 42.1~t 
1 AI !91uj12お刻1!?f!っ…ハ|

I 93'"'-' 30137......... 加200""-'
J AE|(61.3).f 

i AE1Y11253115: 

1BE  ll:23113121221:::23 
I 95""-' 32�142......... 32200........ 64250....... 悶330.......160

B III I ;(61. 15 ゐ '(92. 651~('í 10. �)r...... (177日|
一一上主均げ竺ピf・ 9 い25.8 I 185.8 I 261. 7 I 

i A1133J35352ifwl!?湖
1 An I~ 予. ê~(E09. ê~1ω:玩. ~~，:~:6 ?~iC~:品切

1103"-' 28!182,..,__ 74'198........ 941260.......10α320'""-' 180i 
An I "'C67. 25"CÎ26. のI (1 33. 寸 (168~U"'V<24251 

2 ト平均 i 67・ 8 1 120. 1 I 144・ 9' 178・ 7! 264.0' 

I T> . ¥ 98'""-' 441185"-' 66'216....... 861250'-""120':350'""-'220' 
B 1 I ;(69.8)1'(125.25('<173・，---(20351 
B n 1 9

与羽!;1ぷ 111FZlj605;2!?512
BElHG.3(1ミ.5MZ1ぷ.01v~…|…~山

U

平均 I 68.1 
1 

119.2 
1 

158.21 196.0 I 273.3 

1 注〉 最高~最低
(平均)

年

量
一一
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一
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生育状態を立地別にながめると，立地 1 は海~(面した開放地であり，立地 2 は周辺!と防風林帯のある閉

ざされた林分であるため，その影響が若干成長にあらわれているようで，立地 2 がわずかによい生育状況

を示してわる o

疎密のちがいによる生育状態は，いまだ歴然たる差はみられない。
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7) 被害

昭和40年吠(植栽後 3 年目)に立地 1 の楠栽木の梢頭部

!こ軽い早霜の害が約30%みとめられたが成長には大きな支

障はなかった。また立地 2!こは野兎の害がかなり本数的に

みられたが，成長枯損にはほとんど影響がないようであっ 樹 E∞

昭如40年の冬季[~Iの寒風害によって約10%ほどの被害が

みられたが， 41年に完全に回復した o

ナラタケ菌による枯死が植栽後 4 年目から日だちはじ

め，とくピ立地 2!C多く，被害率は 5 '"'-'10%である。なか

でも AI 区， An 区， B 区に被害本数が多いコ

B. カラマツ上川試験地

1) 位置・面積

本式教地は旭川営林局管内上川営林署部内上川事業区

139ろ林班iζ所在しその面積は，第 1 試験区1. 2ha，第 2

試験区1. 2ha, 合計2.4ha である心その位置図および配置図は図60， 61に示す。

2) 立地

イ)気象

--,.._ 0 

cm 
3∞ 

'1 守]
B
A
B
A
 

p
a
'』
?
」
・'
'
f

p
・
p
,, 

一ー一一- lÏ'l'ぜIIK

--ー一・沼~区

高
1∞ 

立地 l 火山灰Bo jæJ.!!~280m(罵 lぷ鶴田
立地 2 .,.. 3Bom(努2~員2)

O 
1l2i.38 39 40 41 42 写

王手 君主

図 59. 立地別，疎密別樹高成長

試験地の気象概要は，最寄観測所上川のデータを引用して，図62，表70，表711と掲げた。

図 60. カラマツ上川試験地位置図

c' 
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,.10 
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0 1-・ー

-5 
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ωω100 120 I必凶 l印 2∞mm

路水量
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vm 

図 62. 上川試験地におけるクリモグラフ

函 61. カラマツ上川試験地配置図および

土壊分布図
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表 70. 気温最高，最低，気温の極，降水量(上川観測所)

表 71. 最深雪，雪と霜の季節，降水日数(上川観測所)

{\JZ自| 積 雪 亘示孟) 一| 三 「 霜 18 海水量
官盟、 ー、_1-一ーー 一一一一一一一-1- __  _ _ _  -1___ _ _ _  _ 

測同~\ 10 111 1121 1 I 2 I 3 i 4 i 5 I最深l 初 日|終日|初日終日 11部長
上川 30i 6d 1001 115113211271130: 251 1321 10月 23 日 15月 11 日 9月 25 日 15月 29 日 176
一一‘一ーし__  1 __  1 __  1 1 _1_- 1 -- I l 

表 72. 試験区の立地の概況

I ~.，å. R'r- (r-;t "*' I 地況 l 土壌||緯度経度 I H J;:, Ul.J -L. ~前生林
試験区別 I 1---------~-----

I N E I 地 形|方位|傾斜開示)|母材料|土瓦互の状況

I 43D50' 1 142049' I 大雪山葉 ナラヤナ43D50' I 142049' I 周辺山麓 s-s wl 25 Q 450! 安山岩 Bn 崩積 lギ，カンノイ
I 中腹斜面 i 二次林

2 i H J H i 11 /1 j 11 470 庁 , Bo(d)崩積|

ロ) 地質・地形・土壌

試験地の立地の概況は表72のとおりであるつ

試験地の土壌断面形態は図631ζ，淘汰分析の結果と化学的性質はそれぞれ表73，表74に示した c

土壌は大雪山紫の北西に分布する浮石質凝灰岩の石礁土壌で，土壌型はそれぞれ Bo， Bo(d) で断面観

察によると面積比で， 40""80，%の離を含む。土性は塙壌土~砂壌土で下層ほど粒径があらい。自然状態に

おける理学性はきわめて良好である。置換性石灰，カリも相当に含まれ， リン酸吸収力もあまり大きくな

し化学性も良好な土壌である。

ハ) 試験区設定のねらい

上川(1)

BD BD 

図 63. 土壌代表断面図

傾斜25 0の南西面でほぼ東西にならんだ 2 か所を傾斜上，

下にわけで試験区をえらんだ。すなわち，立地 1 (第 1 試

験区)は斜面下部で Bn 型土壌，立地 2 (第 2 試験区)は

斜面上部で‘ Bo(d)型土壌である c 乙の付近のラカマツ造林

地は良好な生育を示しているつなお，標高は460m内外で.

道内カラマツ試験地のなかでもっとも高いc

3) 造林

イ)苗木

供試苗木の育苗経過はつぎのとおりであるむ
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表 73. 土壌の機械的組成

言験号:里一ιiM1…)1竺竺や[徴同=.=結土C%~j: -τ 
1A279295574J3191108!?  

B 29. 1 34.6 63.7 26.6 9.8 L 

_I_~__I_~竺十一一竺三一?一 肌3J 15.7 4・ 1 S L 

Al 22.6 32.3 54.9 29.4 

A2 27.1 36.4 63.5 

B 32.2 46.5 78.7 

C 44. 1 42. 3 86. 4 10.5 

11. 6 

5.9 

3.2 

L

L

 

L

S

 

F
ν

円
、u

15.7 

2 
24.9 

15.4 

表 74. 土壌の化学的性質(細土乾物中尉〉

試験竪[層位 i p? [置換酸度|有機物 J炭素叫窒素ω 炭素率 I 誼換性|置換性 I~ ン般
官 勺 1 H20 I KCl Yl 1 (弱) ~ C N I C/N I石灰C%)Iカリ (%)1吸収係数

1 -- M  - 1 一一一一一一 L十一←L一一一一・ー | 1" ... "-'1 

H-A5.65.3-59.2134.342.0316.9!2.1110.n51 

1 ~ ~，~，~. ~ ~. ~~ !. ~~ ~. ~! ~. ~~ 1~. ~i ~. ~~I ~. ~~~ ~~~ 
B 5. 11 4.4 3. 13 2.85 l. 65 O. 18 9.2 0.071 O.OlT 818 

」三一一三L 竺l. ~8__ 2. 6~ 1.竺iifF-Ifi-ω4! ω11 1竺5
F14.d4.51 一↑ 69.21 40. 141 2.08' 19.31 1. 261 0.1551 -
Al 1 5.21 4.7 0.63 10.96 6.35: 0.50: 1 し 01 0.371 0.059; 1, 158 

2 1 A!! 1 5.2' 4.6 0.63! 6.69 3.881 0.361 10.81 O. 16目 O. 0381 1, 235 

1 B154451  1n332i17510  11146i oMoω1ll， Q6 
C1  5. 01 4. 61 o. 8司 0.751 0.441 O. 111 4.~ 0.011 O.Ol~ 834 

昭和36年 5 月 まきつけ上川署苗畑

昭和37年 5 月 床替え

昭和38年 5 月間取り 現地仮植

仮植の日数は， 6 日間である守

口〉植付:す

試験地の地どしらえは，昭和37年 9 H 全メIJ /1) ， 火入れ，地ごしらえをおとない，昭和38年 5 月くわによ

って植穴を掘り梢栽したの

n) 活着と補航

布1'[栽当年秋における各プロット別活着状況は表75のとおりである。

補植は昭和39年 5 月 15""""16 日におとなった。 fln植簡は試験地内補植用のものを移植した。

表 75. 活着状況

試験区番号;面続薮!瓦損示肩右手(ゐ可試長区番号了楢務数一|干同)1 間三(ム
え I 388 2 奴 5 '1 I A I 358 I 4 98. 8 

99.2 I An 3 

23 

An " 4 99.0 

E

I

E

E

 

A

B

B

B

 

756 q
u
A

る

1
L

n
J白
つ
占

94.1 

99.6 
2 Am 

BI 727 

2

4

8

2

 

1
A
1

・
・

t
A

司4

96.6 

98. 1 

97.5 

97.0 

96.8 B n // 

'/ 97.2 I1 I Bn I 〆'/
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育保

り刈下イ〉

下刈りは植栽当年と翌年は年 2 回おとない，翌々年夏 1 巨lおとなって終了した。実行経過はつぎのとお

りである。

野兎Jl\の防除ロ)

野鼠の防除は，表76のとおり実行した c 野兎にたいし

ては，昭和38年11月に防兎網を設定したc

!肥-
V也

4
h
必5) 

第 1 回目すなわち植栽の年の施肥は実行方針書どおり

で， 1 本あたり過リン酸石灰53g と@ちから粒状 1 号100

時期

年月日

昭和38. 6.18 

38. 7.25 

39. 6. 3 

39. 8. 1 

40. 7. 5 

施実数回

1

2

3

4

5

 
g のうち，約 1/3 を植穴底に施し，よく土とまぜ，あい

土をしたのち苗木をうえつけ，残りの 2/3 の粒状肥料を苗木の根張りの上部に環状に施し，覆土したc

!直~&翌年の春の第 2 回目の施肥は，@)ちから粒状 1 号200g (1 本あたり)を，植栽木のクローネ直下

の円悶上 3 か所に施した。

2 回目の施肥と同線の方第 3 回目は植栽後 4 年目の春に，@ちから粒状 1 号300g (1 本あたり〉を，

法で施した。施肥の経過をまとめれば表77のとおりであるコ

長成6) 

立地別プロット別組本t後の生育状況ならびに年度別伸長血は表78に，立地別，疎密別樹高成長経過を図

641C示した c

39年度の凍霜害により 40年度の伸長成長が少ない以外はきわめて良好な成長をしめしている。立地のち

がいによる成長の影響はいまだ判然としないが，植栽後 4 年目ごろから，いずれの立地も密植区が疎植区

i乙比べわずかによい生育を示す傾向にある。

虫
ロ

おt7) 

被害のおもなものは，野鼠害と凍霜害であり，ほかにわずかのナラタケ菌による枯損がみられる。とく

[と野鼠害は集団的に発生すると乙ろもある。霜害は39年度がとくに被害が大きかった。

l�J 

[~行
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表 77. 施肥の経過

|和11 栽時 2 回目 3 回目

立地|施 肥 I 1 本あたり施1日市-jifJ示品，Eii工面1 1 本あたり血
年月日 および施肥法 |年月日 1 および施肥法

l

年月日 l および施肥法

| 拡 5 I @)ちから粒状 1 号 I 39. 7 I @lちから粒状 l 号 I 41. 6 I @)ちから粒状 l 号
100 g' 7 ........11 200 g I 3οOg 

1, 2 過リン酸石氏 案内棒による

I53g  

i 植穴削巴 l 3 点法 I3点法 一
N P K 

注) ⑩ちから粒状 1 号 643  
退リン酸石灰 可溶性 18.5.$杉

表 78. 柏主!と後の生育状況ならびに年度別{rþ長畳

一-":---..___ U.I __,._ _,,_ """,. ... 
ー」 樹 高 成 長 (cm) 年度別伸長最(cm)

-i'.-. _調査l l 一一 I-~ l 

TA4h寸空|昭 3ωj39・ 1o 1 40. 10 i 41 ・ 10 I 42.1o ¥ 3咋 1 4咋 1 41年|叫
! し 1 123........ 41 1 197........ 88 237....... 88 1 31ト1∞ I 420----210 1 一角 I ~~ , I _. ~ I 

I ~'j::..~ -::::. 1 ~~/..，'"'.:.~~ 1 .-/......，;:~- 1 57.91 .20.41 51.9 1 106 ~ 1 (91.8) I (149.7) I (170.1) 1 (勾2) 1 (328) IV/.71 "，v'~lvl.71 

Arr 山~56i201~85I29E~85lm~1201440~240
I '�94.4)-I ~(î64. 5) I ~é'i93. 7) i ~~(243r • '(33ã5~ I 70. 1 I 29.2 ! 49.3 I 95 

M 13θ-:: ̂ ~O I 2~?::1 ~~ I 2~~:::1~~ I 349::!卯 I 47ト190 i-
皿 (88.0) (166.2)' (却2.8) I (270) I (348) I I 。 78 

平均 91. 41ω. 1 188.9 !加.0 338. 0 I 68.7 1 28.81 弘 1 93.0 

B 1 1~~ n~2 1 ;~:-:: ~~ 1 2~~:: ~~ I 33~:::~~0 I 42ト~~O 1 59. 5 1 17. 7 t 61. 8 I (98.05- '�157.5) 1 ~(l丸 2) I ~~(23?5- I '-(337)-I 59.5 I 17.7 I 61. 8 I 100 

B rr 1~~:: ..~6 I 2~~::-?~ 2~~::: ~~ I 389::::!~0 I 499:::::~?O I …8 t 50. 8 I 62. 7 I 1 1 1 
u (93.7) I (171.5) I (222.3) ¥ (285) I (396) 1" ・ o 1 ,JV.O I o.t;・ I I ll! 

B 1lI 11~~::}0 11~~:::1~~ I 2~~::-:-1~~ 1 329=::~?O I 419:::::~~0 Iυ713・ A ー・ 1皿 1 (83.9) ,-(150: 6) I -(i81: 9) I --(25�) -: --(336) -I 66.7 I 01.3 69.1' 85 

平均 91. 9 1以 9 1 1弘 1 257.7 1 356. 3 I 68. 0 1 33・ 21 仏 61 98. 6

A 
11128~37196~113|282~l川 33ト~~O I 42~~~~0 1 63.2 I 26.6 1 56.3 I 1 -(87.9)-

I -ﾜ51:i5 
, -(ﾏn:7): --(234)-1 '-(3435-163.2126.6156.31 109 

AE18~431190~115i260~1151320~1701410~110||l 
�3.9)-I 

. 
�151: 3) I -(187: ﾎ5 I 

~-(253) -I "(31(55-1 
67.4 I 35.8 I 

65.9 
I 

63 

Am 
125~521202~110 1280~1121340こ問。 520~250| | 6 l l 

t -(87.9f 1-(162:5)1-(209:3) '--(277)-1--(379)-174.6146.8167.71 102 

平均 86.6 155.0 I 191.3 254.7 I 346.0 I 68.4 I 36.3 I 63.4 I 91. 3 

I 
128.-....-55 1 215'"'-'114 I 255.......1141310.........140 i 800"-'220 …, t ~. ~ 1 _ _ 

~ 1 B 1 
1 '�92.9r I ~ê16i: 5) I ~(182: 7) I 

v'

C23の (357r 168.612 1. 21 弘 3 I 118 

i 123.-.... 5ο175........， 100 1 305.......115 1 33ひ---160 t 38ひ"""1901___1B n 
I .(S8.0r ~ 'cω:7) 1 

v(Ì飢 7) 1 
vV(25ﾔ)'"' 

I vV(3145
v 
1 
54.7 

1
18.0 I 89.3 

I 
64 

Bm 1~~:;--}912~?::::1~~ I 2~~:::;1~~ 1 3ω::~~O 1 47~::~ZO 1 78.8 I 41. 1 ! 69.2 i (86.9)-I -�165: 7) 1 -(206: �5 1 --(2?())-I 
.. 
(379) 

-
I 
78.8 i 41. 1 

I 
69.2 

1 
103 

平均|飢311比 6
I 

1瓜 4 2民 o 3ぬ o
I 
67.3126. 8 

I 
71. 6 

1 
95. 0 

注〉 最高~段低
(平均)
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c. カラマツ標茶試験地

林業試験場研究報告

位置・商取1) 

本試験地は帯広営林局管内標茶営林署部内標茶事業区 1 林

班に所在し，その面積は第 1 試験区1. 2ha，第 2 試験区1. 2ha, 

合計2.4haである。その位置図および配置図は，図65 ， 66で

象

地

気

立

イ〉

試験地の気象概要は最寄観測所標茶，厚岸のデータを引用

して図67，表79 ， 80に掲げた。

- 88 一

上川
仁m

一一一疎種区

一・・ー密種区

.3001 

示す。

2) 
2∞ 

樹

高

地質・地形・土壇ロ)
立地 1(棋 l試駿区)石血土 Bo

豆地 2(犠2試量産区) 、 Bo(d) 
1∞ 

試験地の立地の概況は表81のとおりである。

試験地の土壌断面形態は図681ζ，自然状態における理学性

は表82，図691(，また淘汰分析の結果は表831(，化学的性質

は表84に示した。42 駐車

度
40 .39 

与

O 
B曻. 38 

土壊は根釧丘陵上lζ分布する摩周系火山灰土壌である。 A

層は埴壌土ないし徴砂質壌土でその下に灰白色火山灰層を央

在する。その下方lζ堆積する埋没土壌は黒色を呈し，土性は境土~砂壊土である c 表層の理学性は良好で

立地別，疎密別樹高成長図 64.

リン酸吸収力もかなり大きい。立地 1 (第 1 試験区)が，立地 2 (第あるが，石灰，カリの量も乏しく，

2 試験区)より若干化学性がまさっている。

試験区設定のねらい

海抜高 40m，傾斜 9 '""14。の小尾根を境として

東商と西面の緩斜地を 2 立地としてえらんだ。す

なわち，立地 1 は西面，立地 2 は東面である。海

岸から約 12km はなれ，夏期 lとしぼし:ま濃霧にお

21 

おわれる地域である。
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観測所ト三.~I_l____L
|平均気温CC) I -9.61 

標 J 平均最高COC) -1. 8, 
|平均最低CC) 1 ー 17.41
|最高の極CC) I 7.8: 

1 最低の極ec) -32.0 

1 降水量(mm)! 58 

l 平均気温CC) Iて詞
厚 l 平均最高cc) -1. 4, 

|平均最低(0C): -12. 11 

|最高の極CC) i -
1 最低の極CC) _1  

l 降水量(mm) I 53 

茶

岸

20 

:、」

A 

カラマツ標茶試験地位置図

500 

図 65.
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o 100 200m 

図 66. カラマツ標茶試験区配置図

ZF 得茶
20ト'iI，Jl _ 
15 ト ml ノ品

先霊 I YJ.¥ / 

;;'t，叫 v "ぜ
7il 5 卜 .)v[，/'

0 トーー-ーft- ーー・ーー・・目ー・

4 ト Eどうど1m
l~占

- 89 ー

型車 得

.10ωω100 1201船棚

降水量

図 67. もより観測所のクリモグラフ

3) 造林

イ) WI 木

供式市本の育的経過はつぎのとおりである。

昭和36"f 5 月 まきつけ 標茶署前畑

昭和37年 5 月 床替え

昭骨和13犯8年 5 月 掘取り机，現地仮和材航I( [ 

{ほ反随の日数は 8----11 日問であるる，-，

ロ) ~紅五j;1{ 卜付付1" け

試験j也の地どしらえは昭和37年 8 月，全刈火入れ地ごしらえをお乙ない、昭和38年 5 月機械で梢穴を師

り植栽した n

ハ〉 活者と補植

植栽当年秋における各プロット別活者・状況は表85のとおりである c

補植は昭和39年 5 月 27 日におこなったc 補植用の苗木は標茶í'f{ J町!で養成の 2 年生 1 回床替請を用いた 1

4) 保育

イ〉下刈り

下刈りは植故当年は年 1 回，翌年は年 21111 おこない，以後腕;!&後 4 年目まで年 1 巨iずつ実行した。その

実行経過はつぎのとおりである。

最高最低気温の極，降水量

lJ lA 150=1 115170 

• 4 ,-5 6 7 I 

3.91 9.2i 13.5 17.8
1 

10.3 16.1 19.6 23.0 

-2.5 2.3 7.3 12.61 

24.231.333.2I34.5J 

-16.4 -7.8 -1.1 2.5
1 

73 88 81 96 

8.41 

13.2 

3.5 

12.0' 

16.5 

7.5 

70 1 

8 I910  1 11 -I 
山 15.61 ーム 2.11 

24.5 21.3 15.8 8.5 

14.8 9.91 2.61 -4.4: 

35. 0: 30. 8
1 

25. 11 23. o! 
3.5 -5.3 ー 10.6 -20.8 

64 

12 I三年「統計年度
-5.35.4135  

1. 51 11. 8 35 

-12.0 -1. 0 35 

15.0 35.0 

-30.7 -32.2 
45 1 971 30 
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表 80. 最深雪，雪と霜の季節，降水日数

積 雪 量 (cm) 雪 | 霜 i 日降水量
l.m ,., I -I.h n 1 +.n ,., I .:，.，~ n 11m m以上

11 12 1 2 3 4 5 最深|初日|終日(初日|終日|の日数

23 70 150 169 151 51 1 1 169111 月 4日|仰0日|卯7日!山7日」竺-

表 81. 試験地の立地の概況

度| 壌 前生梓の

番号 N E 地 形|方位|傾斜|標高(m) 母材料 土壌型 状 況

144 ・52' I 根釧丘陵 、f.I I 90 40 Bo 山広火葉跡樹地二次林
E I 14

0 
'1 1/ 

表 82. 自然状態における土域の理学性

試験区 | 容 積 組 成制 孔隙区分倒

号 層A 位|細土|| 礁 | 根 ||景可刊 ||雲水出童|芸品回 li 全孔隙 |i 粗孔隙l!孔隙 I
IIA 1 23.21 01 0.51 47.7 I 67.6 8.7! 76.31 43.6 32.7! 

Al l 15.41 01 1.01 41.01 59.8. 23.81 83.51 52.9! 30.6 HA| 刈。|12lJ 臼 41371791 拓 6 泊
表 83. 土埠の機械的組成

試番験号区 J層 位|粗砂ω| 紺i 砂(箔〉砂計ω! 徴砂ω 粘土ω 土 性

Al 0.6 41. 4 42.0 40.0 18.0 CL 

A2 0.8 48. 7 49.5 43.8 ﾓ. 7 L 
IIA 2.2 52.2 55.4 37.4- 7.2 L 
IIB 10.7 72.6 I 83.3 13.2 3.5 SL 
IIC 18.9 66. 7 85.6 10.6 3.8 S 

-- 一一一

Al 0.3 I 42.0 42.2 42.0 15.7 CL 
A2 0.6 47.6 48.2 43.4 8.4 L 

2 C 0.7 4l. 6 42.3 50.9 6.8 SL 
IIA 3.6 51. 2 54.8 34.8 10.4 L 
IIB 9.8 63. 1 72.9 20.5 6.5 SL 
IIC 13.4 I 68.8 82.2 14.5 3.3 SL 

回数 実施時期 1j:ì_ 1数 実施時期

年月 EI 年月 日

1 昭和 38. 7. 中 4 昭和 40. 7. 25 

2 " 39. 6. 17 り 11 41. 7. 2 

3 1/ 39. 8. 11 
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図 68. 土壌代表断!日図

w 刈rux Amin 
30 110 50ω70 ao 90 100:1. 

3 相組成(96)
透水性
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山|叩 2 I 羽 41347
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Vvma~; 似てたち・水蛍 ^mir:m ，h容気量

図 69. 土壌の 3 相組成

表 84. 土壌の化学的性質(細土乾物中労)

一区!日位l 二一::\i-JL叫ム「ム下点字i一一~ιzi ンー
番号 I H!l'o KCl I Yl I (%) I C (箔)1 N(%): C!N 石灰(%)カリ(%)\臥収係数

I 一一トー十一一十一一十一一十 ; ! ー
I A1 I 5.6' 4.4 1. 88 13.43, 7.79: 0.641 12.2 0.23, 0.038 1, 297 
1 A2 1 5.0; 4.4i 1. 251 7.121 4.13' 0.37 11. 2 , 0.061 0.017 I 1, 312 

1 n A i 5.2 4.6: 1. 251 8.071 4.671 0.38 12.3i 0.06 0.014 1 

n B 5.7 5.41 0.631 2.261 1. 311 O. l6' 8.2: 0.04 0.0∞2 1. 621 

1EC I 551 5・ 11ω 1. 10
1 

0.641ωi 5.31 0 州 0.00021
726 

I Al 1 什 4.61 1 ・ 251 13.531 7.851 0.761 11. 1; 0.341ω64 1ω 
A2 4.81 4.5i 25.0 I 8.711 5.05 0.53; 9.51 0.13 0.021 I 1, 050 

2ICI51l46112514;26 3 i  om18100810015!m  
n A 1 5. 11 4.4' 0.631 8. 18, 4.741 0.451 10.51 0.151 0.014 1 1.450 

5.01 4.9. 0.63 5.231, 3. 031 O. 371 8. 2 0.071 0.009 , 1, 976 

llIC5.41  5.5!ωi ;: 551 1. 48
1 

0.16
1 9: 31ω!ω叫 896

ロ) 野兎胤の防除

野鼠の訪除は表86のとおり実行した。

野兎にたいしては，昭和38年10月に防兎網を設定した c
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表 85. 活 着 り: 況

五ロッ4i植栽本数(木)(枯損〈本)i 活者率〈労)11 五ロッ訂属議i*)1 枯損(本)(活着率(あ〉
1 A 1 400 35 91. 3 2 A 1 4∞ 22 94.5 
An 43 89.3 An 51 87.3 
Am 11 45 88.8 Am 。 98.5 

BI 800 60 92.5 B 1 800 60 92.5 
Bn 32 96.0 Bn 59 92.6 
BI 90 88.8 Bm 55 93. 1 

表 86. 野鼠防除経過

旬

M
m
u何
一
綿
一

年
テ
。
力
一

μ
い
け
日

数
一
煎
一

回
一
防
一

2 3 4 5 6 

39年 11 月 11 日 I 39年 11月 28 日 140年 12月 8 日 I 42年 11 月 7 日 I 43年10月 24 日

ラテミン |ラテモン )リン化亜鉛 (ラテミン |リン化亜鉛
0.7kg/ha 1 0.7kg/ha , 0.3kg/ha ' 0.7kg/ha O.6kg/ha 

ヘリ散布 |ヘリ散布 |人力散布 l へリ散布 |へリ散布

5) 施肥

第 1 回目すなわち植栽の年の施肥は実行方針茜:どおりで， 1 本あたり過リン酸石灰53g と⑭ちから粒状 1

号100g のうち，約1/3を植穴!底に施し，よく土とまぜ，あレ土をしたのちÎn木を植えつけ，残りの 2/3 の

粒状肥料を苗木の根強りの上部に環状に施し，櫨土した。

第 2 回目は植栽翌年の春!こ，@ちから粒状 1 号 200g (1 木あたり)を植栽木のクローネ直下の月間上

3 か所に施した。

第 3 回目は植栽後 4 年 1=1の春 lと，@スーパー 1 号 200g (1 本あたり〉を， 2 回目の施肥と同級の方法

で施した。施肥の経過をまとめれば表87のとおりである c

6) 成長

立地別，プロット見'J植栽後の生育状況ならびに年度別伸長置は表88に， )'r_地別，同:密別措J高成長経過を

図701と示した"

連年の早霜害のために生育は不良であるが.霜高を脱してからは比較的良日生育を示しはじめてし必。

表 87. 施肥の経過

栽時 2 回目 3 回目

1 本あたdii量寸施 IJEI 1示ふ他国お iU-:お雨ゐE:Ii
および施肥法 l 年月日 および施肥法 年月日 および施肥法

つ @ちから粒状 1 号
20Q g 昭

: 4!. 6. 13[ 

，@スーパー l 号
200g 

7
2
 

昭

ω

号
g
g

l

L

n

u

q

U

 

1

J

n

U

E

d

 

状
1

灰

粒
石
ら
酸
肥

か
ン
施

ち
リ
穴

@
過
植

3 点法 クワによる 3点法

N P K 
rt) @ìちから粒状 1 号 643  

⑧スーパー 1 号 24 16 11 
過リン酸石灰 可溶性 18.59ぢ
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表 88. 植栽後の生育状況ならびに年度別付I長民

l 総樹日成長 (cm) 年度別伸長量(cm)
ィ 調査一一ト一一←←一一一 一一一一
九長 年月|昭 38・ 10 I 39・ 10 ぬ 10 41. 10 42.1039年同年 l 叫 1 42年

A I 7~-:-: ~~ 149':: ~~ 2~~~ ~~ : 219---: ~~~ 369'"'::. ~~ 24. 2 ' 45. 5 90 
I (41. 6) (65.8) (111. 3) I (128) ( 218) 

66"-' 13 88~~ 21 167-----61 200---ω280.-....， 100 
I 15.1 43.0 (38.6) (53.7) (96.7) I (94) (175) 

76.-... , 10 10ひ...._， 25 : 62~ 66 170"-' 40 270----80 
Am '';，，:~ .~';~.，:~ .~';，...，.，:::~ "'; ，，:..~ s.o,,; ..，~~ 16.0 34.8 

ト -J11(川(叫 (110) 〈 1791
平均 ?0.5 59.0 100.1 110.7 190.7 18.51 4-1. 1 瓜 6 i 80.0 

69......... 13 114~ 27 190-----65 I 220----30 310-----100 
日 1 \J/.f"J;~ J.J./"*7L: ~~ J./~'L::;~ I Ú~'"; ，~~， '-J~， ~:';， 34.2 40.4 

(42.1) (76.3) (116.7) (157) ( 244) 

� 5,.._. 17 I 100......... 23 I 173"-' 61 I 220,..."" 40 3心0.......， 100
B II . -;.，:~ .V'; ,..., ~~ '~';"'. ^;::~ s.o~，; "，~~ ~V'; ，，:.::.~ 11. 5 52.4 

(46.4) I (57.9); (110.3): (122) I (209) 

67......... 10 I 97----20 I 125"-' 61 I 130"-' 30 , 290.-...... 即|Bru ~~~"*7~' ~/~Á ~~ ~~':-nr\;::~ ﾁV'; -n~~ ~.，-/ ,..,:;, 117.7 25.1 
(37.2) i (54.9) (80.0) I (93). (176) 

(平均 41.9 仏 o 102.3 Iω.0 209.7 21. ~紘 3 i 21.十回.7
一一I一一一一一 一 ι 

96.-...... 20 170,..."" 31 I 231 ,.._. 67 300.--.... 70 1 380.-......120 
A 1 ~(59. 4) '(1ω.1) I "cÎ弘 2) V~( 207) I VV( 288) 仏 7 53.1 I 81 

AU71~16110~201194~61220~4013加'"'::~~~ I 18.8 I 54.7 I I 93 
(37.0) (55.8) I (110.5) ( 145) I (238) 

1 ∞，.._. 23 172"""" 35 1 230,.._. 61 330.-...... 30 3ω，..."，， 180 I ~^ ~ 
~t\ 11 ~-;~ A~' . ~ rr\~ ~~ -';'; ArI ~~ vv'; '''~~ v..." ..，~~~ 29.0 56.4 (64.0) (93.0) , (149.4) ( 178) ( 272) 

53.5 悦 o 138.7 1九 7 266. 0 30. 5 I 54. 7 I 38. 0 I 肌 3

68~ 15 1 164"-' 23 I 189.--.... 65 I 230"-' 40 I 330........, 120 i 
ll!lnn  ハ I 29.0 • 47. 1 

(41.7) I (70.7): (117.8) I (160) 1 (234) I 

90"-' 20 1 140.-...... 30 201"-' 61 
(47.6): (74.9) (126.8) 

69.--.... 16 97"-' 20 170"-' 61 
(39.4) I (58.0) I - (101. 9) 
42.9 67.9 115.4 

AII 

ウ

'"・

!平均

Br 

BU 27.8 i 51. 9 

Bm 

!平均 l

注) 最高~最低
(平均)

cm 
300 

7) 被害

程{栽当年の 9 月 18日の早霜により， 65%の商木が側枝お

よび梢頭部iζ被害をうけ，そのうちの30%は回復不可能と

な勺た。とれらについては，補植を実行したが，一般造林

地l亡くらべ秩おそくまで成長を続けるため，年々早霜の筈

で植栽本数の80fó近くが梢頭の枯損を生じ，とくに昭和41

年秋には，立地 1 の傾斜下方および凹部，立地 2 の An 区，

BII 区が激害をうけ，原植木数がかなり減少してきてい

る。しかし，霜高100~120cmを脱してからは被害はない。

その他，ナラタケ南，テング/"，マキの食容が新干みられて

∞
 

一
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一
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機茶

一一- t!剃白区

ーーー・ m他区

'. 'る。 。』

庖 38 39 40 .4 ! 42 .. 草

!if度

図 70. 立地別・疎密別樹高成長
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図 71. カラマツ清水試験地位置図

図 72. 試験区配附図

D. カラマツ清水試験地

1) 位置・面積

本試験地は，帯広営林局行内清水営林君部内清水事業区

LOlろ林班lζ所在し，その而砧は第 1 試験区1. 2ha，第 2 試

験区1.2ha，作計2.4haである。その位1ft.図および配置図

は図71， 72で示す。

表 89.

同- ~ 観測百rr ; "fi51=l-- n I 1 2 3 I 項目 1 ..t. V 

平均気祖cc) I -8.0 I - 6. 7 I -2.4 I 
回 |平均最高Cc) i -2.8 ー1. 2 i 2.6 I 

平均最低ca c) -13. 1 , -12. 1 I -7.4' 
足 1 最高の極(。C) - -1 -| 

最低の極CC) I - ー| -i 
降水量〈mm) I 47 36 47 

|平均気温CC) -7.3 I -6.4 I -1. 9 

新 平均最高CC) I ー 2. 3 I -1. 1 I 3. 1 

平均最低CC) I ー 12.2 I -11. 7 -6.9 

イア:12102153) 1-30.0 1-30.0 1-21.6 

降水量(mm) I 44 5o I 54 

2) 立地

イ〉気象

試験地の気象概要は，もより観測所の屈

足，新得のデータを引用して，図73，表89 ，

90~L掲げた。

AOω801ω1001幼 lωm

降水量 降水量 試験地の立地の翫況は表91のとおりであ

図 73. もより観測所のクリモグラフ る。

試験地の土壌断面形態は図741ζ，自然状態における

理学性は表 92，図 75 Iζ，また淘汰分析の結果は表 93

iζ，化学的性質は表941ζ示した Q

土肢はピシカチナイ山南側山麓lζ分布する火山灰土

壌であり，母岩は日高層群に属する粘板岩およびチ十

一トを主とするコ A屑の土性は埴壌土ないし壌土，下

層は砂域土であり，小際にとみ，理学性は良好であ

る。化学性は石灰，カリなど立地 2 (第 2 試験区〉

℃
明ω
加
巾
ゆ

5

』
丸
畑
町
一

80 

清水(1)鹿追 清水 (2J鹿追

BD BE 

図 74. 土壊代表断面図

ロ) 地質・地形・土壌

(BE) が立地 1 (第 1 試験区) (Bo) にまさってい

る c リン酸吸収力は両立地ともかなり大きい。
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ハ) 試験区設定のねら t 、

海抜高約460mの北西国，傾斜21"で斜面上，下により立地区分したり立地 1 は斜而上部で BD 型土壌が

優占し，立地 2 ば斜面下部で BE 型土壌が優占するニ

3) 造林

イ〉 f白木

供試苗木の育苗経過はつぎのとおりである。

沼和36年 5 月 まきつけ，清水害新得 í~I.i 1m
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お

一
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」
一
一

\
一
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一
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一
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\均
一
周
一
新

最深雪・雪と霜の季節・降水日数

量 (cm) I 雪 | 霜 |日降水量
I j I 卜一 ~I ----Ilmm以上

2 3  4 5 I最深|初日|終日|初日|終日|の日数

37 14
1 

19411仰9日|仰9 日 \10月 6 日 I -1 

130 

119 

表 91.

1M': fÉF l~ rå=，地試験区 1 緯度|経度

番号 lN E 地形

43012' 460 

2 1/ 

然別川流域
ピシカチナイ
dl麓斜面

と-L 二 /1 I /1 位。

昭和37年 5 月 床替え M 

昭和38年 5 月 抱取り，現地i反植

仮植の日数は 7 日間である。

生林
の

況

ミズナラ，
セン，ジナ，
ヤチダモ

広葉樹林
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表 92. 自然状態における土蟻の理学性

試験区i r=t-'- 1 容 積 組 成(街) 孔隙区分(労) 3 相組成(第) I 透水性

番号!層位百I ~ 1 根降雨昨夏三版下手間!粗干し問問|一白 i 7J< 1τ! と:i〉
I II~ '1J.lC I小分容水卓容気量，'.:I::."l u l'Jt- i 一一| 1 1 一一一一

1 Al 15.3 3.6 4.9 38・ 2 5川却・ 61 76・ 3 44.1 32.2 23.8 38.2 3刊 162
1 A2 i 24.2 3 ・ 1 1 1. 11 40. 8 60. 2

1 
11. 4 71. 6 , 32・6. 39.0 28.4 40.81 30.8j 165 

市 1 19.9 1. 5. 2・ L31.663.1113.4176.532.134.423.531.644.d174
2 I 副 198118610J344|516197613137276i38613442701125

AI 
A2 

駕 B

試じ| 円筒なし
駿

区 I ~50 

第 Az

z 
試
験

区一
し 50 

cm cm 

$:細土 G: 酷 R: 捜

W: 持取日骨2配分 W同x:最大容水量.Amin: 量JJIS提量

図 75. 土壇の 3 相組成

11. 6 

16.8 

35.3 

47.7 

43.5 

42.~ 

36.9 

21.6 

表 93. 土境の機械的組成

試験区 I ~ /.,t. >I-.n 7:.I".n/.... ,.", 7:.l-rn/'¥1 番号い届位|粗砂(労)制11 砂(%)1 砂言1'(労〉徴砂(%)1 粘土(%〉(土性
A.1 8. 5 I 43. 6 52. 1 28. 6 19. 3 C L 
A2 9.8 50.2 6ο. 0 26. 7 13. 3 L 

B 21. 1 1 46. 0 1 67. 1 23. 2 9. 7 S L 

一一 _I C 上 47.9 I 2勺J一一九ーとしf土 7.・ 7 一九十

2 

'
A
n
a
 

A
A
B
C
 

55.1 

59.2 

72.2 

69.3 

30.9 

25. 7 

19.6 

21. 2 

'
Z
L
I
u
-
-
u
 

句

a
p
しV
Q
U
Q
U

14.0 

15. 1 

8.2 

9.5 

表 94. 土壌の化学的性質〈細土乾物中指)

試験区 I pH I霞換酸度l 有機物!炭素|窒素|炭素率置換性 |iti換性リン酸
i 層位|一一ーで一一÷ー í 石灰[カ リ|

番号 i 1Hρ1 KCI '1 Yl 1 ωl C(%り一切)!円竺 1 竺)1- (竺判型

4.1 5.63 14.17 8.22 0.72 11.4 0.24 0.048 1.282 

4. 11 6.251 7.92 4.59, 0.38 12.11 0.041 0.024
1 

1,019 
4.0; 6.251 1. 88 1. 091 O. 17 6.4 0.02; 0.0111 926 

3・円 23.75l 1.08 0・叫 0.12 5.3 0.04 O. ∞問 587 

4・ 11 4・ 381 1両つ~~I-~OT 12~- O~I--品つ五i
4.4 3.751 7.12 4.13 0.181 23.0 0.10 0.020' 1. 354 

4.2 4.381 1. 42 0.831 0.15 5.51 0.06
1 

0.OI9! 1. 034 

3.8 , 13. 131 0.32 O. 191 O. 11 1. 71 0.08 0.0141 618 

Al 4.3 

A2 I 4.31 
B 4.8: 

__j三--Jfl
I Al 1 4.5! 

2 A2 4.71 
B 4.71 

1 C 4.61 
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ロ)植イ，j-け

試験地のj也ごしらえは， nn和36.j l三 9 月全刈火入れ地ごしらえをおこない，昭r.-n38)1~ 5 ;'1機械により楠穴

を照り植栽した.-

,r-.) 活者と椅M

植栽当年秋における各プロット別活着状況は表95のとおりである合

植栽は昭和39年 5n 9 日におこなったガ trtì;植fI'î木は試験地内 f.r IìW_U司を移植した。

4) 保育

イ)下刈り

下刈り!ま梢栽当年は年 1 月おこない，号I?，~年忙 :r 21日おとなって，翌々年 1 回で終了し丈竺実行経過はつ

ぎのとおりであるう

F1 帝京末広l 枯担(本)lj防率(%〉!lr t !布'Ut: 71う草、 1 枯 損くわ1 活者率(労)

Al 400 88.6 I 

An 56 86.0 

Am 41 89.8 

BI 700 92 86.8 Bt 95 88.1 

Bn 64 90.9 Bn 62 92.3 

Bm I 203 1 71. 0 Bnr 91 88.6 

表 96. 野 m 防除経過

回 数 I 1 I 2 I 3 一寸--4-' 了下~l 7 8 9 

1昭年月|年月日lul1| 年月凶作・月刊河 j]! 年月|年 {l I 年月
38. 10下旬1 39. 6. 51 39.11. 13 40. 5.23: 40. 11. 26' 42. 10 42.11 I 43.11 1 43. 11 

訪}立法ラテモン!タリウム|タリウム i ラテミン iラテモン|ラテモン|ラテモン iラテミンラテそン
I o. 5kgfha:0. 7kgfha'O. 7kgfhaiO. 3kg/ha~0. 3kg/ha'O. 8kgfhalO. 8kg/ha'0. 8kg/ha O. 8kg/ha 

|人力散布 人力散布入力散布|人力散布へリ散布へリ散布 iへリ散布|へリ散布ヘリ散布

1, 2 

表 97. 施肥経追

栽時 2 lül 日 13 岡田
1 本あたり施f巴量|施肥 I 1 本あたり施肥琵 施肥 1 木あたり施肥量
および施肥法 年月日|および施肥?去 年月 H| および施肥法

@ちから粒状 1 号 I 39. 61 @ちから粒状 1 号 I 41. 6 I @スーパ-2 号
100g n. M 1 200g 1 '" ...-1 200g 24~26 1 _"vV� 1 9.--.,, 15 1 

過リン酸石灰 I 

53g I I I スコ・ップによる
植穴施IlB I 3 点法 3 点法

注) N P K 
@ちから粒状 1 号 6 43  
@スーバー 2 号 12 25 2] 

過リン酸石灰 可溶性 18.5%

-E 立地



回数

1 

2 

ロ) 野兎煎の防除

野煎の防除:ま表96のとおり実行した。

- 98 ー 林業試験場研究報告第 233 号

実施時期

昭 38年 7 月中旬

39. 6. 15 日

同数 実施時期

39年 7 月 25 日

40. 7. 17 

9 
d 

4 

野兎にたいしては，昭和38年10月下旬に防兎網を設定したぺ

5) 施肥

第 1 回目すなわち植栽の年の施肥は実行方針書どおりで， 1 木あたり過リン般石灰53g とむちから粒状

1 号100g のうち，約1/3を植穴底に施し，よく土とまぜ.あい土をしたのち常木をうえつけ，残りの2/3の

粒状肥料を苗木の根張りの上部に環状lζ施し，覆土した"

第 2 回目は植栽翌年の春!と，⑪ちから粒状 1 号 200g (1 木あたり 1 を. 植栽木のクローネ慣下の円 lz

上 3 か所lζ施した。

第 3 回目は世議後 4 年自の春lζ，@スーパー 2 号200g (1 木あたり)を I 2 回目の，抱肥と同様の方法

で施した=施肥の経過をまとめれば表97のとおりである。

表 98. 植栽後の生育状況ならびに年度別仲良量

ー弐ζ ー 一

プ ;調査\一|
ロッ 年月|

土F国一一一二三ー」
Ar 

H
E

均

I
E
E

均

I

A
A

平

B
B
B

平

A

An 

Arn 

平均

2i BI 

I BII 

I =B~ 
|平均

注) 最高~最低
CI.I (平均〉

樹 高 成 長 (cm) I 年度別仲良量(cm)

38・ 10 I 39・ 10 ¥ 4ω0.1叩O 4引1. 1叩0 1 4位2. i叩O |同3ω9引;平ド | 叫 1 4叫l年 | 位

76~ 2却。 13初0........ 3ω21げ21叩0'"" 75 28ﾛ""-' 7万51川370~110lv~:-: -:~ ..::;~~::--:- ~~ "::;0-";-: _~~ v/~--:'!!~ ， 44.9 45.9 I 43.6: 110 
(43.6) I (88.5) I (134.4) I (178) i (288) i 
70~ 26 I 137........ 45 ! 214........ � I 270"""'" 71 I 390.........150 i 

~u~_: ~~ ~~:=..: ~~ I Úl~ ~~~~ V_.#~ ~.:~~ 54.0 46.8 35. 忌 92
(44.7) I (98.7) I (145.5) I (181) ( 273) I 

74----28 I 138-----45 I 205----77 I 260~ 77 I 320"'-'100 I lv~-::-:: ::~ I L.~，:!-::' ~~ L.oo..;~ ，:~ ﾙ4';'::..":'':;. 47.1' 40.6 12.1 , 63 
(41.2) I (88.3) I (128.9) ( 141); (203) 

43・ 5 I91. 8 胤 2 I 166.7 I254.7 I 48・ 3 1 44.4 ! 305l880 

61~ 18 I 127........ 49 2∞~ 75 I 300~ 80 4鮏r--lOO I ~" ... I 
H..~~~:~ "~':.~;"~ 1 vv~ . ;~:-: .v,,; ~~:::~ I 50.5 I 50.5 22.7 100 

(41.3) I (91.8) I (142. め I (165) I (265) I vv. V � -.JV. V : 

74'"" 28 I 130'"" 56 I 2lO'"'-' 75 , 270"-' 80 I 330........110 "",..,: ,,. ,... I I ~v':..__= ::~ I ""~':n-':~ ""'':. ~ _~~ I vv'; :.~~~ 46.9' 46.9 I 33.3 5: (42.9) I (89.8) I (136.7) (170) I (221) -,1..1.7 7'-')';7! 
89........ 20 " 130........ 55 I 184,..,_, 63 I 260........ 63 I 340""""'100 I ，~ ,.., , ,." r 

(仏 7) I ~v(9Õ. 8) , <ëω.3)|(156)1 〈 223)14M!3M28.767

仏 3 I 90. 8 I 135.4 I 1は 7 I 2払 3148.5i 仏 6 I 28.3 , 7μ 

65"-' 17 I 124......., 45 I 173........ 70 I 240"-' 70 I 320""""'120 'n.... n~. I I <..-;~~ -:~ I ~~，:，，::;~::: "-''; ~ ,:....::: I U"--; ~~:;::: I 42.3 37.1; 35.3 I 134 
(34.3) I (76.6) I (113.7)' (149) I (283) I 

76........ 18 I 167........ 60 I 219........ 65 I 310........ 65 , 360"-'130 I 
, H;:: ^:.~::: ..~~ ，~':~ v.--; ~ ....~:-: V~ ，...~:::~ I 53.8 43.6 50.9 88 

(46.7) , (100.5)' (144.1) I (195) ( 283) ; 

74----3οI 147~ 60 I 22D.-.._ 85 I 280........100 : 350........160 
(47.8) I J.C�02.0) 1"(152.7) I ~vë 185). ""( 265) I 弘 2 ぬ 7 , 32.3 的
42.9 I 93.0 136.8 176.3 277.0150.1 43.8 39.5 1∞.7 

60~ 20 I 120"-' 48 I 171---65 I 240"-' 65 I 360 ......., 120 ' 
....v，~~ ,"-:: '~~，，::. ~~ I "-'v, ,,:::-::! vv--; ，，:，;:~， 45.7 126.6 38.3 81 

(38.4) I (84.1) I (110.7) (149) i (230) 
73"-' 27 I 130--.... 30 205---86 I 280........ 86 I 360........140 I 

HJ~n: ~~ ""~~-Å;' ~~ I ""U~ ~ o~~ uv.; ~~~~ I 49.6 I 51. 2 I 35.5 7ふ
(44.7) I (94.3) I (145.5) 1 (181) ( 254) 

7~::: ~~ 11 ~~:-:- ~~ I 2~~ -:: ~~ i 269--:-~~~ i 39f{:川 5 1. 7 41. 0 I 54. 3 5 ~ 
(50.0) I (101. 7) I (142.7) (197) i (248) I .nol -:1.1..1 I 

44・ 4 93.4 133.0 I 175.7 ' 244.0 : 49.0! 39.6' 42.7! 68・ 3



合理的短期育成休業技術確立試験報管第 1 部(研究資料) (短期育成林業研究班) - 99-

6) 成長

立地別，プロット別植栽後の生育状況ならびに年度別伸長

品は表98!C，立地別，疎密別樹高成長経過を図76~ζ示した。

全般的に:まとくに成長は良好とはいえないが順調な生育を

おこなっている。

立地のちがいによる成長への影響はいまだ判然としない 憎

が，疎植区の樹高成長がいずれの立地もわずかに大きい傾向

を示しているコ

7) 被害

被害のおもなものは，野兎胤，ナラタケ病であるコ

町m害は10%，野兎害は 5%程度認められたの

ナラタケ望による被害は航栽後 3年目ぐらいから散見さ

;;1, 4 年巨扶の調査では， 立地 1 のAn 区， Bn 区， B II 区

lこ群状lζ発生しているのが認められたが，その後それ以上の

発生はみていない。また，梢ぬ後 5:'.'下回秋の調査で落葉病が

散見された。

E. カラマツ盛岡試験地

1) 位置・ Wil!'i

高

cm 
300 

2以〕

100 

O_~ 

清水

一一- ，同区
四幅・ー・ 想纏区

主 li!!氷山灰 Bo

立 t也2 ・ BE

日Ö. ~\8 .39 40 41 42 a 
毎度

図 76. 立地別・疎密別樹高成長

本試験地は，岩手県岩手剖i玉山村，青森営林局管内盛岡営林署部内小沢山国有林盛岡事業区71へ林班IC

所({し，その面積はつぎのとおりである。第 1 試験区0.8ha，第 2試験区O.8ha，第 3 試験区 0.4ha，合

計2.0haである。位置図，配i白図は図77 ， 78で示す C

2) 立地

イ)気象

式験地付近の盛岡，薮川の気象観測値を示したのが表99である c 試験地の気候は，位置的関係から盛岡

よりも薮川に近いものと考えられる 3 薮川の観測値は不完全ではあるが，盛岡よりはるかに低温であり，

最深積雪は 80cm 以上を示している。降水の季節分布からは代表的な表日本型の気候を呈している。との

ようなことから，試験地付近では年平均気温は10・ C以下，年降水量は1 ， 200mm前後，最深積雪60........70cm

f 互E臣神山笠産事業所

図 77. カラマツ盛岡試験地位置図

フロット=稽 2.00ha 
フロット外四 1. 04 回

総面禍 3.04ha 

図 78. 試験区配置図



-100 ー 林業試験場研究報告制 233 号

地名|向別 1 lJ_2~"1ニ1 5 I 6 I-~;- I 8 I 9 [10 I 11 I 12 I 俳

人!認1iliahR1 司市村jh1751-什Jiih
ー!出5147・戸ス 75.1¥ 94.91 87.下司むf 158.01 1叶 ωoi899i717|202

411 31¥ 39I -' -1 -ーI -1 Ol 3) 211 

7唱iflF414112タ111J111-E
鍬川崎

-l U パ γ61 :i1411571 マ| γ24 -

程度の気候状態であるととが予想される l、

:ロ) 地質・地形・土壌

試験地付・近の姫神山 (1・， 124m) は花嗣岩で構成されるが，ふの他Jま粘板岩からなる lkFF-層を某結とし

ている e 叶近には海抜高800m以上の準平原がよく発達し I tll'i!神 llr ，主ケ岳 (827m) ，大尺，Jぱ9651めなど

の残丘が見られるの斜面は一般に綬斜で、沢沿いには広く平坦地が発達し，安定し土地形をなしているリ

基岩をなす古生層上部!とはかなり厚く火山放出物が君理をなして堆積し，土壌の母材となっている仁

試験地は750'""-J820mの準平原地形に位置し，峯部平現，平街;琵斜，山脚緩斜の 3 種の地形:とわかれてい

る r 各試験区の土壌層断面の形態はつぎのとおりであ.る (1玄]79参照)コ

i) 第 1 試験区 Blo-Bo 土壌

位置 :71へ， 1 An区内，地形: SW向，傾斜: 8 0，母材:火山灰

層断面の記載

1.- ,..,‘ ." 
第|試験区
BLD:..BD 
lArr 

第2 試験区
Blo-Bp?賞ヰ実
2A][ 

A 

B 

AB' 40 
ぇj

B' 
J 

._::1そ~n-l.
',J 

J 

J 
。

o I c; 1," <i; "{ U , 1 l' U-' -;-
~ 'J I C 80J Pum , G 'J 

。 p"" ，

d 

.'cl' , ，:令ず
Eド，一:7:0:υ\σ100-' "'-:-"，'~， "" 

白、 4 ・・2
1・・ ー l ユ、.， -..) 
-司. 図 79. 土壌代表|折面図

第 3 認~区
BLO-Bo旬行
3A工

に
!
A
M
h

ロ
u

A' 
ß", 

8 ・ B2 

83-C 
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A : 0 """"13cm，県(lOY R2!1) ，出土，堅，・潤，わずかに割れありロ B尉への推移明。

B : 13--28cm，黒掲(10YR3/4)，砂質壊土、軟，粕りなしc

A B: : 28.........43cm ，迅褐(10Y R3!3) ，壌土，やや竪， J肖植が模様をなして汚染， ?'望，浮石粒あり。

Bぺ 43....._.68cm ，褐 (7. 5Y R4!6) ，域土，堅， ì手石混入，粘りあり， j閏 u

C' : >68cm , Iy]褐 (7. 5Y R4. 5/6) ，峻土，竪J ?手石混入。いくぶん粘りあり υ

ii) 第 2 試験区 Blo-Bo 土壊，残杭

位置:í1へ， 2 A nlR内，地形:峯f~e平坦，母同:火山灰。

!泣断面の記j怯

F : lcm，カラマツ;尚菜はうU

A : n......... 9 crn，点(lOY R2/1) , ~:i~ニL 堅 ， i~L わず.かIC 'ili1jれあり。板状にうすくはげる a セピア

色の鉄の組11監わずかにあり c ß Jfij との推移は明りょうの

B : 9 "-19cm ，史、褐(lOY R3/2) , iル 2工法二iニ，やや竪，制，肉眼で砂が見られる。

:-¥' : 19~36cm ， Iι褐 (10Y R2/2) 、 ftlL1'f::主土， 竪‘ .1目。

B 勺 36""""64CI11，褐(10Y R4/6) , 1，fLtlJ: J業土， 15i，わずカ。!とj尚植の模様ありコ ìlk]，粘りあり，浮石潟

入c

C '1: 64........g0cm ，褐 OOY R-!j6) , Íi直fU長.::L'" !)ìi，枯りあり c j~手石多。

C '2 : >90Cll1，同色 OOY R4/6)のi手不 ìJilll，化 i国， i沙傑質，間結心

iii) 第 3 試験Li Blo-BD 土壊、 íljjij'

位置 :71へ J 3 A 1 区内，地形: LL，仙波 ~\:f，，-，平坦，母村:火山灰 3

!活断面の記載

F : 1cm，カラマツ 11詩集。

A : 0 .........15cm , :ι (10 Y R 1. 5/1) , J:it;，.卜J やや去さ，剥度の l到粒状構造，制0 ・

B1: 15""""35cm，褐(1 0 Y R 3. 5 ;'1) , J説土 i欧. 1凶，火山砂が局部的にあり 0

B 2 : 35........60cl11，尚 uυY R4f6) , .t'JÍLL やや!M， ìT'ß， わずカ・に粘りあり。

Bs-C : >60Cll1，武抱(10YR4. 5/6) ，地質壌土!主，潤 ， i手石混入，粘りあり。

-, 
6 

,",,-. ...... 

このように，持久平阪地 1じの峯部平出、税制 J ILIJ却平坦に位IIIする第 2 、却し卸 3 試験区の土壊は，い

ずれも火山氏を母材とする}坑-Bo 工・，岐にトぶしている lコ峯部平~:tllの土肢は残忍i的で，埋没止をともなって

いると埋没土は壊上長で ， i手-;(~i m:: :tl~1 を!リ，t"1としているが，その上部J居は砂質で火山灰を母材としてい

る c 斜面i緩斜の土壊もナ品、たい峯部と似てレるが， 11，胸部の命]行土では埋没土はあきらかではない。各土

壌とも黒色土層は10........15cm程度であり，一般に百三宮である。

件土壊の分析成結は去 100 ， 101 のとお川であるじ pH(H20) は 5.0.........6.0 で ， li~(~~般度はj長跡程度であ

り，比較的置換性訂版にZfO，化学↑tには止iまれてし、るとみてよい。層断面の形態からは埋没土はあきら

かに認められるが， トi司)0)火 11:砂母材と下部の浮イi質母付の化学性の差異はあまりない。第 3試験区の

B1D-Bo 筒行土が，わずかに限れが出J~ 、傾向があるほかは，各試験区とも土壊の化学性は似ている。

つぎに，理学ttを見ると， ~í.予M誼(ま lr， 'li交l'r:j;J、さ<，よく飽水し，火山灰の特徴がうかがわれる。 1誌上部

の黒色土居は下回よりも堆積状態が惜であ心。この傾向は残引土によくあらわれ， J出断面の形態ともよく

一致しているコ第 3 試験!2くの知行土は売(1，第 2 試験区よりもわずかに良好な理学性を示しでいる 3
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武
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沼
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時

性

番試験号院
置換性 飽Ca和MI度z 

土 壌 層位 !白 深 C N 間換酸皮 加水酸度 CEC 

mιC/a 100gl |mιM/g 100g (cm) (%) く%) Yl Yt m.e./100g (%) 

A o ~ 13 9.0 O. 77 12 5.3 1.7 48.4 30.7 5.4 1.7 23.1 

AB Br 
13 ~ 28 6.3 0.52 12 5.8 0.6 20.9 24.2 し 9 0.8 11.3 

1 B1D-BD 28 ----43 4.3 0.34 13 5.7 0.5 14.9 21. 1 1.7 0.3 9.6 
B' 43 '" 68 2.0 O. 18 11 5.6 0.4 8.5 28.2 2.8 0.5 11. 7 
C' >68 1.1 O. 13 9 5.9 0.3 7.5 22.9 1.7 0.7 10.7 

F 35.5 1. 66 21 5.1 6.2 109.1 84.8 32.6 7.9 47.7 
A o ~ 9 11. 5 0.55 21 5.3 1.6 53.6 29. 7 8.2 3.6 39.9 

Blo-Bo AB r 
9 ~ 19 6.4 0.57 11 5.6 0.6 25.5 18.4 2.2 0.7 16.1 

2 残積
19 ~ 36 7.1 0.63 11 5.7 0~.6 25.1 28.5 1.7 1.4 10.9 

B' 36 ,...., 64 2.3 0.24 10 5.5 0.5 9.8 26.8 1.6 0.7 8.6 

cC1t 1 
64 ,...., 90 1.8 0.19 9 5.8 0.4 8.2 12.8 1.4 0.6 15.0 

>90 1.0 0.09 11 6.0 0.3 7.3 12.3 1.2 1.5 21. 6 

BBBA aC z 2 

1 "-' 15 9.5 0.69 8 5.5 1.0 37.3 32. 1 7.5 2.1 29.9 

3 
Bln-Bn 15 "-' 35 5.2 0.38 14 5.8 0.5 15. 1 22. 1 1.7 0.6 10.5 
飼行 35 "-' 60 2.9 0.25 12 5.9 0.3 10.0 19.9 1.8 1.0 14.1 

>60 1.4 0.23 6 6.0 0.3 7.8 9.7 1.8 0.9 27.3 

学イじの境土表 100.

当
N
ω
ω訓
・

性

試験区
番号

学

水分量(%) l.r.l. 11 , I 孔隙組成(%) I 3 相組成 (96)
容積竜ト一一一ー 一一|最小| l一一|透水性|

採取時|山|飽差|吻)1 全孔隙|粗孔隙|細孔隙 |(cc/出土壌|水分|常気

理の境土表 101.
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ノ、〉 試験区設定のねらい

試験地を設定した姫神山周辺はカラマツの大造林地帯であり，しかも良質のカラマツ材を生産しつつあ

る。カラマツのji批判t，比較的高海抜のプナ林地，!日lこ指向されてきたが，北上山地の準平原地形にはカラ

マツで更新される地域が多いη

この試験地はカラマツ伐採跡地の，いわゆる二代目造林であるが，地J~. 土壌的:C は北上山抱の準平原

を代表する地域である c 準平!原地形をなしているから起伏による土壌の差異はあまりないが，北上山地の

カラマツ造林成紡を知るには賞竜な存在であるといえる。

3) 造林

試験地設定地域ほカラマツ人工林の伐採跡地であり‘前生林はカラマツ人工林に天然生のシラカンパ，

モズナラ，シナノキを混交していたっ前生カラマツ休は蓄積約 240m3/ha で，生育状況は峯部ではいくぶ

ん劣るが，だいたい中程度である。付近一帯にカラマツ人工林が分布しているが，いくぶん兎害，放牧牛

害，先名li病などの被害を認めるほかは，とく;口市・習的な被害はないv

前生カラマツ林法昭和36年 8 月に伐採され， i:見交広葉樹は翌37年11月!と伐採されている。民有地と近接

し，民有地には春から秋にかけて放牧の削習があるために，牛馬の国有林内への侵入がしばしばある。

イ)苗木

乙の試験地の供試樹語:はカラマツであるが，試験地周辺には保設樹帯としてコパノヤマハンノキを植栽

したっカラマツ苗木は国宵林貯蔵種子を使用して盛岡営林署煙山首i畑で養苗した 1 回床替 2年生箇であ

り，またコパノヤマハンノキは岩手県産油子を使JTl して，岩手林業滝沢白畑で義的した当年生甫である c

'._/かし，当年生のコパノヤマハンノキ苗は小苗であり，材i裁当年度の晩霜でほとんど枯損したので，翌39

年度IC岩手県森述苗畑から 1 凶床替 2 年生のコパノヤマノ、ンノキ前を購入し，改組した。

各試験地に使用したカラマツ供試苗の闘高，根元直径は表 102 のとおりであり，また大小別の苗木の形

質は表 103 のとおりであるご

ロ)植 f;J' !j 

表 102. 供試苗の大きさ

試験区別 割高

(cm) 

~l ....._, 56 
48 

46 "-' 58 
49 

4-1 ~ 58 

"':9 

根元径

(mm) 

6 ....._, 9 
7 

6 ,......, 9 
7 

6 ,...,__ 9 
7 

第
第
第

2 

注)上段は範山，下設は平均値守

表 103. 供試苗木の形質

l 払民|幹重 l 根重
区分|什民 I (風乾) I (風乾) I T/R 

大|印\ 10. 9 I 5. 1 I 2. 1 

中 I 53 I 7.6 I 3.3 I 2.3 

カラマツ前は 11Îj年度(昭37) 11月に，山元に 1

本並べの畦仮植をおこない，またコパノヤマハン

ノキ苗は前年度12月に盛岡営林署煙山首畑に仮植

した。

地ごしらえは植栽前年度11月に全刈方式で払刈

いをし，メIj弘物や枝条は傾斜方向 !C筋状におい

た。ただし，この試験地では原野のなごりが強

く，草，低木の発生は貧弱であるから，広葉樹の

ìU.交が多かった第 2 試験区(峯部〉以外には筋状

の残存物はあまりない。

植栽にあたっては試験実行方針書!ともとづき，

組植区2， 000本jha，密植区4， 000本Ihaとし，植え

なわを作製して00え穴の位置をきめ，機械掘りを

おこなった c 機械はマッカラー植え穴掘機であ
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り，三戸j状!三 3 穴を掘り，その中心lこ 1 穴を掘る方式によっ

た〔植裁時期はH日和38年 4 月 19 日から22 日までである。

組故!時の施肥は方針書により，カラマツ 1 本あたり，ちから

粒状図形肥料 1 号 100g と過リン酸石灰 53g を施与した a

描付作業の)1岡山は，まず植えなわで穴の i位置をきめ，店ぐわ

で地表を剥離して機誠掛りをおとない，底施;æ，関土，柏付，

表居施;;巴の!恒j子でお乙なった c .'植(，J'にあたっては，穴|二を地表

に掘り上げるために，土の乾燥とi也被物の混入ならびに市木の

根の乾悦にはとくに注意したコ

コバノヤマハンノキは試験地外周10m幅内ピ， haあたり 3000

本の木数で撞栽され， ちから粒状図形肥料 3 号 1 本あたり 100

g あて施与した。

植栽当年度の10月 29 日 ........11月 2 日にわたって，盛岡泣 H~署で

:l~}査したカラマツの枯損被害調査は表 104 のとおりである 3 な

お試験区外忍に植裁したコパノヤマハンノキは晩霜害をうけて

大部分枯損した。

ー訴え本数は植栽当年度の枯損調査資料からプロットごとに算

出し，新lì植を行なったが， *ïIJ植にあたっては，プロット内に調

一38 年 10 月
プロット別

樹高E塾(cm 

1 Al 43~210) 0 
( 6 

17 

45"""" 85 
14 An ( 59) 

Bl 38~49>4 
( 6 

15 

~O""'-' 9~ 
Brr ( 65) 

一

2 AI 4(1~649>C 

Arr 44~29) 1 
( 6 

15 

41--.....102 
15 Bl ( 63) 

43--..... 83 
i.3 Brr ( 54) 

1 43....._". 921 
22 3 AI ( 69) 

48--.... 98 

2
0J BII 

~ 
注)上段は範囲，下段は平均仙。

査区を]1定した関係上まず調査区外の前年度植栽苦木を調査区内{こ移植し，移植跡、や，その他の補桓か所

に補 W(了直木を植栽した.' fflì植|時期はIlH和38年 4 月 22"'-'2411 であり?補植荷の1古書は33.........59 cm ，平均44cm

である。

またコパノヤマハンノキは全面的に改植した。改組し使JTl した!'Jï木は歯応55.........110cm ，平均80CJllである。

4) 保育

下刈りは方針出::ともとづき 1""3 年までは年 2 回，モの後は年 1 回とし，現在まだ実施中であるリ全刈

表 104. 枯損，被害調査

Jf1 

(%) 

1 A 1 I 26 6.3 
A n 49 11. 8 
Bl 128 18.0 
B n 87 11. 2 

2A  1 11. 1 
An  37 8.9 
Bl 12.4 
B rr 131 16.9 

日
40 10.4 
105 13.9 

745 I 12.8 I 

(署実行)

牛蹄害

本 数

4 
13 
11 
14 

7 
l 

11 
17 

4 
~ 

86 

を原則とし， 7 月中:こ式IJ払いを行なっている c

5) 1Æ~ 1]巴

カラマツ施肥では機械掘孔後，ちから桂状国主主E料 1

号1i311 (約30g) と過リン酸石灰53g を穴底に能L，. I日j

土をおいて間木を植えつけ，その後，粒状固形肥料70g

を根張りの上部に環状に施して覆土をした。翌39年春に

は 21叶目の施肥をおこなったと 21亘l 目施肥ではちから枕

状固形肥料 1 号を使用し， 1 本あたり 200g (N12g) あ

て，制止張り JiiJ聞に環状に施したっさらに， Ui'I和41年度容

に;ま 3 UI 日の施肥をおこなった c 3 凶目施肥では$スー

ノ手ー化成 1 号を使月J し， 1 本あたり 150g を根張り周目H

に環状!C施した c

試験地外周に~I"[栽しにコパノヤマハンノキ施肥では，



合理的短諸育成林業技術略立法!功報告 1:r~ ]部(研究資料) (短j別育成林業{珂先斑) -10;:; ー

表 105. 年度別樹高測定成績
一 一 一一一一 一一

52~150 

( 99) 

56~120 

( 84) 

52.-....134 
( 83) 

54~148 

( 92) 

56'""-'146 
(105) 

54~136 
( 95) 

66-----144 
( 93) 

46......... 134 
( 89) 

60~164 1 

( 98) 

58"-'123 
( 87) 

37 

25 

19 

30 

35 

58""""166 
(108) 

68"-'204 
(124) 

66"-'182 
(125) 

76"-'174 
(126) 

84"-'IM 1 

(124) 

47 

31 

25 

30 

30 

126"-'270 
(197) 

82'"""'215 
C57) 

68~230 
(156) 

92-----210 
(163) 

98 .......,230 
(163) 

86 .........,215 
(155) 

51 
186"-'390 

(284) 

132.........320 
42 I 

(237) 

48 

47 

130へ-310
(216) 

138.-.....370 I 

(251) I 

34 い62"'-'3∞
(238) 

37l128~306 
(234) I 

m|148~3221 
(240) 1 

35 

87 

80 

60 

80 

79 

71 

77 

70 

ちから粒状固形肥料 3号を使用し，植松11寺 fC 1 本あたり lυOg あて， 担保i張:) J~上一Jゴ.

43 年 10 月

樹 高|イ1(1長量
<cm) I (cm) 

206~432 I ~. 
(335) I 山

182"'410 ! 
(292) 

150~448 
(282) 

166""""'428 
(311) 

164"-'370 
(290) 

142~370 
(278) 

172.........390 
(275) 

170.......,388 
(282) 

55 

66 

60 

52 

44 

35 

57 

霜で大i部l引邪l~分枯損しfたιため lにこ， 翌3印9年年.度 iにとは全I耐h削ÎI自的1η1川lに乙改 1他t也iをしたコ 改h他立白)世由Y白j-うγ斗/1-いトド'..+，品まノ大〈刊1']山'j'jであつた均か、ら. ~ I円m施

JJ~に準じ，向車料を 1 本あたり 200g を施与したり 3 回目施!日まf1H拘41年がにおこない，@スーパー化成

1 号を使用し， 1 本あたり 150g を，~lig長り問問!と j現状:こ胞した了

6) 成長

各プロットごとに測定区を固定し，測定|豆内のカラマツについて，il~j査をお乙な勺てきにが，プロットに

よっては枯損木が増加してきたために，不足本数は適宜測定区外からもこめることとし，大体 100 木前後

を測定してきた。なお，プロット内のカラマツだけではなく，試験区周辺のコパノヤマ，、ンノキおよび試

験区外の同時植栽の，一般造持地のカラマツについても参考のために測定したっ

カラマツについての年度別測定結果は表105，表106のとおりであり，埼状後 6 ~V-!I\]の総悦治jで!ま;í\:↓ITi i下

部に位置する第 3 試験区のカラマツがわずかによく，さ長 i{， Sの第 2 試験区がもっとも:tる結米を示してい

る 4 斜面中腹の第 1 試験区の成長は，大体第 3 試験区と似ている。この傾向は守 (~tl 平原~J) Jli誠な地形であ

るために，土壌の性質にもあまり差異がなく，したがって，カラマツの成長にもそれほどはっきりした立

地差があらわれなかったものと解釈される。

樹高速年成長誌は図80に示すように， ~:IÜ栽 5 ~r~ 日の昭和42年度に長'ì~-1; に大きい成長を示して小るほか

は，平均して逐年，漸増の傾向にある。峯部の新 2 試験区は他の試験区に比較して成長が劣る領向があ

る c 本数密度による差異は，今のところあまりはっきりしない c

試験区内のカラマツ成長を試験区外のものと比較したのが表107である J 試験区外のカラマツは， 植栽

時には33"-'41cmの苗高であり， 試験区内のものに比較して小さいためか‘ 植栽後 4 主f くらいは試験区内
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表 106. 年度別根元直径剖定成績

プ内ロツ汁ト |同昭
別 i 1根長元白径|根元直径|成長量|根元直径|成長批|根元直径|成長量 1 i根恨元直径 1 ，成￡長量

|(mm)1 (mm)1 (mm)1 (mm)1 (mm)1 (mm)1 (mm)1 (mm)1 (mm) 

:A  I|10~35117~46||25~721127~ω||39~110| I <(19) V~ I <(29) -.v I 10 I ~(4i)'~ I 12 I ~(56) ~~ I 15 I ~(66).~ I 
30 I 13....... 37 ~ I 15~ るo I ., I 22---72 I ,. I 27----85 

A n I . �18) V~ I • '(お) Vl  I 7 I "(32) vV  I 7' "'"(46)'"'" I l? I "'(54) vv  
8 

Bl 
10,--" 32 I 15---...-40 
(20) 1 (26) 

11"-' 35 I 14.......... 45 
(20) 1 (27) 

11 
:II|::15>87

(49) 1 _ V  I (60) 

11rI712U。

15~ 50 
6 I 

(34) 
11 

nu 
B
 

2 AI 

AlI 

ハ
u
n
U

4
・

4

、
，
ノ

1
j

j
v
r
o
d

マ
ー

〈
勺
A
(

「
4

6
r
t
3
f
k
 

t

A

T

A

 

n
o

五
U

2

2

 

、
，
ノ
、

B
J

JVAU

>

ny

h
司
4
4
h
t
i

内4
r
k
1

・

f
k

‘EA--A 

8 

2 

27"-' 73 
6の

30......... 74 
(50) 

。9 11 

B 1 
10"-' 25 
(18) 

11'" 25 
(19) 

22---63 
(4-6) 

10.......... 44 
(26) 

15....... 37 
(25) 6 

9 I 3マ!伝為U与ゐぷ♂〉ゾf8mO
一←一一一 二3f816

。8 6 

Bn 

3 AI 8 

Brr 

11"-' 26 
(19) 

12'" 32 
(20) 

13"-' 42 
(27) 

16........ 39 
(27) 

内)上殴は範囲，下段は平均倍、

TむOOr -、 点 107. 試験地内外のカラマツ措高比較 (cm)
。人 ltÉD

試験区別|昭3吋 39'~ 140 年 1 41 年 ~年 1 ?3 年
I _.- ä:.;試験仁 .1 弘、、 試 験 地 内

土門0-1 Jf/ h、 u 63 170 385 
~n 

No. 2 61 96 124 160 234 281 

No. 3 I 68 127 169 308 
環 〆f三44ジナ

試 教 地 タL

No. 1 48 308 
。

Ko. 2 ?2 80 154 216 263 z二 ι3 ・: 。、尋S;

No. 3 44 78 109 I 159 203 291 
|望I 80. 樹荷主主主1".成長最

のものよりも見劣りしていたが，最近ではあまり差がな t なった c 立地別には，峯問;のものは斜面i巾腹や

下部よりも劣り，試験区内外のカラマツは，ともに共通的な傾向を示している t

つぎに，試験地外周のコパノヤマノ\ンノキの成長について，試験区別に調査したのが表 108 である3 改

植後のコバノヤマハンノキは比較的l自制な生育を示している。コパノヤマハンノキの成長!とは，現在のと

とろ立地による差異が認められる z、

7) 被害

枯損:植栽当年度(昭38) の枯損調査結果は表1041C示したが， 乙れにより， 翌39年春Jζ補植をおこな

った ο 同年秋の枯J口調査結果は表109のとおりである。

これを見ると， M栽当年度と同様に， 1BJ , 2Bn , 3BI プロットでは 15% 以上の枯損があり，他
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表 108. コバノヤマハンノキの樹 l沼化111)

式験区別 i
No. 1 I 

No. 2 I 

No. 3 I 

1113 39 年 40 年 41 有i 42 43 年

241 384 486 

237 385 450 

244 404 506 

出者 i問査 (11日 39)

li9 

105 

i17 

171 

173 

173 

表 109. 枯 j11.

プロット別
:ft~ 

1
1
屯

z
l
'
 

a
-
s・
a
・ 先 枯 71;j 牛跨害， f也

τ~: 主L オ: 数
一一一

5. 7 3 12 

4.3 8 9 

14.7 37 8 

8.2 27 23 

8.4 16 L 

7.7 2 

8.1 3 16 

は10%以下で，植tl当年度よりも大分減少している。 1 B 1 , 3 B 1 で枯損が多いのはプロット内を技し・

小沢が流れ，過湿になるためであり，また 2 Brr では放牧中の通路となり，牛蹄で損傷，枯渇するためで

ある c 牛蹄容をうけた本数を見ても， 2 B u プロットだけではなく，せの下部に位ìi"は←る 1 B 1Iプロット

にも被害が多く、放牧中の通路となっていることがわかる c

さらに，補植後の39年度から42年度までの枯損の推移を示すと表 110 のようになり， 1 B 1 プロットの

ように，ナラタケ病による新枯担木もあらわれてきたが，新規の枯損木は一般に減少し増加の傾向は認

められないω つぎに述べる先枯病やナラタケ病などの被害はきわめて軽微であり，杭損の原因法大部分，

過湿と牛跨による地ぎわの損傷であるとみてさしっかえない c

先枯病: 39年度の被害調査では表 109 ~と示すように，先枯病の催病が認められたが， 1・W-~丙程度は徴弱で

あり，出損や成長阻害要因としてはあまり考える必要はない c その後も先枯~(i，fの進展は認められない仁

ナラタケ病: 40年度の夏l乙， 1 B 1 プロット内の枯損木Iゃにナラタケ菌に感染して枯死しているカラマ

ツがあることがわかり，翌41年夏:こ，保護第 1 研究室の協力をえて，感染経路，被害状態および土壌調査

を実施した.，

ナラタケ樫病木の調査結果は表111のとむりであり，その擢1丙程度は軽微で，成林上とくに問題はない。

ただし，プロット 1 B 1 Iとまとまった発生を示しているところがあったので，そ乙の実態を調査したのが

図81である。

図81で示した範聞から，罷病木がややまとまって分布しているところと，憶病木がまったく認められな

いところから土壌を採取し，一般分析をしてみたが，両者間!こあまり差異はなかったこしかし，寵荷木と

健全木の部位別成分譲度は表112のとおりであり，健全木は擢病木よりもわずかにN ， K20 濃度が高い傾
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向:まうかがわれるひこのような傾向は、ナラタケ擢病のためか，あるいは半柱死木と健全木の差異による

ものかあきらかではない。
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F. カラマツ岩村田試験地

1) 位lët ・面積

本試験地は長野県小諸市，長野営林局管内和村問:営林署部i司法問山国有林岩村問事業KS い林flE ("::r; 1 

試験区)および21い林班(第 2 試験区) (ζ所(1:し，その商聞はつざのと右りであるや

第 1 試験区 O.81ha 

第 2 試験区 O.81ha 

合計1. 62haであるう位:tr.:図および配置図は図82 ， 83で示す-

2) 立地

イ〉気象

本試験地に最も近い気象観測所は，海賊正;j990m にある関東林木古f車場長野支所防内での気象観測結果

であり、この観測所と試験地の標高差は，第 1 試験IRが100m，第 2 試験区が約200mであるが，地1f'~i(Hこ

は同一斜面上にあり，距離も lkm以内のところにある c 観測結果は表113のとおりである。

ロ) 地形・地質・土域

試験地は浅間山山麓の綬斜面iにあり，南 lと jンずか傾斜したと{ころで，伐採市jはカラマツの造林地であ「

て，その!皮長は比較的良好であったの

第 1 試験区は， ?"持抜高 I ， 080m;こ位置し， 傾斜!ま SSW6

~7 0，わずかに凹形を呈する地形で，火[ I1灰および浮石を

母材とする Bln 型土壌で， A層の深さ 40~5()c l11 (局部的!r:

A層の深いものや浅いものが分布する)で， BWiは浮石を合

み砂質土壌である、

第 2試験区は海抜高 1 ， 160m に位置し， 傾斜は SSvY5 "" 

9 0，わずかに凸形を呈する地形で，火山灰を l手材とする Blo

型土壌で， A層の深さは 60'"'-'80cm ， 13 届も埴質なこi二壌であ

る(局部的にA苦の深さのことなるものがあり，またA層の

色がややあせた土壌も小面積存在する )0

試験地内の土壌の分布，代表断面，土壊のJlll.学性等を図84 図 82. カラマツ岩村田試験地位置図

18 

0-- 100 2∞m 

図 83. 試験区配置図
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表 113. もより観測所における気象観測表

(関東株木育種場長野支場)

'""87，去1141，と示す‘ l

ハ) 試験区設定のねらい

24. 7 

26.0 

。Ig36. 4.-....42.3平均)

l魚沼: 5 月 14 日
初需: 11月 2R
晩雪: 4 月 7 日

初雪: 12月 21司

5 か;1':の平均

信州カラマツの中心郷土である信州地方において，地i肥，排転， ~.立栽法，保育，保護等現在考えうる最

もイ~}111的な育林諸技術を投入した場合にど

~A!留淫(30un以下 1

E二JA 層中

医廼.4.:草案2 重m. l冒

Q1] 1 さやきE亦

図 84. カラマツ試験区の土壌分布図

30 
1..../ 

.lO・f、-
501 .'。勺: I BI 

bO トー・ '--'ø...:z_.-ー

…・701 二・~ 0 : I B2 
90~ ・ 6 1. 

901 "..  

備3号 石像11 ;事石て"ある

図 85. 第 1 試験区土壌代表断面図

の程度の収穫量:の増加を期待しうるかをつ

かむ目的で立地条件の異なる試験区を設

け，それぞれに疎，密 2 障の植栽方法を変

えたプロットを設けて試験を開始したコ

3) 造林

イ〉苗木

この試験l亡使用した商木は，昭和36年春

上HI営林署和苗畑でつぎのような方法でま

きつけ育首した 1 年生苗木のうちから苗長

10~13cm ， t町E直径約3.5mmのものを巨

測によって選苗したものを使い床替えし

f-
，、・ 9

i) まきつけ前の育成

(a) 耕転整地床作り

j非転は土壌改良および有害虫菌の防|漆の

目的で前年 12 月初旬トラクターまたは馬

耕を行ない，融結を待って 4 月上旬整地の

上床幅1. 0m，床応10cm (やや南面を低く

する)，通路50cmf[床割し，施肥すき込み，
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2 週間程度経て，まきつけ直前にローラで

応固めし，さらに控地板で仕上げる c

(.b) 極子

H日和31年度，諏訂I]g;材:著産八ヶ岳系組子

を松本宮林岩波田前知l所在の種子貯蔵111'1: ，ζ

貯蔵さ九たものを，立枯病予防のため純子

1 kgに対しリオゲンダスト 20g の割合でま

きつけ当日塗布したものを史m したと

~A層浅\30(111以下)

仁コ A層深

~A層nL2重m喝

DA層深， i直径

(c) まきつけ !司 86. ~12 試験区の土境分布図

まきつけは 4 足中旬無風晴天の日を選

ぴ， 1m2 あたり 14g (得苗予定本数460本)

まきつけ，覆土は 1"-'2 割のfíl!子が見える

程度 lこフノレイをもって行ない， しきわらは

1 本並べにならべ (m2 あたり 600g) 飛散

防止のため荒ナワを 2 木張り 10番諜針金を

折り曲げたピンで 2mごとに止めた。

(d� n おいその他の管型

40 

501 

.ﾅ3 
60 

70 

以上

しきわらは予定本数の80% くらい発芽し

たときをみて除去し，直ちに遥光度60% ぐ

らいのヨシズを高さ 80cm に設起し，イi):タ

および曇天，雨天のときは取はずしを行な
図 87. 節 2 試験区土壌代表断面図

つう

品草は 6 同，脂j引を 2 函，追肥は表115の数量を 2 回行なう=

立枯病予防のためリオゲン1， 000倍波をll12あたり 21散布する ι

ii) カラマツ床替苗の育成

(a) W 作り

まきつけ床に準じて前年12J;!初旬耕伝し‘融結を待って 4 月上旬表 116 のとおり施Il~，すき込みながら

表 114. 土域の理学性
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表 115. カラマツまきつけ!よ施肥量 (m2あたり〉

竺一料 名 L)，~~竺) 1主 nEU吐 1 1 Il日、九三1 苧 JIりーと|迫 ijB(g) 

堆 月三 3，∞o! - ，;-;;リン 30 

鶏糞 200 - 1. J出力11 1 6 7 

硫安 25 5 ~以来 I - 25 

過石 30 20 11 

三ツぐわで湘耕転をして整地床作りする iコ

(b) 床養

育問日程!，苗長45""""'50cm ，意 Iil:120g の椋準Wîを得ることを白根に恨および校条の十分な発達をはかる

ため，床軒目ミの娃問30cm，条fIJJおよび株間各15cmの 2 条筋植えとし，植えつけに当たっては根の長いも

のは 1/3 くらい切断し，乾燥防止のため苗木怖を使用し植えた主が烏足首:こならないように十分注意し

て植えた什

表 116. カラマツ庶替床の施肥 (g 1m2
) 

肥料名 i 基肥ω
堆辺 I 2， 5∞ 

鶏糞 I 200 

1流安 40

過石 40

追肥〈g)11 肥料名 ijiE!12〈 g)

j告リン) 30 

1 硫加|
, 1 J/j~ 訟|

「
、J

iQ lJE(g) 

10 

10 

育成した簡木は昭和37年12月 7 日に掘り取り、苗畑:こ{Ji;他.翌年 4 月 4 日 i乙掘り取り，荷作りして，植

栽衷場付近の山元林縁!と畦仮植する σ

ロ〉植付け

i) 地ごしらえ

第 1 試験区はノイバラの繁茂がみられ，第 2 試験区はクマザサがあったので，これらをていねい!と下刈

機で刈り払い，他の末木技条等とともに切断し，散布した心第 1 試験区では一部で技条の焼却をした。

ii) 植付け

前年秋に地ごしらえをしておいたところに，試験亙ごとに崎穴位置の標示をして， ~直付-け也前に方針苦:

どおりにあらかじめ機械で植え穴を掘り，手ぐわを用いて植えつけた e 作業功程は植ええ掘り機 1 台i乙作

業員 2 人 l 組で 1 日約900恒，また植えつけも前記 2 人 1 高11.で 1 日 300........，400本の植えつけを行なったの

一部で石礁が多く出たり，根株近くのため機械の使用ができないところがあり，とれらは手掘りによる

植えつけを行なった c 植えつけは昭和38年 4 月 15""""'22 自に実施した。

iii) 柿植

植付け当年秋の活者調査の結果は表 117 のとおりきわめて高い活着をみたが.そのうち枯損したものは

翌春あらかじめ試験区外固に補楠用として植えて置いたものを用いて.昭和39年 4 月 25 日に椅植した二

iv) 補改植

植議後順調な生育を続けていたとれら試験地に，昭和39年 5 月 26-7 日にかけて急に強い寒波がおそ
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表 117. カラマツの活着調査結果

プロット 同栽本(木数51 活者本〈本数)l| 活者(労率jl 要補植(本数)l プロット楠栽末(本数)i 活着本〈本数51 活着(第率~I 要補楠(本数) 

394 99.0 16 391 97.8 19 

An 399 392 17 Arr 400 397 99.3 9 

HI 762 98. 7 39 B 1 783 772 98.6 26 

Bn I 778 763 98.1 I 
44 Bn 779 773 99.2 19 

い，乙のため後述するような被害が発生し，第 2 試験区ば全面改植を必要とする激害を受け，第 1 試験区

も相当の被害を受けたが，滋害木のみ柑iえ替え，他は樹形を整えるための整枝拐定を実施するととによっ

て試験を維持する乙とに決めた。

第 1 試験区は約2496の補植を必要とすることから，あらかじめ柿刷用として試験区外国に準備しておい

た商木を試験区内に移植し，さらに不足分については，第 2 試験区の被害の軽微なものを選んで乙れを植

え替えた。柿栽は昭和40年 4 月 19.......21 日に行なった。乙れら補植に使ったïÏî木は第 1 試験区周囲の補植用

として準備しておいたもので，商高23"-'143cm. 平均95.5cm，第 2 試験地からの植替苗は平均苗高129.1

cm (35""-'194cm) のものを用いた。

第 2 試験区の改植は，昭和38年巳植えた前生被害木を刈払い地ごしらえしたあと，元の植え穴IC新植時

と同様試験方針書どおりに機械で植え穴を掘り，手ぐわで植えつけた。

市木は岩村田営林署塩野苗畑で養成した 1 回床替 2 年生山行商から， 商高45""-'SOcm，根元直後 9 .......10 

mm以上の規格になるべく合格するようなものを選閉して用いた。楠えつけは昭和40年 4 月 22.......28 日に実

施したc

これら補植および改植木の活者状況を秋!と調査した結果を示せば次表のとおりである。

大形甫の移植を行なった第 1 試験区はAr 区でやや活着率が低かったが，それ以外では95%内外の活着

がみられ大形苗の移植もほぼ満足すべき状態が得られたものと思う c

昭和H年 4 月 19日に第 2試験区の改植木の枯損部分250木の補植を実施したり

表 118. 補改植木の活者状況

プロハ同)踊数(本一r…一I 72i~$C%) 
1 A 1 64 56 I 87. 5 il 2 A r 1 397 I 390 98.2 

AE| 山 114 I 94.2 11 A II 問 392 I 98.2 

l3 1 1 150 144 96.0 1, B 1 I 779 I 769 I 98.7 

B n I 137 山 i956iHE1m 1757974  
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4) 保育

下刈りはつぎのとおり行なった。

昭和38年 6 月， 8 月の 2 回

昭和39年 6 月， 8 月の 2 団

昭和40年 7 月， 8 月の 2 回

昭和41年 6 月， 8 月(第 2 試験区のみ)

昭和42年 7 月， 8 月( 11 ) 

つる切り一昭和42年 6 月(第 1 試験区〉

整枝問定一昭和40年 4 月( 11 ) 

5) 施肥

昭和38年 4 月新植時の基肥は試験方針どおり⑪ちから粒状固形肥料 1 号 100g と過石を53g 植え穴に施

して植えつけた。

第 2 問自の施Il巴は昭和39年 6 月 9 "-'12 日に，方針害:にしたがい⑪ちから粒状肥料 1 号200g を施思した。

昭和40年春には第 1 試験区は晩霜害を受けたものを補j直しており，第 2 試験区は全而改組ということも

あって，方針書では施肥を行なうことにはなっていないが，第 1 試験区は被害の回復を早めるため，第 2

試験区は新しく植えるためにいずれも施肥することとした c 施肥監はいずれも⑮ちから粒状肥料 1 号80g!

本，過リン酸石灰20%40g I本の施Il巴を行なった c

昭和41年 5 月 24........27 日に第 1 試験区は@スーパー 1 号 90g I本，第 2 試験地は@'ちから柱状 1 号 200g I 

本の施肥を行なった c

6) 成長

樹高，直径，伸長量等成長経過の測定結-果の平均値を示せば表119のとおりである。

昭和39年の晩霜害で一部改植をした第 1 試験区の生育はほぼ順調で，短期育成の目的にかなうような生

育をつづけているものと考えられる。植栽密度の高いB区は植栽 3 年目ころから疎植区よりも樹高，直径

ともに大きい傾向がみられる。

晩霜害で全面改植を行なった第 2 試験区は，昭和38年髄栽分はきわめて良い成長を示したが，昭和40年

植栽分は，苗木がやや小形であったととおよび，描栽H寺前年施肥の残効を考えて施肥を手控えたことなど

表 119. 各試験区の主育状況

出
口

、 樹昭立3;{8申年年割1生1 程月 t昭第第社|21fT， 年42 年年1l0生生監月|1 1ldt3田i4221旬f. 年i5 年存1開2主生月

Ar 
Arr 68 I 25 I 10 I 164 I 59 I 21 I 235 I 71 I 17 I 333 I 98 I 30 
Br 74 I 29 I 11 I 180 I 64 I 23 I 263 I 8? I 22 I 350 I 87 I 33 
B n 67 22 10 189 77 24 283 94 24 369 86 36 

2 AI 77 37 13 55 23 8 94 39 

jiij 
114 50 

AII 79 33 13 52 22 8 86 34 128 42 
BI 85 42 14 56 25 9 91 34 137 46 
B n 82 41 12 57 26 8 51 158 50 
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もあって，昭和38年植栽にくらべるとやや生育が劣る傾向がみられる u その後の生育はほぼ順調に経過し

ているら

第 1 試験区では 3 年生ころから植裁の疎密による生育差がみられたが，第 2試験区ではlÿ]らかでない。

また第 1 試験区の 3 年生時の生育にくらべてやや劣るようである c

7) 被害

イ〉 荷虫獣害

植栽当年iと付近一帯の山麓カラマツ株(幼，..._:仕齢林におよぶ)は，ツツそノガの大被害を受け，漸次試

験区方面に被害面的が拡大されていたが，試験区では軽微の被告を受けただけであったにl

昭如40年秋には試験地を含めて，付近一帯の造林地にノネズモの活動が盛んになり 3 造林木周辺:ζ多数

の孔道がみられるようになり，放置すると越冬後の被害が大きくなることが懸念さ礼たので，駆除を実施

した，この調査時の野鼠の孔道数 1 株あたり 4"'8 恒|以上のものだけを調べても 605百余にのぼり?孔道の

ないものはみあたらない状態であったっ

また，第 2 試験区;こはアブラムシの寄生，およびそれにともないアリが集まって土きょうを作っている

ものなどを調べたところ，これらアプラムシの寄生にともなう被害木は5596におよんだo

このため昭和41 年春には，エカチン粒邦1jl0g /木の散布を行ないアプラムシの駆除を行なった。

昭和41年以降野mの捜害が付近造林地一帯!と発生しているので，継続して ZP による隠冷を行なってい

るコ

ロ)気象主

昭和39年 5 月 27 日!と襲った異状~波に

よる晩霜害は県下一円:乙農作物をはじ

め，クワ，果樹， j本木にわたり激容を与

えた 3 とのため試験区も大きな被害を受

けた c この時期の気温の状態を関東林木

育積場長野支場の傾測資料l~よってみる

と，表120のとおりである。

カラマツの芽が動きはじめる 4 月中旬

から 5 月上旬には，かなり高温となり 5

月中旬にやや低温の日が数日あったが，

中旬以後から今回の被害発生日まではま

た高i品となり，最高気温は 20 0 C 以上，

段低気温も 10 0 C 以上という日がつづき，

新梢の生育が旺盛になりかかったところ

へ，氷点下の気温!こ見舞われたため被害

は著しいものがあった 3

被害査後の 6 月 10日の被害状況の調査

結果によると，表 121 のとおり無被害と

いうものはほとんどなく，比較的怪微な

表 120. 晩霜害発生11寺の気温表

昭和39年 5 月の気温(育種場長野支場)

日 付 i 最高気温|長低気品 i 記
。 C 。 C

11. 5 5.5 
2 15.0 13.0 
3 19.0 10.5 
4 18.0 16.5 
5 16.5 8.5 
6 16.5 10.0 
7 21. 5 8.0 
8 23.5 8.5 
9 24.5 8.0 
10 22.0 7.5 セモのIJ鳥声

11 25.5 12.0 
12 18.5 4.0 
13 16.0 3.5 
14 16.5 3.0 

事

15 17.0 6.0 
氷結東約粛風2強mmし, カソコウ喝く.16 19.5 2.0 

17 24.0 7.5 
18 22.5 9.5 
19 23.5 10.5 
20 23.5 8.5 

21 24.0 10.5 
22 18.0 11. 0 雷雨
23 21. 5 1 し O

24 25.5 15.0 
25 28.5 10.0 
26 20.5 6.0 
27 17.5 -1.0 結氷 3mm
28 19.5 8.5 
29 18.5 8.5 
30 16.0 6.5 
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フ@ロット

1 A 1 
An 
B 1 
B n 

平均

2 A I 
AU 
BI 
B n 

平均

表 121. 試験地の挽霜被害状況(昭39.6.10 調)

林業試験場研究報告第 233 号

程度

~(96) 1 (則前査本数(本〉

3l 
g I 

16.4 I 0 I 

375 
382 
747 
728 

379 
398 
769 
757 

0.9 35.1 0.1 16.9 47.0 

被害;P~度: I ……無被害木。
E …・・・全体の3096以下が被害を受けている。
][.・・・・・30-7096の被害木。
IV......7096以上の被害木。

V……全体が被害をうけ枯れたもの，またはそれに準ずるもの。

表 122. 試験地の晩霜害による要改植木木数調べ(昭40.3.24----25)

プロット

2 A 1 
An 
B 1 
B n 

I
E
I
E
 

A
A
B
B
 

計

木凶|
(本)1

ic 
l , 793 I 

宇
街
一

率
(
一9
8
7
6
9

一
0
5
0
2
3

一
q
A
q
d
ワ
h
q
d
q
d

M
仰U

L

 

)
木
一
一

い
N
f
k一
一

十
一9
凶
日
ω
%

一

欠
、
B
/


N
m休
一

-
4
6
7
，
・
ハ
〉
『IR
U

一
勺
J
q
A
E
U
T
i
r
o

木

1
1
1
4

楠改要

-ijJ-l」

3
3

日
必
一
泊

42.8 
52.3 
46.3 
60. 1 

*~+c 
A+B+C 

計- 1, 150 51. 3 

被害ですんだものは全体の16"-'17%にすぎなかったコその後被害木の経過を観察していると，新梢主軸が

被害を受けても，側技の発達が旺盛で，適当に被害木を整限してやれば，そのまま残置しでも良いと思わ

れるようなものもかなりある乙とが判明したが，寝観しただけでは存否を決めかねるので，昭和40年 3 月

l乙次のような基準によって毎木調査を行ない，ぞの結果lと基づいて現存木による試験を維持するか，改植

を行なうかを決めるとととしたむ

1. 存続させる造林木:主軸の発育正常なものはもちろんであるが，側技の発達が顕著で適当な整

技，郵定を行なえば今後の生育が期待できるもの。

2. 改植を必要とする造林木:側伎の発達が認められるが，樹勢きわめて劣悪にして今後の成長が格

段とおとると思われるものおよび枯死木。

3. 欠損木:活着しなかったものおよび刈払いなどによる欠損木など。

以上の基準によって調査した結果は表122のとおりである。
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以上の調査結果に基づいて，つぎのような取扱いをすることに決めた。

1. 第 1試験区は改組を要するものが2096余であるので，補植することによって試験を継続する。

~Iì植用苗木は周回に用意した i'J'j木を用い，込らないときはi:ß 2 試験l孟のものを補充する。被害木につい

ては適当な盤技，努定を行ない樹形を整える。

2. 第 2 試験地については改植を要するものが， 50%を越えるので全而改植を行なう。使用する前木は

昭和40年山出し苗を使う。

3. 再試験地の補，改植は昭和40年 4 月 lζ行ない，ともに施1]巴を行なう c

4. コパノヤマハンノキ

A. コパノヤマハンノキ留萌試験地

1) 位置・面積

本試験地は，担川営林局管内留萌営林判部内留疏事業区19:ζ ， (ま，へ祢班(節 1 試験区)， 19f乙ほ椋班

(第 2 試験区) 1こ所在し，その面積はつぎのとおりである。釦 1 試験ば1. 2ha，第 2 試験区1. 2ha，合計

2.4haである。位置図および配向図(ま凶88 ， 89で示す亡・

N
1
4
l
l
十
l
l

ヒ=司==-~づ

':l =，ヲゴ で00'"

図 88. コバノヤマハンノキ留萌試験地位置凶
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図 90. もより蹴担11所のクリモグラフ
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表 123. 気温，最高最低気温の極，降水量

観測所!玉吉 竺_1 1 I 2 1 3 '4 5 I 6 1 7 1 8 1 9 I 10 1 11 1 12 I 全年 i鰻
平均気il~teC)!-5.6-4.81_ 1. 1' 5.2 瓜 2' 14. 2~ は 81204165!104 341-1.7|7.21 

31.i.|.l.1|1  
留 平均最志氏。 C) ，ー 2.6 -1. 3 ・ 5 9.3 14.8: 18.2; 22. ...~: 24.4: 21. 0; 15.11 6.8: ・ 1 ・ l

~'J :.: :.: :'J .;'J ・ 1 ・ l..11||||
|平均最低CC):-9.2， -:-8.2-4.5 1.4; 5.9; 10.9i 15.9; 17.3: 12.71 6.41 0.2;-4.41 3.7 10 

蔚 |最高の極CC)! -1 - -i -1 -1 -1 -1 -1 一| 一| 一I -, -J  

l 最低の極(℃〉 l -l -l -i -i -1 -| ー'.=1 一! 一| 一| - 1 
|降水卦(mm) 1331 96i 68

1 
74! 73' 77

1 
142 1371 139, 1271 130i 147,1, 343; 10 

平均気WC)(-49-3d-d 65111 ・ 3 15. 1 i 9.6 川 17.8: 11 ・ 7 42-lli811 iO 

増 1 平均最高〈叩 1 00 37110816219山 25322q160 75 20I1  10 
平均段低èú~)1_8.11-7・ 2 M|  2・ 1 6311081157lmiml 7.41 0.9L4・ 11 4.21 

||一 |-l ・ 1 ・ 1 ・ ~:.:f ~~.~I ~:.::i 1~.:1~:.:1 ,,:-:1 
毛|照明(引 | 2 81  Z |111.1.1.1131.1.1.1.1  

最低の悩cC ~ i-l~~~i-17 ~~1-14・ ~1-7._?， -2j 3j 6~ ~i 8・可 4.0-2・ 3「 7J「ω「
降水以mm)' 1221 961 73

1 
68

1 
58, 67 102 1お 129 110 , 9.8

1 
10.5,1, 

所
一

測
一
m
m
増

観

表 124. 最深雪，雪と霜の季節，降水日数

項目| 抗li 雲 監 (c吋 | 雪 | 新 |ヨ降水量

P1i瓦 11 12 1 2 子工7lぷ|お日;五~-s fW-一日|点iI32長
蔚 I - 28 40 66 122 84 13 一 I 122:1叩2日 14月 2015ll10月 24111 仰3日 I 176 

毛 9 37 124 138 145 145 111 3 1 145 11. 1 I 4. 23 10. 24 5. 14' 123 

2) 立地

イ)気象

試験地の気象概要は，もより観測所留蔚，増毛のデータを引用して，図90，表123 ， 124にかかげた。

ロ) 抱質・地形・土壊

試験地の立地の;f1~況は表 125 のとおりである e

試験地の土壌断面形態は図91に， 自然状態における理学性は表 126，図92に， 淘汰分析の結果を表 127

lζ，化学的性質は表128に掲げた。

土壌は暑寒別山実に分布する安山岩質土壊とその周辺の新第 3 紀地帯;ζ分布する土壌である。試験地は

新信砂川の形成する iJt酒台地とその日目析のおよばない新錦.3 紀丘陵の南東面中斜地であり，土壌は台地図

表 126. 日然状態!こ

層
区
号

験試
番

容接組成(%)

位|細土|一時-71円用水室 lMl
A 1 34. 0 O. 4 I O. 4 1 45. 5 67. 3 -2. 1 I 
A2 1 35.0 0.3 1 0.2' 33.8 53. 4 11. 0 
BI 36.7 1 1.6 I 0.2 I 41.3 I 57.63.9  

A11m.611.5i2.0!41.8l46.2 却.61
A2 38.5 I 1. 5 I 0.7 15.6' 39.2 ぉ.1 I 2 
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表 125. 試験地の立地の概要

試験区|緯度!謹度 J也 況 l 土 壌 i
日~ E 一泊 町一 lhli則前川 421fi 前生林の状況

l 平坦面・ i E 1
0-

10"1 60 I 安山岩 l 同f l 広葉樹林1141036' 河岸段丘 I E I 0_____100 I 

\司岸設丘 '")') -'A D_/..1'¥T-":N< 1 トド，ミズナラ，
l パ凸斜面| ノI 23 70 I 11 Bo(d)残積|イタヤ

I I-J /J~r l-=1l l I 針広混交林
-'一一一一一 一一一」←一一一←一一」一 一」ー← _1ーー一一一一上一一一一←ー l 

留萌 [2J

Bo(d) 

凶 91. 土壊代表断面図

!こ B1:型が，傾斜地に Bo(d) 型が優占して出現す

るつ理学性は地区内でやや不均一であるが慨して

良好，土性は壌土~砂壌土である c 化学性ば酸性

が強く，有機物に乏しし、が. リン般吸収力は大き

くない。

/、) 試験区設定のねらい

増毛地区;こ属し，対局暖流の影響のため，同一

純度のオホーツク沿岸地方より比較的温暖な地方

である。局所地形および土壊型により立地区分し
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図 92. 土壊の 3 相組成

た。立地 1 (第 1 試験区)は洪酒台地I日!とある BE 型土焼，立地 2 (第 2 試験区)は平衡斜面にある Bo(d)

型土壊である。

おける土壌の理学位

透水性孔隙区分(汚) 3 相組成(%)
i 一一一一一ー I , r-一一一一一ー | 

全孔隙|粗孔掠 l 細孔隙 1 閤 ) 水 l 

65.2 I 17.8 i 47.4 I 34.8 I 45.5 以 7
64. 4 I 31. 1 I 33. 3 I 35.5 33. 8 30. 7 i 

61. 5 , 21. 9 39.6 I 38.5 41. 3 I 20.2 I 
42.8 24.0 I 33.1 I 41. 8 I 25. 1 
41.2 I 18.1 I 40.7 15.6 I 43.7 

66.8 
59.3 

ccfmin 

140 
186 
55 

78 
366 
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表 127. 土壊の機械的組成

言験写|層 位!組砂防)1 細砂〈形)1 砂計(労)，徴砂〈幼粘土(釧土 性

'A  20. 0 38. 8 I 58. 8 38.1 

B 20. 9 50.0 70. 9 20.4 

表 128. 土壌の化学性(細土乾物中%)

7.1 

8.7 

L 

SL 

試験区I ~p.. l__~ I置換酸度|有機物|炭素|窒素炭素率|置換性|置換性11] ン酸吸
|届位卜十一一 " ffU''¥1 r fOL¥1 出向)カリ(箔)l収係数

番号iHlID ; KCl I Yl I (釧 c (形)1 N (労)C/Nl k 

11A  I46i448d5571324047901310 吋 11.43
! B I 4.91 4.2 10.00, 2.81' 1. 63，問

3) 造林

イ〉首木

供試苗木は，青森，岩手両県の森林組合連合会の苗畑において，昭和37年まきつけ，同年 6 月床替育成

された 1 年生苗を，昭和38年 3 月購入輸送のうえ，現地仮植をしたっ仮植の方法は雪中に45 日間仮植をお

乙なった。

ロ〉植付

試験地の地どしらえは，昭和37年10月全刈火入れ地ごしらえをお乙ない，昭和38年 5 月くわ!とよって植

穴を掘り植栽した。

ハ) 活着と補植

植栽当年秋における各プロット別活者状況は表129のとおりである。

活者率の低い原因は，立地 1 内 lと水路があり，乙乙に植えつけられた苗木の大半が過程lとより枯死した

ためである。

補植は昭和39年 4 月 27.......30 自にわたりお乙なったっ楠随首は，青森営林局三戸営林署三戸商畑で養成の

1 年生商を用いた。
表 129. プロット別活着状況

rッ内啓)|枯
4) 保 育

イ)下刈り

1 A 1 I 241 88 63.5 下刈りは植栽当年は年 1 回，翌年と翌々年は年 2 回お

An IJ 74 69.5 こなって終了した。実行経過はつぎのとおりである。
AII 11 83 65.4 
Bl 467 166 64.4 

年実施月時期日 実年施月時期日Bn 11 120 74.2 同数 回数

B][ 11 165 64. 7 
1 38. 6. 下旬 4 40. 6. 中旬

2 AI 239 62 73.9 
40. 8. 中旬

An If 52 78. 1 2 39. 6. 1 。

AII 11 42 82.4 3 、 39. 7.17 
Bl 123 74.9 

Bn 87 82.3 ロ〉 野前の防除
B1I i 193 60.7 

野胤の防除は表130のとおり実行した。
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表 130. 野胤防除法

一二 一一
回数 1 2 3 4 

|示品1A-d「ム品~--~a .1 ←示~11 f.l--;-B-.1- .~1年九 7 円
防胤法 1 ラテミン !ラテミン |リン化亜鉛 リン化亜鉛

1 0・ 6kg/ha I 0・ 6kgjhal1.okg/lul|0・ 8kg/ha
人力散布 |人力散布 人力散布 人力散布

5) 施!日

第 1 回目すなわち植栽の年の施肥は， 1 本あたり過リン般石灰26g を植穴底に胞し，よく土とまぜ，あ

い土をして苗木を植えつけたのち，その恨張りの上部!と蹴状に@ちから粒状 3 守100g を施し覆土した。

第 2 回目は植栽翌年の春lと⑪ちから粒状 3 号200g (1 本あたり)を，植状木のクローネ直下の円周上 3

か所に施したっ

第 3 回目は植松?を 4 年目の春lζ ， 1 本あたり⑪ちから枇状300g と @iスーパー 2 号400g を混合のうえ，

所定量を植栽木の根元iと環状に地表散布したっ施肥の経過をまとめれば表 131のとおりである。

6) 成長

緯度から最北の試験地であるが，対局暖流の影響で成長はかなり良好と巧-えられる。

立地731J，プロット別植栽後の生育状況ならびに年度別11~1長量は表 1321と，立地別，疎密別樹高i成長経過

を図931と示した 3

立地別，疎密別の成長に及:ます影響!まいまだ歴然とした傾向を示していない。

7) 被害

とくに目だつ被害はないが，昭和39年 6 月下旬"'7 月上旬にかけてプランコケムシ， ミヤマフキバッタ

!とよる新葉の食害がかなりみられたが，防除後は完全に新葉が回復したつまた雪圧による技折れ，枝抜け

等が植栽本数の20"'30%みとめられ，そのうち 2......5%程度が幹折れで激害木である。

表 131.施肥経過

植栽時 2 回 日 3 沼
山
ー

に
H
H

日

立地瓦肥-円本:35t.: 'J施問主-元町
l 年月日| および施肥法 (年月日 l

1, 2 I 昭38.5 @ちから粒状 3号 |昭39.7 I 
J ll叫… 1
1 過リン酸石灰 l 

26g 

植穴施肥

i 本あたり施肥量 施肥 I 1 本あたり施肥量
およこF施肥法 |年月日| および施肥法

@ちから粒状 3 号 1 11日 4 1. 6 I ⑪ちから柱状 3 号
200g 8---"12 I 3∞g 

⑮スーパー 2 号
400g 

l 環状地表散布I 3 点法

N P K 
注) @ちから 3 号 364  

⑩スーパー 2 号 12 25 21 
過リン酸石灰 可溶性 18.5%



-
t
H
N
Nーー

葬
械
部
m
m部
向
調
凶
諮
時
浅
N
ω
ω抗
・

(単位 cm) 

55 

53 

162 

152 

8と上 135

57 

79 

149 

95 

表 132. 梢栽後の生育状況ならびに年度jJlJ伸長;ld;

烹\ 調査年月|昭 38・ 10 円9. 10 I 40. 10 I 41. 10 I 

. ."... 林齢I 1 I 2 3 I 1 
「口町 、 I 

年 JL \こr--- H --1 H I 五-\ D r-HJ_? -! H l-D ト!日畔 1_ 39~~ 1_ 4~ -~~~_土L 42 ~l'--
16?"'"' ,591 37?~ω| 印9_'""}_80 1 5.1_----~. 8 I 57円切 |ι9_""'_1，.0 I 789:-::-_~00 I 9.い 6 I 81 [ 169 I 100 ω! 
(114) I (283) I (383) I (3.5) I (423) I (3.9) I (625) (5.7) u'，山，/ ~VV ."" 

17?"-' .361 31?'''-'1.20 I 459.----1.50 I 4.?-----q.5 I 589"-'~00 I 6.9'----~.0 I 699_,"":-,?.60 1 9.9_~.1，.21 63 I 130 101 
(93) I (223) I (324) I (2.9) (445) (4.0) 1 (切0) I (5.1) I UU:  ""v I 'V~ 

82.-...-15 1 384,......162 1 印0........250 1 5.6........1. 0 1 650"-'250 1 7.0''-'2.0 1 670"-'280 1 8. 0~2. 0 1 0つ 17/.. Ql 

(112) I (288) 1 (379) I (3.6) I (462) I (4.3) I (515) , (5.6) i u~ I ., v I -'" I 

106 I 264 I 362 3.3ωI 4・ 1547i 口|竺_j ___1竺I ~_1 __  8_1 

194"-' 34 1 高三面I 500-----170 I ~~へ-0.9 1ω~却o 1 6. 3.-...1. 0 I 820二~150 I 9.0........2.0 I 恥 1 AO  lf'11 
(116) I (264) 1 (365) I (3.4) I (451) I (3.8) I (613) I (6.4) I V V  I '-'v i … l 

180....... 44 1 350~'120 1 5 1O~200 1 5. 5~0. 9 1 680~~200 1 7.0.-...1. 0 1 760.-...-450 . 8.1"-'1. 0 i O~ 1., 1 Q.d. 

(113) I (284) I (378) I (3.2) (462) I (1.5) I (614) 1 (5.8) I U V  . "  .'τ 
133....... 21 1 325""' 60 1 460........15G 1 5.0-----0.5 1 550"-'200 1 7. 0~'2. 0 1 640.......200 1 8. 0~2. 0 1 

|(81)1 〈225)i(342)1ω1(417)!(37)iG07)|1
1031258|3 2i4iu34.0iml  

2~ 32 I 350-----65 I 150-----200 1 5. 5.-...0. 9 I 620~2ω17.1---- 1. 018∞~28018.8~1.5i 

J孔 12251J2。 |6 位。 ょせlOI63:三。 17220 I82221 
( 99) -I -(242) I (355) I -(3.3) I (481) ! (4.2) I (558) i (5.6) 1 

146,...... 32 1 320~~ 85 1 460~.240 1 4.9"'1. 2 1 610"-'300 1 6.0--1. 0 1 690~'310 1 9.0........2.0 I 

(1 09ゴ -1 ﾚ61) 1 (377) (3.3) I (471) ¥ (4.3) (544) (5.9)! 

平均 I 104 I 25� 368 3.3 仰 |4・ 3 I 584I 5.8 i 

2R  l|185~50|365~1201510 〉22016.3~1.21660~250|7.lvし 21 8∞~ωoI9.o~l.6l1 
1 (113) I (267) I (394) 1 (3.7) 1 (日 1) 1 (4.9) 1 (568) 1 (5.5) 1 
138~ 481360""'" 73! 470........200 15.3-----1.0 1610~200 16.0......1.0 1680.-...240 18.0........1.0 I 

(103) 
-
I (248) I (369) I (3.3) I (472) I (4.0) I (551) I 

(5.6) I 
198...... 411390....... 701160.-...22015.8.......1.5 I 610.-~220 16.0"'1.51750'----29019.0'-"'2.0 I 
(106) I (268) 1 (372) I (3.5) 1 (137) I (3.5) I (580) I (5.7) I 

平均 108 
I 26113781 ・ 5 1 

473 
1 ・ | 8-LJ二」一一

注) H; 樹高， D: 胸高直径，号事~貯

202 

90 

168 

77 

73 

117 

103 

65 

量

ll� 

101 

104 

113 

116 

l
 

l
 

l
 

12i' 

121 

103 

154 117 95 

長

121 

83 

86 

84 

75 

94 

伸月IJ皮

144 

154 

165 

143 

152 

154 

154 

145 

161 

年

51 

73 

73 

69 

79 

83 

73 

76 

1 A 1 

Au 

Am 
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m
-
u
 

室萌

f持 4

一一一ー調担区

宮摘区

内
、J
VL

R低

? 

立地 1 ~第 Hえ罰委~) BE 

三 1世~ (異 2E五緑区) BD(d) 

。」

!四日 3ê 3~ 40 4 1 4 2 ~平

写理

l当 93. 立地別疎密別樹高成長

B. コパノヤマハンノキ札幌試験地

1) 位置. ï日ff(

本試験地は，札幌営林同管内札幌営林署部内野幌国

有林札幌事業区 38 い林班(第 1 試験区)，および広品

同有林50ろ林班(節 2 試験区)に所在し，その商肢は

つぎのとおりである p 第 1 試験lKl. 2ha，第 2 試験区

1. 2ha，台計2.4haであるしl 沼 li試験区の位内図および

記芭図は，国94 ， 95，節 2 試験区の位置および配置図

は図96 ， 97で-J;すっ

2) 立地

イ)気象

試験地の気象概要はもより観測所野幌のデータを引

用して図98，表133 ， 134に掲げた c

h
J
4
1
l

ム
|

o 500 lCOCIT¥ 

図 94. コパノヤマハンノキ札幌試験地第 1 試験区位置図

ロ :口 C 20ゆ口

問 95. 第 1 試験区配置図

A
A
T
-
-寸
|

←一一一・
j) ~'::-! 4二

つ

図 96. コパノヤマハンノキ札幌試験地第 2試験区位杭閃 図 9干. 第 2 試験区配置図
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ロ) 地質・地形・土域

守式験地の立地の概況は表135のとおりである c

試験地の土壊断固形態は凶99!r:，自然、状態におけ

る理学性は表136，国1001こ，淘汰分析の結果を表13í

lこ，化学的性質を表1381乙掲げたっ

土壌は札幌営1本署管内の~!f幌および広島の洪積台

地上lこ分布する Bc および BD 型土壌である。野課

:j: --F屈がつまり，広&，')では表層がつまっているが下

Jf:'jは容気量，孔げき量も大きい c

土性は各層とも壊土である。立地 1 (第 1 試験区

一野|臨) :~JLl也 2 (!第 2 試験区一広島)に比し表層

!こ火山灰を被覆しており， リン酸l政収力が大きく，

表 133. 気iKL 主主高最低気温の極，降水量

\九 月 1 .... ') .. r:" L ~ 0 n " r¥ l' I 1 ., j A.t:r: !統卦観測所項目 九 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11! 12 1 全年 i 年度

1 平均気温(0c ) ! -7. o! -5. 7 ー 0.8 6.3l 13.1116.0 19.421.617.611.0 3.4|-3.Z 7.7 10 

肝 |平均最高ω卜2714 21108171m01235125d211i 1521 72| o j 115 10 

l 平均最低Cc) ー 1 1. 1ト 10. 1'-5.61 1. 2 6. 句 1 1. 1! 15.4: 17.2: 12.0 4.9-0.6'-7.2' 2.8 10 

最高の極cc) 1 5. 5! 8. 7[ 10. 71 26. 2; 27. 司 30.31 34. l' 32.4 27.5 21. 6 17.1 , 12.4 34.11 i拠 1 -'lX- 1"JV_'~' 'v / 1 v. "i v. I1 .v. I1 ""U. "'1 "'1. "1 vv. ul 

最低の極(。 C)l-24.5L22.5-22.51-7.81ー1. l' 3.2; 8.0 8. 7，ー 0.4-3.7ーは 3一以 4|ー24.5l
降水量(mm)! 841 倒的 77 62

1 1011~~~I 1ぉ|刈 81 竺一月1 ， 163‘ 10

表 134. 最深雪，雪と霜の季節，海水日数

一元士、\ 項目! 積雪白(cm) 雪 霜降水量

観測所 --_~1 1O 11111211 1;-: -3 ~'-;-臥\-*;J 81 *-
-

~I 初日'ム n 'l広報
野幌 I -! 5 

1
16 I 56 1 78 I 65 1111-I 78 !11 n 4 日|伺 111l;10 月 8 日 1 5 月 8[1 194 

表 136. 自然状態

| 容世組成 (cm)
位」一一一一←一一ー一一一一一一一←ァー一一一一ーァーー ーー， 一 i 
|細 土 l 操 | 恨 1

採取時水分最大容水量!最小容気量!

A1 25.9 0.7' :.0 41.7 62.5 9.9 

A2 30.6 1.0 0・ 5 山 64.6 3.3 

B 27.4: 0 

層
区
号

験試
番

0 

0 

0.2 

1.0 74.6 81. 6 -10.0 

3.1 50.0 66.6 0.2 
。 43.4 57.7 7.5 

0.3 44.3 57.1 8.6 

2 

A

A

B

 

30.2 

34.7 

33.7 
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61 二L __ 一一Iljl 試

82 704 182' 
鞭E A2 

開腎 B 

図 99. 土域代表断面図

また生育期間t:llやや風当たりが強い c

ハ) 試験医設定のねらい

石狩低地帯として札幌営林署管内の野幌および広

島の洪積台地上!と分布する Bc および ßD 型土J世に

より立地区分したの立地 1 は Bc 型土壌(Bc-U) ，

立地 2 は BD"-'Bn(d) ~~土壌である c

3) 造林

イ〉苗木

洪試情木は青森，岩手両県の森林組合連合会の問

出
ιマl

S R W 
o 10 20 30 40 50 60 百

A
州

A
山
口

υ

第
2

拭
除
柑
区
(
広
島

S: 咽工 G: 控 R: 棺

W: 探車院本7t Wmax: 最大容五量 þ， mi，，;最小容罰雪

図 100. 土壌の 3 相組成(記長積労)

切において，昭和37年まきつけ，同年 6 月床替育成された 1 年生前を， 11日和38年 3 月購入輸送のうえ現地

表 135. 試験区の立地の概況

鵡区|純度|経度 l-]- 況 -J-i
番号 N E 地形瓦竺型J 1~h~ 母材料

I 43001'イ小仏1ドい1凶4山，イ1 洪積台地 1 平坦 I 0 ・ | 卯 | 洪積層粘土

2 i4m'1141 。32川 /1 I N E I 50 I 60 洪積屑砂膿

士主

地

況
・
事

曲
川
酎

・μ

ツ
材

・

3

マ
パ
キ
掛

組
ラ
ン
ズ
葉

古
カ
カ
ミ
広

組
一h
A
W

土
一
寸

B

における土壌の理学性

孔|時区分(%) I 3 相組成(彪)透水性

時|全干し|粗孔隙湘孔隙 回 水 空 (cc/min)

27.4 31. 1 40. 7 27.6 41. 7 30.7 158 

67.9 18.9 49.0 32. 1 51. 5 16.4 77 

71.6 6.3 65.3 28.4 74.6 -3.0 7 

66.8 23.8 43.0 33.3 50.0 16.7 70 

65.2 24. 7 40.5 34.7 43.4 21. 9 51 

65.7 33. 1 32.6 34.2 44.3 21. 5 32 
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表 137. 土壌の機械的組成

番試験号区 l 岨日 位 i 粗砂〈%)|細砂(労)砂 u'l・ (96)! 徴砂(労):粘土(労)1 土 性

A1 28.0 34.8 62.8 24.6 12.5 L 

A2 6.8 56.2 63.0 23.0 13.9 L 

B 6,3 50.6 56.9 28.3 14.8 L 

Al 32.9 22.6 55.5 35. 7 8.9 L 

2 A2 21. 5 41. 8 63.3 28.6 8.0 L 

lh 5. 1 58.2 63.3 24. 7 11. 8 L 

B2 10.3 39.4 49. 7 36.2 14.2 L 

表 138. 土墳の化学的性質(制土乾物中 9ó)

試験区 I pH 置換酸度|有機物|炭来|窒素|炭素率 置換性 íi1i:換位|リン般
石灰カノ番号!層位 I f.l~元1 Yl ωc 例 NωC/N (%)1 (%) 

+吸収係数

A1 5.3. 5.0 0.63 

1 A2 
4.63I 1 

1. 88 

B 4.7, 4. 3.751 

Al 5.2 0.63 

2 I A2 4.8 4.5 2.50 

B1 4.6 4.3 5.00 

Bs 4.4 4.1 13. 75 

11.92 0.61 

6.00 3.48 0.36 

1. 65 0.96 0.14' 

6.25 0.56 

5.34 3. 10 0.29 

3.02 1. 75 
0.:85 ! 

0.51 0.0 

11. 3 

9.71 

6.9 

11. 2 

10. 7 

11. 7 

6.41 

0.51' 

0.171 

0.051 

1, 652 

1, 015 

1.204 

1, 034 

1, 235 

1, 529 

834 

仮植をおこなった心仮植の日数は20日間である。

ロ〉植 イ、1・

試験地の地ごしらえは，昭和137年 9 .8全刈火入れ地ごしらえをおこない，昭和38年 4 月機械植穴掘りを

実施し樟栽した c

ノ、) 活者と柑i 脱[

植栽当年秋における各プロット月IJ活着状況は表139のとおりである。

立地 1 の活者率不良は，人為的のものである c 立地 1

表 139. プロット別の活着状況
はAI[ま I B 1 区を除き，昭和39年 4n 16"'18日にわた

プロット|即日 的 l 活者率 って改 ll~(を実行した。改組問はタ頭市民間養成苗を用い
符号 (本) (本〉 i 〈%〉

たが，活者不良のため，昭和40年 4 月再度支場苗・凋で養
AI 320 66 79.4 

/, 292 8.8 i夜の 1 年生川木を用いて改植をおこなった c
1/ 283 11. 6 

616 103 83.3 4) Pj~ 育
I Bn 1/ 574 6.8 

イ〉下 )(11 りBn , Il 571 7.3 

300 26 91. 3 下刈りは楠栽当年は年 1 IL.1J，翌年は年 2 回おこない，
/1 19 93. 7 

植栽後 3 年目 lζ1 回実施して終了したり実行経過はつぎAn 11 22 92. 7 
2 I ~ 

600 85 85.8 のとおりである cBI 
Bn '1 83 86.2 

I B][ I 11 97 83.8 
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回数

1 

2 

ロ〉 野鼠の防除

実施時期
年月日

38. 7. 上旬

39. 6.18 

回数

3 

4 

実施時期
年月白

39. 8.21 

40. 6.25 

野胤の防味は表140のとおり実行した ç

表 140. 野胤防除経過

回数| |2  3 4 5 I 6 

防 l昭仰昭印38昨昨年年， 1川1川月 ヰ中帆拘1市吻令旬伽〕
I~'J ラテモン リン化亜鉛|リン化E凱E鉛: T 51邦剤刊刊IJ リン化亜鉛|リン化盟亜i鉛
}月~\: 0.5kgjha I 0.5kωla 0.5k匂刷grh~ I -0:8 】k同凶刷王屯剖ωgl凶/μha I ω k同凶g/ha 0.5 刷la

TS剤 T Sif:] 炭竣バリュー
0.5kg/ha 0.5kg/ha ム 0.5kgJha

人力散布 ;ヘリ散布 へリ散布 l 人力散布 へリ散布 l 人力散布
法

表 141.施肥通過

立地 2 のみ
実行

植栽時 2 回目 3 回目

立地書店部長践肥量|書店lJ綿密E:I:時間 l 出品践肥量
2 I 38.4 I ⑩…~3% 39.7 。ちか叫号 |4251 ⑩ち日状 l 号

100 g I 7 .......11 1 200 g I 5~ 12 I - 3∞z 

1 過リン竣石灰
26g 

植穴施Il巴

注)⑪ちから粒状 1 号
3 号

過リン酸石灰

5) 施肥

N P K 
6 43  
3 6 <1 

可溶性 18.5% 

第 1 回目すなわち植主!との年の施肥は， 1 本あたり

過リン致石灰26g を植穴底:こ施し，よく土とまぜ，あ

い土をして苗木を植えつけたのち，その根張りの上

部ほ環状に⑮ちから粒状 3 号100g を施し覆土した。

第 2 同日は植栽翌年の春!と⑪ちから粒状 3 号 200

g (1 本あたり〉を，楠栽木のクローネ直下の円周

上 3 か所に施した z

第 3 回目は植栽後 4 年目の春に⑩ちから粒状 1 号

300g (1 本あたり〉を航哉木の根元に環状lζ 地表

散布した。施肥の経過をまとめれば表 141 のとおり

である。

3 点法 環状地表散布

札時
IF rkp221AB A I 

6~ 一一一疎植 IE A 

ーーーー宮植区 B

?封 5

4 
者1

3 

2 
立地 1 ・涜積盆地 Bc

立ttt! 2 BD-BD(d) 

,,'--
M邸ú 38 39 40 41 42 s:r. 

図 101. 立地別，疎密別損高成長



表 142. 椅栽後の生育状況ならびに年度JiIJ伸長量

て了一雨平方ナ日ふり 3:;~7;1--457iJ-7 土 Z7Z-
林齢 1 2 I 3 I 

JYL二l H!f-lEI-I--D-卜 HT 仁
/l~{へむ |268~103 円… l35A1015m~れ…

(89) I (206) I (305) I (2.6) I (447) I (4. 5) 

88~ 32 I 134"-' 38 i 250""'" 60 I 1. 5~0 I 16ο.--.... 60 ! 

I (56) I (88) 1 (188) I (0.9) 1 (120) 1 

!日 11M1Moll品川〉 1 l 

l lhiJ312制1814W。 !4ぬol521byo17m017制叫 8お0
91~ 36 i 143.--.... 36 , 320"""'120 I 3.5.-..-0 I 180......, 30 , 1 490',,-,170 5.0"-'2.0 

i (57) 1 (99) 1 (195) 1 (1.0) 1 (123) 1 一一ー I (318) I (3.7) 
I 100'""'-' 27 I 132""'" 57 I 270........ 60 I 1. 5"'-'0 I 180""-' 50 I I 590.......160 ! 6.0へ仏 0
1 (60) 1 (95) , (181) , (0.8) (121) 一一 1 (374) (1.3) 

均llili!
I 157"'-47 I 320-----135 1110"-'240 I 6.0,,,-,1. 0 I 540""-'420 I 6.0---2.0 1 760 ,---510 110.0"-'4.0 
1(113) I (244) I (301) (2.4)! (478) , (1.8) ! (652) : (6.4) 

I 155...... 45 I 320へ，， 125 100'--'1卯: 4.0.......1. 0 : 540......,360 I 6.0'''-'2.0 I 750"~530 I 9.0'---4.0 
1 (116) I (243) I (293) I (3.0) 1 (442) (4.2) I (655) 1 (6.5) 
i 155...... 35 I 310......140 I 450"""240 I 5. 0.......1. 0 I 500......320 ' 7. 0......,2. 0 I 720.......510 ! 10. 0",-,1. 5 
I (114) I (243) I (299) ! (2.5) I (423) I (3.9) (620) I (6.9) ! 

JJ14 」竺一竺_8_i_ ~I 4~~J二~_ I 6とし竺_1 84 

I 157...... 3山…2 1169..，:'~1O !ふ 0"'-'1 ・ 5 I 529.:-.?'?0 I 8. 9 ....... ̂~・ o I 759_~^~70 ! 8. 9:-.~ 0 ! 

(111) (251) I (314) I (2.7) I (452) " (4.3) (613) (6.1) I 

i l似 lW214830 14871jo l 5ね o puo  l7ね3018Ujo i 
I 153"-' 47 I 310'--""122 I 440.......220 I 4.5"""1.5 I 510""'340 I 7.0",-,3.0 I 880----510 1 9.0----4.5 I 

(102) ; (229) 1 (332) 1 (2.8) (43の (4.8) 1 (696) 1 (6.8) ! 

竺」…_ 240 L三16 _1 __  2三 11181 ぃ |66_61_ ~ I 

注) H: 樹高， D: 胸高商符最高~品低
問 問同氏. (平均〉

1
l
H
N∞
1
l
 

(単位 cm)

Fl, 
且ì

-F「7jZF 

100 

180 

185 90 

長-
AHH

, I
4
1
 

Bリ

118 

32 

99 

42.10 

I D I 昭 38 年 I 39 年
780~'520 I 8. 5~~5. 0 i t:n 

(627) (7. 1) 山

520'--""180 ' 5. 5~3. 0 
(305) I (4.5) I 

550-----90 I 6.0""'2.0 I 
(368) 1 (4. 5) 

度年

26 

H 

1 A 1 

An 

267 71 82 18 44 Am 

品
券
神
州
同
窓
部
軍
司
開
業
時

94 

195 

135 

93 

92 

96 

122 

42 

61 

27 

均

Rn 

平

1 B 1 

植
民
ω
咽

253 

213 

I 195 

191 

206 

257 

174 

197 

91 

177 

149 

150 

138 

152 

107 

124 

86 

57 

50 

56 

63 

103 

58 

35 

129 

140 

131 

127 

30 

76 

72 

86 

83 

107 

81 

B:m 

平均

2 B 1 

Brr 

Bm 

Am 

All 

2 A 1 

平

218 132 76 

立地 1 のAU. Brr. AllJ. Bm区は4l{手以降の成長量は改植のものについての値である。

平
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6) 成長

立:也別，プロット別植栽後の生育状況ならびに年度別伸長量は表 1421(，立地別，疎密別樹高成長経過

を国101に示した。ただし，立地 1 の AI!玄， B 1 区以外は改植をくり返したため，立地 1 は， AI 区， B 

I 区について立地 2 と比較した。

立地 2 は l'同\)，'，1 な生育を示しているが，立地対IJ，疎密別の成長への影響はし、まだ歴然たる傾向を示してい

ない。

7) 被害

昭和39年改組した立地 1 のAn ， Bn , Am , Bmの各区は，積雪上l乙

新梢が出た昭和40年の冬期，とくに早春における寒風の害，あるいは乾

きの害とおもわれる枯損が積雪上の部分:ζ植栽本数の約95%発生し，ふ

たたび改舶の必要が生じた c

c. コパノヤマハンノキ厚賀試験地

1) 位置・面積

本試験地ば，札幌営林局管内厚賀営林!宮部内厚賀事業区 167 ろ林班

(第 1 試験区)，および74い林斑(第 2 試験区)に所在し， その面積は

l 167 _，~/'ì 
ιGY 

500 100011¥ 

図 102. コパノヤマンハノ
キ厚賀試験地第 1 試
験区位置図

関 103. 第 1 試験区配置関

/
j
可
\
\

〆
\

500 lOOOm 

図 104. コパノヤマハンノキ厚賀
試験地第 2 試験区位置図

図 105.
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表 143. 気j品，最高最低気温の極，降水量

観測所 I~~~占 日 1 I 2 I 3 I ι 5 I 6 I 
平均気温(・C) -5.2 -0.4 

! 
平均最高 ("C) -0.1 O. 3.9 10.1 15. 

静内 平均最低 ("C) -10.2 -9.8 -1.6 0.5 5. 10.31 15.41 17.61 12. 

最高の極 ("C) -9.5 9.6 13.5 19.5 25. 27. 3~ 20.5! 35.5! 31. 
最低の極 ("C) -18.2 -9.7 -3. -0.5ふ1| 7.7.41. 
降水量(mm) 48 82 89 %1 13. 3 11. 1::1 14. 

平均気温 CC) -6.01 -5.2 ーljij

:1ijJj l 
平均最高(・C) -0.61 0.81 3.91 11 17. 25.8; 21. 9 

御閤 平均最低 ("C) -11. 41 -11. 11 -5.8! -0 4. 

最高の極 ("C)
8.C292.3.6R U A14.022 

26. 32.51 29. 

最低の極 ("C) -23.2l -22.71 -20.01 -13 -4.5 5.01 l. 

降水量(mm) 481 311 15 89 1371 14. 

表 144. 最深雪，雪と痛の季節，降水日数

霜 |日降水量

112 

御 122 

つぎのとおりである。第 1 試験区1. 2ha，第 2 試験区1. 2ha，合計2.4haである 2 第 1 試験区第 2 試験区の

位置図および配置図は図102 ， 103, 104, 105で示すc

3) 立地

イ〉気象

試験地の気象概要はもより観測所静内，御園のデータを引用して図106，表143，表144に掲げた。

ロ〉 地質・地形・土壌

試験地の立地の概況は表145のとおりであるぞ

.C 

静 内
25 

131  追 15

10 

5 

℃ 

25 

20 

気 15

5!�. 10 

佃圏

E 

A.O 印加 100 120 140 160mn 

降水量

悶 106. もより観測所におけるクリモグラフ
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11 十
度

厚賀 [2J

BD 
土壌代表断面図

厚賀[1 ] 

BD 
図 107.

-
3一

-
2

一

ー
ー
ー
コ
ペal
l

司

4
4
1
4
J
J
J
q
州
」

年
一
1
2
3
&

仏

ω
一
7
2
2
3
3

一

一

1
3
2

・
一

1
1
2

一

全
一
一

1

一
一
一

-
5
8
8
4
3
3

一

9
0
7
R
M
o
r
o

一

一
・
・
・

-
-
-
O

一
・
ー

.

.
 -
-
A
V

一

一
旬
A

今
A
"
b
4

・

0
J

一
つ
ム
園
内
4

『
J
q
u
q
u

一

は
ご
一

1

→
←
一
一

l
J
a

一

\
一
一
1
1

寸
j
i

吋
ペ

r
1
6
1
Z
1
5
J
i吋|
一

一
4
9
0
m
J
J一3
8

→
口
4

一

1
!
l
i
-
-

刈
「
d
ぺ
1
3
5
E
J
Z

」

3
2
1
4
1

日
l
d
l
H
コ

-
A

一
・
・
・
・
・
っ

A

一

1
6
6
5
3
1

一

0
6
4
3
1
1

一

一1
1
2

一
一

1
1
2

一
一

統
年

n
u
n
u
n
u
 

q
u
q
u
q
u
 

10 

一
旬
一
却
m
m

表 145.

言験号|緯度NI 経度E
火山放出物

11 

40 

2 

。

第P.I

試:vs
1突

区aBl

自然状態におけ試験地の土壌断面形態は図 107 :と，

淘汰分析の結果を表147る理学性は表146，図108に，

に，化学的性質を表1481ζ掲げた。

|二壊注目高沿岸地帯に分布する火山灰土壊である。

表周は有珠火山灰の風化物で未熟な浮石砂をはさんで

いるのその下層ば洪積埋没土壌である。土佐は砂壌こ1'，

ないし砂土で理学性良好，酸性弱く，置換性塩基に之

リン酸吸収力も小さく，化学性も不良ではな

試験区設定のねらい

し 1， \が，

七、 c

日高地方の太平洋岸で積雪少なく，比較的温暖な気

候である。立地区分は海岸からの距離によって区分し

S: 溜土

胃:縁取慌t11

た。立地 1 (第 1 試験区)は小沢の南東斜面，海岸よ

り約 2km，立地 2 (第 2 試験区〉は丘陵性山地の陵線

土壌の 3 相組成図 108.

!こ近い斜面にあり，海岸より約 15km 離れたところで

あるリ
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表 146. 自然状態における土壌の理学性

?téヨ，・ 積 組 成 (労)
試験区番号 用位

|採取時水分 最大容水量|最小容気量細 礁 4艮

A 16.6 0.5 1.0 72.2 9.2 

V. S 16.1 1.7 。 34.6 51. 2 31. 0 

1I B1 35.6 9.4 。 36.1 27. 1 17.9 

A 20.4 1.6 45.3 69.0 9.0 

2 V.S 21. 6 一 34.0 51. 8 25.0 

llA1 26.8 1.1 1.0 68.7 68.7 3.3 

孔隙区分 (%) 3 相組成 (%) 

〈透ccf水min性>試験区番号 届{立
全孔隙 組孔隙 細孔|斑 国 水 空

A 81. 4 52. 1 18. 1 46.9 128 

V. S 82.2 62. 7 19.5 17.8 34.6 47.6 123 

II B1 45.0 20.6 24.4 45.0 36.1 18.9 53 

A 78.0 43.4 28.6 45.3 32.7 150 

2 V.S 76.8 54.5 22.3 23.2 34.0 42.8 225 

II A1 72.1 19.3 52.8 38.0 62.8 - 0.8 54 

表 147. 土壌の機械的組成

試験区番号|層位 粗砂 (%)1 細砂(労)1 砂計 (%)1 徴砂防)1 粘土(%);土 性

A 56.2 24.2 80.4 11. 8 SL 
V.S 79.7 6.3 86.0 11. 0 3.0 S 
II B1 19.2 42.3 61. 5 27.7 10.8 L 
II B2 13.4 61. 7 75.1 23.0 1.9 SL 
II Bs 17.0 56.0 73.0 却.3 6.7 SL 

A 56.1 25.2 81. 3 8.0 10.7 SL 
V.S 85.0 11. 3 96.3 0.2 3.9 S 

2 II A1 84.8 3.9 88.7 9.5 1.8 S 
llAs 4.3 56.4 60.7 27.0 12.3 L 
llB 4.3 61. 5 65.8 26.4 7.8 SL 
llC 7.1 60.1 67.2 23.8 9.0 SL 

3) 造林

イ)苗木

供試苗木は青森，岩手両県の森林組合連合会の酋畑において，昭和37年まきつけ，同年 6 月床替育成さ

れた 1 年生苗を，昭和38年 3 月購入輸送のうえ現地仮植をした。仮楠日数は25 日間である υ

ロ)植付

試験地の地ごしらえは，昭和37年 9 月全刈火入れ地どしらえをお乙ない，昭和38年 4 月くわによって植

穴を掘り植栽した。

ハ) 活着と補植

植栽当年秋における各プロット別活着状況は表149のとおりである。

補植は立地 2 について，昭和39年 4 月 18 日にお乙なった。補植苗は試験地内補値用苗木を移櫨した。
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表 148. 土壊の化学的性質(細土乾物r:þ%)

試験区 l pH 置換酸度有機物炭素窒素炭業率 i理換性害時リン椴
番号層位 i i C N clN 石灰

If2O KCl yz E072..7z24 u | <5H> (帰)1 I (%)1 (~) 吸収係数
A 5.51 5.01 0.631 7.741 4.491 0.431 10.41 03.01 0.019 1 180 

C 1 5.51 5.01 0.631 0.211 O. 121 0.061 2.01 00.31 0.00051 216 

J 1 llBl 1 5.31 4.3! 3.751 1.551 0.871 0.121 7.31 00.91 0.0171 349 

EB215243133 師1.771 O. 181 9.81 ∞ 51 0.015 1 1. 1拍

llBsl 5.21 4.31 4.381.. 1.941 1.131 0.161 7.11 00.41 0.0111 602 

A 1 5 ・ 5.~ 0.6~ 10.2~ 刊 0.511 11 ・ 61 0・ 581 0.031 問
Cl 1 5. ふ 0.631 0.73: 0.421 O. 111 3.81 0.041 0.00051 278 

C21 5.11 5.01 0.631 0.311 0.181 0.071 2.61 0.0310.0081 15 

II All 1 4.9j 4.7! 1. 251 8.091 4.691 0.371 12.71 0.191 0.015 I 1, 513 

II B 1 5.01 4.71 1. 251 3.511 2.041 0.231 9.01 0.061 0.011 1 2, 220 

4) 保育

イ)下刈

下刈りは植栽当年に 1 回，すなわち昭和38年 7 月上

旬実行して魅了した。

ロ) 野鼠の防除

野胤の防除は表150のとおり実行したろ

ハ)間伐

昭和43年11月 7 日，実行方針書にもとづき密相互区の

間伐を実行したつ

の施 JJ巴

第 1 回目すなわち植裁の年の施肥は， 1 本あたり過

リン酸石灰26g を植穴底に施し，よく土とまぜ，あい

土をして苗木を植えつけたのち，その根張りの上部に

環状に⑪ちから粒状 3 号 100g を施し覆土した。

表 149. プロット別活着状況

符プロッ!トオ I 植栽本(数本) 枯
( 損本) 活着(率%) 

Al 299 5 98.3 

An 11 。 10.0 

Am 1/ 6 98.0 

BI 590 5 99.2 

Bn " 4 99.3 

Bm 11 98.8 

A1 598 13 95.6 

An 11 20 93.3 

2 Am 11 6 98.0 

Bl 598 20 96.6 

Bn ノ， 11 98.2 

BlII 1/ 17 97.2 

第 2 回目は植栽翌年の春!三⑪ちから粒状 3 号 200g (1 本あたり)を，植栽木のクローネ直下の円周上

3 か所に施した。

表 150. 野胤防|家経過

回数| 2 3 

昭38年 11月上旬 39年 4月間 39年11月 13 日

ラテミン T. S 剤 T. S 剤
防除法 0.5kg/ha 0.33kgfha O. kgfha 

s 

リン化0亜.5鉛kgf 
人力散布人力散布へ リ散布

4 

40年 11月 20 日

フラトール
0.5kg/ha 

リン化0亜.5鉛kgf ha 
........ 散布

p 
d 

41年11月 11 日

リン化亜鉛
0.5kgfha 

F.T剤
0.5kg/ha 

人力散布
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表 151.施肥経過

2 回 目 1_3 団目

施肥 I .1 木あたり施肥量お
年月日|よび施112法

41. 6 I ⑮ちから粒状 1 号
300g 

立 地|||施年月肥日 I よ1 木ぴ陶あた肥法り施肥量お I 施年月 JJ~日\よ1 本び施あb た肥法り施哩量お

!昭38・ 4 ⑪ちか1ら00粒g状 3 号 39. 51 ⑩ちか2ら00峨g 3 号
過リン酸石灰 26g 26--.....29 

2 
穴 施 I]!:l. 点 法

注) N P K 

⑪ちから粒状 3 号 3 6 4 
1 号 6 4 3 

過リン酸石灰 可溶性 18.5%

栽

全面地表散布

m 第 3 回目は植栽後 4 年巨の春iζ@ちから柱状 1 号

300g (1 本あたり)を，全面地表散布した η 施 'l~ の

様過をまとめれば表151のとおりである。

6) 成長

全体に成長はきわめて良好である。立地別，プロッ

ト別納栽後の生育状況ならびに年度別伸長室は表 152

lこ，立地別，疎密別樹高成長経過を図109~と示した「

立地のちがいによる成長の影響はいまだ判然としな

いが，疎密の成長に及ぼす影響は，樹高ではいずれの

立地 1 火』灰 1m I毎岸山以 立地も密植区がよい成長を示しているが，直径ではわ

8 
厚首

7 

6 

1
 

.
供
H
r
v

・
B
A，

5 

4 

I自1

3 

2 

立地 2 '/ // 1ちK

O 
He~c: 38 39 40 41 42 簿

図 109. 立地別，疎密別，樹高成長

ずかに宙植区が劣る傾向を示しはじめている c

7) 被害

特記すべきものはないが，昭和40年10月の早霜害に

よって梢頭部枯死が認められ，被害率は 1 立地80.96 、

2 立地40----50%であった。まれにナラタケヨヨによる枯死木，エゾシカの食害による枯死木が認められたコ

D. コバノヤマハンノキ白老試験地

1) 位置・面積

本試験地は札幌営林局管内白老営林署部内白老事業区 244 い林班(第 1 試験区)， 26 り;体班(第 2 試験

区)， 69ほ林道E (第 3 試験区〉に所在し，その面積はつぎのとおりであるコ第 1 試験区，第 2 試験区， 第

3 試験区ともそれぞれ 1.2ha，合計 3.6haであるJ 第 1 ，第 2 ，第 3 試験区の位を図および記置図は，そ

れぞれ図110 ， 111, 112で示すじ

2) 立地

イ)気象

試験地の気象概要は，もより観測所登別，苫小牧のデータを引用して図113、表153， 154に掲げたっ

ロ) 地質・地形・土壌

試験地の立地の概況は表155のとおりである。
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位置図

図 110. コパノヤマハンノキ白老試験地第 1 試験区位置
図および配置図

配置図

図 111. コパノヤマハンノキ白老試験j也第 2 試験区位置図および配i宣図

配置図

図 112. コパノヤマハンノキ白老試験地第 3 試験区位置凶および配置図

表 153. 気温，最高最低気温の極，降水量

観測所局よ~I 2 3 4 5 6 7 8 9 

「均気温Cc) 一 一 -1 9.61 19.81 16.d 

登 平均最高Cc) I o. 31 o. 91 3. 5: 10. 
126..d 3到7; 1 

19.1 23. 25.0 22.2 

平均最低(・c) ー 12.o -12.9 6.5 -2.1 2 4 7. 1 
12.414.J6EZ E 9目 8

Ij 最高の極(OC)I 6・ 21 9・ 4 11. 5i 22・ 25. 29.5 

Z'J I 最低白町C) ー28.5: -汁 -20.0 -11 -9. 1. 5 4.51 1. 

降水量(mm)I 77 I 65 I 94 I 86 149 207 226 I 236 I 317 

苫 1 平均気温〈 C〕 1 -:j -4.4' -0.8 4.6 
193..d 4 1| 

12.9
1 

17. 61 20. 2 16. 

l 平均最高CC) ー -0.3 2.8 8.7 15.7 20.2 23.0 20.8 

小 |平均最低CC) ー 1 -4.6 0.8 5. 12.9 

最高の極COC)
牧 |最低の極CC)

l 降水量(mm)1 6 84 95 176 
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'C 
25r 登 理IJ -3C 0I 

25 

rx 気 20
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1草木霊

15 
ご

1I日E且
10 

苫小牧

ﾔO 80 100 120 140 160 180rnl1t 

1轟1\豊

図 113. もよりの観測所のクリモグラフ

表 15，1. 最深雪，雪と霜の季節.降水日数

観測所

登別

苫小牧(
143 

112 

表 155. 試験地の立地の概況

度 地 況 .:1: 域 τ! 前生林の
E tti 瓦|方位両47草刈材料 1 土壊型|状 況

…|火山性台地 ;二|トデ I 180 火山放出…1，._，叫主婦ンタモ
， 24年生トド、ヱゾ

141 0 13' 新第 3 把丘陵 I S E 5~lO ol 250 " 1m 造林跡地，
未立木地

2 42033' 

3 42
038' 1':10 15'

, S E 5'"'-'10
。

325.， BD(d) I 昭35年風害跡地，
"'-'1m I 未立木地

土元一 11 下三一三~I函瓦

127-1 711 
叫ー!lm8-1

10 

試験地の土壌断面形態は悶 1141こ，自然状態におけ

る理学性は表156 ， 凶1151ζ ， 淘汰分析の結果を表157

に，化学的性状を表1581ζ出げた。

土壌は樽前(筋 1 試験|孟 立地 1 ).萩野(第 3 試験

区立地 3 )，竹Mì (弟 2 試験反立地 2) と 3 立地 lこ

分かれているが，いずれも間前および有珠等の火山灰

土壌であるわその拡)f'Jをなすものはいずれも文弱，倶

多楽カルデラ等の ~tl己溶れで火山地形の慢食進行中の不

安定なステージにある。

立地 1 (樽前)は洪積火山灰の埋没土壌上lζ堆積し

た火山浮石の風化土壌で，問辺には溶岩流の風化土壊
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表 156. 自然状態に

試験区 l
肘

番号
位一←一 一一プ←ー
細土 1 礁

，丹叩

谷イ'ii

根

組成 (96)

|採取時てk分 最大容水fih 最小容気品

A

じ
臥

10.4 

26.8 

29.8 

6.9 

5.3 

O. 7 

2 
0.5 

4.6 

-
A
R

辺
唱

E
A

A

A

C

 
3 

A1 
H 

mBl 

14.5 

24.4 

8.3 

18.6 

8.5 

1.9 

6.5 

14.4 

3.0 

0.1 

0.7 

0.1 

2.1 

15.2 

0.5 

0.2 

38.5 

42.1 

14. 7 

54.2 

58. 7 

53.6 

44.5 

37.1 

62.4 

54.8 

59. 1 

66.9 

63.9 

62.4 

55.6 

44. 7 

表 157. 土壌の機械的組成

言験号|層 位 l

l A! 川 lB 12.1 

III A 27.6 I 

皿 B 13. 1 ト

I /¥1 23.5 I 29.9 53.3 29.3 17.4. I CL  

I A2 34.0 38.3 71.3 21.8 7.0 S L 2 I 通............

C1 81.7 9.3 91.0 5.9 3.1 S 
C 2 95. 0 2. 0 97. 0 1. 6 1. 4 S 

粗砂〈忽〉|組|砂(%)1 砂 ITH96)[徴砂(96)1 枯土(96)j 土
56.0 13.7 I 13.7 I 

56. 4 i 37. 4 6. 2 

62.3 32.3 5.4 

53.8 39.7 6.5 

38.2 

44.3 

34.7 

40. 7 

17.3 

13.0 I 

9.7 I 

17.9 

5.0 

12.1 I 

18.8 

32.2 

t:l: 

L 

L

L

L
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11. 7 

13.7 

40.4 

1.5 
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38.6 

54.4 

64.0 

35.2 

51. 0 
64. 。

57.5 

66.1 

77.7 
75.6 

52.5 

65.2 

24.3 I 

24. 1 

17.6 

17.8 

38.8 

23.4 

18.2 

9.8 

4. 7 

6.6 

8. 7 

11. 5 
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800n 4 80-1 -<0 .. I 
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図 114. 土壌代表断面
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おける土壊の理学性

孔隙区分開 I 3 相組成切〉 !透水性
全孔限 1m 孔隙 l 和!孔|涜 li'il l 水 | 空 叫min

79. 7 

67.8 

68.8 

48.1 

45.3 

45. 1 

31. 6 
22.5 

23. 7 

167 

50 

113 

20.3 

32.2 

23.2 

38.5 

42. 1 

44. 7 

41. 2 

25. 7 
24.1 

84.8 I 

68.9 90 

43.3 

33.9 

15.1 

31. 1 

365 54.2 

58.7 

30.7 

10.2 

41. 5 

35.0 

219 

74.5 

74.4 

76.9 

21. 4 
45.1 

49.6 

53. 1 

29.3 

27.3 

265 

340 

380 

53.6 

37.1 

44.5 

25.4 

23. 1 

25.6 

21.0 

39.8 

29.9 

示嗣，C~. ,'- i 
番号|四 l

A 
B , 

IllA' 
1m:¥. 

2 

-
胃

A

の
h

F
h
h
G
ω

一
F
h
h
c
E
m
m

3 

友 158. 土壊の化学的性質 (~~II土乾物中 9ó)

p-I~- 1ll:I扇面市 I I:-lt 訂22FEEt4刀両:. t~長;if7弓
1ï 灰カリ i

H20 ~ KCl' Y1 (劣) C C9ô) , N(信) C IN (先) (労)i吸収係数

4.8-J-.J3ムlh7l\.d 瓦571 i2.3「…21 ~.O~l-r寸，長
川 :':i 1 ・叫 4・ ~:I μ9， O. 刻 8.6 0・ 051 0・ 014 ! ω 
5.1 4.5•1. 25' 4.171 2.42 0.24 10.1 0.031 o. ∞021 618 

5.0 4.7, 1. 251 1. 70 0.98, 0.13
1 

7.5: O.ω0.0∞2i 417 

4.6 4.2
1

, -¥  31 ・ 20 18 ・ 101
O. 65¥ 27. 9

1 0・ 151 O.ω31μ70 
4.8 , 4.4' 2.50 22. 111 12.831 0.62

, 

20.7 0.32, 0.040 1 1, 127 
5.2 4.5, 1. 88 6.39' 3.71i 0.29 12.8, 0.08 0.015 • 494 
5.2 4.51 1. 251 1. 05

1 

0.611 O. 11 5.5i 0.06
1 

0.010 463 

5.1 "r.6' 0. 63十 0.311 0.18 0.06 3.0' 0.020.001 256 

3.91--3.γ 一一 57.吋乱 2n 1.5~ 21 ・ 6j 0 ・ 311 0・ 081 I 

4.4 3.9 7.50 15.52 9.01 0.72 12.5~ 0.14 0.025 i , 158 
4.8; ";'.2 5.63' 7.32' 4, 24 0.41 10.3 0.13, 0.011 , 1, 328 
5.d 4.4 3.13 2.90' 1.68 0.19 8.8 O.li 0.011 997 

5.04.511.883.582.080.2119.90.050.008988 
~. ~~I .~. ~~I 

5. 0: 4. 4' 3. 13' 1 1. 711 6. 79 O. 60' 11. 3 O. 05, O. 008 I 2. 084 
5. 1 4.7 , 0.63, 10.31' 5.33

1 

0.62 8.6 0.04' O.…土 2， 541

も分布する 3 その断IfIiをみると地表下 30Cll1付j止に半 1"， 1結の阿がみられるつ土，ttは壊土で，有効土問の石

灰，カリ含量，リン殻吸収力などもまずヰl店と考えられるコ

立地 2 (竹浦)は有珠火山の浮石礁がもっとも!事く堆積した地帯で?未熟土域であるて土性は火山放出

物の浮石傑土でj並気， J歪*'t~l:過大である，

立地 3 (萩野)は同じく有珠の火山浮石際問の上i乙灰青色の火山灰風化物 All"'ìをこうなるが浮石傑屈は

竹浦よりうすく.そのー下方:と埋没土壊がli'，現するり土壊の理化学性は中位にあるが地形的に尾根部の凸斜

面で，海抜高も 3 立地中最前iである。

ハ) 試験区設定のねらい

間雪量の少ない太平洋岸の樽前，萩野，竹浦担当区部内 iζ海岸線より， それぞれ約10kmllt奥に設定し

た。これら 3 立地は海技高と土壌条件lとより区分したものであるの
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表 159. プロット別活着状況

符プロッ号ト|植栽本(本数〉 |1 粘〈損本)1l 活着(率50) 

1 AI 293 。 1∞ 
An 1 99.7 
Arn 3 I 98.9 

BI 594 2 99.6 
BIl 2 I 99.7 
Bm 。 1∞ 

2 A 1 336 19 94.3 
An 60 82.1 
Am 50 85.1 

BI 594 114 80.8 
BU 133 77.6 
Bm 66 88.9 

第
2 

験
女

人 cl 円聞なし
竹
:両

3 A 1 I 336 28 91. 7 
An " 43 87.2 
Am 44 86.9 

BI 638 , 74 88.4 
Bn 61 90.4 
Bm ,': 86 86.5 

S: 細 ì G: 器 R: t~ 
百: tt電信R宵羽田.](:最^~t雪 Ämin: 最小宮貴君

凶 115. 土壊の 3 相組成

立地 1 (樽前)は海銭高 180m ， Im，，-，BD 型土壊，立地 2 (竹浦)は海依高 250m ， 1m 型土壌である c

立地 3 (萩野)は海抜高 325m ， Bo(d)'"'-'lm型土壌で，地形的 lとも凸斜面で風当たりが他の立地よりやや

強いハ

3) 造林

イ)苗木

供試苗木は青森，岩手両県の森林組合連合会の苗畑において，昭和37年まきつ 11，同年 6 月床替育成さ

れた 1 年生閣を，昭和38年 3 月購入輸送のうえ現地仮唱を Lた。仮制日以は28~"36 日間である己

ロ〉植付け

試験地の地どしらえは，昭和37年 9 '"'-'10月全刈火入れ地どしらえをおこない， j昭和38年 4 月機械により

植穴を掘り植栽したむ

J 、) 活着と補植

植栽当年秋における各プロット別活者状況は表159のとおりである。

補楠は立地 2 については昭和39年 5 月 7'"'-"9 日， 立地 3 については昭和39年 5 月 12""""13 日!とおこなっ

た。補櫨商は試験地内補植用苗木を移植したの

4) 保育

イ〉下刈り

下刈りは立地 1 については，植栽当年 1 回で終了し，立地 2 は，植栽当年は年 1 回，翌年，年 2 回おと
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ない，植栽後 4 年自に 2 回おこなって終了した。さらに立地 3 は，植栽当年，年 1 回，翌年，年 2 団お乙

なって終了した。実行経過を示せばつぎのとおりである。

一一十一一ー実一一軍--，毎 期

回数|ト 守月日 一!|阿
i立地 1 i 立地 2 1 立地:3 11 

J8・ 6 下旬 I 38. 6 下旬 1 38. 6 下旬 1
2 終了 39. 6. 6 39. 6. 6 

39. 8. 11 39. 8. 11 

実 施 時一一扇

引一年月目
立地 1 I 立地 2 I 立地 3

4 I 41. 6.21 -1 終了
5 41. 8.13 

ロ) 野崩の防除

野}誌の防除は表 160 のとおり実行した c

5) 施肥

第 1 回目すなわち植裁の年の施IJ巴は， 1 木あたり過リン酸石灰26g を ft~i火l氏に施し，よく土とまぜ，あ

い土をして商木を植えつけたのち，その恨張りの上部に環状 1<::⑮ちから粒状 3 号100g を施し，覆土した。

第 2 回目は植栽翌年の春に， ⑪ちから粒状 3 号 200g (1 木あたり〉を，植栽木のクローネ直下の円周

上 3 か所 lと施したの

第 3 回目は楠栽後 4 年目の春に⑪ちから粒状 1 号 250g (1 本あたり)を，植栽木の根元環状{ζ地表面

散布をおとなった。施~Eの経過をまとめれば表 161 のとおりである亡

6) 成長

立地別，プロット別植栽後の生育状況ならびに年度別伸長量は表 1621ζ，立地別，疎密}}Ij樹高成長経過

表 160. 野鼠防除経過

回数 1 I 2 3 

昭38年10月下旬 38年 11月 8 日 |林 41年 11月 半立地 2 はリン化亜鉛
ラテミン ネリン化亜鉛剤 O.8kg/ha 人力散布

防熱法 O.5kgfha I O.5kg/ha: T. S 剤 料
T.S 剤 0.5kglha 1 47~1.2kg/11a 立自英「地「f l , 2 につき

人力散布 .へリ散布 人力散布

表 161.施肥経過

試験区|ー」
|施肥

番号!時期
量同】

時
一
施
法

|
一
り
肥

一
た
施

i

一
あ
び

量
一
本
よー・

お

2 

一
量

一
肥

目
一
施
法
一
り
肥

一
た
施

]
一
あ
び

恒
一
本
よ

一
l

お

3

一
肥
期

一
施
時

一
量
一

一
肥

目
一
施
法

一
り
肥

一
た
施

l

一
あ
び

恒
一
本
よ

ー
お

昭38年
4 月

同
首d
m

一

状
布
一

粒
散
一

ら
友
一

か
地
一

ち
状
一

⑩
環
一

目
的
叩J
~
お
一

昨
叶
ル
リ
一

g

一

号
∞円
一
i
w

一

か
法
一

ち
点
←

(

3-

d
~
旧
一

矧

m
m一一

g
g

一

号
∞
お
一

山1
灰
一

粒
石
一

ら
積
肥
一

か
ン
施
一

ち
リ
穴
一

⑮
過
植
一2 

3 

注〉⑪ちから粒状 1 号
3 号

過リン般石灰

N P K 
ﾛ 4 3 
3 64  
可溶性 18.596 
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Am 

1 B 1 

BII 

Bm 

2 A 1 

AII 

AUl 

平均

均

休業試験場研究報告第 233 号

173~ 33 
(115) 

155-----47 
(109) 

176-----46 
(119) 

111 

300---110 
(225) 

280........100 
(205) 

330"-'100 
(221) 

217 

430~210 
(338) 

440........190 
(350) 

470........180 
(338) 

342 

2 B I 

表 162. 拍・栽後の生育状況(樹高および

ーた、調査年月rT7J'lo.Q::， rI =1 昭38年10月 I 39年 10月 40年 10月 41 年 10月

\林齢 1 2 3 4 

石ロッ 4 J EI l I[ H D H D 

167~ 40 320~100 420~130 5.0""""1.0 520~280 7.0~2.0 
1 A 1 "~(24)"~ ~~(246Y~ '~(s20Yv v'C3. 0') ~ ~~(435Yv "(4. tj 

190""'" 73 365""""110 440........200 5.0- ,1. 5 550--320 6.0"'-'2.0 
AII --(36)'v VV(263)"'" '-(36�)vV ""{3.8")'''' VV{45 ì)~v v'{4.9) 

178"-' 34 370........140 450-----200 4.5~:.0 520"-'340 7.0"'-'3.2 
(127) (265) (341) (2.7) (428) (4.6) 

平均 l 129 258 341 3.2 438 4.7 

195'-"'" 71 350~ 150 460---240 5.0........1. 5 540........440 7.0"'-'4.0 
(139) (280) (380) (1.0) (477) (5.3) 

却4~ 57 360""""100 460~200 5.0"'-'1.0 5ω........340 6.0~2.0 
(132) (264) (355) (3.2) (480) (4.9) 

197~ 59 390"'-'150 500........240 5.5........1.5 620........260 7.0~~2.0 

(147) (297) (398) (4.1) (472) (5.0) 

139 280 378 3.8 I 476 5. 1 

310........100 
(231) 

300-----120 
(229) 

295........110 

lω 223 

185~ 25 300........ 50 
(118) (180) 

200........ 30 I 310........ 60 
(121) (188) 

185........ 45 330""""100 
(118) (202) 

l 19 190 

200........ 40 300"-' 80 48~ 150 3 B I ~V;'.， ",... .... -N  I (129)-- --(214)-- '-(349) 
.. 180"""" 40 260........ 50 470"-'170 ]~ 11 LU;: "",;'S;...., "",v;-'." .... -,..,uv 
JI (120) (198) (323) 

'M  195.-....-55 380""""100 I 500"-' 190 l~ I゚ L ",/v
1 

~I""\ "'\uv vu;-'......~-，~ .... vu 
III (122) (216) (363) 

平均 124 ー209 345 

注) H: 樹高， D: 胸高車径，最高~最低
(平均)

B゚  

B 皿

3 A 1 

均

158........ 52 
(107) 

162.-.... 55 
(112) 

167........ 68 
(120) 

113 

AII 

AII 

4'ｭl
 

字
、e 均

460-----200 
(331) 

460--250 
(358) 

49ひ~240
(381) 

356 

5.0........1. 0 
(3.1) 

5. 0~ 1. 0 

(2.9) 

5.0--1. 5 
(3.0) 

3.0 

5.0........1. 0 
(2.6) 

5.5"'-'1.0 
(3.3) 

6.~ 1. 5 
(3.5) 

3.1 

忌20........310

(457) 

570..........300 
(436) 

580.-....320 
(456) 

450 

550........270 
(465) 

6∞........260 
(486) 

610........280 
(495) 

482 

7.0........3.0 
(5.1) 

8.0........3.0 
(4.7) 

7.0........3.0 
(4.8) 

4.9 

7.0........2.0 I 

(4.6) I 
8.0........2.0 I 

(5.0) 

8.0-----2.0 
(5.0) 

4.9 

4O~140 
(306) 

440"'-'140 
(313) 

490........170 
(337) 

319 

5.0"'-'1.0 
(2. 5) 

5.0""""0.5 
(2.6) 

5.0........1. 0 
(2.9) 

2.7 

580........240 
(426) 

600~260 
(440) 

580........240 
(417) 

428 

7.0........2.0 
(4.3) 

7.0........3.0 
(4.7) 

7.0........1. 0 
(4.4) 

4.8 

6.0........1. 0 
(3.1) 

5.0........0.5 
(2. 7) 

5.0""-'0.5 
(3.1) 

3.0 

610-----3∞ 7.0"'-'2.0 
(499) (4.8) 

62~340 7.0"'-'2.0 
(471) (4.7) 

6∞..........340 I 7.0........2.0 
(462) (5.0) 

4�7 4.8 
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灼商問径)ならびに年度別11þ長呈

42年 10月

。

-o  ，-昭 3~ 炻 I 39 守
, 8.1"-'4.0 一

(6.2) 円

9.0..__.4.0 
(6.8) 

8.0"-'4.0 
(6.2) 

6.4 

H 

690........,480 
(594) 

750..........5お
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70<r--490 
6∞) 
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720..........530 
(655) 

750"-'550 
(656) 

790..........520 
(680) 

664 
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97 

99 

年

-]43 ー

(単位 cm)

度 耳IJ 由
。

-= J月ヨー

40 年

長

11 

122 159 

127 

129 

74 

98 

138 76 

115 

90 

87 

97 

186 

172 

172 

8.0..........4.0 
(6.1) 

8.0..........4.0 
(6.1) 

9.5..........3.5 
(6.1) 

6.1 

109 

102 

117 

109 

141 

132 

149 

83 

100 

91 

10: 

141 97 

97 

208 

74 

126 

178 

93 

208 

160 

770..........480 
(636) 

800"-'440 
(639) 

790..........490 
(643) 

639 

10.0"-'4.0 
(7.1) 

9.0"-'5.0 
(6.8) 

9.0..........4.0 
(6.6) 

6.8 

85 

79 

89 

84 

110 113 

97 145 

119 

86 

118 

108 

179 

203 

187 

190 

770..........540 
(676) 

780........580 
(672) 

81(}--..-530 
(699) 

682 

8.5..........4.0 
(6.3) 

8.<r--4.5 
(6.1) 

9.0..........4.0 
(6.7) 

6.4 

77 

82 

90 

83 

124 

102 1:7 

134 

128 

114 

125 

211 

186 

204 

200 

750"-'520 
(635) 

740'""'-'5∞ 
(614) 

74<r--470 
(612) 

620 

8.5..........4.5 
(6.4) 

10.0..........4.0 
(6.7) 

9.5........4.0 
(6.7) 

6.6 

88 

91 

88 

89 

103 125 

120 

127 

80 

109 

209 

174 

194 

193 

750"-'470 8.5"-'4.0 
(666) (6.7) 

770..........490 8.5..........4.5 
(“7) (6.6) 

870..........510 9.5..........4.5 
(663) (6.6) 

665 6.51941  

99 

90 

92 

100 

117 129 

94 i68 

112 132 

62 126 

67 125 

8"': 135 

71 129 

85 135 

78 125 

94 147 

86 

150 

148 

99 

132 

:67 

196 

201 

188 
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同

7 

6 

5 

白老

一一一疎檀区 A

を図 1161<::示した。

古:lll!.による成長のちがいはまだ判然とした傾向を示

していないが.疎密の成長IC及ぼす影響は，樹高成長

ではいずれの立地も密航区がよい成長を示している

が，取径!こはいまだ判然と疎密の影響があらわれてい

樹 4 t,i.'.. ~ c 

7) ~史官
竺~ ':1 

辿年の寒風害のため複fì~木を呈するものが認めら

れ佐立地とも!尽風害による梢頭部枯死が20%ほどあ

る c 立地1， 21こナラタケ菌による枯死木がまれにみ

とめられ，また日!f兎害が立地1， :}!こまれにみとめら

れた D

'RJ 

2 

立地 1*山性t Im-Bo 標高 i80市

立 tl2 .,. 1m l' 250m 

Ei~ 3 IJ BD(d川市 ρ 325m

o詔U13B 39 40 41 42 写
図 116. 立地別，腕密別樹íRî成長

E. コバノヤマハンノキ八雲試験地

1) 位置・面積

本試験地は函館営林局管内八'"_E営林署部内長万部国有林八雲事業区21と林組f.に所在し，その面積はつぎ

のとおりである。第 l 試験区1.2ha，沼 2 試験区1. 2ha，作ii-[・2.4haである c 位置図および配置図は図117 ，

118 で示す。

2) 立地

イ)気象

試験地の気象概要は，もよりの観測所長万部，国縫のデータを引用して，図119，表163， 164に掲げた。

ロ) 地質・地形・土壌

試験地の立地の概況は表165のとおりである c

試験地の土壌断面形態は図120:と，自然状態における理学性は表166. 図121:ζ ， 淘汰分析の結果と化学

的性質はそれぞれ表167，表1681ζ示した。

土壌は渡島半島の基部，長万部に近く，新第 3 紀地帯IC分布する土壌で，母材は変朽安山岩，緑色凝灰

岩，凝灰質頁岩などである。内浦湾にそそぐ紋別川支流の開析段丘而およびその上部の南西斜面jであるむ

表 16臼3. 気温，最高最低気温の極， ;薄嘩水量

観測所弓ìiI--土む 1 川2 I円3 .41川567 汁8 I円9
長 l 平均気温CC) 一吋一4.01 一ω 5.1ベlii 山叫山:川げ

!平均最高CC)I 一 O. 11 0.6 4.2 9.9; 1凶4.9 1悶8.11 2辺2.3司 2お5.2 2辺2.3，
万 |平均最低CC)判l 一 9.41 一 8.6副| 一 4.7 1 ω 5.3ミ| 川[ :河5.61 川 1叫

Z 最高の極(℃ )i 7・同 9.5 11.41 23.5 24・ 6， 28. 6' 33. 01 35. 0:1 29.0
1 

部 |最低の極CC?I -22.5 ー27. 5 -16. 3' -12. 5 -2. 4 3. 5 6・ 7 8.5 4-d 

降水量(mm)l_ 106 I 81 1 70 1 78 1 1∞ 123 152 I 157 i 167 1 

l 平均気温Cc)1 -4.41 -3. Ii 0.2 5・ 81 10.7i 14.21 1Ml 2ぱ 1MJ 

国 l 平均最高CC): 0.41 1.7 4.51 11.0 16.01 18.31 22.4 25.2 22.5: 
1 平均最低CC); -9.11 -7.8 -4.2: 0.6! 5.31 10.1 15.6. 17.4 13.0! 

縫 J 最高の極〈。 C)! - l  -l -1 • 一I -1 - - -
1 最低の極CC)' 一 一- -! ー -1

一」竺主主1ヤl~j 115L~5_~ 95 I 1勾 140I ~86 I 165 Iω 
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図 119. もより観測点のクリモグラフ

表 164. 最深雪，雪と霜の季節，降水日数

~- ~~_I一一竺-雪 量匂)一一! 雪 -i 霜 lpm 
観測所 .Fl' 10 111 川 1 I2 I 3 i 4 I 5 i最深!初日 1 終日|初日|終日|主治議
長万「つ|雨丙 14011371 3ト1140' 10月叫州叫

l1 I 12 I 全年|統計年度
11.5 吋 -1 ・ 8 吋 20
16.9, 9.2 2.4 12.2 20 

6.11 0.0 -6.d 3.3! 20 

27. d 20.01 13.01 35.0 

-1.5 -12.0' -19.0 -27.5 

109 i 89I 83 1 ， 315 ，却
11. 6 4.0 ー1. l' 8.01 10 

16.9' 8.9: 3.4' 12.61 10 

63|-1 マ 3110

89 11 , 418 I 
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表 166. 自然状態;ζ

細
位
一

一
A
A
B

屑
区
号

験試
番

土 諜|根
0 

o 
3.5 

- 1.3 

0.4 1 1.7 

9.3 I 0.5 

1.8 

0.3 

0 

組成(%)

i 採取時水分 i 最大容水量;最小容気量 1
56.4 I 75. : 10. 1 

65. 3 75.8 I 3.9 

48・3ω|ω

44.9 63.7 I 

56.7 70.8 1 

47.4 57.9 

18.2 

4.8 

13.6 

容

13.0 

20.0 

24.8 

A1 
2 1 A2 

B1 

16.8 

22.2 

18. 7 

表 165. 試験地の立地の概況

嘉吉緯度|経度「-h---l寸1二五

務号 N E I 地 形 i 方位涙「同i:~)I玉瓦 :fò午勾~I 前生林の状況
4幻 I 140

v

17
1 I tRJW~.fi: ,.sy.:ij1 1 0" 100 1 変朽安山岩 1 BE ダケカンパ広葉樹林

2 I " ! ノ"第 3 紀 I sw  12μ4 0 I 18加o 新節 3 紀 B プナ，ホオノキ，
|丘陵凸斜面.;J H i"-Z I 祝灰質頁岩 D カエデ，広葉樹林

表 168. 土壌の化学的性質〈細土乾物中%)

試験区1___ I pH 1置換酸度|有機物|炭素!窒素 炭素率 i 置換性 l 置換性 i リン酸
|層位卜一一一一-'-i 石灰|カ リ|

番号 I i HllO KCl 1 Yl j (%) C(%)I N(%) C/N ! (96)1 (%)1吸収係数

守 F !ωI 4.51 -;ω413MO1.13131.3! 。三Jl示「て
Al ¥ 5.0 4.71 1. 25' 14.841 8.61 0.76 11. 3 0.34' 0.0441 803 

A2 1 4.9: 4.41 4.38' 12.511 8.031 0.72' 11. 2 0.06i 0.016 1. 760 

B1 4.91 4・ 2 13.751 山i 川!ω: 川 0.051 0 吋 1 ， 482

4.η4.2'→ 60.871 35.311 1. 541 22.9 0.77 , 0.144! -

4. 司 3.71 7.521 24.3i 14.14-1 0.80 17.71 O. 191 0.050 , 957 

2 1 A2 1 4.61 4. 11 9. 一1 7.12 4.181 0.30 13.91 0.04' ー l
4.34・ 1115 州 4 矧 29010261112! ね ;ZI12;
4・ 61 4・ 21 11・お い3j 3・ 15 1 0.30; 10・ 5! o 叫 0・∞81 1, 683 
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おける土壌の理学性

孔 隙 区 分(96) 3 相 組 成(%) 透水性

全孔附{ 粗孔諜;細孔|喰 |品 ]Jく 空 cc/min 

85.2 34.3 50.9 14.8 56.4 28.8 297 

79. 7 21. 9 57.8 20.3 65.3 14.4 137 

71. 7 32.3 39.4 28.3 48.3 23.4 118 

81. 9 36. 1 45.8 18.1 44.9 37.0 178 

75.6 29.7 45.9 I 24.3 56. 7 19.0 174 

71. 5 29.8 41. 7 28.5 47.4 24. 1 224 

表 169. プロット別活着状況

五ロツ与 鰍〕九票〕115官)
A 1 I 

281 3 I 98.9 

正\rr 3 98.9 

Aru 3 98.9 

BI 500 2 99.5 

Brr 5 99.0 

B 皿 '1 ム 99. 1 

:¥1 301 16 94.6 

Alf 18 94.0 

AIII 11 3 99.0 
2 I 

B1 538 

Bn 11 4 99.3 

BII I 4 99.3 
E 

$:徒主 R: .tij; G' !軍
段丘面には BE 型，山麓斜面部iとは Bo 型が分布する。

段丘商には小沢あり，土壌断面にグライ胞の現われる

と乙ろもあり，下回に重粘な層が存在し， J~I!学性はあ

~Ii: {示臨時!1I::ñ W'T1 o.: 最大容J，\重 ，Änin: 最小宮気量

図 121. 土壌の 3 相組成

まりよくない。土性は埴壌土で透水性悪くやや過湿の傾向がある G

ハ〉 試験区設定のねらい

地3~，土壌型iとより立地区分し，立地 1 (第 1 試験区)は平坦， BE 型土壌， 立地 2 (第 2 試験区)は

立地 1 !と速なる平衡斜面上の残積土で傾斜24 0， Bo.-.....-Bo(d)型土壌である。

3) 造体

イ)樹木

供試苗木は青森，岩手両県の森林組合迎合会の苗畑において，昭和37年まきつけ，同年 6 月 j末卦育成さ

れた 1 年生Wiを昭和38年 3 月購入輸送のうえ現地仮植をした c 仮植日数は雪中35 日間である。

ロ〉村{付け

試験地の池ごしらえは昭和37年 7 月全刈火入れ地ごしらえをおこない， n日和38年 4 月機械によって埴穴

を掘り植栽した。

/..) 活者と補植

植;j主当年秋における各プロット別活若状況は表 169 のとおりであるけ
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補植は昭和39年 5 月 30日におとない，補植用苗木は試験地内補植用I宵木を移植した n

4) 保育

イ〉下刈り

下刈りは植栽当年に年 1 回おこない，翌年に年 2 回おこなって終了した c その実行経過はつぎのとおり

である。

恒|数 実施時期

1 38年 6 月 20 日

2 39 6 18 

3 11 8 21 

ヨ〉 野}試の防珠

野鼠の防除は表170のとおり実行したむ

ノ，)間伐

昭和43年10月 28日実行方針書にもとづき密植区の間伐を実行した。

5) 施 m~

第 1 岡田すなわち植栽の年の施JJ巴は， 1 本あたり過リン酸石灰26g を楠穴底に抱し，よく土とまぜp あ

い土をして柿木を植えつけたのち，その根張りの上部に環状に⑩ちから粒状 3 号100g を施し覆土した η

第 2 回目は繍栽翌年の春!と， ⑩ちから粒状 3 号 200g (1 木あたり)を，植栽木のクローネ宣下の円周

上 3 か所に施した弓

第 3 回目は植栽後 4 年目の春lζ ， 1 木あたり⑪ちから粒状 1 号300g. 宇スーパー 2 号400g そ混合のう

え， 1 本あたり樹冠および根系の占有面積!と 1 本あたり施肥量を均等に地表面全面己批布し士。施!肥の経

過をまとめれば表171のとおりである。

表 170. 野鼠防除経過

回数| 1 I 2 I3  4 5 6 

昭38年11月中旬139年10月 31 日 39年11月 10 日 140年 4月 29 日 140年11月 12 日 140年11月 29 日

防煎法|ラ t忌}lha l ラ 1.1んha TS 剤 ITS 剤 |ラテミン ITS 剤
0.7kgJha 1 O.5kg/ha! 0.3kgJha I O.5kgfha 

|人力散布 l へリ散布 ヘリ散布 i 人力散布 ;人力散布 i 人力散布

表 171. 施肥の経過

1 植栽時 I 2 何百 i 3 回目

立地 I +k nm I , -i-~ ~_ '̂ .w..~ mrr _Q_ I .f..(，~ mn I • + """ J._ ;". f.l,., 1Ir:J p_ I 1 施肥 1 本あたり施肥量|施肥 1 本あたり施肥鼠|施肥 l 本あたり施肥監
l 年月 111 および施肥法 |年月日|および施肥法 !年月日 おまび施肥法

i ⑪ちから粒状 3 号 i 飢 5. I @)ちから柱状 3 号 : 41. 6. I "ílPちから粒状 l 号
i I 100g ! 25~27 I 2∞ g I 14----16 I 300g 

1, 2 1 忠. 41 過リン酸石灰 1 !⑩スーパー 2 号
26g i 4∞g 

|植穴施肥 I I 3 点法 I 全面地表散布

注)⑮ちから粒状 1 号
3 号

⑩スーパー 2 号
過リン酸石灰

N P K 
643  
364  
12 25 21 
可能性 18.5街



ゆ
国
一
塁
街
道
覗
長
哀
悼
持
寄
議M
H民
鰐
建
時
鞘

H
時
{
い
(
盟
締
蹄
章
〉
(
間
活
誠
司
問
主
精
一
司
湾
岸
〉

表 172. hl1政伎の ~I:.lザ状此(樹高および胸高i出径〉ならひ'に年度別illl:民 1t (市位 cm)

王、 制的-月!日目38年10月|ル年1Oj=J 4叫川 41 1，引0月 42ìf.1O月 | 

林齢 1 2 3 4 5 

、←(一子1- -H H . 1" [)II  '~I -0--1-H l D 

1 185~ 67 l 3ω~'120 ! 伽vm ! 6・ 5'"'-'1.5 ' 600~340 I 8・ト3.0 ! ω~590 ! 10・ 5"""'4.0 I 

(127) : (231) (366) (4.2) (498) (~1) I (714) ! (7.7) 

I 212........ 90 I 370~ ，'130 480~200. 5.5 , ....0.5 610--340 9.0---4.0' 830.......,570 10.0--5.0 

JfLi J2。 lJ九016幻563L1932。!ぷii。 lOUo 
I (133) (202). (285) I (3.3) (473) I (5.7) � (710) (7.5) 

134 227 332 3.5 500 6.0 715 7.6 

218........ 33 I 370.........110 I 500~.220 I 5.5,....1. 0 I 600ん270 I 8. 0~2. 0 1 880~..680 9. 0~4. 5 
(147) i (264) I (372) Gt 3) I (484) (5.3) (795): (7・ 1)

195"~ 60 I 350----70 I 510"'" 190 I 6.0.......1. 5 ; 640~，250 I 8.0"'2.0 I 790......550 8. 0..._,4. 0 , 
(128) I (218) I (346) I (3.9) (543) I (5.6) : (700) I (6.5) 

223~ 50 I 350r~ 11 0 I 5却---230 I 5.0.......0. 5 I 600~/250 I 7.0......2.0 i 840~'640: 9.0........4. 5 I 
(124) I (223) I (366) I (2.7) I (515) , (5.5) I (760) (7.0) I 
133 235 31613.31514 5.5 I 152 6.9 

350---..105 I 490.......240 I 6.0,,-,3.0 I 610-....2卯 I 9. 0~3. 0 I 840~.590 I 10. :.>----5.0 !… 
(266) I (389) I (4.6) I (513) I (6.4) I (717) I (6.8) 山由

315"""120 I 450",-, 180 I 6.0''''2.0 I 550.......,300 I 8.0....3.0 I 840r...480: 9. 0.~4. 0 
(217) I (334) , (3.8) I (450) I (5.1) I (638) I (6.5) 

325..., 120 I 420""""150 I 1.0......0.5 I 590-....260 I 8.0'...3.0 I 760~560 1 9.0--4.5 I 
(244) I (334) I (2.9) I (475) ! (5.5) I (664) I (7.3) I 
243 I 352 I 3・ 8 I 479 I 5・ 7 1 673 I 6・ 9I 92 

I 480..._,180 I 5.5.......,2.0 , 680"'270 I 8.0.......2.0 I 8∞..._，600 I 
(25i")VV I .vC367yv I v. (3. -5) V I vVC5ω5

V I v'C5.4)v I vVC670Yv I ~'C6.6)v j 

350......100 I 530--210 I 6. 5~2. 0 I 690"'400 I 8.0......3.0 1 870"'640 I 9.5.......5.0 I 
(263) I (409) I (4.6) I (551) I (5.8) I (724) I (6.9) I 

380........150 1460---200 I 5.5--1.0 1550--320 17.0--2.0 I 780.......620 I 9.5""""4.0 
(247) 1 (3位) , (3.4) I (451) I (5.1) I (672) , (6.6) 

256 3793.8  514 I 5.4 I 689 6.7 
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成長はー殻!こ良好である。立地のちがいによる成長の

影響はいまだ判然としないが，疎密の成長!三及ぼす影響

は，樹高においては密楠区が，直径においては疎航区が

いずれの立地についても良い成績を示している。

7) 被害

昭和38年 4 "-'10月のrm'乙野兎による食害率 7泌を認め

たじ昭和39年10月の調査時に， 立i地也 1 にナラタケI院闘草剖i:にζ よ

1も弘いら」い官hj羽8 i白9 羽 41 

圏 122. 立地別，疎密別樹高成長 越冬中にお Jけ7 る雪圧のため'技ぬ :1土，技折れが10;箔話例干桂孟度

f認忍められ，その部分からの刷 ttï性病菌の侵入によって幹の枯死が若干みられた。
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6) 成長

立地別，プロット別植栽後の生育状況ならびに年度別

伸長畳を表172!ζ，立地別，疎密別樹高成長経過を図122

に示した。

F. コパノヤマハンノキ木古内試験地

1) 位置・面積

本試験地は，函館営林局管内木古内営林署部内木古内 JjJ:業区 106 は林斑に所在し，そゆ|討積はつぎのと

おりである。第 1 試験区1. 2ha，第 2 試験区1. 2ha , ;お.3 試験区1. 2ha，合計3.6ha であると位置国および

配置図は図123 ， 124で示すの

2) 立地

イ)気象

試験地の気象概要は，もより観測所木古内のデータを引用して，園125，表173 ， 174!C掲げた令

ロ〉 地質・地形・土壌

試験地の立j也の概況は表175のとおりである。

試験地の土;臨断面形態は図126tと，自然状態における限学性は表176 ， 図 127{C ， 淘汰分析の結果と化学

的性質はそれぞれ表177 ， 178に示した c

土壌は渡島半島突端部lζ分布する新第 3 紀壮年期地形の急斜面上に分布する土壌で，母材は凝灰質頁岩

である 3 土l層は頁岩の小角礁にとみ，土性は壊土であるが孔げき，透水性ともに大に過ぎるそ石灰，カリ

などの塩基含量少なく，酸性も強いので化学性もあまりよくない。ただし，立地 1 (南西斜面の下部 第

表 173. 気温，最高最低気祖の極，降水毘;

観測所-------項目』一-_月九|| 2 3 4 5 6 7 

平島j気温Cc) -3.5 -2.5 ~. ~! 6.9
1 

木 1 平均最高Cc) 1.3 2.0 5.8 12.4 17. 20. 24. 27.41 23.6 

古 平均最低Cc) -8.2 -6.9 -4.3 1.4 6. 10. 15. 18.11 12.8 

最高の極Cc) 9.6 13.7 15.1 23.5 27.3 30.7 34.5 35.0; 31. 2 
内 最低の極Cc) -22.5 -20.5 -3.2 O. 7 5.5 9.5i 3.0 

i 降水量(mm) 130 91 70 82 98 115 1 169 
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ヒ::..:::! 1--4 

U 500 1:l0Cr
. 

。 100 200m. 

1:Z1 123. コパノヤマハンノキ木古内試験地位l首位1 |てI ]24. 試験区配i呂図

。2C5 
W/(ME¥¥ 木古内 10 

以 20同
20 

430 0 A2  
30 

40 

501 1 IR 関

60 

:l下1;;: ~~r---寸 c
'加

80 
cm crn 

木古内い〕 木古内 [2] 木古内 [3]
eo lJO 120 40 印 80 m'l1

隆 7KI Bo (西} 日。 (d) (西) 80 (d)(凍)

凶 125. もより観測所のクリモグラフ 図 126. 土岐代表断面図

表 17 ，1. i.が荘重・ 13と霜の季節・降水日放

項目 雪 量 (cm) 子 l 柿 !日降水量

協担当 ~J_~2__  1_:_2 ! 3_1_4 I 5 戸川 =--I_!品よ|初1=1 1 ~~日i型
月日|月日 I

ォ;占内 o 35 竺 13と竺 141 門 -1 145
1 

11. 5 4. 川 - ー 148 

1 試験|茎〉はやや凹地形を泉し， i1if磁土J'?ì も深いので

10 ! 1 12 全年 年統計度 地位は他の試験区よりややまさるコこの上部lと連なる

12. 1
1 

5.2 -0.8 8.81 20 ßo(d)土壌区を立地 2 (第 2 試験区).対面の北京国を
17.9 10.2 3.6 13.8 20 

立地 3 (第 3 1試験区〉とした。この面は急斜地で，崩
6.3 0.2 -5.2 3.9; 20 

27.5 24.5:4.935.O5i 1 

壊しやすく，胞の分化も不十分であるて

-4.5 -9.61 -17. l' -22. ハ〉 試験区設定のねらい

103 82 115 1, 209 20 
立地区分は南走する谷の両斜面をえらび，斜面上，
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表 177.

粗砂(%)1

15.2 

22.3 

14.0 

17.6 

25.1 

試験区番号!層位

2 

土壌の機械的組成

細砂(%)砂計(%)1 徴砂(労〉粘土(形〉(土性
40.6 55.8 35.3 L 
35.6 57.9 29.3 12.7 

44.3 58.3 33.0 8.7 L 

38.8 56.4 31. 1 12.4 L 
35. 7 60.8 27.0 12.2 L 
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表 176. 自然状態!こお

組成(%〉 | 

採取時水分|最大容水量|最小容気配

1. 1 5ο.3' 69.2' 14.6 

O. 2 I 50. l' 63. 5! 11. 7 

37.6' 50.8 18.8 i 

試験区
番号 層位

細土

2 
'
A
n
a
 

A

A

B

 

3 
A

A

B

 

21.4 

18.0 I 

18.4 

12.6 

10.7 

日

根

1.3 

0.7 

17.4 0.2 

1.3 
7.5 

24.8 

1. 0 I 55.0 72. 1! 5.8 

0.6 59.4 I 62.9 7.5 

o 19. 2 I 28. 9 28. 4 : 

1.0 I 41. 5 I 65.5 5.0 

O. 2 i 32. 6 44. 2 I 21. 0 

O. 1 I 27.5 I 65.5 I 1. 0 I 

9.2 

22.0 

22.7 
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A 院忠寝租党主ミ送会主ミ公ミミ氷河之、:、ミド|

男害 νν v ，.."_"""""-，，，，，，"-'"ミ ミ、、Lifit 関J〉長選送還~ Sm:/ぶ

S: 紐工 G: 謀 R: 楓

す:探鵬紛 W昭:1数制 Arin: 量Ij\容想

!司 127. 土壌の 3 相組成

3) 造林

イ) i野木

ト 10

表 179. プロット別活着状況

符プ一二J7f号l 7!E〔三本Z〕iEFl 枯(本損〕工1|7活(者967)率.9よ
AO 71 74.6 

A.nL I 100 I 64.1 

BI 569 167 70.7 

Bn 1I 236 58.6 

13m 215 62.2 

AI 277 I 65 76.4 

Au 66 76.2 

2 Am 124 55.1 

日 1 554 146 73.6 

Bu 208 62.4 

13m 229 58.6 

AI 289 117 59.6 

AlI 96 I 66.9 

3 AI[ 91 68.4 

BI 574 I 
206 64.1 

1311 11 235 59.0 

13m 190 66.9 

下と方位によって 3 立地とした。すなわち，立地

1 は南西 IIîi，傾斜 8 0.........15 0 の斜面下部，立地 2 は

同一斜面iの上部で傾斜は 30。である。立地 3 は反

対斜面iの北京斜Hli，傾斜 30
0 であるつ

試験供試用苗木は青森、，岩手両日，bの森村J組合i出合会のWi畑において，昭和37年まきつけ，同年 6 月床替

育成された 1 年生首も，昭利38年 3 月購入輸送のうえ現地仮植をした c 仮植の日数は吉中32日間であるじ

ロ) tr~i 付 u-

ける土域の理学性

子L 隙 区 分(%) 3 相 組 成くちぎ) j霊 7k ti: 

全孔 ~I 粗孔隙 制孔隙| 国 xk 。ニヒ乙 (ccJmin) 
一一一一一一一一一一

83.8 43.3 40.5 16.3 50.3 33.1 406 

75.2 44.8 30.4 24. 7 50. 1 25.2 1:0 

68.8 38. 7 30. 1 31. 2 37.6 31. 2 75 

77.9 32.9 45.0 22.1 55.0 22.9 298 

70.4 32.5 37.9 29.5 49.4 21. 1 85 

57.3 46.1 11. 2 42.8 19.2 38.0 287 
一 一一一 E 

71. 4 40.9 28.6 I 41. 5 29.9 265 

65.2 35.8 29.4 31.8 32.6 I 32.6 383 

66.5 38.3 28.2 33.5 27.5 39.0 385 
畠ー 一一一一一 一一一一一一一一一一
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試験地の地ごしらえは，昭和37年 8 月全刈火入れ地ごしらえをおこない，昭和38年 4 月機械によって植

六を掘り，植栽したっ

ノ，) 活者と *rn~;1白

値裁当年秋における各プロット別活着状況は表179のとおりであるつ

活着率の低い原悶は梢付後の異常乾燥のためである r・

補植は昭和39年 4 月 17-19 日におこなったそ相lì植了j'j は青森1::許林局三戸営林器三戸ÎI'N 畑1斐!或の 1 年生苗を

用いた、

4) 保育

イ〉下刈り

下刈りは植栽当年および翌年1.01三 1 凶おこない，植栽後 4 ::f 巨の年IC，年 2 幽おこなって絡了したぐ実

行経過はつぎのとおりである。

回数 実施|時期年月日 i君主X 実施時期年月ヨ

ロ〉 野鼠の防除

J!f胤の防除は表180のとおり実行したわ

38. 7. 26 

39. 6. 22 

3 41. 5. 31 

.n. 8. 11 4 

5) 旋肥

第 1 回目，すなわち植;tlの年の施n~~ま 1 本あたり過リン酸石氏26g を植穴!丘に施し，よく土をまぜ，あ

い土をして苗木を村[えつけたのち，その根張りの上部に環状!こ⑪ちから粒状 3 号100g を施し.覆土じだ。

第 2 団目は植栽翌年の春(ζ ， @lちから粒状 3 号 200g (1 本あたり)を植栽木のクローネ直下の円周上

表 180. 野鼠防除の経過

回数 1 寸一二←丁 3ー 4 十-5 i • ÷7 

年月 l 年月日! 年月日 年月 LI 年月巳 年月日 午月日
昭38.1 1.上旬 39. 10.25 I 39. 11. 28 I 40. 4.29 40. 10.31 40. 11. 13! 41. 11. 16 

防胤法 ラテミン l ラテとン T. S 剤 1 ラテミン T. S 剤 ラテミン l ラテモン1; 叫a ! O d吟吋gJ山/
人力散平#布布4も信J' へリ散布 l 人力散布 人j力'JI散技布 人力 i散技布 人力 J依武司布J 人力!数技持布i 

去 181.抱月巴の状説

l 植栽"~ 2 凶巨 3 同日

立 地 |施年月肥日 i お1 本よあび施た肥り施法肥畳 |施年月肥日 おl 本よびあ施た息肥蹴法量 確年月肥日 l お1 本よあび施た肥りザ量
!日7138.4 ⑮ちから粒状 3 号 I 39. 6. @)ちから粒状 3 号 ':1. 6. ⑮ちから粒状 1 号

I 100g 23.........30 I 200g 2"-' 4 300g 

1, 2, 3 h i通リン酸石灰 世スーパー 2 号
26g 400g 

植穴施肥 3 点法 側方筋状散布
一一一一一一一一一 一一一÷m N P K 

⑮ちから 1 号 643  
" 3 号 3 6 .1 

4きスーパー 2 号 12 25 21 
過リン酸石灰 可法性 18.5%
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立l也のちがいによる日比長の影響はし、まだ歴然たる傾向は

認められない c 疎密の成長に及:ます影響は，樹高(乙13いて

ほいずれの立地も密植区がよい成長を示しているが，直保

lこはいまだ差は認められな~~，'C 

7) 被害

阿和39年度の寒風害によって梢砥WI~が枯損したが，その

後の旺盛な住育r:こよって回復するが，いずれも複楠木となっているつ

3 か所に施しf二仁

第 3 回目は値栽後<1 têド目の春Jζ1 本あたり⑪ちから粒

状 1 号300g ， @スーパー 2 号400g を混合のうえ所定量を

側方筋状に散布した r

施Il~の経過をまとめれば表181のとおりである rι

6) 成長

立地別プロット別補栽後の生育状況ならびに年度別伸長

泣は表 182 に，立地別j&!i密別樹高成長経過を|ま1128 ~こ示

した。

r 
7 

本古内

叶 一一一疎種区 A

一一・宮噛 ~B
p
h
d
 開

4 
-
品

SWi(・
2培 1:引説詑) ù'ye,'.ì5 

~lt2(帯n明~)斗・羽・
IT1!3 (草3~~騨~) N~i"30・

;~E~-ü~~~8----3~9---4~O~--4-1---4~2 刊

図 128. 立地別，疎密別，樹高成長

lr.地 3 ，乙雪庄のため倒伏，技ぬけが部分的に認められるの

71和43年 7 尽，立地1， 2:こハンノキハ J、シによる食荒被害が突発 IHに発生した υ

G. コパノヤマハンノキ野辺地試験地

1) 位抗・面積

本試験地は青森県上北nß野辺地問J，青森営林局管内野辺地吉林署部内横沢第 21月有林野辺地事業区 278

休班い小班に所在し，-i-の面積!立つぎのとおりであるつ ;-n 1 試験地O.8ha ， 第 2 試験抱O.8ha ， 第 3 試験

地O.2Sha，合計1. 88haであ之、。位 il"ì.悶およびl配 ii!i:図は凶 129 ， 130で示す?

2) 立地

イ〉気象

6.0k肌

杯
道\ 訊積地

l司 129. コノ 3 ノヤマハンノヰ
野辺地試験地位置図

宅 t~
』

4
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1
1

十
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l

、
、
，

¥
 

¥
 

¥
 

¥
 

¥
 

¥
 

¥
 

¥
 

¥
 

¥
 

¥
 

¥
 

国 130. コパノヤマハンノキ
野辺地試験区配置関
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ミト 調査年月 間 q白川! っ
HU ヌ8.10 ヌ9.10 40. 10 

司、.~----ー!一一一二二I_____::_:_ 一一←←ーー一-
:>~I 1 2 一一一 3 

プロット、
/~~ H H H 0 

符号'，_1

表 182. 植栽後の生育状況(樹il.5および

41. 10 

4 

H 

5.0--1.0 630~380 
(3.3) (535) 

4.5~0.5 670~340 

(2.5) (517) 

4.5~0.5 68~220 
(2.0) (502) 

2.6 518 

D 

8.0'-"'2.0 
(6. 1) 

8.0--3.0 
(5.9) 

8.0--3.0 
(5.8) 

5.9 

1 AI 

Arr 

Am 

平 :1::J 

150"-' 56 
(115) 

152'-'" 47 
(104) 

147----45 
(108) 

109 

360""-'160 
(289) 

330----110 
(268) 

360'""'-'160 
(273) 

277 

480'"'-'240 
(389) 

500~140 

(352) 

440.-.., 140 
(311) 

351 

1 B 1 

Brr 

B皿

平均

136'-'" 22 
( 94) 

140----40 
(103) 

180........ 70 
(121) 

106 

350.-.... 70 
(266) 

360........, 120 
(271) 

410'"'-' 80 
(296) 

278 

640----330 i 8.0--3.0 
(539) (5.6) 

6~280 9.0'-"'~.O 
(593) (6. 1) 

660----300 9. ひ"'4.0
(543) (6.5) 

558 6.1 

64~340 I 9.0'-"'3.0 
(539) (6.4) 

65~300 9.0'-"'3.0 
(544) (6.4) 

7∞~220 8.0~3.0 
(469) (5.2) 

517 6.0 

4.5へ--0. 5 i 630，-.，，3∞ 8.0----3.0 
(3.0) (553) (5.9) 

5.5""-'0.5 610----210 8.0 ........,2.0 
(3.1) (503) (5.9) 

6.0""-'0.5 660----210 8.0--..2.0 
(3.4) (524) (5.8) 

3.2 527 5.9 

5. 0'"'-'0. 5 620.-~3∞ I 8.0--..3.0 
(2.0) (458) (5.1) 

4.0""-'0.5 日0--..250 7.0'-"'2.0 
(2.1) (437) (5.2) 

4.5'-"'1. 0 690"'-410 10.0----4.0 
(3.1) (592) (7.0) 

2.4 4965.8  

3.5へ心.5 640'""'-'320 8.0~3.0 
(2.3) (519) (5.3) 

4.5----1.0 630'-"'240 8.0'""'-'2.0 
(2.6) (518) (5.5) 

6.0'"'-'1.0 I 720"-'270 10.0.........2.0 
(3.2) (572) (6.2) 

2.7 536 5.7 

480........140 4. 0.-.....0. 5 
(364) (2.8) 

560--18ο5.0.......0.5 
(362) (2.8) 

620....... 14.0 5. 0.......1. 2 
(373) (2.9) 

366 2.8 

530--220 4.5""-'0.5 
(431) (2.9) 

510--..210 4.5.......0.5 
(388) (2. 7) 

530--..210 5. ﾛ"'-o. 5 
(350) (2.5) 

390 2.7 

2 AI 

Arr 

AlII 

t
4
4
d
 

v
ι
 

'
・

165'""'-' 16 
(116) 

165........ 68 
(114) 

180"""'" 27 
(113) 

114 

410........, 140 
(294) 

350........140 
(267) 

380,...._ 130 
(268) 

276 

2 Bl 

Brr 

四
岨B

 
平均

145"-' 40 
(103) 

173----35 
(117) 

158"-' 30 
(113) 

111 

3 AI 
175'""'-' 45 330'"'-'160 
(119) (23ο〉

170'-'" 52 330~ 140 
(119) (242) 

186--.. 61 370'""'-'150 
(129) (293) 

平均 122 255 

I 165~ 37 I 340"-'130 
1(115)J(237) 

175'-'" 67 I 370--"140 
(125) (282) 

185'-'" 57 410.-.....200 
(127) (308) 

平均 122 276 

注) H :樹高，五:胸高直径.最高~最低
(平均)

An 

AIl 

3 BI 

Bn 

Bm 

350--..130 
(276) 

400~140 

(275) 

360"-'130 
(290) 

280 

550--..190 
(425) 

550.-..,210 
(412) 

550"-'210 
(439) 

425 

510"-'210 
(350) 

440.........180 
(308) 

540.........220 
(ω5) 

354 

480--220 
(332) 

5~240 
(384) 

520--200 
(358) 

358 
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胸高直径)ならびに年度別伸長量

42. 10 

5 

H 0 I田 38 "1ミ 39 平 40 年 41 年 42 年

860~480 10.0~4.0 
(689)-- '-'(7.8)' - 85 174 

85cr--540 9.0----4. 0 
(708) (6.9) 

790~450 9.0~3.0 

(658) (6.5) 

685 7.1 

820~570 9.0~4.5 
(713) (7. :) 

850~560 9.0~4.0 
(726) (6.6) 

860~620 10.0~4.0 
(740) (6.9) 

726 6.9 76 172 89 192 168 

一一一一一一一」一一一一一一 一一一一一 一一一 一，一一← • ー 1 

840~400 9.5~4.0 
(625Y- "(7.2)' - 86 

770~450 10.0~3.0 
(626Y- '-'(6.9)' - 84 

710~460 9.5~3.5 
(622)-- "(6.8-) - 83 i 155 82 

似 十一~_:_~一一---_竺ー 114
750~430 8.5~3.5 
(612)~- -'(5.8)'v 73 173 149 126 

730~480 9.0~3.0 
(644) (6.5) 

840~640 9.5~4.0 
(732) (6.7) 

663 6.3 

74 

78 

79 

64 

73 

91 

87 

83 

81 

年

164 

165 

〈単位 cm)

!吏 日 IJ 歪

100 

84 

38 

168 

175 

177 

154 

158 

176 

169 

91 

77 

137 

121 

137 

149 

145 

760~480 

(673) 

80~5∞ 
(614) 

800'"'-'460 
(670) 

652 

9.5'"'-'3.5 
(7.0) 

10. cr--4. 0 
(7.0) 

11. 0'"'-'4.5 
(7.6) 

7.2 

89 

89 

99 

92 

1
 

1
A
 

1
 

123 

164 

133 

120 

66 

112 

99 

790'"'-'590 
(689) 

780~520 

(653) 

96~610 
(793) 

712 

9.0~3.5 
(6.6) 

9.5'"'-'4.0 
(6.2) 

10.0~4.5 

(7.6) 

6.8 

85 

95 

97 

92 

122 

157 

181 

153 

95 

102 

50 

82 

1
 

1
 

}
 

，
a
q
・ j三

154 

191 

156 

175 

167 167 

174 

:33 

197 

86 

82 

153 

l07 

59 

-
L
 

Aｭ----

208 

136 

215 

177 

78 

156 

170 

135 

ベ円.

<I~l 

1/0 

146 

165 

191 

231 

170 

108 

156 

119 

128 

91 

85 

102 

214 

178 
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表 183. 野辺地における気象観測値

月 別 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 I 全年

気温 i 平均 -1 ・ 1-M 28 9011421772182432061153 84 1.411・ 2
uc-I:最高1.4 2.2 5 ・ 312.5i 17.720.824.5127.023.0117.910.91 3.7113.9 

|最低 1-5.3 -5.2. -2.2, 2.2, 7.1' 11.8 17.2' 19.2 14.8 8.7 3.1 -2.3: 5.8 l~. ~ v. ~I ・ 1 ・ l

降水量(mm) ， 11川 94・ 3 56・ 0 770 688 79ll 99・ 4 137o 140.4 ~01.6 102.3 126.21199・ 8

最深積雪(cm) 74 I 94 I 70 13 … … … … … … 7 44 

肝辺地における気象観測値は友 183 のとおりであり，テr:.平均気iltH 1. 2 0 C ，年降水吐l ， 200mm ， h.え j架m

雪93cmとなっている。時J1<の季節分布は夏季に多く， 哀 11 木型よりはむしろ表日本型の気伎の特徴を示

している D 試験地は野辺地町に近く，だいたい野辺地の気候に似ているものとみられる?

ロ〉 地質・ j也形・土岐

試験地は野辺地町束力・ 6kmの丘陵地lζ 位以し，;託手法-æ:î80........120mの鞄闘を占める c この地以は，海抜高

100m程度の丘陵地形からなり，ゆるやかな起伏をなしている。付近ー布・は洪積層[こ属し， 火山灰質堆掠

物が土壌の母材をなしてし t る c

i:f11 試験区は丘陵斜面ド:礼節 2 試験区は鈍頂峯部， '~:': 3 試験区は丘陵緩斜面に設定されているコ各試

験区の代表土壌の形態はつぎのとおりである(凶131参照)。

i ) 第 1 試験区 B1D_E土域，崩積

位i白: 278い， lArr 区内，地形:Ji陵凹郎， ;波斜~平坦， {\):.{寸:火山灰質堆積物 ο

j面断面の記載

:¥.1: O........20c l11, 黒色 (10YR 1/1)，埴質壌土，竪，制， _j二割引とやや聞粒状構造を見るが，だいたいカ

第 l 試験区 第 2 誌験区 第3試験区
Blo:E 崩楕 Blo(d 月期貴 Blo 
i.A Ii 2Ar 3.Ar 

cm cm 

。吋ーー一一一一一「

~TJt\l: ~I // I IA 
Ä, 

20+ー一一-ー斗 20 ??σ| 払 ワn~ 句 18 、

A 。 ---.---、~・ーー‘・

チ 182 
4C -1 

ﾄ3 

� 
。 G Q 

8C I /"t GJ _ @ ~~ I c 
80J (j 定m o 

60 

80 

凶 13 1. 土壌代表断而図

日3

前

100 
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べ状構造。

:¥2 : 20~35cm，黒(10YR 2/1) ，楠質j議士，軟， il'i~、カベ状構造に

Aa: 35~63cm、黒(lOYR 1/1)，埴質壌土，軟， 11包，カベ状構造， A2 開より黒色， BC 層との推移は

1)月りょうの

BC: >63cm , 11長褐(lOYR 3/3) ，士直質上皇土， il~J ， R;~，カなり府摘によって汚染u

ii) 第 2 試験区 Blo(d)土壌，残積

位置: 278い， 2A[ 区F~，地形:鈍頂峯部、やや平坦，母材:火山灰質堆m物。

門断面の記載

F: スギ，アカマツ腐葉ヲ

ぇ: O~13cm，見(7. 5YR 2/1)，埴賓壌土，やや阜、問，弱度の堅果状。惜造。

B1 : 13~27cm，褐(7. 5YR 4/4) ，壌土質， im ， 軟一堕， 構造ははっきりしないにl 肉眼的に砂，浮石を

識別できるぐ

B2: 27.........56cm，暗褐(10YR 3/4) ，壌土質，軟ー堅?澗， 1，珂植模様あり，浮石混入 e.

C : >56cm，黄棺(10YR 7/8) ，浮石質砂際tM，固結。

iii) 第 3 試験区 Blo 土壌

位置: 278い J 3A[ 区内，地形:斜面下部設斜， W向，傾斜 5 0，母材:火山灰質堆積物e

.~ilfriliíの記載

A : O~13cm， J忌 (10YR 1/1) ，埴質域二L やや宵~， ir~l ，わずかに割れあり， B1 固との推移明りょう。

B1 : 13""-'25cffi，暗褐(7. 5YR 3/3) ，壊土質，軟， j国，火山砂混入む

B2 : 25""-'40cm，黒褐(7.5YR2/3) ，壌土質，軟，溜， B1 庖より濃色。

133: 40""-'65cm，黒褐(7. 5YR 2/3) ，壌土，.，_.:t佐賀壌土，やや堅， B2 ，ffUよりも濃色。

C1: 65.-._85cm、|清褐(10YR 3/4) ，埴質境土， JlJ~植の技様あり，潤，粘りあり。

C2: >85cm，賞褐色(10YR 5/8)，浮石質砂際居，盟結，鉄の沈でんあり。

このように，丘陵凸部では黒色土周は浅く，凹部あるいは斜面下部ではJ!.';色土居はきわめて厚い。火山

氏質の黒色土壊であるが，峯部の残積土では，上部は火山砂，下部は浮石賀からなり，斜面下部，凹部で

は簡行，崩積のため，下方まで腐植が混入し しかも色調からは埋没土のような特徴もうかがわれる c 各

土壌とも黒色土j国の准積状態は一般に密である c

各土壌の分析成紛は表184 ， 185のとおりであるの表184を見ると， pH(H20) は5.0~5.5の純聞で， i置換

竣度は乙ん跡程度であり，譲住:~~SJいが， 置換性 Ca ， lvlg の含量はきわめて少なく， 飽和度も低い。ま

た，表 185 を見ると，容積重J lfl孔:ずき，透水性などから 1 Al同上部は下回よりも堆.積状態は密である乙

とがわかる。界的ll(，採攻時水分泣からはB 10-E .lltl f.~fの方がわずカイご理学.ttが良好なようであるが，土岐

問の差異ははっきりしな:、。この試験地のご|二I裳は，一般!と堆的状態は密で，酸↑1は弱L、が塩基を欠いた火

山灰質の黒色土壌であるとみることができる ο 地形的に安定しているためか， }起伏による土壌の珪化学性

の差異はあまりあきらかではないマ

ノ、) 試験区設定のねらい

コパノヤマハンノキは青森県東南部の五戸，三戸地区!と旺盛な生育を示し，早生樹種として調光をあび

るようになったが， i主体上の諸性質には不明な問題が多い、乙の試験地は火山灰質の黒色土壌からなり，
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6.5 

3.4 
1.7 

1.9 

N C 

(信〉

試験区 | 
土壌型 1)，副主

3 

1:; 
A 

企2

Blo(d) I 

A

九
島
C

BID-E 
崩積

Blo 

ロ
守

2 

番

位置的，地形的にも五戸，三戸地区と類似し，現地適応をみるうえに，ぞれほど問題はないと予想される

地域である c 各試験区は地形，土壊の異なるごとに設定されている c

村t造

木I官イ〉

岩手県産種子を用いて岩手県森連古城苗畑!ζ，また青森県産種子を用いて青森県大深内森林組合苗畑

(乙，昭和37年春にそれぞれまきつけて生産された 1 年生前木を使用した c ただし，これらの1官畑より生産

された苗木は，真室川試験地および北海道における関係試験地用のものを，まず掘り取り輸送し，野辺地

市高 10""'-'20cm 前後のものが大部試験地にはあとの残前があてられたため，市高，根元径ともに貧弱で，

分となったコ乙れらの白木は昭和:w年11月 16----19 日にi'!'i ~I:i 11 より掘り取られ，野辺地!C輸送され，野辺地営

休署苗畑lζ1 木並べによる土仮髄で翌年の 4 月中旬までおかれたこ

I TIﾓ 1ft I 層深層位

あとで述べるように，との苗木!とよる植付けは活着が版く，植裁は失敗におわり，昭和39年春に改梢さ

の表 185. 土壊
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れたコ改植につかった前木は，野辺地営体署苗畑!とおいて，昭和37年より青森県産の種子を用いて養苗さ

れた 1 回床替 2 年生苗・木であり，柿栽時の間-高は平均140cnl(90~200cnl)であった。

ロ〉横付け

i ) 地ごしらえ

試験地の1羽生林はスギ，カラマツの人工林およびアカマツ天然林であって，スギ，アカマツは明治38年

更新で、伐採時(昭和36年 5~8 月)の林齢は56年生であり，カラマツは大正 4 年植栽で46 年生であっ

た c 昭和36年!こ伐採後，昭和37年11月に地ごしらえを実行した c 地ごしらえは機械による全刈地どしらえ

であって，刈払物および枝条を寄せ集めたのみであったっしたがって， ~I'[栽時には枝条をさらに取りかた

づけて植栽せざるをえなかったの

ii)植付け

納付けは試験実行方針書によって実行し，機械航穴開機によって 4 穴方式で植え穴を掘り，その跡に手

によって苗木を植え付けた 3

航吋・ ìjは昭和38年 4 月 17 日から 4 月 20日!とわたっておとなったが，その期間は快!I古が続き乾燥気味であ

った c しかしこの横付けは後述するように活者が悪く，翌年春1"(改植したっ

改摘に際しては，とくに機械植穴f1iìí機を使用せず，前同の楠穴!とそのまま植栽した。植栽はH百和39年 4

月 23""""25 B におこない，植栽前後には降雨があった c

iii) 活着

すでに述べたように，昭和38年春納栽!ま活者率がわずか 83百できわめて悪かった。乙れは植栽時の苗木

の形質が悪かったこと，快晴つづきで，乾燥下の楠栽，さらに作業員の機械植穴掘機による植栽の未熟，

および植栽時Ir同時に施肥した際の肥料焼けなどの各種悪条件が複合されたものと考えられるの

唱和39年春の改植による活着は，全体平均で8696で，とくに第 2 試験区の下部低IUJ地においては，植栽

時に春の融雪水が停滞していたため，活着率が6496ととくに悪いプロットがあったが，他はすべてほぼ80

%以上の活者率であった c

iv) 補 植

昭和39年の改植地の補植を昭和40年 5 月上旬におこなった c 補植はプロット内の欠損箇所のみにとど

Jill 学 生

選去| 孔隙組成開 |透水性 lzf 相組成問
気(%) I 全孔強粗孔隙 I 細孔隙 ccfmin 壌水分空気

75 26 49 7 25 56 19 
。 81 31 50 17 19 56 25 

5 82 35 47 46 18 55 27 

72 29 43 29 28 54 18 

4 77 40 37 40 23 49 28 

8 80 33 47 62 20 49 31 

8 78 25 53 50 22 58 20 

。 74 19 55 6 26 61 13 

3 80 35 45 23 20 54 26 
A 81 33 48 37 19 53 28 
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め，プロット外の生立木を移植してお乙なった 3

4) 保育

保育は改植に際して， 1 回床替 2 年生苗木の大苗を使用したため，昭和39.........40年の 2 年間 ， 8 J3!と刈払

機による年 1 回の下刈りをおとなったのみである。昭和41年以後?とおいては下刈りは実行せず，ふたまた

木の整理およびつる切りを41年10月!と実行した c

5) 施肥

i )悲 IJ巴

基肥は植栽と同時に試験実行方針書に従って，ちから杭状固形肥料 3 号を 1 本あたり 100g を苗木の周

辺に施したが， ~，il\l穴の底に過リン椴石灰をいれることは，土壌の観点から問題があるとされ実行されなか

っナこ 3

改植に際してはとくに施肥はお乙なわなかったロ

ii) 追肥

第 1 回目の追!肥は植栽後 1 年，改植の年である昭和39年の下刈り終了後において，方針書どおりちから

粒状 3 号を 1 本あたり 200g ずつ苗木のまわりに施肥した c 第 2 回の追肥は植栽後 4 年自の昭和41年 5 月

{と，⑮スーパー 1 号を 1 本あたり 150g ずつ施肥した。また第 3 回目の追肥として昭和43年 6 月には⑧ス

ーパー(成分比22-10-10) をhaあたり 150kg fとなるように林地に全面散布して施肥した。

6) 成長

各試験地のプロットごとの樹高成長および直径成長は表 186 のとおりである。乙れによれば第 1 試験区

が他の試験区にくらべて全般的にもっとも成長がよく，そのなかでも緩斜面上部地帯のプロットがとくに

よし下部の低凹J也はいくらか成長がおちている。これは第 1 試験区のなかでも下部の低凹地は融雪時の

停滞水がある乙とが影響しているようである。またおなじ場所に並んでいる密植区と疎植区をくらべる

と，密植区の方がいくらかよい成長を示している。

第 2 試験区の成長はもっとも悪く，とくに昭和却年と 41年には樹高成長の停滞がみられ，ほとんど成長

していないが，乙れは後述するように寒風害による被害によるものである。密植区と疎植区では，密植区

の方がかなり成長がよい c

第 3 試験区は第 1 試験区と第 2 試験区の中間的な立地であるので，成長もだいたい中間的な様相を示し

表 186. 各プロットの樹高と直径

宍で与\年月| 昭 39 年 11 月 1 40 年 11 月 41 年 10 月 | 

プツ門 k ご一|樹高!樹詞成長慨極|羽 Î\言繭冨成長l根元直径|樹高|樹高成長崎高直径|
μl' ............_ー L (cm):_ (cm)1 (cm) I ,- (cni)I' -(駑):" (cm)" -(cni)! (cm)1 -(Cnl), 

1 AI I 251 I . 1011 3.3 ~----;;;---~-~! 412 : --;-1 ~・ 41
An 219 : 69 I 2.7 1 279 : 60 3.8 I 314 ! 65! 3.3! 

B 1 228 I 78 I 2.7: 318 I 90 i 4.2 I 399 81 3.7 I 

BII __ _ I 235 I 85 I 2. 9 306 I 71 4.0 I 362 I 56 I 3. 4 

2 A 1 241 I 91 I 3.2 I 231 1 -10 I 3.8 I 249 I 18 I 2.1 I 
An 206 I 56 1 2.8 I 222 ' 16 ' 3.5 ! 2~6 1 24 I 2.3: 

B 1 221 I 71: 2. 7 i 226 I 5 I 3. 5 ! 230 I 4 I 2. 4 

Bn 226 : 76 I 2.8 I 224 I -2 I 3. 1 I 263 I 39 I 2.7 
3 A 1 I 237 I 87 I 3.2 ! 238 I 1 3.9 311 I 73 ! 3.2 
B1 I 236 I 86 I 2.9 ;お2 I 16 I 3.5 I 32977  ! 3.31 
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表 187. 改 随 時 の 活- 着 率

試験区 第 ヨT 2 第 3 

プロット I Ar Arr I BI ¥ Bn 

活者率(話)1 96 79 91 92 87 85 89 83 

表 188. 被害木，枯損木の発生とその経過 (96) 
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ているのまた昭和40年に第 2試験区とおなじにみられた討高成長の停滞は，第 2 試験区とちがって翌年に

は回復の傾向を示した。密植亙と疎植民では密植区の方がずっとよい成長を示した。

7) 被 u
h一
日

波書については，第 1 回の値裁が改植せざるをえなかった乙とも含まれるが，これについては植裁のと

ころでj触れたので，改櫨以後の被害について述べる c

改植時のi舌着率は表 187 のとおりであって， 8096に満たないプロットが 2 か所あるが，いずれも凹地に

よる春先の融雪水の停滞によるものであった。

昭和40年度において発生した被害は，主として冬季間における寒風害によるものと考えられるが，昭和

40年度以降現在までの被害の状況と経過は表 188 のとおりであるむすなわち，昭和40年には尾根地形ある

の成長 いはそれにちかい地形の第 2 試験区と第 3 試

42 年 10 月 43 年 10 月 験区 lと寒風害による被害があらわれ，それぞ

樹(C高m);樹高(成cm長)l;胸高(直cm径)樹 (c品m)1樹高(成cln長)J|胸高(直cln径) 
れの試験区の，植栽木の樹高 2m前後より上

部の幹枝の枯死が目だち，樹高成長がいちじ

431 I 87 : 4.3 1. 531 I 100 I 4.9 475l 引 47i62| るしく阻害された。乙れに対し，低凹池の第

419 i 57 [ 4.3 1 557. 138 5.8 1 試験区はほとんど被害が生じていない。昭

312 370 68 4.0 和41年には再度寒風害の被害をうけ，また第
~. ~ i 

3:5 2.6 368 53 3.9 1 試験区でも融雪水の停滞による被害をいく
336 106 2.8 430 94 4.6 

390 I 127 450 60 4.3 らか受け，被害枯損木が生じたコ乙の寒風害

は40年におけるほどいちじるしくなかったけ386 75 5.2 

94 4.3 I 544 121 5.6 
れど， 40年度における被害木の回復しないで
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枯死するものが多く，枯損木のわりあいがいずれのプロットでも増大している。この傾向は42年において

もみられたが，なかには前年度において枯損木と考えられていたもので，蔵芽株によって再生したものも

あり，乙れは枯損木の減少という形となってあらわれた。したがって， 43年度には被害木と考えられたも

のが回復して，見かけ上健全木と変わらなくなったものも生じたため，健全木の増加，被害木の減少とい

う結果があらわれた。

また昭和40年 8 月， 41年 7-----8 月において，ハンノキノ、ムシの発生がみられたが， とく !ζ40年度におい

ては発生がいちじるしく， BHC1%粉剤による薬剤|坊|換を実施した内

H. コパノヤマハンノキ岩手試験地

1) 位置・ ïlií積

本試験地は岩手県岩手郡大更町青森営林局管内岩手営林署部内国見菌有体岩手事業区 542 ~ 、林班に所在

し，その面積はつぎのとおりである。第 1 試験区 O.83ha，第 2 試験区 O.81ha，合;M・1. 64haであるそ位置

および配置図は図132 ， 133で示す。

2) 立地

イ)気象

試験地付近の松尾における気象観測値表189を見ると，年平均気温7. 3 0 C ，年降水量l， 803mm，最深積

雪154cmであり，かなり低温多雨多雪である。松尾は海抜高 890m であり，試験地は岩手山北側斜面の海

抜高650m前後のととろであるから，松尾よりは気候的に混和で，降水，降雪も少ないものと考えられる。

月

気温
。 C

ロ) 地質・地形・土壊

]5IJ 

ぐ1

l レ N

輪/
煉/
I 

、五、恒三
ほ芳 一ー膏蕊

図 132. コパノヤマハンノキ岩手試験地

表 189.

7.3 

10.2 

1.3 
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図 133. 試験区配置図
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凶 134. 土壊代表断面図

岩手!I.Iはコニーデ式の火山で，扇状に広くすそ野が発達し，海抜高約 700m 付近から下部は広い緩斜地

となり，谷は峡谷状に侵食されているが，台地状の平坦百が広く発達している。試験地は平坦面に設けら

れており，岩手火山に由米する火山放出物を厚く堆積している。

第 1 試験区はやや凹部平Jt!地iこ，第 2 試験|丘はやや凸部平坦地l乙位置している。両試験区の代表土壌の

層断面形態はつぎのとおりである(図134参照)"

i ) 第 1 試験区 Blo-Bn 土壌

位置: 542い， 1Arr 区内，地形:やや凹部平坦，母材:火山灰 c

漕断面の記載

F : 1 C111，カラマツ腐葉っ

A1: O .......， 7cm，黒褐(7.5 YR 2/2)，域土質，場度の団粒状構造，粗， くずれやすい，諮 c

A2: 7 ----16cm , }J_J，褐 (7.5 YR 2/2)，壌土質，軟一堅，潤，構造なし， B1 層との推移明 3

B1: 16........32cm ，培褐(10 YR 3/4)，域土質，軟，腐植の伎様っ

B2: 32----67cm，褐(10 YR 4/6)，壌土~埴壌土，竪，潤，粘りあり。

C : >67cm，暗褐(10 YR 3/4) ，堅， fE褐灰(10 YR 4/1) の問結火山砂を介在， 問結火山砂は板状

!とくだける。

ii) 卸 2 試験区 Blo(d)-Bo(d)土壊

位置: 542い， 2Bn 区内，地形:やや凸部平1f!，母材:火山灰c

屑断面の記載

F : 1cm，カラマツ腐葉。

A1: 0 ----7 cm，黒褐(7.5 YR 2/2)，壌土質，組，潤，弱度の粒状，団粒状構造c
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A2: 7 "-'16cm，黒褐(7. 5YR 2/2)，壌土質，やや軟，潤，構造はあまりはっきりしない。 B1 層との

推移明。

B1 : 16"-'29cm, [惇褐 (7. 5YR 3/4)，壌土質，軟，白色火山灰を介在c

B2: 29~45cm ， 11音褐 (7. 5YR 3/4)，境土~埴質壊ニ|ニ，軟， 7f札やや粘りあり。

C : 45"-'67cm，褐(10YR4/6) ，埴質壊土，堅， rrtí-栂 (10YR 3/4)の固結火山灰を介在。

B' : 67~79cm，褐(7. 5YR 4/6)，埴質壌土，堅っ

C': >79cm，褐(7. 5YR 4/6)，国結，黄褐灰(10YR 4/1)の固結火山砂介在。

乙のように両土壌とも 15cm 程度の黒色土層を堆積し，堆穫状態は一般に密であるコ AJ0の色調カ・らは

黒色土と褐色森林土の中間型として類別される。数回にわたって堆積した火山放出物を母材としているか

ら， 1m以内の周断而でも母材は一様ではなく，上市はl糞土質で， (~I色火山砂が局部門!~残存し，下部は

壌土~埴質壌土で，灰黒色の固結火山砂を介在するつ Illij土壌とも残積土で，凸部平坦地の方がわずかに乾

性の傾向!とあるが，形態的にはあまり差異はない c

各土壊の分析成績は表190 ， 191のとおりである。 pH( 1-I 20) は 5 台， 置換酸度はこん跡程度で，置換性

石灰は比較的多い。堆積状態はカなり密であるが，粗孔げきが多く，透水-注!ま良好である。このような関

係からは， 1名較的膿性が弱く，塩基類に宮む火山灰を悶:材とし，壌土質で， :m~学性 lこも恵まれた土域であ

るとみる乙とができる。地形はいずれも平坦で，残五1i土的であり，地形!とよる土壌の差異はあまりないコ

ハ〉 試験区設定のねらい

コパノヤマハンノキの郷土ともみられる青森県東南祁は低海抜の洪積台地である σ 早生樹種として現地

適応を考える場合に，高海抜地の山岳気候下での造林成績を知る必要がある。 この試験地は海抜高 650m

前後であるから，このような観点からの試験に適しているの

第1， 2 試験区は前述のように，地形，土壌型のちがいにより設定されたものである。

3) 造林

イ)苗木

岩手県産罷子を用いて岩手林業会社滝沢苗畑に昭和37年春に播きつけて生産された 1 年生苗木を使用し

たコこれら苗木について形質調査をおこなったところ，苗高 10--""'36cm ， 根元径 3""7mm 前後と貧弱な

ものであった c 乙れら白木は昭和37年11月 20 自に苗畑より掘り取り，翌日現地に輸送され，試験地の隣接

地に 1 本並べによる土仮植で翌年の 4 月下旬の植栽時までおかれた。

ロ〉程I 付・ け

i ) 地ごしらえ

試験地の前生林はカラマツ人工林であって林齢は51年内外であった。昭和36年 (5 月 '""'-'11月)伐採後，

昭和38土1:.4 月下旬に地ごしらえを実行した。地どしらえは機械と 01:用で行ない，刈払物および技条を持状

lと集積した 3

ii) 植付け

植付・けは時期が岩手アカマツ試験地とかちあったため楠穴掘機を使用できず手掘りとした。植穴の大き

さ，施肥方法と施肥量，植付け方法などは試験実行方針書によって実行し，昭和38年 4 月 26 日より 4 月 28

自にわたっておこなった。

iü) 活着
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表 192. 地裁時の活者状況

試験区 1 第 1 I 第 2 

プロ y ト I AI 1 A-n  rBI  . IB  II A 1 I A II B 1 -1-五一

活着率(%) I 48・ 1 I 45・ 5 I 41 ・ 1 52・ 5 I 32.0 38・ 7 札~I~・ 3

活着については表192のとおりであって， 平均活着率は44%ときわめて悪かった。 これは植栽時の樹木

の形質が悪かったととと，植栽前後の天候と摘付け技術lと個人差が認められる乙となどから，苗木の取扱

いに原因があったものと考えられる。

iv) 補植

前述したように，活者率がきわめて悪かったため，現年春プロット外:こ植栽しである同年齢苗を移植し

た C その結果，何年秋の枯損率は 4%で良好な活着率をしめした c

4) 保育

下刈りは年 1 凹刈りとして， ~11 回目は38年 6 月，卸 2 回目は39年 7 月に実施した。 40年には植栽木の

樹高が草丈の 2 倍以上になったので行なわず， 41年 7 月 !ζ蔓切り，ふたまた木の整理を兼ねて下刈りを広

行した。

5) 施肥

植付け時の基肥は実行方針書どおり⑭ちから粒状 3 サを植栽時に 1 本あたり 100g 施した。 1 IT司自の追

肥は植栽翌年 5 月に@ちから粒状 3 号を 1 本あたり 200g 施与し， 2 回目は41年 5 月に@スーパ 1 号を 1

本あたり 150g 施与した。

6) 成長

植栽時から各年の樹高，当年伸長量，根元径の平均値は表 193 のとおりである。本試験地の成長経過は

良好な生育をしめしており，粗密閉の差は凸部では樹高成長において，初年度より密1~{区が粗相区より別

らかに大きくなっている。また凹部では 2年固までは粗密間の差は明らかでないが， 3 年目より樹高成長

において密植区が粗植区よりも明らかな差となって表われている p また， 43年度調査において年間成長量

が，凸部，凹部とも粗植区と比較して全体的にかなりの衰えがめだってきており，これは過密によるもの

と思われる。

表 193. 各プロット

宍司王| 昭 38 戸可一三I 39 i� 1寸 r= ~~-~ 11工
プロ \jR査四百J 樹高|伸長量|瓦五径函~高|店長量街t径市高|伸長盈|根元怪

ット '，，~ (cm)1 (cm)! (mm) , (cm)1 (cm)1 (mm)! (cm)1 (cm)! (mm) 

1AI 103 77 17 194 27 340 146 

Arr 106 80 16 229 131 34 280 51 46 

BI 98 72 15 216 110 31 345 129 53 

Brr 97 71 9 I 221 35 334 113 54 

2AI 83 56 14 176 124 28 57 47 

Arr 76 50 12 167 64 26 258 91 43 

BI 103 77 16 205 110 30 321 116 53 
Bn 95 69 16 203 127 30 297 94 51 
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7) 被害

イ)去也:

40年よりコウモリガ，その他の虫害の発生が認められ， 40年倒木 8 本，幹折れ 1 木， 41年先折れ14本，

先枯れ 1 本， 42年先折れ 2 木，幹折れ 2 本の被害があったが43年度においては，;まとんど被害は認められ

なかった。

ロ)つる害

40年度につる!こよる被告が若干認められ， 43年I!tにおいて光折Ü2 本の地主があ〔た (41 íド 7 )1 つる切

り実施}

/，)霜 ~M

38年 4 月植栽後霜害が発生，被害調査を行

なった結果，表 194 のとおりである。

このような推移状態からみて，相による白被

害はほぼ回復したようにみうけられた c また

成長にもなんら影響はなか勺た。

I. コパノヤマハシノキ宮古試験地

1) 位百・面的

表 194. 植栽当時の性害状態

間査 tl~ 月 健全木(96)1 被害木(%) t1î 損木 (96)

IfH 38 年ら月

38 &1', 7 月 i

17.5 

40.2 I 

69.8 i2.7 

3.4- 56.4 

本試験地ば岩手県宮古市大字重茂，青森営林局管内宮古営林署部内佐山m~有林宵古事業区18ろ梓班IC所

在しその面積はつぎのとおりである仁前 1 試験区 1.07ha，第 2 試験区 O.64ha，合汁1. 71haである 4 位

!電図および配置関は図135 ， 136で示すう

2) 立地

イ〉気、朱

試験地付近の宮古iこおげる気象制測，(1白は表 195 のとおりで，これによると， 年平均気温13.2 ・C， ;ド降水

量1， 344mm，段深積雪27cmで，代表的な表白木型の出和な気候状態を示している c 試験地は宮古南方約

10kmの地点で，海岸から約 3kmの距離にあるから，だいたい宮古の気候!と似ているものとみてさしっか

えな~.' , '1 
ヨ) 地質・地形・土壇

の成長経過

格i

436 

357 

463 

33 

48 

43 年 10 月

高 I flll 長量!胸高[1]:径
(cm)! Ccm)j (mm) 

659 93 I 79 

606 I 103 I 70 

666 I 62 I 60 

36 I 66 



-170 一 林業試験場研究報告第 233 号

第 1 試験区 第2試験豆
BO'E 崩積 Bs-8コ (d)

lA 二 2.Ao 
Cm crn ァ==--::I F

OFFmA'  
。「1 ~ �1A  

20{-;-に「| ‘こ7.- ¥" ~ I 81 
20 

A2 

v
m
A
 

o 5 IOkm 

l~ 135. コ/ ，~ノヤマハンノキ宮古試験地

事
+
!

o 100 200m 

図 136. 試験区配置図
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C 

出.1 137. 土壌代表断面図

この地域は秩父古生層東縁を，海岸線に沿って南

北!と走る花嗣岩体によって構設されているが，花同

岩{本I"C介在して同じく南北に走る扮岩の縞状の露出

があり.試験地は劫岩の分布地域に位置している c

#ij~友商 731m の十二神山:ζ訴を発して北東疏する

布岸の，起伏の複雑な開析地形に位指し，そのiiíJf.主

高ば200'"'-'300mの範間にあると第 1 試験区は北東向

急斜地，第 2 試験区は南西向の斜面上部緩斜地を占

めている。

両試験医の土境層断酒について記載すればつぎの

とおりである(凶137参照〉

i) 弟 1 試験区 BV_E 土壌，出荷

位jj"( : 18ろ， 1AI 区内，地形: NE，傾斜35"""'"

40\ 舟材:扮岩。

表 195. 宮古における気象観測値

月 別 I 1 2 13
1 

4 ，子ーし 7 8 1-9- 1
10 瓦|よ全年

…
l

平均 1.812. 引 5 ， 81 11.8 1 は 8118.622.9!25.312Ml1641

マ!21-;::j-::1-2 引 1;::;:;:7151217Ul;1123i-24i57
降水量 (mm)I 58.51 72.31 84.71 98. 11 106.9戸平司副 219.~ 15a~ 78.~ 58.~1343.9 
蹴積雪作m)1 21 I 27 I 20 I 3 I 0 I ,.. I ... I ... 1 ~_I_o_i三上:
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層断面の記載

A1: 0 "-'15cm，迅褐(7. 5YR 2/2) ，埴質壌こ[:'，.粗， j!iJ. , j司棟土，問粒状構造。

A2 : 15"-'33cm，黒褐(7. 5YR 2/2.5)，地質壊土，粗，湿，角礁土， A1 層よりやや淡色，弱度の団粒

状および霊果状梼i萱っ

AB: >33cm、黒褐(7. 5YR 2/3) ，埴質域ニト"粗， fr] 時一L:"

ii) 第 2 試験区 Bs"'-'Bo(d)土境

位置: 18ろ， 2A rr 区内，地形:斜面上部緩斜， sw向，傾斜: 15 0 ， 町付. ，花 i材岩。

屑!軒高の記載

F: 2cm，コナラ，その他府葉η

A : 0 "-' 8 cm，黒褐(7. 5YR 2/3) ，埴質上賞.:1.:，軟，澗， B1 層との推移明，粒状構造コ

B1: 8 """-'23cm，褐(7. 5YR 4/5) ，壊土~埴質壌土，弱皮の粒状構造，軟， I再協悦様，粗砂を感じる。

B!l : 23.......48cm，明樫褐(7.5YR 5. 5/8)，壌土質，軟，粘りあり， -rt.陶岩細礁混入っ

C : >48cm，明樫褐(7. 5YR 6/8) ，壊士宮.花崎岩大{晦多行

このように，境 1 試験医の土壌は下層まで腐舶を含有する弱湿性土壌であり， ~;; 2 試験区ば鴎植土層は

うずく、花闘岩質の弱乾性土壌であるつ形態的には荷土域はあきらかに異なる口

これらの土壌の分析成績は表196. 197のとおりである υBO_E 崩積土岐は BB""Bn(d)土壌よりも，あきヮ

かに慢性が弱く、塩基類に言み， Ca.Mg飽和度も高く，肥沃であることがわかる。また， Bo・ E 土壌はBs"'-'

ßo(d)土壌よりも?いくぶん容積重が小さく、水j凱が多く， }1Jl学セI~ もわずかにまさ勺ているひ

ハ) 試験区設定のねらい

コパノヤマハンノキは青森県東南部地域でl任盛な生育を示しているが，早生樹，卜Rとして採用する場合の

現地適応については慎重!ことりあっかう必要があるコ三陸海岸沿いは気候的:とは表t=1 木型の机和な気候下

にあるが.地質.地形，土壌などの立地条件は青森県東南部とまったえちがう。 適地拡大のためには，三

のような環境条件下にお庁るコパノヤマノ\ンノキの造林的性質も解明しなければならない)前1， 2 試験

区:ま方位，傾斜および土壌型のちがいにより設定され，第 1 試験区は，北東向急斜地BO_E土域型，第 2 試

験毘は，南西向斜面上部緩斜地 Bs......Bo(d)土壌剤である r

3) 造 ;l*

イ) m 木

岩手県産種子を用いて岩手林業滝沢市畑l亡昭和37年春，c.， t書きつけして養成された 1 年生前木を使用し

たぞとれらの?青木は昭和37年11月初日に掘り取り，宮古市重茂に同日輸送され， u日有137年11 月 24日に現地

に到着し，直ちに民間畑地:こ 1 本並べによる土仮植(深め)し，翌年 4 月 8 日まで(165 日)仮植された。

この苗木の形質は作業員!と渡したj'['j木の中から任意に大・中・小とおもわれるものを17人(測定本数が

50本近似になるように)から選び測定したところ、平均値で苗丈が 22.6(14.......46)cm，展元直径が0.6(0.4

"""-'1. 1)cm，重さが10.2gであった。これらのWi木は植付け 11寺の冬芽の状態は少しく活動しているようにみ

ろけられ，植付け後は急;こ冬芽のnn静がみられた。

ロ〉禎付 ;j

i) 地ごしらえ

式験地の前生林はアカマツ・広葉樹(ナラ・イタヤ・クリ・その他)の天然林であって、伐採時(昭
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和36年~昭和37年 6 月)の林齢は35""""38年生であった合昭和37年lと伐採した後，昭和38年 4 月上旬I~捲落

とし条状整問の地ごしらえを実行したの

ii) 横付け

横付けは試験実行方針i'r-によって実行したが試験区の一部!と石礁地があって，穴冊機の使用が不能のた

め全部手掛りとし，そのあとにくわおよび手によ「てI!l![木を楠え付け， j立で踏みかためたり

植付け時は荷木を{反楠地から苗木袋花入れてはこび、現地仮構し，ここから楠付け酒所に問木袋に50本

ずつ入れて梢え付けた p 植付:ナば昭和38年 4 月 8 日より 4 凡 12目にわたっておこなったが，その期間は初

日がくもりのち雪の天候であって，その後:ま快U"f'fがつづき乾燥気味であ勺た?したがって，天候のよくな

いときは商木の細根もかわかずよかったが，その後は天候がよいため細恨のい fごみが大きかった。なお，

試験区外の納付けは2.6mX2.6m としておこなったれ

iii) 活活

活者率は昭和38年11月 5 日より 11月 8 日にわたって調査したが，約65話の成績で良好とはいいがたく，

これらは植付けH寺の楠木の形質や，快晴つづきでの，乾蝋下での植付け，さらに楠付・け技術の間人差，ま

た，地床植物の被圧などの悪条件が影響したものと考えられる c

iv) 椅植

補摘は調査区内欠損個所には調査区外の生立木を移植して行ない，その他の欠損個所には，三戸営林署

来満首畑で養成された 1 同床替 2 午・生前木を使用した内乙の甫木は昭和38年12月 11 日に来満了古畑より発送

されたが三戸通運!と12月 17 日まで保管され，官古市霊茂には12月 20 日に到着し， TI'T ちに山地仮植された c

補植は昭和39年 4 月 25日におとなったが，来満苗畑で養成された苗木から任意に30本を選び測定したと

ころ，平均値で苗丈が82.2(60~105)crn，根元直径で0.9(0.7....._， 1.2)crn あったにl 納付け時の天候は快晴で

あり，とれら補植苗木の掘取り移植や輸送ならびに乾燥下での植付けであったが，約 8296の成績であっ

み.,._ c 

4) 保育

保育は昭和38年と 39年は 6 月， 40年は 7 月下旬から 8 月上旬， 41年と 42年は 6 月中旬にそれぞれ手刈り

による下刈り，つる切りを行なった l、また， 42 年 10 月下旬にふたまた木の整理を一部行なったのみであ

る。

5) 施肥

イ)基肥

基肥は植付け後試験実行方針警によって，ちから粒状間形肥料 3 号を 1 木あたり 100g ， 市木の周辺児

施したが，植穴の底に過リン酸石灰をいれることは実行しなかった。なお，補植ならびに移植にあたって

は施肥をおとなわなかった p

ロ) jß 腔

第 1 回の追肥は昭和39年の下メIJ り終了後に，方針書によってちから粒状 3 号を 1 木あたり 200g ずつ間

本のまわりに施IJE.したっ第 2 恒|の追 IJ巴は昭和41年 6/1 中旬下刈り柊了後にゆスーパー 1 号を 1 本あたり

150g ずつ植栽木を中心にばらまきによる施肥をおこなった。第3回の追肥は，昭和43年6月に惨スーパー

(成分比22ー10ー10) をhaあたり 150kg になるように，林地lこ全国散布による施肥をおこなった ο

6) 成長
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各試験区のプロットどとの樹高成長および直径成長は表 198 のとおりである c これにより全般的にみる

と立地別ではあきらかに 1 立地がよい成長をしめし， 2 立地がおとっている。同じ 1 立地でも， A 1 、日 I プ

ロットがよい成長をしめし， An 、 Bn プロットがおとっているが， 2 立地ではこれと反対にいくらかでは

あるが， Arr , B Il プロットがよい成長をしめしている。また，樹高成長量をみると， 2 立地が1立地にくらべ

て成長が急に落ちている。なお，密伯区と疎組区をく';)べると，密植区のブjがいくらカ、よい成長をしめし

ている。各区ごとにみると，もっとも成長のよい区が附市では 693cm の 1B n プロトであり，直径では

7.8cmのlAI プロットであって，いくらか成長:こ需度が影響してきているようにみられるとまた，参考地

と各区とくらべてみると、事!'f l主初!切においてはあきらか!ご施il巴その他による成長のちがいがみられたので

あるが，年次が進むにつれてその差が小さくなって， U{J手[143 1ドの或紡で(ま 2 立地と:まとんど差のない成長

を示しているが， 1 立地とでは成長の差がめだっている。

í) 被害

祈着状態については， tf~(付けおよび補航のところで述べたが，被害本および砧鼠木の発生経過について

は表 199 のとおりである。これによると植付け初年度は活着が怒し翌年度の補植を行なうことによって

健全木を多くすることができたのであるが，その後唱和42年度に被害木および枯死木が増大し，特に 1 立

地の穿孔虫による被害が目だち，おli死木も7.J干多くなったっしかし，昭和43年度には前年度に被害木およ

び枯死木とみられたものが回復したためか，建全木の多い結果がみられた。

J. コパノヤマハンノキ能代試験地

1) 位Il~L ・面制

本試験地は秋山県山本郡二ツ井町大字国代，秋田営林局管内能代営林署部内出代国有林能代事業区 6 は

林班(第 1 試験区)，および 7 ろ林班(第 2 試験区)に所在し， モの面積はつぎのとおりである c 第 1 試

験区2. 18ha，第 2 試験区2.08ha，合~i十4. 26haである。位置凶および配置図は図138 ， 139で示す。

2) 立地

イ〕気象

試験地は花輪線二ツ井町南方約 15kmの地点にあるが，試験地に近接する日本海岸の能代と試験地東方
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表 199. 被害木，枯損木の発生経過

ζーミヶー

試フ験区
ロット

Al 47 一 17 9 

23到1 

15' 
An 50 一 16 7 ~:I Bj 1:6 13 5 18 
Bn 49 一 3 9 12 

6667 1 31 2Al 一 44 28 
An 85 , 4 i 28 15 
BI 75 4 '.6 25 
Bn 891 69 73 i 29 11 

i:\:) 被害木;生きでは~ ，るが虫害その他によって先折，斡衡などの被害のあるもの。
枯損木:活者しなかったもの，虫脅々の他下川りなどによって枯死したものとみられるもの z

昭和40年度は欠国'..，:;t

32 

27 

41 

38 

21 

20 

24 

28, 

間 138. コノfノヤマノ、ンノキ 閣 139. 試験区配置図
能代試験地位置図

36 

34 

41 

43 

34 

28 

30 

30 

53 
与j

ヘ, I 、

31 

30 

45 

31 

33 

33 

17 

22 

)- 直 径 の 成 長 (単位: cm) 

沼 41 年 11月昭42 年 10用! 昭 43 年 11 月

樹高|設立 lE2lE 霊 l 樹高|農民主主-[E-i| 樹 高長 I 直胸 高径

445 4.5 523 78 9.1 643 120 7.8 

389 106 6.3 3.2 510 121 8.3 5.2 553 43 6.5 

427 6.8 3.9 534 107 8.4 5.3 693 169 7.1 

428 150 5.7 3.5 570 142 6.0 641 71 6.7 

330 58 5. 1 5.5 3.8 22 4.5 

341 87 5.7 2.9 
43098 5 

67 6.9 4.2 436 28 ふ l

335 81 2.7 60 5.9 3.6 422 27 4.2 

385 87 I 5.7 3.5 418 33 6.2 4. 1 441 I 23 5.0 

287 I 81 I 3.7 1. 9 I 386 I 99 



表 200. 気

林業試験場研究報告第 233 号

測

cu 

象 自立4詞

2F-511-i 1 21-i丁 4 い 1 6 1 7 1 8 1--9-I- I01~ い2 1 全年

Jliil-;;;l-;;jl-;jjHUJjjijJ211j;: 到 l:i-1j;;;:
代|時ム判 1ωI 81 わ4.21 87.41102.31103.61166. 11 134 い3 い8 い。い0.911426.4

l 最結子 I 45 1 59 I 40 I 2 1 ... 1 . . . I . .. I ... I ... : .. ' I 1 1 23 I 

信担|平均|ーし 71 一0.7 15| 9.9i 15.7120.4 24.31 26.21 20.5! 14. 司 7.~ 1.0111.7 
阿 l 丸楓|最高| 1.31 24 5.9| 14.11 20.4124.6! 28.01 29.21 25.2 18.4 11.J 1 

「 。 cl 最低 |-601 一件 -281 24 711 124 174 182! 刈 71 1H-31 5三
ムキム宇 116 1. 4: 133.11119.91119.9: 115.2い20.8' 202.31169.61 188.31171. 112川 18341ml

- iii遊里b~ 1 1川恒竺上;j二二L_'" ...J_... l"~ _!~2上:ι
内陸部の阿仁合の気象観測値は表 200 のとおりである fζれを見ると，阿仁合では能代よりも平均気温は

低く，降水，とくに防雪はかなり多いっ試験地三位置的関係から能，代よりも阿仁合!と近い気候状態を呈す

ることが推定される f

!t， ì 試騎区 第 2 試騒区

図 140. 試験地土壌図

事 l 試験E
BE 旬行

IBn 

第2試験E
Bo 

2An 
cm 

o 

ﾄ2 
20 ・v

戸、

〆'寸 20 
/ A2 

司園町、‘- ー.国圃圃-・F -圃
F・・ 、司園-，

。

'10 81 

ーー・・司・-.・・a・ -咽開町・ー ー司同・ 司』圃曙・ 噌恒司且

司』‘・

B空
60-1 

___ 
九 / 60 

B2 

80 

図 14 1. 土壊代表断面図

ロ) 地質・地形・土域

試験地付近(士;新第三紀鮮~rrIlLI:-.部の砂岩，泥岩

の互!丙からなり， ~U賞は軟質irr~岩あるいは軟質齢、

岩を円材としている。 iítH幻~j 200m 前後の丘陵性

地形からなり，丘陵峯部でも海抜高約 400m 程度

であるつ主主はかなり佼蝕されて，峡谷状のものも

あるが，一般に玉!と但ないし緩斜胞がよく発達して

いる。試験地内の土壌分布図は図 140 のとおりで

ある。

第 1 試験区は沢沿急斜地，第 2 試験区は台地状

の平坦峯部lζ設けられている。これらの土壊の層

断面形態はつぎのとおりであるく図141参照)，:'

i) 第 1 試験区 BE 土壊，伺行

位置: 6 は，地形:小沢沿い急斜地，母材:軟質

泥岩，説灰岩

層断面の記載

L : lcm，スギ落葉。

FH: 2cm，スギl南築，分解良好c

A1: O~gcm，出(lO YR2/1)，埴質壌土，

軟，湿，団粒状構造。

Aa: g..........25cm，暗褐(10YR3/3)，埴質壌土，

軟， i量，礁緑色凝灰岩混入。
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B1 : 25~35cm，明黄褐(10YR6/5)，埴質壌土，軟，湿，緑色凝灰岩大陳多。

ii) 第 2 試験庶民D 二1"0成

位置: 7 ろ ，地形:平坦峯部，母材:軟質泥岩。

屑断面の記載

L: 2cm，スギ落葉3

FH: 3cm，スギ寓葉，よく分解している。

A1: 0 .......15cm，黒褐(7.5YR 2/2)，埴質壌土，軟?団粒状構造，湿。

A2 : 15.......30cm，褐(7.5YR4/3) ，埴質壌土.軟， ìlIT':，弱度の団粒状構造が上部にあり。

B1: 30'"'-'50cm，明褐(7.5 YR 5.5/6)，埴質壌土，軟1 1:盟。

このように，急斜地の BE 銅行土では土壌が浅く，下層に凝灰岩大礁を多く混じ，平坦台地の Bo土壌で

は土壌は深い。いずれも重粘，埴質で，下眉への腐植の浸透はあまりない。

両試験区の土壌分析成績は表201 ， 202のとおりである。 BE 餌行土は Bo 土壌に比較して霞性が弱く，塩

基類i三宮み， Ca , Mg 飽和度も高く，あきらか:こ肥沃である乙とがわかる c 採取時水分量は BE 伺行土の

方が多いが，粗孔げき，透水性はむしろ Bo 土壌の方がすぐれている。理学性では両土境間にあまり差異

はない c

ノ、〉 試験区設定のねらい

コパノヤマハンノキは代表的な表日本気候の，しかも比較的粗しような火山氏自-のJ.I，':色土域地域で ìlI盛

な生育を示しているが，衷日本気候の，重粘土壌で，どのような生育を示すかは不明である。 ζの試験地

は代表的なスギ天然林の伐採跡地に設定したもので，その成果は適地拡大にあたって貨重な資料を提供す

るととになろう。両試験区は，前述のように地形，傾斜および土壌型を異にする個所に設定されたもので

ある。

3) 造林

前生林はスギ天然生林であり，第 1 試験区は昭和36年 6 月，第 2 試験区は昭和36年 5 月の伐採跡地であ

で7

G~ 

イ)首木

この試験地!と使用したコパノヤマハンノキ苗木は，岩手県産種子を使用し，岩手県森連宮守苗畑で昭和

37年に養苗した当年生筒木であり，苗高は20------30cm程度のものである c

ロ)植付

苗木は植栽前年度(昭37) の 11月末に掘り取り，発送し， 12月 11 日に仁鮒の民間畑地に仮植し，さらに

仁鮒と植栽地の気候，とくに積雪を考I昔、して，植栽当年の 4 月 6 日 lと， ~j白栽地に近接する田代部落 lζ 移

し，民間畑地iζ仮柏した ο

地どしらえはl昭和36年10------11月にかけて，手刈りを併用した機械刈リで全両的におこない，刈払い物は

乾操後，筋状l乙整理した η

植穴は粗植区 1 ， 500本Iha，密植区 3， 000本Iha になるように位置をきめ，機械掘りによった。 1 日の功

程は 1 人平均250------280穴であった D

植栽は昭和38年 4 月 23'"'-'26 自にお乙なわれたっ天候は植栽前は比較的高温，晴天であったが，植栽時は

やや低温，晴天で，その後降雨もあった c
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表 201.土 壌 の
一 一一一一一

試験区;
層 深 C N 

土 壊 周 位 C/N 
(cm) (%) (96) 

BE A1 0"-' 8 10.8 0.50 22 

{即行 A2 8-----25 3.2 0.33 10 

FH 3 36.3 1. 79 20 

2 Bo 
A1 0-~15 8.8 0.68 13 

A2 15-----30 6.4 0.62 10 
B1 30........50 1.0 0.20 5 

._.一一

表 202. 土 壌 の

試験区

番号
届位 一

一
差

一
伐
一
抱

一
量
一
時

一
一
分
一
川

水
一
時

一
取

一
一
採

一
重
一
積

一
一
容

一
深
〉

m
 

c
 

層

A1 

A2 

8 

7 

表 203. 枯損制査

プロット!枯損手数|枯損率
別|木) I (%) 

1AI 

An 

Bl 
Bn 

80 

75 

132 
150 

34.6 

31. 2 
29.0 
26.3 

2A 1 I 44 I 17.3 

An I 48 I 20.2 

B 1 I 58 I 11. 7 

Bn I 50 I 10.1 

J工;互L豆一

2........ 6 

15........19 
37 
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向
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植栽にあたっては，実行方針常により 1 本あたりちから粒状固

形肥料 3 号100g を， 1/3置はほ土{乙混じ， I国土をして植栽後，残り

の 2/3 量は根張りの上部に施与する方法でお乙なった o

植栽当年度秋lと能代営林署で調査した枯損調査結果は表 203 のと

おりであり，枯損率はプロット!とよって差異はあるが， 1O~35労と

なっており，総枯損本数は 637 本である σ

補植は植栽当年度の枯損調査資料により，所要本数を準備し，昭

和39年春に植栽した。

4) 保育

下刈りは実行方針書にもとづき， 1 ，....， 3 年間は年 2 回，その後は

年 1 回とした。企刈りを原則とし. 7 月中~<:刈払いをおとなっている。

5) 施 mll，

第 1 回目施肥は昭和:138年の植栽l時にちから粒状固形肥料 3 号100g を， 1/3量は底土とまぜて，その上;と

問土をおき，由木を楠;f&後，残りの2/3量は根張り上部に環状に施与する方法で，施肥をおとなった c

第 2 団施肥は翌39年度春に， ちから粒状固形肥料 3 号 200g を根張り周囲に環状!と施した。第 3 回施肥

は植栽後 3 か年を経過した昭和41年春にお乙なったが，乙の時点では，コバノヤマハンノキの平均樹高は

350........550cm 程度になり， 立地によっても成長差があらわれてきたし， さらに 4 年目から 6 年目までの向

う 3 か年!と必要な施肥量を算出して実行する必要がでてきたので，各試験地ごとに，個体の大きさから所

要施肥量を算出した。その結果，⑭スーパー化成 1 号を使用し， 1 本あたり 300g (N 72g) となり，当初
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化学性

| 置換酸度
pH(H20) 

Yl 

性段

mZoogl 
置 Ca, Mg 

飽和度

〈労〉

加水酸度 CEC 

mι/ lOOg 乱19
mι/ lOOg 

9.5 

7. 1 
5.6 0.9 

6.0 0.6 

39.6 

18.7 

55.4 

28.9 

31. 3 
17.9 

73.7 

86.4 

5.0 

5.5 

5.4 

5.3 

4.3 

3.4 

1.5 

0.7 

73.0 

36.8 

12.3 

7.4 

45.7 

28.7 

30.2 

22.7 

29. 1 

7.2 

2.2 
1.。

理学位

最小| 孔隙組成(96)

宰気量
1 全孔隙!組孔隙|細孔隙(%) "..:1:. "J LJ 1')1¥ "TtL 1'-' I'>r', I 

-1 84 18 I 66 
-1 76 15 61 

-2 81'  26 

6 I 80 1 25 

1 1 78 I 27 

透水性 l
3 相組

水j二 壌

16 

24 

77 

70 

方針-のちから3号300g Iこ比較して数倍の濃度とな

るために， 2 団に分施することにし， 41年度には

惨スーパー化成 1 号を 1 本あたり 150g あて， 根

i長り周囲lζ環状に施した c，残りの半量 (150g ) 

は生育経過を観察のうえ， 43年春に施与したのた

だし，このように分施したのは個体の大きい能

代，真室川のコパノヤマ/、ンノキ試験地だけであ

長 100

o A (組立区J
.�. 8 l宮立区)
一-';.þ， 1 鋲摂区

一一消 2 5ぇ験互

量 50-1
る。

6) 成長

各プロットごとに毎年秋季， 100 本前後の測定

木を任意に拍出し，樹高および直径 (2 年目から

。

2 3 4 5 6t毎日

図 242. 樹高連年成長量

:ま樹高直径〉を測定した。測定結果は表204 ， 205のとおりであるロ

表204を見ると，急斜地のBE荒j行土からなる第 1 試験区は，平坦台地のBD土壌からなる第 2 試験区より

も樹高成長は劣っている しかし，樹高の連年成長を見ると，植栽後 3 年目まではあきらかに第 2 試験区

の方が良好な成長を示しているが，それ以後では第 1 試験区の方がむしろ上位の成長を示しており，両試

験区の給成長がしだいに接近しつつあるととがわかる(図142参照ト

両試験~の土壌化学性は第 1 試験区の方が良好であるが，理学性はむしろ第 2 試験区の方がまさってい

る c 地形は第 1 試験区の方は急斜で，第 2 試験区の方は平坦ないし絞斜であるから，地形的には第 2 試験

区の方が条件が良いようである。このような地形，土壌条件がコパノヤマハンノキの成長に関係している
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ことであろう心

乙の試験地のコバノ十マハンノキの成長は，同じく衷日本側(C位量する真室川試験地とよく似ており，

表司本部!の各試験地よりも，はるかに良好な主育を示しているむこのような問題についても，今後検討さ

れなければならない~

つぎに植栽密度による成長状態を見ると，両試験地とも 4 年目までは密植区の方がわずかに優位の成長

を示しているようであるが， 5 年目からは粗植区の方がわずかによくなり，植栽密度による成長の傾向は

あきらかではない c

7) 被害

枯損:植栽当年度の枯損調査結果は表 203 のとおりであり，枯J員率の最小プロットで10.1%. 最大プロ

ットで34.69óであり，平均して21. 1おとなっている。だいたい、京 2 試験区よりも第 1 試験区で枯損率が

大きい é 枯損の大きい原因として考えられることは， 1)現地の融雪がおそし植栽時にはコパノヤマハン

ノキはすでに関葉しはじめたこと， 2)苗木が極端に小さかったこと， 3)施肥方法が適当ではなく，肥料焼

けをおとしたものもあったこと，などである。

植栽後は生育も順調で，雪害もなく， これまで・ブ乞ロット内に 1~2 本の虫害(コウモリガ〉が認められ

る程度であった二ただし， 43年度には第 2 試験|孟にかなりわンノキρムシの被害があり，宮林署では夏に

薬剤荷除をお乙なっている c しかし，今後の生育上?とくに支障あるようには認められなかった。

K. コバノヤマハンノキ真室川試験地

1) 位置・面積

木試験地ほ，山形県最上郡真室川町大字秋山，秋田営林局管内実室川営林署部内新林国有林真室川事業

区73を林班(第 1 試験区)，および楢木森国有林125へ祢班(第 2 試験区〉に所在し，その面積はつぎのと

おりである。

第 1 試験区 O.80ha 

第 2 試験区 O.80ha 

との位置図および配置図ば図1<13 ， 144，で示す

2) 立地

イ〉気象

試験地付近の金山における気象観測値は表206のとおりであり，平均気温は約 10
0

C ，年降水量は 2， 058

mm. 最深積雪は170cmで.降水の分布は冬季に多し裏日本型の気候を呈しているの試験地は釜淵付近，

主秩国

図 143. コパノヤマハンノキ翼
室川試験地位置図

支
社

J

区.\ 144. 試験区配置l盟
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区分

気温
GC 

20 

fC 

EO 

第 l 試験区

BD(d)残4旨

18n 

A 

81 

日2

C 

真室川付近の 2 か所に設けられているが，いずれも裏日本型の多当多雨気

候とみなしてさしっかえない。

ロ) 地質・地形・土壌

第 1 試験区は真室川沿いの河岸段丘に位置し，粘-土質の段丘堆も!i物を母

材としている。海抜高は 120m程度で，おおむね平坦である。第 2 試験区

は，釜vm東方l乙位置し， M抜高は200"""'-'300mの íl遊間!とあり，新~~. 3 紀中新

世の硬質頁岩，凝灰岩によって構成され，土壌はこれらの風伯物を母材と

している。地形は一般に複雑で，急斜面が多く，試験区は分岐峯の緩斜面

を占めている c

第 1 試験区の層断面形態はつぎのとおりである(図145参照)わ

L : 1 cmc 

図 145. 土壌代表断面図

A: o "'-'22cm，褐(7.5 YR4!3)，埴質，軟一堅， i曲，弱い堅果状構造。

B1 : 22........40cm, I珂控褐(7.5YR6/7)，埴質，堅，重粕，潤。

B2 : 40"""'-'70cm, f別措褐(7.5 YR6!8)，埴質，堅，草津lk ， i問。

C : >70cm，明棺褐(7.5 YR 7/6)，埴質，竪，重*l~，潤。

乙のように，埴質，重粘な母材{ζ生成した弱乾性土壊であり， A!層と B層との推移は判然とし，いくぶ

ん黒色土の傾向もうかがわれる c

両試験区の土J~分析成績は表207 ， 208のとおりであり， rJ~間台地のBD(d)土壌よりも，第 3 紀前母材の

Bn簡行土伊方が酸性が弱く，あきらかに塩基類が多く，肥沃であるつ洪積台地のBn(d)残積土で1ま下周の

表 207. 土壌の化学性

試号区験番 土壌層位

\.l.: U川\./011 ¥')'0)1 I Yl I Yl l¥.Ng , 100g 10ﾓg I ¥.70) 

5.6 16 22.2 1.4 9.8 

I~残n(積~)I B1 i 22"'-'70 0.9 O. 8 5.31 18.01 21. 9.5 O. 0.6 11. 8 

B2 I >70 0.4 O. 4 5.21 31. 3: 30. 3.6 O. 1. 0; 42.7 

A 3.2 0.29 11 5. 51 2. 61 26. 22.4 6.8 75.3 

1.61 0.15 5.41 13.21 27. 22.1 8.8 7.5 73.8 

偏行 A' 1. 5 0.11 5. 61 8. 61 28. 23.5 10.5 7.5 76.4 

0.6 0.06 5.41 4. 61 16. 27.5 12.6 5.8 67.1 
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理学注ほあまり良好ではない。

ハ〉 試験区設定のねらい

コパノヤマハンノキは代表的な表日本気候の比較的軽しような火山灰質の黒色土壌で旺盛な生育を示し

ているが，裏日本側の多雪多雨気候下でどのような生育を示すかは明らかではない c この試験地は，いわ

ゆる多雪地帯におけるコバノヤマハンノキの生育状態を究明するために設置したものである。両試教区は

前述のように地形，方位，領斜およこF土壌型を異にした立地に設定されている Q

3) 造村;

イ〉若木

苗木は岩手県森述市畑で生産された当年生出木で，平上主Jl'l'J高 45cm であった。これを植付・け前年の昭和

37年12月 8 悶に，秋田営林局を通じて受領し，分場訪日先日IC 1 冬期 IBH反制したっコパノヤマハンノキは|崩葉

が早い関係もあって，当地方の植付け時期にあわせるため，消雪H寺 lC{.反航しである苗木 iC，雪を 50C111 程

度盛り上げ，わらでおおい間葉時期を調節したけ

ロ)植村-け

植付けは第1. 2 試験区とも手掘りにより植え付け/ニ ζ

昭和38年方針書にある雪中埋まに準じたjJx植をおこない，開業時期を削節しておいて，植付け時に掘り

だして手早く植え付けた結果，当年 6 月の活着調査で表 209 のような活着率を示した c

なお柏付 :J当年の t~î損のほとんどは，キマゲラコ 1フモリガの幼虫の食容によるものであったが， i'l'i木が

大きくなった 2 年目からは，これによる杭損はみられない。 6 成長期自の昭和43年 9 月の謁査では第 1 ，

第 2 試験区の枯損率は表 210 のとおりであった 3

4) 保 育 表 209. プロット別活者率

第1. 2 試験区とも下刈りなど表 211 のとおりおこな 前 1 試験区|第 2 試験区
'ヨ AJ-. o 

Al 92(%) AI 92(%) 
5) 施 ff An 97 " Arr 98 " 

施JJ巴(第 1 回目)は方針書に示しであるとおり，苗木 日 l 91 11 BI 92 11 

1 本あたり 0ちから粒状固形肥料 3 号をlOOg ずつ施問
Bn 99 げ Bn 95 11 

した c 過リン酸石灰(ま施用しなかった c 第 2 回目の施肥 表 210. プロット別枯損率

は植付け 2 年目の昭和39年 5 月 i乙曲木 1 本あたり@ち 第 1 試験区|第 2 試験区
から粒状固形!肥料 3 号を 200g 施用し， 節 3 回目は値付

A , 5(%) Ar 12(%) 

け 4 年目の昭和41年春に，第 4 回目は昭和43年春:乙事ス Arr 4 /1 An 5 11 

ーパー 1 号をそれぞれ 1 本あたり 150g ずつ施用した。 B 1 5 11 BJ 26 " 

6) 成 長
Brr 5 " Bn 12 IJ 
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返経育保表 211.

年 度|実施時期|実施方法

ふたまた木の整到!つる切り
第1試験区は一部動力による下刈り，第2は手
刈りによる下刈り蔓切り，ふたまた木の整理

月下
月上
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月下
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一 l 二一一一L一一÷一一一一÷

手刈りによる下刈り旬
匂
旬
旬
旬
旬

6

9

7

7

7

8

 

年

1/ 

'/ 

'/ 

38 

。
J
O
-
-
2
3

n
d
4

・

4
・

4
・

4
・

昭和

11 

// 
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表 212.
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A
A
B
B
 

2 

沼手~139年度は樹植付け当年から毎年行なっている e 昭和38年度は樹高， 根元直窪，成長量の測定は，

高，胸高直径，根元直径，以後は樹高，胸高直径について測定を行なってきた。各調査時の平均値は表

2121C示したとおりである。

表でみるとおり第 1 ，第 2 試験区ともに成長経過は良好である。疎密程度!とよる差は，第 1 試験区にお

いては 2年目から樹高にあらわれたが，胸高直径iζ対するあらわれ方はおそく，植付け 6 年目の昭和43年

の調査からで，樹高，胸高直径とも疎密程度の差が明らかになってきた。第 2 試験区では第 1 試験区ほど

成長の相違はないが，胸高直径においては 4 年目から疎密程度による差がみられた。

害被

病虫害イ〉

植付け当年の 9 月 lζ，第 1 試験区i乙キマダラコウモリガの発生をみた。桔損の大部分は，幼虫の食害iこ

よるものであった。昭和39年以降も乙の幼虫による食害はあったが，枯損するほどの被害でなかった。第

2 試験区iζキマダラコウモリガの幼虫の食害をみたのは昭和40年からで，第 1 試験区に比較してその数も

少なく，枯損などの被害はない。

昭和42年 7 月，第 1 試験区花ヒラアジハパチの発生をみた。とくに林縁部が多く食害されたが，比較的

早期に発見し， BHC(γ3%) を散布する乙とにより，被害を最小限度にくい止める乙とができた c 先!とも

述べたとおり，林縁部に食害が集中的であったので，プロット内調査区の枯損は少なく， B) 3% , Bn5 

%の枯損をみたが， A I. Anの語査区iとは枯死したものはみとめられなかった。同年第 2 試験区lC/、ンノ

キハムシが若干発生したが (7 月下旬)被害はなかった。
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ロ)雪害

第 1 試験区は平Jl!地 (0 ~100) のためか，雪圧などによる被害は 5 冬 J1)Jを経過した現在全くみられな

いが，第 2 試験区は傾斜 30"'-'35 0，年平均積雪深 200cm 前後の個所l乙設定されている関係で，根元曲りが

発生している c

すなわち，植付・け当初~-~幹が柔軟で，雪庄 lζIIfH応しながら倒伏埋雪し、 iì'í雪と同時に立ち直おって}~長

をつづけるが，幹の肥大成長 lとともなって，根元[1当りの発達する現象がみられる。 2 冬期を経過した段階

で(樹高400cm，直径胸高40mm) すでに根元山りが生じ， 5 冬J~lを経過した I府和43年 9 月の~IM査ではAI

3596 , An2396 , B 1 包括， Bn2196の根元自1 りをみている。

前生樹のスギ地下部の埋幹長の平均は 90cm であったが， コパノヤマ r 、ンノキのそれは皆無で.地上部

の由りの長さもスギヒ比較して著しく短い。また当初予想した折れ，割れなどの被害は 4 冬期を経過した

段階まではみられなかったがt 5 冬胡を過ぎて折れ(梢， !沖)の被害が若干あらわれた J 乙のほかに昭干11

42年12月下旬の異常な降雪!とよって，冠雪により庄倒され，型n雪したものの被害が大きくあらわれたっこ

れら埋雪したものはそのほとんどが立ち直おり困難な状態を呈して!. "'て，その被害率は 2A 112% , 2AII27 

%, 213 1 1896, 2Bu23%を示している， 2AII 、 2BU l乙多くみたのは，このW~所が吹きおろし斜面であるこ

とと、傾斜が急である乙と，また BII の場合は刷冠が閉鎖状態で冠雪をうけやすく，斜而上部の倒伏した

ものに圧倒され，将棋だおしの状態となっている c これらはほとんど傾斜下郊に集中しているが，今冬の

嘩勺!こよってさらに圧倒され，正常な状態に問復することが困難と判断されるり

L. コパノヤマハンノキ平試験地

1) 位置・面積

本試験地は福島県石城郡三和村，前橋営林局管内平営林署部内差塩国有林平事業区23ろ林班(第 1 ，第

21式験区)、および下永井国有林平事業区 33 林班(第 3 試験区)に所在し‘その面積は下記のとおりであ

ー，
'二) u 

第 1 試験区 O.32ha (2 プロットくり返しなし 1 プロット 40x40m)

郁 2 試験区 O.53ha (2 プロット 2 回くり返し 1 プロット 30X45rn)

明 3 試験区 O.40ha ( 2 プロット 2 IIII くり返し 1 プロット 25X40m)

試験区の記置図ば図146， 147に示す(本試験地位置図はアカマツ平試験地位置図を参照の乙と)c

Bo(d) "゚ 

fl  
『、、J , 

図 146. コ〆ノヤマハンノキ平試験地第1， 2 試験区の配i!1i:ならびに土境図
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問
問
川
川図 147. 第 3 試験区の配i百ならびに土壌凶

2) 立地

イ)気象

試験地もよりの平営林署差塩苗畑の観測結果は，アカマツ平試験地の項に示すとおりである。差塩苗知l

は第 1 ，第 2 試験区とは海抜高がほぼ等しく，第 3試験区とは海抜高差は約100m，水平距離 6kmの差が

あるハ

ロ〉 地形・ j也質・土壌

本試験地1まいずれも阿武隈準平原而の丘陵性の斜面にあって，海抜高400----500mで，土壌母材は花嗣岩

である。

第 1 試験区…小尾根の凸:日にあって，傾斜は 15~20。である。土墳はかなり乾燥している吋 A周は薄く

5 '"'-'10cm ていどであり， A層上部には粒状構造のほかに，一部[ζは堅果状構造の発達がみられるに土壌

型は適il~~jt-t褐色森林土BD(cI)引土墳である(悶146， 1481$照のこと}
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AI冒上部は非常に乾燥し，柱状構造と堅果状構造がよく発達している
が，腐植の量はあまり多くないロA_-B'罰にも堅果状構造がよく発達し
r.良い ο Bl習は明るく花 I~\j岩の風化物がそのまま堆むしているが、あまり
堅くないに根系はA ， A-B 層に集中している c BJ回!とはササの結根が
散見されるが，下部にはアカマツの枯根が点在しているう B府 lては石英
1操O. 2.....,._0. 3cmが混入している c 各層の断面調査結果はA屑: 10cm, おil
H昔褐色7.5YR2!3，府組!こ富む，砂質壌土，粒状構造，堅果状構造が発
達して軟らかい。 A-B屑:黒褐色7.5YR2/2，腐髄{乙富み砂質壌土，堅
果状構造が発達し。て堅い土層である" B~い褐色10YR4!6，指11擦をわず
か!と含んだ砂質壌土，土!語は竪く水湿状態は潤ョ

図 148. 第 1 試験区の代表断面形態 Bo(d)型土壊

第 2 試験区…第 1 試験区の下方，斜面中腹部に位置しており，平均傾斜度は 15........20 0 で，試験地上部の

斜面変曲点には火山灰が薄く被覆している c 前生樹ヒノキ林の伐採跡地であり Aoの発達は悪く， A層の厚

さは 20---....25cm である" A層表面はやや乾燥し，粒状梢泊も一部にみられるが‘その大部分は回粒状構造

を呈し，土壌型は適潤性褐色森林土 Bo 型土壌である(図146 ， 149参照のこと)ο

第 3 試験区…前記試験区より南へ 6km離れた阿武隈山系の南縁部に位置し，海抜高400m、花i詞岩を問:
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:\1.'百上部 lこは粒状構造が発達し，比較的乾燥している 9 多少粉状を混
ずるも，その厚さごく薄く， AI'門下部には竪果状棉造ができている c
:\2 層には一部に堅呆状構造がみられ上部A1 層より急設!と色調はうすく
なるコ A2 :冒はわりあい厚く上部に堅果状構造・がみられるがp下部には構
造がなく， 1七較的しまっている。 B属は明るく花刷岩の風化物が堆積し
ている。諜は縮小角諜がわずかながら A!l周， B 届;乙散見されるの根系
は上部 2 層 l乙集中，上部をササ，下部をヒノキが I~i めている。各層のI'l計
百五調査結果は， A1 層 : 15 ....__，20cm，極l帝赤褐色で腐植に富み土性!主徴砂
質壌土，粒状構造，竪果状構造が発達し軟らかい， Azil":い 15........30cm ，
暗赤褐色を呈し，わりあい魔植を含んでいるり土性は砂質壌土，堅呆tl~
構造・がみられるが軟らかい。副首:土!日は深く 30cm以上，赤色を呈し，
箱I礁を有する。土性は砂質展土，土地構造はなく土隠は自宅い。

図 149. 第 21試験区の代表|折面形態 BD ~Ii~土域

|:177ヲF完了!?.., ___ .. I 

I i~~ 〆切 . U . I 門 1

20-1---.-._--' ............土
I ~4'，..予、〆、-、

Ui f一人、ダ 11 "-1 ρI A'2. 

40・ 1 1'.そ'

|も t ト〆
ωI A I B 
穴)-j • 

材とした小規模の押し出し状地形のところで， 北京向きの傾斜度 5'"'-' 8 0 の緩斜面iである 3 土壊の大均分

は急斜面下;~~!と布j行堆積したもので，斜面下部と隣接斜而下部!こは局郎的に二次耽枯した土居もみられ

る D 試設区内の斜面上部では堆積が薄く，局部的lと基岩の花樹岩が露出し， A層!ま薄く1O~2Ocm程度で

あり，前生樹コナラ，ク q ，クヌギ，サクラなどの広葉樹林の影響を受けて円|粒状構造がよく発達してい

る。また斜 li日 F部では堆 f占状態が厚く 40'~70C11lていどもあり .A 1 層では団粒快晴泣がきわめてよく発達)

ているが， A'，置では堅密なカベ状構造を呈している σ 土壌型は斜面上部では適潤性褐色森林土 Bn 型土壌

であり，斜而郊では弱湿性褐色森林土 BE 型土壌に閣似していて，試験区内の大部分は両者の中間型とみ

られるので， Bn-E 型土墳として取り倣うことにした(凶 L47. 150$1.{{の乙と)っ

小規模な押出し堆積地形のため試験区内土壊の大部分は，二次堆積し
た土壊であり，土!曹は非常 :rJlj:ぃむ A層は一般に!早く広葉樹伐限跡地で
もあり腐植!三富み団粒状構造がよく発達している。 AÆj下部!とは 5 .......10 
cm 程度の円礁を合んでいるが土壌はしまっているの根系は比較的下部
!三もみられ 5cr--60cm程度に達しているが，制根の多くはA層上部の 30
cm~(集中している、新面調査結果はA1層 : 20cm，赤黒色を呈し，腐植
に富んでいるこ土性は砂質壌土で，問粒状椛造がよく発達している。 A2
層 : 15~20口n，暗赤褐色を呈し， A1 層よりやや明るいい土性は徴砂質
壌土で閏粒状構造が発達し軟らかいり A1'陪: 40"-'50cm 赤黒色を呈しき
わめて腐植に富んでいる ç 大小の円礁を含み，土聞は堅く一部lζ塊状構
造がみられる c 土性は微砂質蟻土である。 A2' J国:極暗赤褐色を呈し，
腐植は少なく，土壌構造の発達悪くカベ状構造を呈レやや堅い，土t!.1: ~立
徴砂質壌土である。

!ヨ 150. 開 3 試験 1:&代表断面形態 Bn-E担土J主
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各試験区の土騒の理化学的性質は表213， 214のとおりである【

ハ〉 試験限設定のねらい

前述のように立地の異なる 3 試験区に，それぞれ密梢区，IDI!植区の 2 プロットを設け，昭和38年10月試

験区を設定したりすなわち，第 1 試験区は立地BD(c1)， A}~t植区1 ， 5仰木jha，日密 .fiÍi 18:3, 000;.1.玉川 aの 2 プロ

ット (1 A , 1. B と表わす)，第 2 試!波区は立地BD ， Aï(~!植区， B密航区としてくり返しを設け.2:\r ， 2A

n , 2B I! 2Bn の 4 プロットを設定した c 第 3 試験区は立地B仏 E ， A疎植医 B密植区としてくり返しを

設け， 3A 1, 3A II , 3B ト 3Bn の 4 プロットを設定したじ
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表 213. 代表断面土境の理学性

一 一一ー

試験区 土壌型
採取時の容積組成〈猪) 最水大容量 気最小容量 透水位

土諜 恨水分 i 空気(箔) (%)1 cc/min 

23.0 2.3 1.3 

41.61111115566672i3181!LL6 6 3 8 3 5 -1101988.-.085581 l 1 1 i 

75 
29.0 2.3 1.3 38.5 28.9 18 
34.8 4.5 0.2 31. 3 29.2 37 

l�.3 1.5 0.9 36.3 ~4.0 145 
第 2 試験区 130 I AB 

28.8 2.0 1.5 55.5 12.2 50 
27.5 1.9 0.3 42.8 27.5 6.8 82 

第 3 試験区 l|BUEl1A217 
23.8 6. 7 1.5 30. 1 67.5 5.0 92 
35.6 3 3.4 0.8 23.5 60.2 -0.4 41 
33. 3.8 0.2 44.1 19.6 62.4 0.5 38 

表 214. 試験地土壊の化学的性質

式験区 畑|周位|JH20| )'1 N(財) c(%) |山m.e量. 

3.9 16.0 12.5 22.4 
第 l 試験区 BD(d) 4.0 4.2 11. 1 0.33 9.3 20.9 

4.2 3.9 9.9 0.03 7.2 10.6 

第 2 試験区 I BD 
Al 4.6 0.58 37.7 
A2 4.2 4.4 12.3 0.38 25.0 
A 4.1 3.9 12.3 0.07 8.5 16.1 

A1 3.9 4.8 11. 1 21. 2 時|第 3 試験区 A2 4.4 4.9 1.8 O. 16 10.6 12.2 
A 4.2 5.4 3.1 0.18 11. 9 17.0 

一一一 一一

表 215. 選 苗 規 格

項 目 フ乙 径 (cm) 樹 高 (cm) 枝 -F 1日j (cm) 

試 !検 用 1.2.......1.6 150""-'200 50'"'-' 90 

規 格 外 大 1. 6 以上 2∞以上 100 以上

0.4'"'-1. 0 80......140 30~ 80 

3) 造 科:

イ)首 木

平営林署上小川商畑において，昭和137年播種， 38年春床替え養成したっ昭和39fj三 12月日日前記苗畑にお

いて，表215による基準により試験用苗木を選歯した r

前記試験用首木をさらに大小花 2 分し， 1 級苗木と 2 級苗木とし， 1 級苗木は各試験区A ， 13 区!とそれ

ぞれ植栽し. 2 級苗と規絡外の大苗は試験区外周部?と植栽したえまた，規格外小商は補舶用苗木とし，再

度上小川苗畑に床替えしたコ付属肥効比較試験地には東京営林局笠間営林署友部苗畑において，昭和38年

4 月播種，昭和39年 4 月床替えした苗木を使用した c

ロ)楠付け

準備地どしらえは第1， 2 試験区(差塩地区)では昭和37年10"-'11月に実施，第 3 試験区(中山地区〉

では植栽直前の昭和39年 3 月上旬に実施した。植栽用萄木は前記のとおり養苗，苗木を選苗したうえ苗畑
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と植栽地の気象差をとり除くため，ただちに山元仮植を実マ施し(昭和38年12月)，越冬させたc

試験地へ植栽した苗木の形状は表216のとおりである。

携し第 2 試験区では39年 3 月 22.........23 自に納付け標示をおこない，植穴掘機!とより 4 か所穴を掘り， 24 ......... 

28 日の 5 ;:]閣にわたり梢栽した勺また釦;3 試験区では 3 月 24.......25 日に植付け標示，柏穴掘りを実施し、 3 

Ji 27.........29 日の 3 日間にわたり値段した c I'{j ~<の他栽距離は各法!挽地ともに B: 自転II丘 (3， 000本/ha) では

160 X 240cI11とし， A: 疎植区(1， 5004~/ha) では200X28Ocmとした 3 施肥は実行方針書:こもとづき， 4 

か所機械掘りしたあとを1M ぐわを用いて深さ 30cm ていど掘り起こし，植え穴の底iζ過リン鼓石灰 53g を

施し，あい土を施し，モの上に苗木を固定し，土をいれ，さらに環状にちから粒状同形肥料 3 号 (3-6

- ,1) 100g を施し， ，)".たたび援土し，出!fみ|占|めた c

他栽後約 4 か月通過した 8 }1 4 日!と iSt(調査をおこなった結巣は表 217 のとおりである c 活着が非常に

良い結果を示したことは山元仮随を行ない，間知1と試験地問の気象条件の差をなくしたこと，ならびに素直

栽時期が早かった結果とみられる c

4) 保育

下刈り作業は下記のとおり実施した。

昭和39年 7 月 下刈り機による。

昭和40年 6"-'8 月 2 回刈りを行なうれ

5) 施肥

制裁後 1 か年経過した 11百下旬40年 3 月 16 日に lìíJ年度桔損した白木の補植を行なったれ柿植苗木は試験地へ

植栽した苗木の規格外を平営林署上小川前知1へ再床替えした 2li:!1床替え 3 年生白木を使用した。また，同

時lζ摺 2 回目の施肥を行なった c 施担方法は植栽木の中ζ、から半径 1mの環状lと梢栽木 1 本あたり， @3

号( 3 - 6 -4) 200 g ずつ施したこ

制栽後 2 年経過した昭和41年 3 月 28 日， 29 日 !C は節 2[凶目の楠楠を実行した。 ~11i植倒所は前年度 1B ，

表 216. 植栽苗木の形状 (30本の平均〉

項 目 備

第 1 ， 2 , 3 試験区へ植栽

試験区の外聞植栽

第 1 ，第 2 試験地の中間jへ植栽

293 I 肥効比較試験へ植栽

1 級情木

2 級 l甘木

特大

室部哲実| 175 1.7 

表 217. 拙栽後の活着と虫寄の状態

考

損 着 率|虫害本数(%)一戸 験 区 l 植栽土竺|枯
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2Arr 区 :ζ集団的!と虫害による枯損がみられたため，試験|豆外周より苗木をていねいに招り起こし，土鉢っ

きのまま枯損個所へ移楠した。移植木数は 1ß 区では15本， 2Arr 区では23本である c

昭和42年3 用 28........29 日に，第 3 岡田の施11巴を実行したむ肥料は植栽木 1 本あたり曾スーパー 2号(14-

18ー16) 208g を水平方向に横溝を浅く J照り， 施迎量の1/2ti\:を施し覆土し，残り 1/2.~:は表面へ均等に散

布したコ

1針

高3

fì) 成長

附栽後 5 年自の成長の状態は表218および図151のとおりであるコ

コパハンの樹高成長をみると植栽後 5 年目には立地別に 11)] りような差があらわれ，土壌生産力と対応し

iII 

BL 

7 

5 

A 

3 

2 

ヨii?-E 

ー由民自寺 西3. 39 .40 .:11 4i 

震度

国 151. コパノヤマハンノキ成長経過

て日D-E>BD>Bo(d)の}IJH に大きかった。

つぎに疎植，密杭による成長への影響をみ

ると，各立地ともに樹I~~Jでは植栽後 3 年目よ

り密植区が明らかに大きい結果を示している

が，胸高直径および根元匝淫成長では反対に

VJ.!!他区が良好であった c

7) 被害

イ〉虫害

11日和39年 8 月.上旬，キマダラコウモリガが

先生して直ちに根の国りに BHC の散布を行

ない，被害木iζはマラソン乳剤を注入し， 9 月

ポ 11 までに 4 [ñj実施した 3 昭和39年11月 10 日

虫害調査した結果は表217のとおりであるつ

1173和40年 6---9 月， 61亘|にわたって BHC

散布およびマラソン乳剤の注入を実施したっ
43埠

10尽 19 日虫害枯損木の調査結果は表 219 のと

おりである c

表 218. コバノヤマハンノキil'~H揖別，立地別成長状態

試験区|土壌型|喜一語 ilJ I 樹 一吉示可而~'~ (ー) 1 胸高直径 (cm) I .根元医 (cm)

疎植 1A|5yj3(附 105ゴi 。 (l∞)1341(附|ぷと24(州
第 1 試験区 IBD(d) I I h 0'1 1 ('J. A'I I (7 Q'I I 

附 l B | 7 f ; 4 . 8 ( ω | 1 2 4 . 3 (ω2μ却4必3)川| ぷfヨ九iLOM.4ぷ( 9引1)パ| 4 !三;ゴヨih3. 4ぷ( 8邸B)

I 疎植 2A ! ぷゴ公j 5 (附 | l!2幻:ど釘三弐i O (附! 5f2幻;と引三ゴiら2.2ぷ(附 | ぷi2; 5(ω 
第 2 試験区 I BF. I I /'ro ')¥ I /'. ハ I ( 0  ')¥ I 

!』日 |密植 2B|72ヨ0・ 2(118)|22え。 (176)lA4.o〈 91 〉 143E2.4( 紛

疎植 3AL!?fidOO)|0248 。∞)lsfj25(附|ぷ35(川
第 3;試験区 I BD-E I I (0 c::¥ I (A ')¥ I (0'  '1 I 

密柏 3B|72ヨ1. o(附 1340(179)1340・ 5( 8川 7jどし.O( 附
注) 上段( )は平均値，下段は範闘う
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表 219. 虫害布ii 損木調査 i沼40.10.19

23い 33 と

斑|試験区|枯損木仰
3 A 1 

An 
BI 
HII 

q
u
n
u
'
O
F
h
u
 

守
ム

1
A

勺
A

表 220_ 試験区別被害状況(昭和41年 7 月)

I ) 穿孔性害虫 I 
処 理|調査本数 I _,.L, ~ 11 J_' 1.1.. _, _'- ., • ..! -_ "" Itl. I ,ð_ -:1.1_ I被宝率(%)1 病虫寒害他枯

I h"'~J _J_-I...'1~_5ÿ\. 1 コウモリガ|カミキリムシ|その他|合計! ロ | 

0 

2 A 疎植 I 1∞ I 2 6 I 3 I 11 I 11.0 I 2 
B 密植 I 1∞ I 6 I 1 : (1) 3 I 9 I 9.0 I 2 
c (無肥料) I 112 I 2 I 1 I 1 I 4 I 3.6! 
D (施 !ld|1121~ I 1~ I (4)ml38133・9ii;

3 A 疎植 I 100 I 7 I 3 I 5 1 15 I 15.0 I 5 
B 密植 I 1∞ 1 6 I 0 i (1) 5 I 10 I 10.0 I 6 
c (無肥料) I 49 I 1 I 0 I 6 I 7 I 14.3! 6 
D (施肥) I 50 I 3 I 1 I (3) 6I 7 I ほ o I 2 

昭和41年 7 月中旬:こ BHC 乳剤，注入塗布を行ない，被害調査を行なったひその結果は表 220 のとおり

である。

M. コパノヤマハンノキ中之条試験地

1) 位置・面積

本試験地は群馬県吾妻都吾妻町， HíJ橋営林局管内中之条営林署部内烏帽子国有林中之条事業区74ほ林涯

(第 1 ， 2 試教区)，およひ'72t.こ林班(第 3 試験区)に所在し，その総面積は 2.4ha で，各試験区はそれぞ

れ O.8ha を占める 3 位置図および配置図は図 152 ， 153 で示す。

2) 立地

イ)気象

第 1 試験区にもよりの岩櫛苗畑における槻測結果は表

221 のとおりである。観測地と試験地の水平距離は約 6

kmで，海抜高は試験地よりも約200m低いところの資料

である。

ロ) 地形・地質・土壌

試験地は榛名火山の北側山麓斜面にあって，まだ強く

開析されていないため全般に起伏畳が少なく，傾斜もゆ

るく波状地形を呈して~、る。また原市が放射状の幼年谷

によってけずられ，台地状地形となっている部分もあ

る。

山体を構成する基盤岩石は輝石安山岩であるが，表Wì

至
渋
川

機名山

ム 1~∞m

閣 152. コパノヤマハンノキ中之条
試験地位置図
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事 I!ï\~[

一ー一一件 N

"1. 21式略区

口 B: ご

白 8.0 :深〕

|湿 153. コバノヤマハンノキ中之条試験地配置図
および土壌分布図

は火山放出物によって厚くおおわれて

いる。

表層をおおう火山灰・火山砂諜浮石

など堆積屑序は，数次にわたる火山活

動の結果，堆積時代のことなるいくつ

かの;画がmなりあい，各層の厚さ・ 1主

f壬・岩種・風化程度などにそれぞれ特

徴がみられるご

土壊型は全般にBlo 型が.広く分布し，

台地上の凸出品:や々との周辺部などに，

位状構造のやや偏乾性のBlo(d)型がわ

ずか認められる。浮石層を界;として土

!国は軟らかく砂質壌土であるのに対

し，下層は埴質できわめて竪くしまっ

ている。

以下各試験地の土属分布函および断

商図は，図153 ， 154のとおりである。

第 1 試験区

海抜高は í60m で，北向きの広い毘

根件緩斜面で，中央を南北に浅い凹地

が走っている。土壌型はNo. 1 , 2:こ

しめすような断面である。 No. 2 は

No. 1 fと比し浮石屑が厚く，またA2層下部はそれほど還元的でない。中央をとおる浅い凹部にはNo.l よ

りも，やや湿ったA層の深いものがある。

第 2 試験区

第 1 試験区の近くで北東に面した直型急斜面であるが，微凹凸がみられる。試験区上縁が尾根筋にやや

ふれるが，測定対象民までおよんでいない。土壌断面は No. 3 , 4 のとおり，第 1 試験区に類似した BID

型であるが，急斜面のため強くしまっていないにまた還元的様相も認められない 3 尾根筋近くではBlo(d)

型や，. A層のやや浅い Blo 型土壌が，試験区内にわずかのびてきている亡

第 3 試験区

まえの 2 つの試験区より海抜!立高く1， OOOm で，地形は北に伸びる凸型緩斜面のうち，中央より東側iこ

気

降

温

水量

注〉
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N口.1 No. 2 NO.7 

B 

ほI 154. +域代表断面図

かけて設定したため，一部方位の乙となる部分もある c 乙の土壌の浮石r~i は No. 5 , 6 , 7 ~亡しめすとお

り，レンズ状;こ介干1:するにすぎなく，前 2 試験区とかなり堆積状態がことなる e また土問も A層は一般!と

うすいがA1層は深いゥ 3 つの断 ï@立lのなかではNo.5 が際準il~なものである刊

以上 3 試験区のごI:J裳条件を述べたので、あるが，これらのflt化学性の分析結果は表 222. 223 のとおりで

ある n

この結果から比較すると，第 1 と第 2 試験区のちがいはほとんどないといってよく，第 3 試験区は Yl ・

Ca ・ Mg など相違していることがわかるりしたがって同じ Blo型といっても，第 1 と第 2 は地形・方位・

堆m状態がことなり，第 3 は l珂らカ・に海抜高や.土壌条件がちがっているといえようぞ

ノ、) 試験区設定のねらい

試験区を設定した地域は，関東地万でも有名な 1l~害を受けやすいところであり，コパノ十マ山ンノキが

この地域で， jl買調な生育が可能であれば，スギ追悼地の保護樹としての罰則も考えられ，また古くからこ

の樹夜が造林されている青森県三戸地方と同様な黒色火山灰土壌でもあることなどからとの地域に設定し

たれなおこの地区は，前橋営林局が造林実験問j也として v 名利:の調査地を設定しているととも好つごうと

考えた。各試験区は前述のように第 1 と第 2 試験区は土填型は同じ Bゐ型であるが，地形・方位・堆積状

態がことなり，第 3 試験区とは海抜高，土壌条件と異なっている?

3) 造林

イ)前木

コバノヤマハンノキの養苗方法については，方針蓄のしめすとおり， 1 年生で山出しするものと， 1 回

床替え 2 年生をもちいるものと 2 つの方法があるが，己の植栽地では後者による 2 年生の大筒を使用した。

まきつけ:まずタネは青森県森林組合で採取したもので，東京営林局笠間営林署友部出畑!こ36年 3 月ま

きつけたものである。

まきつけ当年の施肥量はおおむね方針書のとおりで1 m 2 あたりの成立木数は， 間引きを行ない最終的

!と約 360 本とした。

その結果， 1 q:. 自の成績は表224のとおりであった。

w 替:前述の前木を翌年の 3 月!こ m!lあたり 36木植え(距離20cm，間隔18cm) に床替えし，得られ

た簡木の平均値をかかげると，つぎのようなものであった。
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表 222. 土 壌 の 理

験試区 断H日番号 后谷モ・ 高空 組 )成. 
|全孔限|湘孔隙|雲水な 1土壌型 (cm) 組 土 礎 キ良

Al 3'"'-' 7 1 17.3 ! 6.2 O. 1 76.4 33.3 
No. 1 

A2 18'"'-'22 19.9 12.9 O. 1 67.1 34.0 64.3 
B1D 

A' 43'"'-'47 25.2 4.2 + 70.6 28.6 i 71. 3 

Al 2......... 6 18.2 6.6 75.1 : 33.2 70. 5 
No.3 

2 AIl 18.........22 16.9 8.6 0.2 7',..4 59.1 
BID 

A' 48.........52 21. 3 4.3 + 74.5 j 43.0 74.0 
ー

A 4......... 8 18.4 3.0 0.4 78.3 32.0 
No.5 

A-R 22.........26 3.9 73.9 33.8 I 64.1 3 22. 1 O. 1 
BfD 

A' 42.........46 19. 1 2.3 0.2 78.5 38. 7 66.5 

試 11軒目ii菰ト号 1 採取深さ|
~~ 1 ・ |閥的
区!土壌型 1'-' ---¥ (cm) : 

Al i 2......... 9 

No.l BfD I A2 I 15.........25 

43.........50 

Al I 2""'-' 9 

No.2 BID I A2 I 15---...25 
A' I 60-----70 

A 3---...10 

No.5 BID I A-B I 20"'-'30 
A' I 40"'-'50 

pH 

表 223. 土壌の化

i 置捗需品'. 目 苧 性|
置挽酸度 l c EC11 石ハ阪|粘一土|

/ .泊目、 ¥...-a 守 lVlg 

n 円相 i 出品) I (告を) I 

1. 7 1 53. 5 13. 60 I 1. 37 I 

O. 9 30. 7 I 6. 30 I 0.35 

0.9 45.4 I 8.01! 0.30 

H20 1 KCl 

5.2 I 4.1 

5.5' 4.6 

5.4 I 4.6 

5.3 

5.4 

5.8 

1. 06 

tr. 

l. 02 

4.6 

4.6 

4. 7 

1. 1" 

0.9 

0.6 

1. 19 

0.50 

0.24 

0.40 

1.00 

0.28 

0.17 

5.4 

5.6 

5.6 

3.5 

0.9 

5.0 0.6 

'
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lU 

(先) I 湘.:.1-. :と対して(銘)

事F5 15 緊 213 積重 J 全孔陥|組l 孔隙 l 雲水な li 禁日

U
4一
引
一
引

108.0 

98.8 

104.6 

i歪 水 性

5(c分c) 後 15(c分c) 後

108 山, 110 

1622 8 

280 

160 161 

39 40 

82 81 

52 52 

34 34 

学 小
ム

質ーJ'J'..I 

度悩)l民系 1窒君!?
じ ! ,'_ , ,..... I C I N 

じ Eaじ I 一C堕E韮C一 i 生C士E主CE|(%) 傍) I C幼
25.4 2.6 28.0 10.8 0 , 80 13 

20.5 l.1 21. 6 7.5 0.56 13 

17.6 0.66 9.5 0.62 15 

23. 1 2.4 25.5 9.3 0.81 12 

18.0 tr. 18.0 7.7 0.62 12 

29.7 2.8 32.5 8.2 0.50 16 

3.7 35.6 11. 1 0.91 12 

18.6 1.9 20.5 10.3 O. 79 13 

1.5 30.3 5.5 0.40 14 

22. 1 2.3 24.4 4 , 3 0.34 13 

34. 1 3.9 0.85 12 

8.3 0.82 6.3 I 0.46 14 

10.7 1.3 12.0 0.26 10 

13.8 9. 7 0.59 17 

14.4 0.58 5.2 0.40 13 

12. 1 0.43 12.5 5.5 0.43 13 

13.5 1.7 15.2 9.8 O. 76 13 

5.4 1. 1 6.5 5.3 0.45 12 

5. る 0.47 6.0 11. 8 0.84 14 

7.5 1.2 8.7 2.8 0.24 12 

一一一

107. 1 

112.4 

106.9 

92.3 

79.1 

105.6 

母 材| .�li 二炉J 

S 10W 

74休l在ほ

火 N?5W 760111 

1.11 
カラマツ

N65E 
}:J( ヒノキ

N60E 

よi寸官三' 

石
N30W I 川班た

1020m 

NE  
カラマツ

NE  
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表 224. まきつけ当年の1~}苗

竺j
60crn J2U:: 

全本数iこ対する 根元直径(rnrn) I 地上
得苗率 (%) I 

3.4 10.1 

14.2 10.0 

23.8 0.8 

38.4 0.5 

重ほ) I 地下重 (g)

45 ,-..._60 

30,-..._45 

15.-....,30 

15cm 以下 I 2O.2 I 0.4 

21. 7 

15.8 

7.7 

2.5 

1.0 

29.2 

27.3 

12.0 

5.1 

130  

同 長 172.9cm 

根元直径 12.()mm 

地上重 86. gg 

地下重 29.4g 

全 重 116.3g 

地ぎわ部から各~Wの若生しているまでの高さ 78cm 

m木の仮植 :11月掘り J& りした柿木は方針書qごしめすとおり，苗木の 3 分の 1 程度先端を興l換し，根の

乾燥を防止するため泥で処理し殻電{乙荷造りしたあと，直ちに柏栽予定地に近い中之条営林署岩雄市切へ

輸送したむ

YI'I畑!とおける仮Mlは寝せて行ない，恨部に十分援土したあと，そのうえにムシロ，ススキなどでおおい，

防寒対策を行ない越冬させた内

ロ〉植付け

地ごしらえ:林内 :c放置されてある末木技条頚;ま，刈払い機により 1m程度に切断し、できるだけ均ー

に林内 lとばらまく方法によった司

M穴は初めにi也被物をはぎとり，そのあと植穴掘機により 4 か所掘り，のちくわをもちい植え(，Joけした。

施肥は穴の底に過リン酸石灰 26g を施し，ちから粒状 3'り 100g は根の上部付近に与え覆土した D

補植は方針書のとおり，植付け翌年の 4 月に，同時h剖えした試験区外の苗を掘り取り，行なったのみで

ある。

4) 保育

下刈り:植栽当年は 6 月と 8 月の 2 阿刈りを行なったのであるが，そのほかは年 1 凹刈りである c なお

第1. 2 試験区の場合，比較的成長がよいので，植栽 3 年目からは植栽木の周辺を坪刈りしたのみで， 42 

年まで行なっている。

虫害駆除予防:楠栽当年一部lζ葉を食:I1・するコガネムシの発生をみたので. 8 月 BHC粉剤を散布した.

なお， コウモリガなどの穿孔虫の被害が増加したので. 40Jr 4 月にポリドーノレ粉剤を被害孔へ注入駆除に

つとめた 2

5) 施肥

柑栽時の要倒はすでに述べたとおりであるが. 21:1 1 日は39年の 4 月にちから粒状 3 号を 1 本あたり 200

gずつ施した c なお， 3 回目は41年の 4 月に，⑮スーパ-2 号(12ー25ー11) をもちい， 1 本あたり 150

g を疎値区の植-院本数にかけて待た数i止を，プロットあたり施肥量とし，疎植|孟の場合単木ごとに.密植

区は列間に溝を切って施し，覆土した。



合理的日Jl}J育成斡業技術擁立試験報告節 1 部(研究資料) (短期育成林業研究班) -197 ー

試

~~ 

2 

;,fJ; 

6) 成長

各プロ・ソトのなかに固定した品i査t~をとり， 'Íjj:ílモ|封iFli ・組経・ ~f長率などを，lliJ1:在測定しているのである

が，その成績は表 225 のとおりである c

まず，苛木の活者状態をみると，ニの表では生存tドとしてしめしているが，出1， 2 試験区は最も悪い

区で75.596であったが， ~3 試験ばでは60.0'"'-'85.5%で，かなり忠弘、成績であったっこれらは翌年の 4 月

にそれぞれ補植したのであるが.河~31式!投区のみはその年の秋の生序率も前年とほぼ同様であった=この

原因は海伎が高いので，活きが十分でない段階で!悦'荷などの被害によるものではないかと考えられる υ

つぎに成長状態であるが，ま見:(fまでのところ，各H[の波害が多いので，各プロット内の村i損木が続出

し，当初目拘とした植杭本数による Hl密の成長のちがし、を検対することは11~燥である c

7) 被害

被引のおもなものは'L~J風寄と虫官であり，そのため補値以後の生存率がしだいに低下していることが目

?三勺てい J'， ウ

まず革風などによる被害であるが，植栽した辺年の 4 月ごろになって，正常に冬芽の附いているもの

は，全体の30%程度で、{也iま新Wi部が全然到j さがみられないとか，一部のみ聞きかけているなど異常状態

であったヮそのため試験区に 1 か所ずつ調査区を設定し，その被害状態を澗有したととろ表 226 の結果で

あった c

全体的な被害内容を項目ごとにみると?新梢部の枯死がl最も多く，ついで主幹の半枯れ，全面枯死の頃

で少なくなっている c しかし，試験区どとではいちょうでなく，北京に l剖した泊料凶lの卸 2 試験区では新

梢部の被害が大であるが，海抜のi2iい第 3 試験区では新梢部と主幹枯死が多いことなどまちまちであるロ

なお，主幹の南側に被害がでている乙とほ，低下した気温が直射光線などにより急に高まる，いわゆる気

?誌の激変によるためではないかと考える。
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者 226. 寒

林業試験場研究悩告抑 233 号

(昭39年 4 月 23 円調査)

新梢部枯死 117115.5138138.0115112.511也上1. 4111以上の新梢がほとんど枯死c
I 地上40ん60cmW1の南{K1]lcmの幅で黒変し

主幹一部枯れ I 7 I 6.4 I 13 I は 0 ， 12 I ほ o I~ ているものや地ぎわ部などに被害を受けて
lv 、るもの弓

主幹部全面枯死 I 2 I 2.0 
不活着 I 23 121.1 

1 1. 0 I 15 I 12. 5 

14 114・ o I 43 I 35.81 ほとんど伸長しないで枯死。

H内
DRU

M
-

BO 

42 :1王

以上.のようにこの拙抜地では，越冬後大きな打撃を受け

たのであるが，その後試験区ごとの被害経過をしめすと，

図 155 のとおりである。この1mの被主.(.存は本数 lζ対するも

ので，被害の大小に関係なくあらわしたものであ乙。

被告の軽いものはほとんど回復したが，幹などに主: ií，~を

受けたものは奇形となり，昭和40， 41':ド段階で枯死するも

のがみられた。なお海抜の高い第 3 試!決区では，いまだに

被害の 1113鳴が上向きであるが， f自の試験区では下降してむ

り，制裁木の成長とあいまって，寒風;iii:;こ対する抵抗性も

強まりつつあるものとみられる仁ともあれ，寒風害などの

枯損現象はきわめて複雑であり明確なことはし、えないが，

昭手il39 年の 2 ， 3 月ば î'!'ï畑!とおける気il;11の観測結果も比較

的低く，また付近のスギ造林地などにも被害が生じてお

り，特異な気象条件下にさらされたものと考えられる n

つぎに虫害関係であるが，植栽当年の扶調査した段階で

は 1 プロット !':Hとまれにコウモリガの被害がみられたの

みであったが，年次を経るにしたがいカミキリムシ類など

も加わり，図 156 にしめすとおり増加し，こくに植栽 4 {f 

自の41年には各試験地とも最高となり，その没やや下降し

印

40 

~() 

98 草日39$4月 39安 10月 40 41 

図 155. 寒風などの被害率

% 
100 

80 

60 
第 2~ま験 E

てn るリ

42年

これら穿孔苦虫は.地ぎわ部や幹の lþ問より食害し. 11主

栽木の恨倒れの!京国，幹の折損などいちじるしい被害を与

えている 1 なおこれらの被害は，植栽本数のちがいにより

対比すると，疎値区よりも密梢区がやや少ないようにみら

40 

20 

39 40 41 

れる‘

食葉性の害虫ではコガネムシ類， ドクガなど発生したが， ζれらはとくに植松木の~I~育に大きな支障を

与えるほどのものではなかった n

以上が乙の試験地のこれまでの概要であるが，前述の被害で当初目的とした純栽本数の疎密による成長

図 156. 穿孔虫による被害率
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。比蚊は困難である φ 今後現在の1f!t被害木などが，どのような成長をしめすか，乙こ数年間の成長をみま

与る予定である ι

N. コパノヤマハンノキ新発田試験地

1) 位泣・匝îT:ë

本試験地は新if.~lhJ: .i;fr 活凶市大字_I.ヱÎ.11 \，百Jh官官林

局管内新発田営林;汗.;:~i.)巧石川;11日付J林新発旧事業 lま

52と休班(第 1 試験l主)， および加治山国有仲23へ

;体班(第 2 試験l孟、) ~こ所在し，その総而積は1. l�a 

で，各試験区はそれぞれ O.8ha ずつであるに位W::l~i

および記査問は図157. 158で示すご

~)立地

イ)気象
¥ 

訴事柱方市

第 2 試験区元・ら*平距離にして約 17.5km 離れ iヨ 157. コパノヤマハンノキ新発田試験地位置凶

i゚l 158. fiC. lì':LI~1および土域分布図
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表 227. 新発国営林署ー村杉 l自畑における気象観測値

平均気温13.9"C. 年降水滋2.403.3mm

( )は欠損IJのある汁または平均。

No. 10 r'Jo. 11 No. 12 No. 13 
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た，村杉苗畑における観測結果は表 227 のとおりであるつなお海抜高はあまりちがいがないところであ

る U

ロ) 地形・地質・土壌

第 1 試験区は束北から南西にのびる越後山脈(古生!国・花商岩類底盤)の西向山麓却に.また第 2 試験

区はとの山脈の西側 l乙平行して走る丘陵地(新;:r.: 3 紀附)に設定したっ

丘陵地の縁には洪積層(矢代田同)が堆積し，向科部は広い沖積平野となって日本両;こつづいている。

以下各試験区の土壊断面ならびその分布をしめすと図158. 159のとおりである。

i) 第 1 試験区

海抜高は 150m で西に開いた読の南向急斜面である n 主として古生層砂岩の風化物を母材とし，土壊の

大部分は表層が淡色の Blo 型土壌である。これは断面の様相から判断して.埋没 BI 型でなく槌色 BI型と

考えられる 3 斜而上部および、凸形急斜面のものはBlo(d)型で，下回の黒色の色調はかなり淡い c 斜i面下部

のものは BlE 型で表層の槌色程度が弱い(断面は No.10 ， 12のとおり)。

表 228. 土壌の翌I!.

一ー一-一一一一一

採取深さ 谷 組 !JX 
層位

土壊型 (cm) 醸 根 |全孔隙 I 細孔謀|最容水大量
No.lO Al 2......... 6 17.0 1.2 38.4 60.4 

Blo A2 15........19 18.6 0.7 0.9 79.8 40.5 67.3 
A3 35.........39 20.3 0.8 0.2 78.7 I 36.4 65.9 

21N0131H12、 6 日 ~.I- ~~:n 引Er-Bc 1 B1 I 22.........26 40.2 6.2 0.2 53. 4 I 27. 9 I 44. 7 
一一一一
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ii) 第 2 試験区

海抜高t "i80mで北流する小沢に沿った南北にのびる圧|法の東南l白]の急斜1師である。斜H可の地表は 2 ----10 

cm k.の球~卵形の際が散在しているが， ー1:刊は砂町で、はなく Ui"'j~架部には門店襲も認めない c ， r~1型科H~に

は樫色ー赤色の Er ]f~土壌が残されており. 亦味ま稜線市;の砂屑のそれより大きレ会 pq 明斜而のうち巾Il iJ.

までは風土ー砂質壊土の BD(d)型および Bc 1\ij土地である( 1析而i No. 12, 13のとおり)': 

以上 2試験医の土壊について述べたのであるが，理学的性質は表228，化学性の分析の結果は表229のと

おりで， pH , C , Nなどいずれもかなりのちがいがあり， 1り l確な相違がみられるところであるわ

ノ、) 試験区設定のねらい

この地域は哀1::'1 木でも有名な豪雪地請であるので，コ)\ノヤマハンノキが雪に対しどの程度の抵抗性が

あるのか?その適応{，'\:を知るこ士も加味して設定したものである、

試験区のちがいは，第 1 試験区の場合比較的土域条件のよいスギの伐採跡地であり. ~2\まアカマツの

天然更新!こ適した，かなり惑いととろで， Ilf]らかに土壌条件のととなる伺所である。

3) .ì立ドj，

イ) -!青木

タネば宕手県森休車11合で採取したものをもちい，地元で混成するむ針・のもとに.来新「庁『花川営 κ民1ド;:丹

で行な勺たコ f逢色}押前T明[支方方d.法去は中之条試験地と同制脱H 回!川床1収~r持干え 2 1，句仔年「ドご生を!卜使'兜主うこととしし' つぎの要領!こょったじ

空きつけ:あらかじめ 1 畏夜浸本したタネを m 2 あたり 10.5g を同量の木灰と混じ、 37年 4 月にまきつ

けした c 戒す.木数はIHJ 引きを 6 月から 8 月上.旬までに 311 1 1 行ない、ロ12 あたり 350，......... 400 本としたっその結

果苗木が上層と下層の 2 グループに分カ、れたので，荷主 36cm を芯準としつぎのような成制であった c

|向長(cm) !根元直径(mm)1 地上軍(g)1 地下室(g)1 全 重(g)f f浮荷率(第)

1二!丙 1 44.2 6.4 5.4 7.9 12.3 36 

下屑 24.8 4.3 1.9 2.0 3.9 64 

w 符:前述の1Êi*を m2 あたり 25'if.三植え(距離 35cm、間隔 llcrn) とし， 38年 4 月!こ床替えした。府

虫害の F防として，ボルド一波の散布を fr;j JJ 2 ~iil程度行なったほか，アブラムシ，コウモリガの馬[~除!と DDT

粉剤を散布したうなお肥料は2ます巴のみで.ìiill巴はやらなかった。

以 kのような進出方法で、つぎのような山出しj'，'j (平均値)が得られたコ

J'r'i J乏 154.9cm

恨元直街

地上京

学的 ft 質

12.7mm 

84.0g 

(街〉 i 細土 lζ 対して(忽) ;透水性|

L212 来 lg!三fui 重 i 全子L 1副知i 孔陳直下五1T-Ml古学 112子 l fJ1ií.:ij'

;;;;(231l ?;;;12iflif:7jfi i! 引
2i三!竺11j2;;il!?(1711!;;:;!?;ι引 1?:i
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表 229. 土壊の化

I , _14.,*!"'!- I 置換性 iI ''7~f.:t.~R'r- I 置換容量 I �-
I
!:::!' n~l~_....... 1::1: I 

PH lrt換酸度 l fR 「|石 灰|苦 土|

1120!KCl ト!必)((長)14)(
No. lO Blol 今 1 I .!~~9 I ~.~ ~.? I ~!.~ I ~~.~ ~.?~ I 1 A , 1~10 4.8 1 3.8 I 17.3 I 67.0 2.-?3 I 1.34 

円 Q 1 15~25 I 5.0 I t,.l 1 10.0 43.2 0.69 I 0.03 
〈表団 ~"-ll , 川ι~~ I ~. ~ ~. ~ I ~~. ~ ~~. ~ ~. ~~ I 勺

淡色)1 �3s I 店二完 l :5 : | : 1 : : | ; 

No.ll Bl同 A1 I 2......... 8 I 5. 5 I 1. 5 2. 5 I ・ 1
(表!凶や I A2 16""26 5. 1 4. 1 I 9.0 I 60.2 i 1. 73 0.47 

1 や淡色)1 A3 I 40"-'50 I 5. 1 I 4. 1 I 9.0 1 52.0 i 0.70 I O. 12 

NO.12 I B I 2-----12 I 4.5 3.9 I :4.0 ー -1

JMc  ijL! と;:1-11lj:;i ii:;i 二 l 二 i 二
'NωI A-S!- 2-----15 : -4.;-1 4.0 I 10.0 j - I 
iB112Ml4914111  

Er-Bc B2 I 60 ,.......70I 4. 8 4.0 I 8.5; 

地下重

全主

眼桂若生量

"14.0g 

128.0 g 

4..Sg 

T • R 率1.9

これらの活木は秋に掘り取り，先端の部分を 3 分の 1 程度切りとり，そのまま仮納しi汚定対策を行ない

前畑で越冬させ.現春造\休地へ山出ししたと

ロ) M 付け

地ごしらえ:第 1 武裁iまはスギ，第 2 試験反はアカマツの伐採跡地であったが，末木技条の長いものは

1m程度!と切断し林内に均一になるようばらまいたの

梢付!ナ方法は， ，H!'[穴抗機をもちいずすべてくわで行ない、 rl((穴の大きさは佐保(1(Jcm，深さ 30cm以|二!こ

揺り，はじめに過リン酸石灰26g を底に施し，あい土をし苗木を植え付け， ，M'!~)上部付近;と，ろから粒状

3 号をlOOg 与え槌土し，ふみ同め落葉などで根元をおおった。

補怖は方針書のとおり、植栽現年の 4 月:て 1 [11 守なった。

4.)保育

下刈り:年 1 回刈りで毎年 6FJ から 8 月|コ旬にカけて，全刈りの方法で実施している「第 1 試験 l玄の密

植区は成長よ 4 ほとんど下刈りの必要がないほどであるがラ虫害予防をかねて行な勺てきた c なお40年 8

月とくにつる閣の繁茂のひどい第 1 試験区の疎伯区について，つる切りを実施したり

虫害駆除予防:コウモリガ，カミキリ類の被害が増。11 しているので， -12年 5 月に BHC 王斉1;を被害孔へ

在入したほか， 43年 7 月にはノ、ノfチなどの食葉害虫発生のため， BHC 扮剤を被害本に散布し， また地上

1mの樹幹:ζ乳斉111096液を塗付し，穿孔!Üの駆除につとめたっ

5) 施肥

第 1 回は ;h{[栽時lζ，第 2 !i'll は 2 年自の 4 月にそれぞれ方針苦・にしたがって行ない， 3 回目は42年 4 月つ

ぎの方法によった r
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学的

21. 7 5.3 27.0 15.5 1. 09 
2.9 0.78 3. 7 12.5 0.73 
1.3 0.23 1.5 9.8 0.52 

1. 6 I 0.08 
0.3 0.03 
0.3 0.02 

1. 6 1 0.07 
1.3 
0.4 

考
,AAj 

i,1 

52 .fHJf.と(石川山)
150m S 
スギ

s2Hf正と(石川山)
150m W 

22 It-congl.l 23H~班へ(加治~ll)
23 I I 80 m S 70E 
1i I I アカマツ

轡スーパー 2 Jり (12-25-11 )を l 本あたり 150g とし， 猷1'111区の 1白栽本以に乗じた数量を各プロット

ピ， J昧植民では刷J~)ドの.周囲に， "キ:，ht'íf5Zでは列別にそれぞれ棋を切り施したあと覆土した u

6) 成長

各プロット:こ回定した調査|迂を設;九その成長状態や純害状況について測定調究をしているが，そωl或

縞をしめすと表 230 のとおりである c

まず植栽した117木がどんな ii;可首をしめしているかをみる r この表では主存率として表示している:つであ

るが， ;'5 1 式投区は第 2 ，式教区よりも全般的に11..弘、ことがわカ・るりこの!京凶は植松当日雨天であ勺たこと

が，たきく影響しているように号えられやり

これヲω欠械に，翌年の 4 月:孔験 l天外より掘り ltx. 勺た(，守本をそれぞれ補制したので、 40年の扶の~~，ìftで

;ま 't存率がよくなっている。

つぎに成長関係を， fi([院本放の~~，Hキ!との関連で ， L13年の成績をみると?相 lu'[区はlW相|メJC比し，直話成

長で劣ヲ樹高成長ではまさっている和:ali1Jが I!J J らかであるハこのことは各年の frþ長 11:からも， *'，:干の飢外は

あるが認められる心

つぎに施11巴した年の成長のちがいであるが，忠則 I i1Hζ3 回もやっているωで，必ずしもその年に効果が

でているようにもみられないが，第 1 試験 [Kでは :19 ， 40, 42';ドが比較的効県がでているようにみられる c

7) 被 ~: 

"" 
この試験地では生存ヰ埼玉らみると、 40年以暁現在までのところ大きな変化もなく， )1陀Il，jfC生育している

ようにみられるいしかし，コウモリガ・コ'マダラカミキリ・パンノキカミキリなどの害虫がしだL 、 lこ増加i

の傾向にあること :i 認年変化の数字からも iリ]らかである c したが「て‘わずかずつで‘あるが.生存率も

低ドしており，今後この陪穿孔害虫に注|二|を要する点があるむなお r!'~~刊誌1;:虫では、コガネムシ顎・マイ

マイガ・ドクガなど発生して~.、るが p 成長には大き tJ:~~~f.がないようにみられる c.

つぎに， 42年 9 月新潟地方一帯に甚大な被害を与えた台置により，第 2 試験区の 2 プロットの一部がエ

砂の i担境により被害を'乏けたが，試験実施上にはさしつカ・えない状態である内したがって，この被害は特
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表 230. プロット別コノ Jノヤ

I n司和 43 年 伸 長 量
試験区|

I J門店経|樹尚 m I n{{和39年 14o !t ド 41 年 42 平 43 11ご 39 年!

第|腕 I 9.911  1.422.261.521.7879.2 
'19.99.31.381. 621.921531.8878.7  

平均 9.9 I 9.3 1. 36 I 1. 52 1 2.09 1. 52 1. 83 79.0 

密 I 8.5 I 9.6 I 1.51 1.44 I 2.59 I 1.71 i 1.33 81.5 
lrr18.39・ 5 I 1.38 1 ・ 52 I 2・ 44 1.81 1 ・ 38 I 78.5 
15 IÎ•均 8.4 I 9.5 し 44 I :. 48 2. 51 1. 76: 1. 3580.0 

市 l 院 7.8 I 7.5 I 1. 28 1. 47 1 1. 60 i 1. 11 0.94 1 97.3 
11 I 6. 9 I 6. 7 I 1. 40 1 1. 15 I 1. 53 o. 97 O. 71 96. 7 
平均 7.3 7.1 し 34 I 1. 31 I 1. 56 1. 04 0.82 97.0 

密 I 6.7 I 7.6 I 1. 32 I 0.93 I 2. 17 I 1. 03 1. 17 I 94.3 I6673131064201l1390同|回 S
|平均 I 6.6 ¥ 7.4 I 1.31 0.78 ¥ 2.09 1.21 I 1.03 ~ 89.9 i 

別なものとして前記生存辛からは除外しであるで

O. コパノヤマハンノキ沼津試験地

1 ) 位 iëì:・ 1日間

;;(1; 1 試験区:東京p;林局招待官・林判・管内南山国有林沼 ìP.:事業区75体班わ小班(海松高1. 420111) にあり，

商店!ま O.8ha である c

穿~2 試験区: í司.I~. (i毎政 i~j1 ， 400m) , -，色i肢は O.8ha である。

市 3 試験区:沼津'tF;林持管内須定{-:の根同有林沼津事業区92休班い小班(海技高1. 160m) にあり、 面

積は 0.8ha であるの

以上の 3 試験区を設定し、合計試験地函砧は 2.4ha であるの{î'(tW望|および配間関は図160， 161で示す c

1) 立地

イ)気象

もよりの太郎防気象観測所(標高 1， 310m) の観測によ

ると年平均気討1118.8 0 C ，年平均降水品 4， 978mm ， 初安は

11月下旬、終雪は 4 月上TfJ と f剖 m'j されている，.

ロ) 凶質・地形・土壊

式験地の概況を表231に，土壊の理化学的性質を表232 ‘

表 231.試験地

地況|
抱 形 1 方位 l 傾斜|標高 1

溶岩台地面 r s I 0____50 1ωm 
治岩台地側面 S E I 15 I 1400 

扇状地|SιfLl-lι」

::";:::'宝永放品物

図 160. コパノヤマノ、ンノキ

沼津試験地位置関

試験区

ー
‘
《

4
q
u

第
第
第

233!C示す c

市 1 試験 1&の基岩は溶粁であるが.火山放.f，物;ζ厚くお
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マハンノキの生育状況と虫害

生

40 年|
97.3 1 
99. 1 
98.2 

97.3 
97.8 
97.8 

100 
100 
100 

98.3 
96.9 
97.6 

庁事

4l 年 I 42 年 143 ，:ド

97.3' 97.3 I 95.5 
99. 0 99. 1 99. 1 
98. 1 I 98.2 I 97. 3 

97. 8 I 97. 8 I 91. 9 
97.8 I 97.0 I 92.6 
97.8! 97.4 , 92.2 

100 99.0 92.7 
99. 1 i 98. 2 , 84. 5 
99.5 i 98.61 88.6 

99. 2 I 97. 5 I 91. 7 
96. 9 1 96. 9 1 93. 1 I 
98.0; 97.2 i 92.4 i 

系 1 ぶ験記

ド 1
\千三二ξく

し/寸 I :.n 

\一一__-，/

虫

39 年 (40 年

6.::! 10.0 
11.0' 5.4 
8.8 1 7.7 

害率

41 年 1 42 年 I 43 年
15. 9 I 26. 4- I 23. 6 
28. 4 I 18. 2 I 22. 7 
22. 1 I 22.3 I 23. 会

-
L
j川
日ω
|一

ιl 

γ 

ν 

多

:与三と t 主主 ln-.- 80!;主

二 1ろ1 二れれ T いる.

〆γμμグ 5号:墨+生

交人士もす

",.... 火山や設の lj .~) 

玄[~活.安μ 活の J活片

、ÏE. 沼~ ~'l、 1 宣:日ず

o ぺ~1.じよう断面公1;(

図 161. 試験区配置図および土壌分布図
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表 232. 土壌の到

断面落日 I . I 採取| 容 蹟 組 成 | 
試験区 I • I 問 i立|泌さ! I 

1+l� )四 I I (cm) I 持11 土|膿 l

I ~o. 1 A I 4~ 8' 14.8 I 11. 7 I 

1m品 I vs 140~44j46 1 21.81 

記:--1 ~s \4;こ4f:::;|J11o.~¥ 
A I 4.-.._,. 8 I 6. 8 I 24. 7 I 0・ 7 : 

じ一1 45_:--49 I 19.・~ I 23.2 十 l

I ~:n l�?'i I #~fj.n G'(.� I 星大根 |全孔lít.i I 拘fì孔p(i I I ~I:."J L"',\ I ~itrJ L':";; 1 容水量

0.9 I 

0' 

2 

No.7 
。

lm-Bn 

表 233. 土埠の化
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一
一
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d
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口
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一
一
区

一
式

2 

3 

1. 81 
0.56 
1. 75 
2.22 

おわれているっ土塊は全明 3'"'-"'5mmの出色スコリアよりなる米熟土で. A~C 屑は約 25cm あり.スコ

リア国は堅いが存易にくずれる。組孔げきに官み存水{~:は小さい川

第 2 試験区の)Ikf~tは U:持であり，火山放;J.\物;ζ厚くおおわれている c しかし，傾斜が急なためかスコリ

ア層はうすく(約90cm)，下層に暗褐色ローム居 (A'，'~)の存在が認められる。土壌は下府の埋没ローム

府を除けば第 1 試験区のものと，(まぼ同じ形態を示す c 前él: f}íの根;ま表層!と集中しているが，まれに埋没

ローム層に及んでいるい

第 3 試験 l副主，火山山麓級料而iの放射状却J年谷!とより形成された扇状地であり.スコリア出で被覆され

ていないことから考えて，その砂礁のJiË積は新しい ο また芭柿木の恨が 2 段にな勺て才J り，上段が新しい

ことから成林後も砂礁の流入が行-なわれたものと考えられるにこし.壊は砂礁からなる未熟 Lで砂棟の柏HL'(は

密であるが.容易にくずれる c A 一C Jl'1 は約 20cmで透水性はきわめて大である c 前生樹の恨は良く発達

し，粒径の異なる各砂傑層を貫いて深さ 80cm に及んでいる。各試験区の土壌代表断面図は図162で示す。

ノ、) 試験区設定のねらい

早生樹種として考えられるコパノヤマハンノキについて林地肥t九休地耕伝および植栽および仕立密度



-207-ff理的短期育成休業技耐確立試験報告第 1 部(研究資料) (短期育成林業研究班〕

考

質

「 一て l 

(お) i 組l 土に対して(免)透水

最小|採取時 1 容積主|全-fL院!寺町孔諸|最大|採取時 I ~分後 11~分後
容気量|注水包 i ".:'1" fJ'L'r'._ I ::10:1 L.I'}" |蒋水量|合本量 I (cc) I (cc) 
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試験区の土壌代表断面図団 162.
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表 236. コパノヤマハンノキ

|附 3810|

|樹高(叫 (i帳員 (cm) I 根元直径ω| 生存率 ω1
86 I 

試験 区ー ブ。ロット

第

れ
れ

h
h
一
川
M
h
h

一
幻
M
h
h
山

111 勺
A4

4
 

86 

90 

87 

79 

i つつ
υu 

128 
第 2

145 

140 

122 

129 
第 q 

、，

106 

注) 上段;立範聞，下段 c )は平均値今

表 237. 被害調査結呆

|寒さの被害|虫による被害|下刈昨の被害J原因不明
試験区! (搭)~-I~''-(幼 l' /\"J'ô箔)rt)C<=l 1 m-(あ)

第 1

第 2

第 3

38 

43 

24 

35 35 

IS 

32 :.0 

42 85 ~. 0 

33 

30 

1.1 82 

0.9 �7 

36 1.5 81 

30 1.2 88 

34 1.3 88 

37 l.2 85 

20 1.0 86 

33 1.0 92 

10 

ま先の枯れているもの，また幹

の上半分が枯れ根ぎわから萌芽

しているものもみられた「

地形的には凸え!!.形は林木がifr

死しでなくなっているのに対

し，凹地形は枯死数も少なく成長量も多い c 葉も団地形が多くつけていた c とのため凹地形は，凸地形?と

比較して上に述べたような被害は少なくなっている c

土壌はスコリアからなる未熟土で有機物が少なし多量の降水量がありながら上層はかなり乾燥すると

考えられる1 生育期にはこの乾操と風による振動とが，根系の浅いコバノヤマハンノキに及ぼす影響は大

きいと考えられる。冬期は，少ない雪が風に飛ばされるため土壌の温度較差は大きく、ぞれが凍霜害の一

因となると考えられる。

ロ)虫害

虫害は第 3 試験区が最も多く認められたっ植続木の根ぎわ付近の形成層の部分を食害して円るコウモリ

ガが全試験区に見られた D !$ 1 試験反ではコ'マフボクトウも一部;こ見られ，第 2 ，第 3 試験区では?ゴマ

ダラカミキリが認められたっこれら虫害は昭和40年までで，昭和41年の調査ではほとんど認められなかっ

たコ虫害は植栽後 2年間に集中して，かなりの被害をもたらしたと考・えられる c そのほか、間割の被害に

ついても考えられるが，はっきりした被古状態を観察することはできなかった c

8) 考察

この試験区を不成績にしたおもな原因は，気装害と虫告によるものと 7与えられるコことに気象害のなか

で風の作用は大きく，富士山麓の南西でほ夏は南風，冬は酉ないし西南風を受 :1，ぞれがスコリアからな
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40. 9 

24 1.8 

29 1.9 

41 2.3 

23 1.6 

38 2.1 

31 2.2 

36 2.0 

52 2.8 

る未熟土壌との相互作用により、コパノヤマハンノキの生育をはばんでいると考えられる 3

この結果，年々枯損が激しくなり，乙の 3 試験IKの試験地としての保存が困難となり.本試験地は，コ

バノヤマパンノキの植栽適地範囲をこえるものと判断され，昭和41年試研第 772 号による公文で符林局と

高議の上，昭和42年 7 月試験地を廃止にすることとしたり

P. コバノヤマハンノキ長野試験地

1) 位世・面積

本試験地は長野県上水内郡信濃町大字柏原長野営林局管内

長野営林署 i:';店内黒姫山国有林長野事業区20~ま林班(第 1 試験

区)，および霊仙寺国有林 37 か林班に所在し，その面積はつ

ぎのとおりである c 第 l 試験区 O.8ha，第 2 試験区 O.8ha ，

合計 1.6ha である。位置図および配irt図は図 163， 164 で示

す C

2) 立地

イ)気象

この試験地もよりの気象観測所(長野県上水内郡信濃町野

尻.京北屯力野尻湖跨水所，海抜高 659m) の観測結果を示

せば表 238 のとおりである h

観測所と試験地との高度差は，第 1 試験区で約 350m ， 第

2 試験区 300m，距離はそれぞれ約 7kmと 9kmである c

ロ) 地形・地質・土壌

一
同
主
旦
問
団

黒姫山

ム

第 l 誌験区
図

歪
畏
野

悶 163. コパノヤマハンノキ

長野試験地位íi1i図



-212- 林業試験場研究報告第 233 弓-

表 238. 野尻湖観測所の気象観測値

\々~11 月 \2 月 1 3 月 1 4 月 1 5 月 16 月 1 7 月 1 8 月 1 9 月|明 1 11月|凶!計・平均

甲骨 ， l. ~l~-~I-~~I-l~! 21.9: 25.SI 27.41 23.01 16.91 11.11 4.81 
最低気温 1 勺 .1 守 0 1 , 01 ，マ! 守 J 門) ，マ J τ ロ AI t A 勺~ QI ，ワ1 _"1ヲCc) -，・吐1 -，・ 01 -'"・ 01 1 ・ '1 {. 1

1 

l ..!o・'7 1 1/. "'1 lU. 'TI 山品I J・ UI 1. "'1 v. I 

平均気温 | : ., ,,1 , '1" 'C:: ClI ')f"1 ~I ')"1 "11 1.c..c.1 

|佑 it:|-;:l-::| コ|コ 112!i:|1111112!l;;
立造fやl屋

.:lj}穿ij_ t
豆
措
置
附

図 164. 試験区配置区i

30 
机\ー../

えy

10 

{単位cml

10~10 
函 165. 第 1 試験区土壌図

第 1 試験区(j:.黒姫山山麓の緩;j~H百で平均傾斜

度 5 D，東南東に面した海抜高 1.000m，火山灰

(洪積期堆積物)よりなる台地であるよ3

第 2 試験区は霊仙寺山山麓を束向に走る小尾根

の南向平斜面で，傾斜は 25~30 。‘ 早壮年期地形

のところで海抜高950m，火山灰(洪積期堆積物)

よりなっているコ

第 1 試験区付近の土壌は図 165 iC示すとおり，

埋没黒色土をともなう砂質の Bo 型土壌である c

~:2 試験区は図 166 に示すとおっ，逗根!と近い

ところでは BD(d)型土壌が現われるほか，斜面中

央部でも凸形斜面となっているところは， BD(d)型土壊がElわれる c Al , BI プロットと An ， Bn プロッ

トとの中聞に小沢状の問地と，斜面下部歩道沿いには土層の深い BE 型土壌が分布するが，ーとの他は BD型

土壌である J

両試験区の代表土壌断面の形態を悶167 ， 168に示す

土壌の犀学的性質および化学的性質を表239 ， 240:こ苛:す τ

/、) 試験区設定のねらい

中部地方多雪地帯におけるコパノヤマハンノキの適応性をみるために，当初とくに積雪の多い飯山営林
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B.p_ - .<.，、、 Bo( d 四l/'

lr 

一
週

1I4a

>

i司 166. 第 2 試験[>{土壌|ヌi

Prof.1 審判可書「色 護協~It電車!fさ i理度 土f1 キ毘 制i色

A, I S 日目踏提!IOYR;t，ー 宅邑 全』 議 ? ;1 L 

r陣.ﾄ? 15 暗穐100ìR九 事含 11ぺ
守二堂~:~ m SL 

A', I 15 B月黒7.5YR}; J含、事t:<:凶 11ぺ 官る ;lll_ CL まAt

漸黒百YR/， fJL すと=必{: 力ぺfr ;1) CL ~M. 
50 

区I 167. 第 1 試験区 土壊代表断面開

c0代m‘ユ表ム断二三面五二二日 L
“. ・

10 ‘‘、:~ IA, 
20 ・ ç- ・二一

;l:l? 区制~I~I~
CL 泊多朝E

3ol~ 吋
J ・ 0 AB ~) 

40 ‘ベ・ G
APJ27zabHい V I 門s r 少

50 ・-ーーーー・

60 
-IA' 

3' 1 10 ・ l l 褐 10mγ'61 令1:乏 I " 1 " I 1, I ~ l.ttl 

70 

即 B' 

凶 168. 511 2 試験区土壊代表断面|主!

署管内に試験地を求めることとして、昭和 37 年 9 司に同署木品山II~有林64林班り 1 小~If (笠ノ平， 1, 620 

~l， 660m) Iと設定したが，その後同地:まコパノヤマハンノキ試験地としては， i;Vii針反j也すぎて問題があり

適当でないという.己とに決した。同じ多雪地帯で，他に適当な候補地を求める乙とになり，検討のすえ，

長野営林署県姫山 I員有林およア，宝仙寺国有林の地形、傾斜度，土壌型などの条件を異にする 2 か所1C試

験区を設けた c

m木の活者は第 1 試験区じ黒姫山国有林) 60%余.第 2 試験区(主仙寺山国有林)は3096程度にすぎな

かった。第 1 試験区は容の雪どけ水によって一時的に滞水状態となり，また，第 2 試験区は南面の急斜地
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表 239. 土 主義 む

性 細 土に対し

全孔隙|最大容水!採取時
1:量 i 水分

(%) I (%) I (%) 

深さ
透 水

下
I
l
-
-
1
1
l
i
-


後
分
一

6
3
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E

U

-

15'後

ccf分
容積量

Prof. No. I J脅位
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ccj 

I Al 
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I A/ 
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ι
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59 

ハ
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J
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7
‘
〆
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『J

84 I 72 

5: 34 

122 102 

コノぞ/'>ン 2

5"'-'10 

30""""'35 

55"-"60 

「
A
A
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弓4

2

5

2

 

F
D
R
u
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1

4
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42 83 I 147 91 

42 83 I 172 113 

49 81 I 142 104 
|1  1 

表 240. 土壌の化学的性質

…:-1--;-ム 1 pH(H,O) 1 pH(KCl) I 吻度 c 
(9め

N 
く96) CIN 

A1 5.5 4.4 0.9 9.6 O. 70 14 

A2 6.1 4.6 0.4 2.0 0.16 13 
コノマノ、ン l 

AI' 5.5 4.4 1.3 11. 9 0.86 14 

A2' 5.9 4.3 1.7 15.8 0.93 17 

A1 5.4 4.2 4.9 10.6 0.62 17 

A2 5.6 4.4 1.8 7.7 0.45 17 
コノイノ、ン 2

Aa 5.6 4.3 2.8 6.4 0.38 17 

B 5.6 4.4 3.7 2.4 0.20 12 

で乾燥がはなはだしく，ともにコパノヤマハンノキの植栽地としては両足できる条件のところではなさそ

うだ，という乙とが長野営林局から提起きれ，これによって再度試験侯補地の選定を行なったが，他に現

試験地よりもまさる適当な場所がないということで，現試験地lζ補地を行なって試験を継続することにな

..rｭ
"'? I~ て3

第 2 試験区はその後の手入れにもかかわらず，成立本数が僅少で当初の試験目的を達成するためには試

験が困難となったため昭和42年度に岡試験区は廃止することに決した。

3) 造林

イ〉苗木

苗木は東北林木育種場で昭和38年春まきつけ，同年初夏に床替養成した 1 回床替当年間を11月掘り取

り I 12 月 1 日 lと発送，荷受地信越線柏原駅には昭和38年12月 12 日に到着した。苗木が到着したときには植

栽現場付近はすでにかなりの積雪があり，現地山元に仮植を行なうことが困難な状態であったので，やむ

を得ず長野営林署柏原担当区事務所構内北側の畑地!L. :M:栽時期まで仮植した c

送られてきた苗木は，約20%が苗長で 10cm 程度小形の苗木が混じっていた=プロット内には大形の苗

を，外岡へは主として小形苗を植えるようにした c

プロット内に植栽した苗の形態は次のようなものである。平均苗長42.4cm，根元直径0.8CID，苗重30.9

g ，根重13.4g ，径 5mm以上の根粒の着生数11.9fi剖である c
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質-tt 的.~さん
寸-理
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ロ〉

地ごしらえは試験方針告;どおり;亡夫施したコ

植え穴ばあらかじめ，他えナワを使って穴掘りの位誼を決めて，そこに棋識を立てておき，その周囲の

地被物をかき払い，そのあとを機械によって植え穴をほり，植えつけは手ぐわを使って行なった c

第 1 試験区に一部"bì擦の j長官i しているところがあり?その場所は機械が使えなかったので，手ぐわで穴

掘り泊えつけを行なったっ

植えつけのときj;f;UJ.\験区は!品~l~山の 1 j:1，~長以上が盛んに雪どけが行なわれている H剖切に当ったため，そ

の雪どけ水が試験区 lこ流入，車内え火を削ると，;虫色二上と砂層の司功=ら出水して ~illiえつけができなかったと

ころもある。また，第 2 試験区は南TIîiの急斜地で雪どけが早く，植えつけのときは乾燥がはなはだしかっ

--
.，._。

植えつけの諸功程を表 241 !と示すコ

活者と枯損

供試苗が輸送iζ10 日以上もかかったため，苗木が到着したときには根がまっしろに乾燥し，かなり衰弱

していることが懸念される状態であったこと，仮植地が低地で雪どけが早いため植えつけ時には苗木が活

これらは植えつ岐に当たって技葉の一部を男除して蒸散量を抑動をはじめ，関葉したものができたので，

制するなど活者率の向上に努めたが，植えつけの後の午天つづき，呉状低温による腕箱の聾来などいく多

の悪条件がmなりあったこともあって，梢えつけ後の活着は満足すべきものではなかった。

表
t ,,, 

‘三五功J主諸
問友 241.

ょtι
"J 

1AI 0.53 1. 33 1. 79 4.33 7.99 W; 1 試験区制裁jDJím

AII 0.45 2.09 1. 64 3.91 8.09 1Ii139. 4.21"'-'21 

Br 0.76 2.11 2.55 6.00 11.42 天気:曇りときどき務，ときに

Bn 0.53 2.79 3.82 6.45 13.59 lこオっかï:I~"

lA 1 0.61 I 1. 64 1. 76 4.06 8.07 対'~ 2 試験I正前!'L裁期 n \l

An 0.50 1. 47 1. 94' 3.88 7.79 昭39. 4.24"'-'27 

B 1 2.08 2.47 6.64 12.37 天気:附，ときどき曇，または

Bn 2.33 3.45 3.80 6.02 15.60 霧。
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ブc ロット

1A 1 
An 
BI 
Bn 

計(平均)

外四木
2AI 
An 
BI 
Bn 

計(平均)

外囲木

表 242. コパr・ンの活着決況(昭39. 6.23，....，26調査)

324 
324 
623 
621 

1, 892 

iE 肴本数(本)

191 
270 
273 
476 

1, 210 

活者調査を昭和39年 6 月 23""-'26 日に行なった c 結果は表242のとおりである c

活者率(%)

59.0 
83.3 
43.8 
76.6 
(64.0) 

97.0 
32.5 
19.8 
30.6 
20.2 
(25.7) 

34.5 

第 1 試験区は最高83.3%，最低43.8タ6. 平均6496であったが，第 2 試験区は最高32.5~ι 最低19.8お，

平均25.7~づと第 2 試験区はきわめて不成績で・あった。 h1íj試験区ともプロット内の活着にくらく、タトl盟 lこ相i

植用として植えたものの方がいずれも活着率が高いよろな傾向がみられた ο

第 l 試験区は比較的活着がよいが， との中では BI 区がとくに活者が悪いとこのプロットは他のアロッ

トと摘生lとちがいがみられ，乙のプロットの大半がササ生地:となっており，他の 3 プロットは草本であっ

た。乙の BI 区のササ生地中には350木が植栽され，そのうち， 247木が枯損した(枯損率70.6先入一方‘

草本地域には273本の植栽木中120本が;枯損し(枯損率44.0%) ， 両植生地問 l乙枯損率のちがいが認められ

た u なおきわめて小面積ではあるが，この区に隣接している Arr 区 lとも一部分にササ~I:地があったが，こ

れについてもササ生地と草木地域を比較すると，ササt;li地は43本中16木の枯れ(枯損率47%)，草生地281

本中46本の枯れ (16%) と Br 区同様，ササ生地の杭損率が高い c

乙のように活者率に差異が現われたことは，第 1 試験区の活者率のよかった原因として横付什当時試験

区上部からの雪どけ水!とよって，その下部の試験区内の土壊水分が適潤の状態{と保たれたことがあげられ

る。しかし，一部で植栽困難なと乙ろもあった c とれに反して，第 2 試験区の活者率の悪い原悶として

は，その土壌が乾燥状態であったことによると考えられる c

また，プロット内とプロット外とのちがいについては，プロット内は大形の植穴!と施肥をして植えだ

が，外国木は小形の植穴で脅!t施肥で納付けを行なったちがいが，植栽後50日あまりの異状乾燥と関連し，

プロット内の大形植穴は，蒸散しやすい条件!と加えて乾慢にともなう肥料の高濃度障害を起こしたことに

よってプロット内の枯損が大きかったものと考えられる c 一方，草生地とササ生地のちがいについてみる

と，植えつけ当時の春先の若葉量は，草生地ではまだ宿根草の一部が芽を出し始めた程度で，きわめて少

なかったのにくらべ，ササ生地ではほぼ全面をササ葉でおおっていたというちがいと，試験地上部の雪ど

け水も植つけ後 1 週間程度で流入がなくなっていることなどから考えて，いずれも活若不良のところは主

として土嬢水分の多少と関係したものと考えられるわ

椅植は昭和40年 4 月から 5 月にかけて行なった c 第 1 試験区は主ζ して外問 1:C補植用としてあらかじめ

植えてあったものをスコップなどで鉢付苗としてプロット内に植え，いたみの少ないようにして植え替え

を行ない，その跡地外固には 1 年生首を植えたり第 2 試験区は布li損本数が多く外国の補植用出木では不足
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表 243. 補改，t~白木の j活若状況

ロ y ト|補伽柏木数 I iïi~*~ (2j):) I ifîl~~ (96) I (本) !活岩本数(本) 活者率 (96) 1 fri/j 考

lA 1 156 154 98. 7 苛~ 1 誠と佐もl 市険川のIì l1灰は41 f )示tl~常内す数字はArr 66((17) ) 64<< 15>> 97.0((88.2) ) 
fl 1|'140il13 tt 駒ttiをケ c 林許斐BI 368( 7 364( 5 98.9(71. 4 

BII 173 168 97. 1 

2A I 207 82 39.6 「 …ケ根狩林附即…'円F昨I 〕1υ叶印川をf司中刊fl川，作楠F 街肘附f{"
AII 254 84 33.1 
BI 418 168 40.2 
Brr 484 163 33.7 

一 一一一÷ー

なことが明らかであったので. 1 年生

哲木で植えつけた c

表 244. 野尻i抑制測所の|梅本並比較

補改楠木の活者状況を表243に示す。

これら植抜本;の活者は第 1 式験区で

ヨほほ消足すべき結果であるが，第 2

時期 14司(中，下旬)1 5 月 6 月
年度 J (mm)1 (mm) (mm) 

昭和39年 39 73 137 

l' 40年 46 146 183 

試験区では前年!とくらべればやや活訂ば良くなったが令なお30~40% と忠いペ

~~l:，議時土J裳が乾いていだ市 2~試験区!ま附えつけ後の降水量の多少と関係があると考・えられるので、野j元

j場組測所の 11日和39"f と1Ii'{有140\ドの 4 J1仁t1 1Jjから 6 月までの雨量を比較すると U:H4 のとおりである c

OiHn39年は ttß. ~&ïiíHをの降*，JI'(が40\1~にくらべると少なく，とくに活者 lζ影押する Mえつけ後の 5 月中の

降水量がきわめて少なかったことがわカ・る，

補改布M木は1!!~肥料でMえつけ，活・砦?をに施)1巴を 6.なった r

第 1 試験|豆は、外[iI'1木の大部分をプロ・y ト内(こ移値したため，外|聞が1ff訂正木j由化したところもあるの

で，昭和42年 4 月 24 日，木円分場で養成した 2 [fîl床替 2 年生苗をあらかじめ山花!と仮納しておいたもの

を，外開!三補植した。

4) {'+:育

下刈りはつぎのとおり行な勺た、

第 1 回昭和39年 6 月， 8 月 子刈り

第 2 回

市 3 同

第 4 回

昭和40年 7 月

昭和41年 7 月

nPr不η42年 7 月

手刈り

千刈り

手メIJ り

コウモリガの幼虫の地害がはなはだしいので，次のような防除を行なった，

第 1 [fil 昭和40年 6 月 BHC3%粉斉IJ全面散布 30kgjha, BHC lO%flll 所11の似元まわり塗布と被害穴へ

の注入 (2cc!穴)

昭和40年 8 月 BHC 3 96粉剤!全市散布 30kg!ha

第 2 !!乃昭和41年 6 月 BHC3%粉斉111lX市 6 kg!ha 

BHC 0.596礼 j刊脹)1，:塗持1，注入 (2cc!'/() 

7 月 BHC 0.59話乳剤散布 700liha 

第 3 回昭和42年 5Jj BHC 0.5労乳剤注入 (2cc;穴)

8 月 BHC3 労務}剤 llkgjha
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表 245. 各フロット

てミ 調査時期

\、項目

プロット'，，----、

lAI 

Arr 

BI 

BII 

2AI 

An 

BI 

Bll 

昭和 39 年 10

植栽時の|
樹高 l 樹高

(cm) (cm) 

(20) 
6へ~30

(27) 
16"-'36 
(25) 
14---'40 
(23) 
12"-'33 

(28) 
17"-'37 
(28) 
17----42 
(29) 

20---...37 
(28) 
18----42 

9

7

5

7

 

2
7

・

q
U

内J
A

、
1
4
J
・
，
L

、
、a
ノ
'
E
ゐ
、
、a
y
'
'
A

、
E

，
a

・
，
A

lvodld6

]

8

円

O
J
h
O
ノ

{
8
(

〆
L
9

〆
L

、

5

〆

1
9
/
L
3

う
h
z
d

勺
リ
ミ

J
M

(131) 

( 127) 
88---...190 
(118) 
38~162 

( 117) 
24"'-'170 

注) 上段( )は平均値，下段は範凹。

昭和 40 年 10 月

樹 高 1 伸長量|根元直径

(cm) (cm) (111m) 

63 

66 

63 

103 

99 

89 

89 

(210) 
133'--""273 
(213) 

134, '"'312 
(226) 

129'"'-'289 
(239) 

123~299 

|<242)
170.--....323 
(247) 

177.--....322 
(226) 

146~307 

(230) 
130"-'302 

ou 

つ
u

-
B
E
E
-

(38) 
22'--""55 
(35) 

20"-48 
(36) 
18.........50 
(41) 

20.........56 

121 

133 

151 

ー
ノ

5
7
P
5
1
J
4
1
J
4

一

日
~
ω
~
日
~
ぉ
~
一

ハ
ノ
副
司

J
h

・i

つ
白

つ
副

112 

121 

108 

5) 施 IJ己

植栽のときの施JJ巴は試験方針書:どおり⑪ちから粒状 3 号 100g. 過リン酸石灰(19タ6) 26g を 1 本あた

りに基肥として施した n

2 副自の施112は，この試験地が全面的に改植に近い補;1'1自を行なったので，新植時とおなじ施肥，すなわ

ち@ちから粒状 3 号100g ，過リン酸石灰 (1996) 26g I木の施肥を昭和40年 8 月 iζ桜のまわりに行なっ

た。 3 回目の施肥は昭和41年 6 月，⑪ちから粒状 3 号200g f木を補植木のみに施肥しナこョ 4 回目は第 1 試

験区忙昭和42年 6 月魯 301号を40g /本施肥した=

6) 成長

植えつけ後毎年，各区の樹高，約i告(根元)直径，仲長皇;および枝下高などの測定を行なった c 調査結

果は表245のとおりであるつ

植えつけ当年の成長は第 2 試験区が第 1 試験区よりも良かったが， 2 年目以降は罪・ 1 試験区の方がよく

なっている E

部 1 試験区では外聞からプロット内に植えかえたものは，ぞうでないものにくらべ植えかえ 1 年目は樹

高で70%，伸長量で66銘にすぎなかったが，その後は両者の差はしだいに小さくなっている r，

4 成長期を窪過したl時点で第 1試験区の密植区 (B) ではすでに閉鎖状態に達したが疎植区 (A) では

いまだ達していない c この乙とが両者の枝下高!と顕著にあらわれ，疎植区では 60"-'80cm であるのにくら

べ，害賠区では200cm前後と大きなちがいがみられるようになったコ

7) 被害

イ) 病虫獣害

第 1 試験区では制裁当年秋!こ早くもコウモリガの幼虫の食害による枯死，および転倒木の発生がみられ

たっ調査結果は表246のとおりで，被害の最大は約1596の被古を受:ナた ll\.l区で、他区は2"'43らであった。

2 年目の秋!乙tJける被害状況は表247のとおりである。
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過経長

月11 年月年41 

校下 21i

(cm) 

胸高直径

(mm) 

{中長髭

(cm) 

品J �i 
(cm) 

胸高 i直径

(mm) 

伸長量

(cm) 

樹 jl;6

(cm) 

(57) 
12.........176 

(79) 
9""""'273 
(199) 

23.........366 
(236) 

3ひ.......410

(64) 
38,..__.82 
(59) 

34""'-'82 
(60) 

28.........80 
(62) 

41.........80 

220 

222 

213 

(628) 
486.-......760 

(632) 
440.........810 
(648) 

452.........750 
(761) 

540.........808 

(39) 
18""""'59 
(38) 
14.........64 
(39) 

15.........62 
(44) 

25.........61 

198 

197 

209 

(408) 
265"'"'-'524 

(410) 
280"'"'-'545 

(435) 
240.........554 

(464) 
350.........535 

297 

(386) 
255"'477 

(399) 
255"'487 

(394) 
262"'508 

(407) 
274.........501 

(59) (43) 
38.........74 10"'116 
(60) (64) 

21.........91 10.........160 
(56) (60) 

29..........74 I 12"'140 
(51) I (64) 

21"-.81 I 10"'"'-'123 

139 

173 

132 

168 

E

u

n

u

n

u

n

u

ｭ

-
j
4

、
J
0
1
J
9

、

J
8

一

K
M
K
M
7
・
7
・
7
4
7
4
Q
'
r
O
-

臼
~
日
~
日
~
臼
~
一

r
t
7
r
t
.
5
f

、

3
f
t
o

3
1
9
0

一

4

3

3

3

 

(33) 
16""'__47 
(35) 

13.....__51 
(35) 

12.........52 
(36) 

15""""'50 

144 

168 

225 

152 

177 

表 246. 昭和39年第 1 試験区のコウモリガ幼虫による被害調査結果(昭39.10謝)

牢(%)

14.8 

3.7 

~I 生枯

木

調査本数

(本) 数(本)
プロット

31 10.5 

1.9 

つ
A
R
U

司
ぷ4.3 9

5

 

210 

268 

1A 1 

An  

2.0 

10 

5 1.6 止

1.9 

0.4 248 B , 
2.4 11 1.5 7 0.9 4 455 Bn 

昭和40年のコウモリガ幼虫による被害状況(昭40.10調)

調査本数 布!i 死 倒伏潜在 メ1=1入 計-
フ。ロット

l 木(本数) || (率先) Vla)ivl あ 本(本数) || (率%) (本〉

1A' 32'" 17 5.3 4 1.2 27 8.3 

An 324 20 3. I 0.9 2 0.6 25 7.7 

Bl 620 21 3.4 3 0.5 3 0.5 27 4.4 

Bn 625 19 3.0 14 2.2 11 1.8 44 7.0 

表 247.

il :l1i| 
J
一
一
一

nu 
n
u
n
v
n
vハ
U

一
一
一
一

n
u
n
u
n
U
ハ
υ

183 
138 
358 
287 

2AI 
An 
BI 
BII 

その他はL 、ずれも被~gが増加し，前年の 2 倍以上の被この調査では 1Al 区の被害はやや減少したが，

1 例ではあるが被当の発害となった。また，第 1 年目には全然被害の認められなかった市 2 試験区でも.

生が認められた。

植栽第 3 年目の被害状況は表248の示すとおりである c

第 2 年目からはコウモリガの幼虫の被告・を考えて，防|徐を実施したにもかかわらず、第 1 試験区では前
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表 248. 昭.和41年コウモ 1) カÎtD幼虫による被害状況〔昭41.倒的

一一一一

調査本数 幼虫潜在 古い食痕 合
7'ロット

本数ω| 率 ω 本数(本) I 率〈彪)本数(本) I (本) 率(%)

lA 1 82 16 20 17 21 
An 84 17 20 。

一 17 20 
B 1 94 13 14 。

一 13 14 
Bn 94 15 16 。 15 16 

2A 1 34 3 。
一 3 

An 27 。 。

! ! O  ; Br 38 。 。

Bn 35 2 6 3 9 

プロッ
(本)

lA 1 ! 82 

An ! 86 

B [ ! 94 

B n I 94 

年の約 2.5 的自Íj後の被害の附加がみられた。別 2 試験区 lとおしーでもやはり被害の増加傾向がみられたり

植栽 4 年目の被害状況は表 249 :こ示すとおりであるむ

被害は今までの増加傾向から横ばい傾向に転化したようで，!まiま前年とおなじ程度の被害率にとどまっ

たう跡、植区と街楠IXをくらべると，ややi軒高11医が軽いようである三

ロ〉気象符

植えつけ当年の 5 月下旬!と長野県下一円は院霜におそわれ、各地で大きな被害がみられたさこの被害状

況を 6 月に調査したが，被害後H寺を経ていて，活者不良による枯損か，霜害 i三よる杭1Hかの判別がつけに

くかったので，霜告:と判断できるもののみについて調査した結果は表 250 !こ示すとおりである二

平坦に近い緩斜面の第 1 試験区は，全l孟ほぼ20-----30%の被害がみられたが，斜面の;三な第 2 試験区で.

上部からの冷気が集中しやすい凹地形のところに隣接した 131. An の I ，IÜ!又はやや被害率が高かったが，

その他の A) 、 13 11 の両区は低い傾向がみられる J

プロット I

1AI 
An 
Br 
Bu 

2A r 
An 
Bl 
Bn 

表 250. 附和39年 5 月 2í 日の晩霜による被害状況(昭39. 6.24調 J

調査本数 |1R :!?1!|母 害 i 伶 TIi 

(本)本数(木) I 率(%) i 本数(木) I 率〈箔) I 本数(本) I 率(彪)
191 I 5μI 36 18.8 41 I 21. 5 
270 4 1. 5 53 19. 6δ7 21. 1 
273 14 5.1 6"7 24.5 81!  29.7 
476 11 2.3 H9 31.3 I 160 33.7 

100 
61 
186 
123 

。|ー 11 I 1i.0 I 11 ! 1川
O!  - 20 I 32. 8 20 32. 8 
o I 一目 45 1 24. 1 45 24. 1 
o I - I 16 f12.7 16I  12.7 
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Q. コパノヤマハンノキ亀山試験地

1) 位置・面積

木試験地は三重県員弁郡阿下喜町，大阪営林局管内亀山営林書部内悟-入谷区!有林亀山事業区31持珪(第

1 試験!K)， 33 椋班(常 2 試験区)に所在し，その総面肢は O.77ha で，第 1 試験区 O.37ha，第 2 試験区

O.40ha である「

→との位置図および配置図は図169， 170で示すに

の立地

可変 況

この試験地は、現地に適当な候補地が少な

いまたいずれも地形，面積，土壌条I~I:等の関

J深で当初の計画設定は不可能であったコしかも

31株斑および33祢班にそれぞれ 2 プロットの設

定が限度であり 2立地別， 2 植栽容度， くり

返しなしの試験設計とせざるをえなかったじ

試験地はヒノキ人工林の伐採跡地で，標高

は550.........600m，母材は秩父古生層，砂岩であ

""" '金二‘

イ)気象

1:....野(三重県〉観測所における昭和38""""39年

の気象観測値(平均) ~.ま表251のとおりである。

ロ)土壌

各プロット!とおける土壌の分布状況は悶 171

に示すとおりである口各プロットはいずれも比

較的由闘が長い山腹斜面の下部から上自r)1と位置

するが，斜面下部には幅~く沢にかけてスギ幼

齢造林地がある，

第 1 試験|玄は平衡斜面の山腹にあり、主とし

凶 169. コバノヤマハンノキ亀山試験地位置図

i玄1 170. 試験区配置図

て BD(d) 型土壌(旬行土)によって占められる L 斜面下部には幅狭く Bo 型土壊が，斜面上部に:ま小面積

心 BB 型土壌が出現する?

第 2 試験区は平衡斜面下部から ILI腹にあり，主として BD 型土壌{崩積~伺行土)によって占められて

いる υ 斜面上部には Bo(d) 型土壌が分布する c また 28 [区の斜面下部に約幅 2 X10m にわたり，全幹集

長 25 1. _I-_野観測所における気象観測値

|降水量1 気前 CC) I 

年\司 1 い I 3 い 1 5 I 6 ¥ 7. 1 8 l 9 I 10 1 11 い2 I 年|竿
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[>>....， 168 型土1裏

目[] Bo(d)主~1理

固盟叫工熊

代表断置

土壌代表"l1r而図叉J 172. |司!~ミ同J 171. 

AJ日の一部がはぎとられているが，小[EÎh'tのため特に区別しなかったコ材lとより地表がかき乱され，

各代表断面図は図172のとおりで，その断面形態， JlÆ学性，土性および化学性は表 252....__255 のとおりで

ある c

試験区設定のねらい

三次試験地の設定経過で述べたように、当初の予定地(敦賀)が亀山経包区に変更になったため，現地

との連絡が円滑にいかず，試験地設定におもむいた時には，候補地は伐採作業中で大部分は立木地であっ

たてこのような事情で選定には困難が多かった c 両試験区は主として土壌条件のちがいによって設定され

I 水湿|陳 :ë，~~ I 根系|状態|

.�_ 
J._:) 

表 252. 土壌の断面形態

Prof. No.1 土壊型|同位|厚さ|推移 1 土色|土性:構造|堅密度|| I )~-'l lJl. I (cm) I 状態 I -L. 0 I .J-IJ:. I 'IPt -'u. I:=I-. ~I LX.I 

Ao L: + F2""""'3cm 草木の遺体，腐朽物
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:友 254. 土性

位|粗砂(箔) I 剤1I砂(箔) I 砂計(96) \徴砂防) I 粘土悩)|土 性
I 16 I 31 47 1 21 I 32 l lC 81 

22.2 21. 2 

14.1 21.5 

20.0 22.2 

3.9 

4.1 

4.3 

3) 造林

イ〉苗木

実行方針i!J:に準拠し、従来行なわれていたヤシャプシ，ノ、ンノキ類の護商法に準じて，姫路営林署・和田

山苦畑において亀山および三次試験地問の育苗を行なったが，種子の発芽率が悪く，亀山試験地用山行前

の確保が限度であった c

供試ù'j木はいずれも種子産地青森県市で 1 年生床替問で平均Î\'i ~':j30cm，根元首j杢l. Ocmであるの

ロ〉植付け

地ごしらえから植栽にいたるまでの経過は表256のとおりである。その活着状況は表257に示す。

4) 保育・施IlE

本試験地の下刈りおよび施.fl.の経過は表 258 に示すとおうである c

5) 成長

2Al 区の生育が多少劣っているが，他プロット lζおける伸長母は表25gのとおりかなり良好である ο

1Al 270 7 263 97.1: 活者調査:昭39. 12. 8""""9 

B 1 570 4 556 97.5 

2A 1 285 13 272 91. 9 

B 1 630 30 600 95.2 
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下刈

プロット

符 33・

h
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一
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1
i

司J
白

プロット

符号

1 AI 
BI 

2 A 1 
BI 
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表 258. ド刈りおよび

40 壬ド 度

i
 

→
一
一
一
日

41 年度

法|凪|数|時期

|川釧IJ[ ,; [41 〆 8

J7「1;i;|:
上11 I j 7-上 J|
度 '=-2 年度 43 11~ 度

(若人窓)\方法!回数|時期 Ic芸人芸)1 方法|厄|数|時期 (Z入量)[方 法
I 1人力・全刈 1 142. 8' 人力・全刈 1 I 必. 81 人力・全刈
LI  11 I ~ I 11.  I 11 : 11 I /1 I 

~J_ ! I I_ ~___，_ I 

au 
nV 

A
--,, 

11 

4 

表 259. プロット別コノ f ノヤマハンノキ成長続過

プロ y ト|市 l 間制査(昭39年 12月) I 約四調査 (41 年12月) I ~131ljl調査 (43年 11 司)

土そ|町〈巴!?安ア腎|腕(m) I可塑[iN雪辱|叩(叩 |-153|型E3
! A I il.いlし川.0ω6..-....;μ7i 噌一ど門q |hlし. N.  9!叩.......5.9ぬOり↑ 円ハω2 Iし.8.........6ふω以.3!払!

I (1 , 93) 1 100: (2.7) I (4. 95) ~ 0U'<: (5.0) 1 (6.32) 1 101 1 (7.1) 

.........2.801 ".." ,1. 3 .........,3. 6~2. 90.-.....-6.40 ,...",... l. 4~6. 9,3. 00.........9. 001 '~n 1 
B 1 I(1. 92) ~~I 162 P幻5"T' (5 り I 329 1" (5.0) 'r' (7・ 19)'''1 198 I ~(7.0) 

2 A 1 11. ~~--:~~ 84! i60 1
1 トdk l!2.3ト1541・ 1.----6 ， 04 ∞'":? ~ 60; 1 27 I A I !" êï , 9Õ)-'j i60 ,'(2. 8)' r'(?~4)~~1 254 " ê4.9)~i"(5.7i)~~1 127 

I v(6.7)' 

B I 
0.70~2.63υ3 

1
1 

" 

~ -:~. 712• ~~-:~~ 401 330 
1. ~:::- ~ ~ 213. 9~-:~~ 201 130 

1
-,. ~---:-~. 2 

I (1 ・ 93) I 
100 

I (2♂ l 竺・ 23) I 
ω 

l_ 
(5.0) ド〈戸3) I 

1d 

J三!と
注) 上段は範問，下段( ):立平均値，
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栽にいたるまでの経過

栽

車畑期仮耐 荷背 送発 受領11 i制i 仮植 仮tffi 閲始月 完了JJ 功 プ内ロ本ツ
日 月口 日 i品日所品品jI j|H問1\問羽l臼] 法1 |[日] I IH4 程 数
昭39 昭39 昭39 苗木上部| 昭39 昭39

o 3~13 I 3.13 I 3~15 現地 8 おにいコモお1 3.20 3.22 53 270 

付 11 I 11 I If I 1/ I " I " I 11 I 11 I 11 古70

!I 11 I 1/ I 1/ I /1 I 1/ 11 11 I 11 I 11 I 28~も

11 I 1/ I 1/ I 11 I 11 I /1 I 11 I 11 もさぬ

施肥経過

胞肥

プロ y ト|一十叫| 白 1 [可 r-m 2 瓦一
符号|…一|時期|〈2入室) kl!たJ も|備考|時期 |(Z 人芸)
1 A 1 I 270 139年州 I I \1~~叡 |盟主主品察 I 40・ 3

! 日 1 I I {l;長官 |rrIlLllj'-r I 

il;ijg |設リン酸石

I 6.0 II~~ I 叫|針ちら|灰
第 3 回

考|時期 1(:人劉lAJ弘主!備考

Bl 

11 2 A I 

11 

14 

フ。ロット

符号

第 2 回

Bl 

@ちから粒状
固形肥料 3 号

41年 12月
3、

,, 
ス
ロH
7

a
e
l
 

1 A] 

11 ノF

2 A 1 11 11 

B 1 11 11 11 

川 2∞g I 咽 I 15 I 2卯 gI 508kgl 

6) 被害

昭和42年11月，虫獣筈の調査を行なったが，穿孔虫類による加害率は4596 (調査本数 420 本，加害木数

189 木)で， 前年度に比べてそれほど増えていない，加害本数率を害虫別にみると，カミキリムシ類が63

96をしめており，とくに疎植区に多く，逆に密植区ではコウモリガ類が多い。

fiil[栽後 1.....__2 年の聞は比較的尾根~r近い地域にカミキリムシ類の被害が多く，コウモリガ類による被害

は谷筋lこ多くみられたが，最近ではカミキリムシ類は中腹，谷筋にまで加害し，また，コウモリガ類の被

害も尾根近くにまでおよんできた。この原因は害虫の生息密度に関係するものか，また林木の成長にとも
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なううっぺい度の変化によるものかは判明しないが，今後の加害様相に注意が必要である c

R. コパノヤマハンノキ三次試験地

1) 位置・面的

本試験地は広島県比婆郡口和町，大阪営林局管内三次営林署部内釜ケ峰悶有林三次事業区23:ま林班Jζ所

有:し，節 1 試験区0.85h8，第 2 試験区 O.85haで、その総ífU:Wは1. 70ha である r その位置図および配置図

:ま[ミ1173 ， 174で示す。

~ 173. コ)-{ノヤマハンノキ

三次試験地位置図

2) 立地

境況

この試験抱はヒノキ人工林の伐採跡地で、

ある。腰高は460"-'500mで司材'~i石英斑岩

である。

イ〉気象 図 174. 試験区配置図

広島県庄原市七塚原での昭和35........39年の観測値(平均)は表260のとおりであるむ

ロ〉ニ1二域

作プロットにおける土壊の分布状況は図 175 のとおりである。

この試験地は比較的山胸!の長い山政斜面を，尾根~中腹および中腹から沢にかけて 2分し各地形ごと

に努 1 および第 2 試験区をそれぞれ平行に設定した c
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主J'ß~Rから沢にかけて， n~(fiJ 1と走る

きわめて浅い起伏が見られ，それにと

もなって土壊の相違が見られた。ま

た，法験地周辺のー特l乙は沢沿いない

しー 1 LIII長斜面下部!と店s色土岐の分布が見

i;，れたが，この試験地においても沢中

腹(主として第 1 試験反)においては

きわめて浅い凹地形には黒色土壌，退

色型黒色土壌ないし褐色森林土が出町

し，また浅い凸地形では，これらの土

壌の出現は見られず，褐色森林土が出

現していた。これら各種土壌群の分布

は連続的に変化し、また， このような

微細!な変化を図示することは鴎難であ

ったので，一括して表示したコ

地形(1'0EC ~j:，きわめて浅い凹地形に

おいては，主尾根付近まで BD， Bloお

よび BID 型土壌が分布しているが，き

わめて浅い凸地形では沢近くまで主と

して Bo(のおよび一部に Blo(d) 型土

壌が 1'1'1現していた o また 2B 1 および

2An I~の主尾根付近にはー祁に Bn 型

土壌が出現し・ていたが，小面積のため

巨E 晶 B町lc

医週島臥加ω叫吋d点l団6:0印;己=
@ 代1表受断面

図 175. 試験区の土域|宮|

に， Bo(d}"'--Blo(d)型土壌に包含して図示した。

o 1ct 50"' 

益代表断面函は図176，および各代表断面図の形態，理学性，土性および化学性は表 261.-.....264 のとおり

である。

c:: ., 
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函 176. 土壌代表断面図
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表 261. 土壊の断面形態

もて同i層位|厚さω「鰭ト 色 両|構造|堅密度|石司森喜|根系

C L I Cr(Gr) 1 

M 

? 
υ 

ウ
h 

2 

A'(Al!') ...L 

Ao I L , F : +....._, 1cm 

2 I Bo(d) A

A

B

 

CL I Gr 
1/ 1¥1 

3 

2 

表 262. 自然状態の理学的性質

Prof. 層 表さら層の深か 透水性 (ccl分) 容師孔削船最量夫容船水I 最議小気 l停採取量筋時含) 組阻成体部分係自) 

No. 位 (cm) 5 分後時後|平均 細|山積同炉開量細土11 根
(AAAA12 g ' 3~7 

199 1 184 1 192 63 136 1 36 I 72 1 63 1103 1 9 1 44 I 72 123.41 3.61 1.0 

1 1 ~2 113'"'-'17 90 1 86 1 88 

)¥ 40"-'44 94 1 94 1 94 70 134 1 36 I 70 I 61 1 95 I 9 1 44 I 69 F2. 61 7. Oj 0・ 4

Al 3'"'-' 7 194 188 191 59 35 39 74 21 
37I65l:1130 2 A2 15.......19 77 74 76 86 42 25 67 60 1 72 7 49 1 59 131. 51 O.5! 1. 0 

B 40''',--44 70 68 69 91 34 31 65 59 1 65 6 46 1 51 133. 01 1. 01 l. 0 

表 263. 土性

~_l 土 [JLl:;
性

38 

39 

26 37 IC 

IC 27 34 

表 264. 土壌の化学的性質

…。|周位|黙認|…) I…;-1 ~~c I 古伊|品)|(EEl〕
Al 3'"'-'10 6.54 0.380 17.2 1.2 5.8 4.7 

1 A2 15'"'-'25 5.54 0.341 16.2 5.9 5.6 4.5 
A3 40.......50 4.24 0.218 19.5 17.0 5.4 4.3 
A' 55.......65 4.26 0.200 2l. 3 17.7 5.4 4.3 

Al 3'"'-'10 8.99 0.395 4.7 
1 A2 15.......25 3.91 0.203 19.3 I 9.8 5.5 4.4 

B 4O....._,50 2.17 0.113 19.2 I 13.9 5.5 4.3 
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ハ) 試験区設定のねらい

コパノヤマハンノキの試験地は当初子定されていた山崎および敦賀は，いずれも候補地が奥地!と位置す

るために計画を変更して地利に恵まれた旦山地帯を対象とするととに改め，あわせて当場管内におけるコ

ノ fノヤマハンノキ，11ft抜の地峡的な限界を求めるねらいを含めて‘本試験地を投定した u

両試験区は斜而上部と下部~C設定し，土壌条件を異にすゐョ

3) 造林

イ)前 ー.''1、

姫路営林署和田山由貿IIにおいて訂苗が行なわれたが，種子の発芽卒が感く，予定の床替苗も得られなか

ったので，同苗畑l隣接の兵庫県林業試験場白畑で育街中の稚苗の分譲をうけて床替し， 1 年生山出し苗と

ンて所要本数の確保iとつと均た。

供試苗木はいずれも種子産地青森県庄で 1 年生床替苗で，平均的己可 30CI11，根元径1. 0cmである c

ヨ〉植付け

地ごしらえから植裁にいたるまでの経過は表265のとおりである c，そ ω活着状況は表2661ζ示すとおりで

ある。

4) 保育・施肥

本試験地の下刈りおよび施肥の経過dま表 267θ とおりである。

5) 成長

表 265. 地ごしらえから植裁にいたるまでの経過

l i i l ら ; j i i [i; 土向坤:』d申iiEiE昨批i昨記昨tt止jktEd吋出出:i土品向判拍ih向何民同:1d暗晴|it自印刷(t4土記判;ih記同拍批|I出問問町;2d中中明iit昨問問問|i院間陥同i2目拍出;4如胡#|問問昨出出昨|t叩古
l 咋iqtoi r I 3 i里子711 1 5 h d 。 |医F巴:i常制帥F毘財矧:オ常1舎里民:雲伽判判:1車伽判叫叫iド同同同同現脚刊叫吋地~I:北制|:::::司指:d舟村j特ザ肘2f計f!hしμ3υ3.2J斗Jふんい3.2ω2泊川8

植 栽

B 11 1/ 1 !I 0.20 
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'1 I 1/ 11 I 〆'1 fI I 11 
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3.241 

3. 2613. 261 11 I 584 

An I 11 I 11 0.24 I 
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表 266. 活着と枯損その他

。 1 1Zロット~(自然相指数|活着本数活着率(労)I 4備 考

1 AI 370 37 333 90.0 活者調査:昭39. 10.30~31 
BI 670 59 611 91. 2 
AII 346 21 325 93.9 
BII 665 31 634 95.3 

2 A r 338 34 304 89.9 
Br 584 44 5..;0 92.5 
AII 462 26 436 94.5 
Brr 635 34 601 94.6 

一一一一 ・ -------一一

表 267. 下刈りおよ

下刈り

昭 39 年度 | 40 年度 41 

754| 回数|時 J出(草人選〕方 法 lu叶期[直人島|方法
A 1 I 1 昭39年 7月 人力全刈I 2 附40年 6月 C 11言l 目)人力，全)(IJI 2 昭41年 6月

I .� I 40 8 IC 2回目 )1 11 '1 1 "" 1 4-1 8 

~ ~ I '~ I ':' I I 1/ I ':' I 11 I 11 I 11 I ':. I 11 
~ II I 11 I 11 I I !I i 11 I 11 I 11 I 1.' I /1 I 11 

B II I 11 1 11 1 11 1/ '1 '1 〆I I 11 I 1/ 

2 A 1 I /f I 11 I I fI I '1 I 11 I 11 庁 11 I 11 

B 1 I 11 I 11 /1 I '1 〆 /1 I // I " I 1/ 

A II I 11 I " 1  "1  /J II!.'/ 庁吋 H

B II I 11 11 I 1 ,'1 I 11 1/ 1/ I 11 ffH  

計 l i|19i|i:iii臨S 1 I 

施肥

第. 日 m 
プロット

符 マr::::一J一, 植栽本数 施肥盤| 功程
時 ;本あた|総量 備 話

(延人数)

1 A 1 370 昭39年 3月 延人数は植付

BI 670 11 け人工数 35.

An 346 11 75人に入って

Bn 665 '1 けて不明

2 A 1 338 11 

B 1 584 11 

An 462 11 

Bn 635 ノF 384kg @過固形ち1) 肥かン料験ら石粒3 号状灰
計 26g I 100g I 10.5 
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各プロットとも表 268 のとおっ成長はかなり良好であり，手出，'(j?(iますでに閉鎖が始まり本数密度による

差異も認められる。

6) 被害

H日和，12年10月虫獣害:の調査を行なったが，~孔虫類による加在本は約 52% (調査本政 840本，加:吉本数

438本〉で前年度に比べではるか!と増加l し， そのほとんどがコクモリガ閣の被!占(カモキリ虫類16先\コ

ウモリガ類8496) である c 虫害の被害分布は他1.11試験地と似かよった傾向であり，今後の推移に注意が必

要である(詳細!ま関西支場合短資料参照)0

c，<:施肥経過

ト|

年 度 42 年 度 4:3 度

(3延1人1数34〉l|tノJ 法 同l 数!時 j明 (延功人程数) 方 法 朋 (延功人程数) 方 法

(< 2l 回回目目)) 
人力，全刈 昭42年 8月 昭43年 7月 人力，全刈

11 11 

" '/ " " 11 /1 Iノ

1/ " " 11 1/ // 1/ 

,/ :/ 1/ 11 /1 1/ /1 

11 11 '1 11 11 If 

11 1/ '1 " 11 1" 

11 /1 " /1 11 '1 

" 'f 11 11 11 11 

13 ((21 回回目目)) 15 
7 

2 団

施肥量 l

l 木あたり|総 量|備

3 
ー

ちt
E|!高 巧-

@:ちから粒状

回形1巴料 3 号

容スーパー 1 号

11 

|ll  
|20  ¥ 290g 1 1 ， 180同|

11 

!I /1 
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表 268. プロット別コパノヤマハンノキ成長経過

プロット 第 1 回調査(昭39. 10月〉

符 ぢEコ 樹 (m高~ I伸(長cm量~1 根元(直cm径) 

1 AI 0.56.........2.38 
130 1.0~4.) 0 

(1. 60 (2.6 

B 1 0.61~.523>.25 123 1.0~3.>6 
(2.4 

An 0.75~.623>.16 133 1.3~4.>0 
(2.6 

Bn 0.89........2.55 
146 1.8~4.) 4 

(1. 76) (2.8 

2 AI 0.85........2.67 150 1.2~4.9 
(1. 80) (3.2) 

B 1 
0.85........2.68 160 1.9~4.3 

(1. 90) (3.0) 

Arr 0.60.........2.45 1501.5~49.) 2 
(1. 80) 

Bn 0.75 ,....,2.95 183 1.4~4.5 
(2. 13) (3.3) 

注) 上設は範囲，下段( )は平均値

5. フサアカシア，モリシマアカシア

A. フサアカシア掛川試験地

1) 位置・面積

第 2 因調査 ( 4 1. ω| 第 3 回読査(仏 10)

樹 (m品nイキ(c長m量)||;根元〈直cm径fl 樹 (m品~ I伸(長cm量~I 胸高(直cm径) 

2.10.........6.60 
328 

1.8......,8.0 2.20........9.50 
241 

2.6--....12.7 
(4.88) (5.2) (7.29) (9.0) 

2.20.........7.10 
413 1.0-----8.6 4.00-10.50 254 2.8"-'12.7 

(5.66) (5.8) (8.20) (8.4) 

3.30.........5.90 
349 

2.7........6.9 4.50.........9.10 
259 

4.9......, 10.9 
(5.12) (5.4) (7.71) (8.6) 

2.10........7.50 
397 

0.9.........8.2 3.80句 10.80
311 

2.7"-'12.4 
(5.73) (5.7) (8.84) (8.4) 

(5. 16) I � U  I (5.6) I (7.85) I ~U7 I (9.0) 
2.60~7.504431.2~8.8.60247 2.2~12.3 

(6.33) I <j;'h) I (6.6) I (8.80) I ~-r l I (9.3) 
3.00~5.70 3061.7~6.8.40233 4.3~:0.4 

(4.86) I <Juu I (5.1) I (7.19) I L.ooJ<J I (7.9) 

1. ~~~~:..30I 411 I 2.9~~:..0 !2. ~~-~?:..90i 290 12. ~:---~~.2 
(6.24) I -r~ 1 I (6.2) ! (9. 14) I ..7V I (8.7) 

本試験地は静岡県小笠郡大須賀町，政京営林局管内掛川営林署部内三沢国有林掛)11事業区57い休班~C所

在し(区1177， 178参照)，その商積はつぎのとおりである η

第 1 プロット 2， 000本/ha 区 O.12ha(30X40m)

第 2 プロット 4， 000本/ha 区 O. 12ha(30X 40m) 

2) 立地

イ)気象

当試験地の所在する付近の袋井町の気象観測値は表 269 のようである c

o 50 100m 

図 177. フサアカシア掛川試験地位置図 図 178. プロット配置図
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表 269. 袋井の気象観測値

分 1 1 月 1 2 月 1 3 月五月 1 5 月 ~Ejr7月， 8 月 1 9 月|山 1 1~月丙什主

R年 水(m平平mCCC質楓)) 均) 均) U 拍 71 133 166 161 231 171 

気 6.2 9.0 13.6 18. 1 21. ﾓ 29.5 e�U

) I 5.4 
日最高手 10.9 11. 7 14.7 19.5 23.6 26.3 30.1 

日最低の(。 ー0.1 0.6 3.2 7.6 12.6 16.9 21. 7 

一一一一一一ー 一 一一一一

注) 気象協会:全国気混資料 1958 

気象庁:全国降水量資料 1959

194 246 192 

27.0 24.2 18.5 

31. 5 28.8 23.8 

22.4 19.6 13. 1 

なお最近10か年間当地方では冬期の最低温度が-5 0Cを越える日は見られない c

コ〉 地質・地形・土壌

99 I 70 1, 783 

18.5 I 8.1 15.9 

23.8 I 13.4 21. 1 

13. 1 I 2.7 10.6 

小笠丘陵の南端医近い， ~Hl{60m内外の，南北!と流れる谷に面した西北向きの山lì江而に国 178 の示すよ

うに，第 1 (2 ， 000 本区)，第 2 (4， 000 本区〉の 2 プロットを設定したっ 1 1. 1足が短く，斜面には等高線!ζ

沿った 1~2m内外の ~!J凸の波状の起伏が見られると

山腹lま大体平衡 ;í;:~而をなしており，傾斜角は30度内外である。試験地は波状の凸形耐を第 1 プロット，

H形面を第 2 プロットが占めている。ととは洪積期の小笠石蝶屑が吋:材となっているが， {N↓而は急で土壌

中 {ζ ほ円石礁がすこぶるおおく，土壊{じがすすんでいない。土壊はいわゆる 1m 担で間位の分化が不明瞭

で、表向は1!，話相九でよごれているが，浅く，色調も淡く 1~褐色を呈して t. 、る" :J・-峨は比較的浅く，深いとこ

ろでも 5りcm 内外で円瞭屈に達するが，土域中にも円石礁がきわめて多く， [lJJl山形では表同から石牒層に

なっている c 土壌はやや乾きぎみであり， H賠が厚く， lm----BB 型土蟻l三回するわ t~ff ïfíiは土のある所は埴

質であるが，石機の多いところ;ま砂質の傾向にある。表層には前!I粒状，堅来状などの乾いた構造がみられ

る 3 また両プロットの代表断而の形態を示すと図 179 のようである。なお木試験地は，樹高1O~20m，約

50年生内外のアカマツ休 (111 :三雑木広葉樹混交〉の伐採跡地(昭和38年度に伐採， 39年度巻落し，整地)で

ある e

40 

60 

部

① ② ① 

100 層住 | 層住

土世 土性
麿位土性

圏 179. 掛川試験地土壌断面図
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ノ、) 試験地設定のねらい

木フサアカシア掛川試験地は，アカシア属試験のうち，最も北限を占める試験地であって，フサアカシ

ア岡崎試験地が，土壌の!日よくな場所(スギ佼E足跡地)を対象としたのに対し，アカマツ伐採跡地の，比

較的せき忠な土壊を対象として設定し両試験地の成長状態の比較ら試験目的のーっとしたものであ

るれ

なお木試験地が占める小笠岡地は， IJI 脆部の比較的経斜iilïの試峡地設定!と適した場所の多くは、設近ミ

カント;ðその他の農地解放の対象となっている場所が多く，隣接した全く同一条件の試験区の設定が困難な

ため.やや土壌条件は異なる部分も合まれたが，同一~LJn~斜耐にほぼ隣接して?第 1 (疎右足区)，第 2 (i主

植区)プロットを設定した〈図 178 参照)じ

3) 造休

イ〉柿 木(菱商)

アカシア属のうち，モリジマアカシアについては‘宿Itrr]県 J休業試験場の多年にわたる研究の結果，その

養前方法も確立し，現在その方法によって毎年各地(福潤県，熊本県その他)で多数の苗が生産されてい

るヘ

しカ・し，フサアカシアは，モリシマアカシア;こ比べて病害!とおかされやすく，アカシア尿のうちでは，

最も菱商の困難な種類とされ，まだ十分な養苗方法が確立していないので，本試験においては，フサアカ

シア岡崎試験地の場合も含めて，フサアカシアの大量餐商法を見いだすととも一つの目的として実施し

~-
，、.. c 

いま掛川営林署五十岡商畑が実施したフサアカシアの養閉経過の概要をI1買を追って述べると，以下のよ

うであるのなおフサアカシア司崎試験地で植栽する苗木の一建前は.岡崎営林署二川哲畑で，五イ-間前畑の

場合とほぼ同様な方法で平行して実施した c

昭和38年 3 月 26 日，フサアカシアの播種を下記のように実施した。

五十間前畑は， fl日和34年 (1959年度)に設置された新しい ('1竹mで，円際を含んだ油土質のIZ植の含有量

もきわめて乏しい土壌である比11史的風当たりの少なく，かつ排水の良い場所を選んで， 1隔 1 m. 長さ 10

m，高さ約lOcmの播種床 4 木 (A ， B , c , 0) を設置した J 各播種床lこは次の施肥を行なったっ

A区:コンポスト区 6 kg/m2 

B 区:堆112区 6 kgfm2 

C 区:ピートモス区 6 kgfm2 

D 区 :オガクズ堆肥区 6 kgfm2 

なお ， A , H , C. 0 区を通じ， n12 あたり基肥として硫安37. 5g ，過石75g. 硫加37.5g を上1t110cm

の府!と施用した。床ごしらえ，施肥は隅棺約10 司前lζ行なったこf

間子はnH有]37平等に，豪州から輸入したフサアカシア (Acacia dealba!a) 種子を常法の硫酸処j霊法で発

芽促進を行ない，十分水洗脱水した後，林業試験場土壌徴生物研究宗で倍養したフサアカシア根粒菌を接

持:したり播極床 1 11) 2 あたり約30g を!まら探し，山砂を約 lcmの厚さに覆土し，その上を薄くわらで被覆

したつなお播種後.約30cmの高さに日おいを設置しにし

昭和38年 5 月 2 日:発芽状態調査

A'"'-'D各播種床とも，平均間高約 3cm 程度:こ順調な成長を示しており，各床間の成長差はほとんど認
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められない。 m2 あたりの成立本数は，約

1, 200~ 1, 500木の問にあり，おおいの敷わ

らを取り除いた。

I蓄積後多少雨天のつづいた日も認められ

たが，病害，その他の被害はほとんど見ら

れなかった c

昭和38年 6 月 4 日:床替え

6 月 4 日現在各f括和床!とおける荷木の成

長状態ほ表 2ìO のようである。

すなわち，ピートモス区とコンポスト区
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が多少成長が良好と思われたが，全般を通じでほぼ一様な成長を示しており，このH寺点では，ほとんど

病，虫害の発生ほ認められていないの

移植床は照種床応隣接して，約 700m2 を設定した。床造りは掃種床に準じ，相 1 !1l, I認さ 15cm. 長さ

20mで，悲"巴として 1 m2 あたりビートモス 3kg，普通堆rJ~ 2 kg，硫安3ì.5 巴， J也不175g ，硫加55g を施

した。なお移植床の設定，施I!巴は移航 1 週間前に行なった「

摂理床にあるフサアカシア苗木から市高 6cm以上のものを選んで，移航床 ìOOm 2 に， いがあたり 32本

(4 X 8 列)， 総計約22.000本を移柿し， El おいを設置した c なお移納にさいしては，恨を損傷しないよ

うに掘り取り，水を入れた容?~:と恨を校し，移植床!と運んで，案内棒で穴をあけて移 lìl~[ し，移.h~l後十分権

水を行なった c

昭和38年 7 月 16n :活者ならびに生育制究

移植床のフサアカシア苗(むほとんど100%の活者で、 Wï高も 50cm内外を示した c 比較的新しい苛:胞で

あり‘かつ移植i直後から、 10 目置き!とルベロン加用・ 5 ー 5 斗式ボルドー液を散布したためか，危ぐされ

た炭痘病の発荷ば認められていなV' "， しかし一部地下水の高い椅床では，根ぐさ1.1Wiが多少見られたので

除去焼却した。また目おいもとの時点、で取り除いた l勺

昭和38年 8 月 19 日:第 1 団関定

すべての移植床の間は‘ほほ順調に生育し，甫高も 100----120cm!と達したので.地上部 50cm 以上を除

去し者葉数も 3.4 葉!ととどめ，集長tも適当に勢定除去して調整した。

その時点まで，柿木について特別な病虫害の発生は認められなかった。

昭和38年 9 月 25 日:情 2 ml!}~定

古木相互閣が， 1IEfえ校 !ξよ「てかなり密~I;: しているので，第 2 回の抑定で l土、その \~HlHを行なった。

干fÉ~百の移 l1l1後 9JJ い勺ぽいまで， 10日ごとにルベロン・ボルドー波の散布が尖施されており?現在まで

炭痘病，その他の病虫害の発~I~は見られないので， lOfl 以降の薬斉iJ t~~市は巾 JI: したり

前の直筏では多少の諜が認められてはいるが， 7 割程度 (22， OOOX O. 7 = 15, 40O-1i:)は， :，~がドギ手 lこ山 I l\

しが可能と推定された.

昭和38年12月 2 日:霜よけ設置

移植床全部について，約60cmの高さに，よしずで霜よけを設置した。

昭和39年 3 月 4 日: IlllH しf占の準備
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3 月 4 日の調査では，移楠床約700m2 :乙約21.000本のフサアカシア的が長倍され，心配していた冬期の

寒害も受けることなく，大部分が健全な生育を示したロ

3 月 4 日に比較的成長のそろった 120m2 の移埴床から約3.600本の前を掘り庇って，上部を認定して在

高 30'"'-'35cm Iとそろえ，若葉数を 3"""'4 位とし，捷長した恨は適当に切りつめ，それらのうちから根元直

径 1cm内外のものを山山しI川として約3 ， 100本選別したりなお，立j・は棋に多少水を含ませて‘ 25本ずつ大

型のビニール袋I~入れ，さらにその上をていねいにこん包し，そのうち 600 本は， ~~l 日中ピ試験地!こ速

♂，翌 5 日?と楠栽した j官の削り取りから植栽まではできるだけ根を乾燥させないよう和i心の注意を払っ

て実施した。また残りの2， 500木は，関西支局のフサアカシア高野試験地の試験用j'ó' として提供するため，

トラックで現地に発送した.

その他の据i泣き苗木の大部分ほ， itt 川 i営林署uこよって 3 月下旬lと当試験地の週間約 3 ha の造林用前!と

供された門

以上掛川営林容五十岡市対Hにおいて，過去 1 か年間にわたって実施したフサアカシアの養苗試験では，

養苗期間中，特別な被害を受けることなく，きわめて良好な成緩が待られており， 移植床の得菌率も 100

96に近く，床!日î 700 m2 から総計約 21， 000 本，そのうち根ぎわ直径 1cm 内外の山しlt自は，その約 8 割，

16 ， 000木内外が得られた。

なお苗木 1 本あたりの養前世は，フサアカシアの義的は、当地では最初の経験なので床造弘播種，除

草，移植，府特|坊除，管理などにも十分な手入れをかけ・ており，かつ日おい，霜除け，寒冷紗などを新た

に購入したものも少なくないので，普通凶の場合に比べて約 3 倍の通貨がかかっており，おそらく 1 本あ

たり 30......，40円内外についたものと思われるつ

ロ)植付け

この試験地はアカマツ梓の伐採跡地で，かなり大きな枝条カ;111積していたので山箆に巻き搭として取り

除き，さらに刈払いを行なった後，前述の 2 プロットの区阿を設定した c

~!と前述の五十岡歯畑で獲歯したフサアカシア苗を用い，第 1 プロット内 O.12ha!こ 268本.第 2 プロッ

ト内 0.12ha に448本， および科プロット外の周間約 2 ha (掛川営林署の事業j吉村;地) Iζ6.000本のllfi木を

横栽したー

植裁は各プロットとも入力により(石喋質で機械jJ使用不能)，直径 40cm，主要さ 40cm の植穴を掛り，

梢穴の底f~ ， j品リン酸石灰50g を施し，問]土を置いて削木を柿栽し前政後，外聞に叫ちから粒状回形肥

料 3 号lOOg を胞用したれ

なお，本試験地における現在までの施1]巴追肥(1. 以下のようである c

基 肥:昭和39年 3 月 4 日 """'7 日に，前述記載のように基肥を植栽時に施用した c

第 1 回追肥:昭和40年 3 月 24 日，両プロットの造林木 1 本あたり (山11[1J半周 iζ浅い ~iH;を設け)，⑩ちか

ら粒状固形肥料 3 号160g を施用したコ

第 2 函追肥: nl~和42年 3 月上旬，両プロットの造林木 1 :+:あたり@ちから粒状間形肥料 3 号 250g を各

M栽階段商lζパラ掃き法で施閉したう

これまで(昭和44年 1 月現在)に両プロット lr抱された施11巴量を， ha当たりに換算して， N , P'102, K'lO 

の成分量で表示すると表 271 のようである c

ハ) 櫨栽市の活着と枯指
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表 271. 試験地施肥量

一一 一一一一一 一一
施
時

肥

朔

ha あたり換算施肥成分量 (kg)

l 本あたり施肥日

肥

過リン酸石灰

色，ちから粒状
問形肥料 3 号
(3-6-4) 

⑪ちから粒状
同形肥料 3 号

50g 

第 l プロット (2 ， 000本 Iha)1 第2 プロット (4，∞o木Iha)

五 I P 20�' I K 20 I N I P向 I K20 

1
o I B.O I 12.0 I ぺ 16.0

961 バ 12.B 1 1921 

0.21 斗

38.0 
昭 39 年 3 月

基
lOOg 

昭 40 年 3 月
第 1 回追肥

160g 

300::  昭 42 年 3 月 IA
第 2回追肥|ふ

叫 | 過リン駿石灰
I I @ちから粒状

F卜 SOg 1 川

ぷ戸司
昭和39年 3 月植裁の，各試験区造林苗:cつ t. 、て.約 3 か月後の 6 月 11 日の調査結果では，その活者状態

は次のようであるろ

第 1 プロット (2.000本Iha下 活持率93% (268/287) 

第 2 プロット (4.000木fha) 活背ヰ~99% (448/450) 

なお両プロットの造林苗の成長はきわめて良好で，病虫害の発生は認められていない c- また，その後の

成立本数の変化(枯損木)については定問成長調査の項を参照のこと c

4) 保育

楠栽後の保育としては，

第 1 回下刈り昭和39年 7 月実施

第 2 同下刈り昭和39年 9 月実施

整枝(分岐枝の処理)昭利]39年10月実施

摺 3 回下刈り昭和40年 7 月実施

その後は第 1 ，第 2 プロットとも林が閉鍛したので，下刈りは実施していない c なお毎年10月または 11

月上旬!と実施した定期成長調査のさい，多少の整枝を行なった c

5) 成長

靖和38年 3 月，両プロット!と樹木楠栽後，昭和43年までに，毎年秋 (10月または11月) t乙各プロット

のフサアカシア造林木の定期成長調査(樹高成長，出:径成長、残存率など7 を 5 同!さわずこって実施した。

円まそれらの調査結果そ一覧表lとして示すと表272のようであるけ

表 272 でも了解できるように，両プロットを通じ初期 1'""2 年はきわめて旺盛な成長を示しているが，

このような比較的やせ地では，肥料が欠之すると，翌年は著しく樹高成長が低下し(昭和41年度)，昭和

42年 3 月， 2 回目の追肥により，その年はぐっと成長量の増が見られており，きわめて杷料(とくにリン

酸肥料〉に鋭敏な樹種であるととがうかがわれたっ

また，成立本数も，樹高が廷びて樹冠の閉鎖が強くなるにつれて，急速に枯損木が生じ，植栽後 4 年半

後の第 1 プロットでは， 2 ， 000本 jha の本数が約 1 ， 500 本， 第 2 プロッ卜では， 4， 000本fha の本数が約
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一一一丸
、

¥ 

調査

年月

(昭和)

39. 10 
40. 10 
41. 11 
42. 11 
43. 11 

196 
4.43 
622 
730 
850 

1 ， 800本 :c減少しているコ

247 
179 
108 
120 

.休業試験場研究報告 第 233 号

表 2í2. j成長制査結果

243 
195 
85 
170 

2.4 
4.0 
6.6 
7.7 
9.6 

なお，わが国に導入されているフサアカシアの多くは，育極的にもいろいろな系統が混合しているよう

で，特に樹高の不良なもの，ふたまたあるいはみつまたになるものが2096程度みうけられており，これら

は調査時に、適宜，伎を幣j11tして 1 本仕立てとした。

6) 被 ';1;:

イ) ;患者

昭和38平 4 凡から 39 1 f.3 月にわたる建前期間およこF試験地Í\((:f主役の 39~1ミカ・ら13年11 月現在までの各冬季

間には，幸い最低気j/lIllが- 5 oc を越える寒さに遭遇していない必で，主主Wiのさい，および造坤授の寒害

は全然みられなかった。

ロ)風 :'Jr-

意書と共;乙 i止も心配された被害であるが，現在までのところ著しい被告がみられていないコ

j宣祢後翌作.の40'.1'， 8 ， 9 月 lζ2 ， 3 の台風が付近を通過したが. まだ枯I i'f:i も平均 4 ， 5 m 以下なので，

ほとんど被告を受けなかった c

昭和42年の 8 月!こは，試験地付近:こ停枯しながら通過した台風があったため，平均樹高 6m くらいに成

長していた造林木のうち. 3""""4mのところで折れたもの，特にふたまたになった部分で裂け，折れたも

のが両試験区をjill じ 59ぎ内外みられ，またわずかで‘あるが風倒木も生じた十うしかし，被害木以外;ま旺盛な

成長を示した。

ハ〉病虫害

建前時の病虫符の被害は，前畑が新しく，栽嬉管理lこ十分注意したためか，特に被害:まみられなかった。

試験地!三造林後は，昭和140年夏， ミノムシの食害による被害が多少みられたほか，ほとんど被害はみら

れていないむなお，コウモリガの食害iとより，根ぎわから折れたものがわずかではあるが，時折みうけら

れた』

ニ) ~吠也;

試験地植栽直後，兎によるiW木の食告が懸念されたが，ほとんど被害はみられなかった吃

B. フサアカシア岡崎試験地

1) 位置・}菌防

本試験地は愛知県 ;:~t和lî石巻町名古屋営林局管内珂l可営林署部内三輪悶有林IMjdir.jJji業区 218 ろ林班に

ある c その面積は 0.48ha であり.その内訳はつぎのとおりである。

第 1 試験区 O.24ha 第 2 試験区 O.24ha 
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国 180. フサアカシア岡崎試験地位置図

降水量
(mm) 

気温
COC) 

日最河の平均 j 0" 
CC) I u.v 

日最低の平均|口正
(。 C) I v.u 

表 273.

?主) 気象協会:全国気溢資料 1958 

気象庁:全国降水鼠資料 1959

その{立問図および配笠図は図180 ， 1811こ示す、

2) 立地

イ)気象

;手2 ・00判

I~l 181. 試験区配 il!j:悶

180 I 150 I 255 I 202 I 236 I 64 1 1 ， 85己

15.4-

お 21 138180i311

;試験地:ζ近接した望橋市の気象観測 (u'1 (昭和39年度)は表273のようであるに

ロ) 地質・地形・土壌

第 1 試験区は石巻山から南:こはり出した伎尾根の西向き jヰ函で，試験区は斜面.上部から下部に及び，上

部は15度内外の緩斜地，中部は25度，下部は30度内外の急斜地である，)地質は古生!刊の佳岩を主とし，輝

線凝灰岩，拍板岩および石灰質の小レンズを眠状lと含む地層とな「てし!、る υ

試験地内の土壌中に介在する石醸の大部分は輝緑凝灰岩から成る c 土壌型は山 1I史上部!と残積型の Bc'--"'"

BB, Bo(d)-....Bc. 中腹立命j行~崩潰型の Bo，下部:ま崩積型の Bo'"'-"BE 型土壌がみられたっ土層は一般に深

く 80cm以上あり，A.層は黒褐色で50cm内外で，表層20cm内外は下層と不連続気味である ç Bo 型土壊で

は，むしろ第 2 層の方がJE味が強 L 、傾向がある lう土壌型{こよらず，埴質でA開にはf1J燥が散在しているが

B悶ではかなり多い=

第 2 試験区:ま第 1 試験区の西側にはりだした尾根￠先端部の凸型斜面を占め，方(立は S "，-S加\V，傾斜は
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cm 
o 

繁 1;試験区

BlikO-& B ョ

第 2試験区

日o Bo(d)-BD 

80 

¥
0
3
@
 

ノ

20 

40 

60 

82 C 

100 
A 層i立

土サ

B 屠1立
土性

A 

阿 182. 土壌代表附i同国!

20"'-J25度で，尾恨線をJ:J~として南向き (AI正，疎納rg:> とやや同!と傾いた (H 医，子宮植区)場所IC 2 プロ

ットを設定した c 土壌型はA区は Bß， 日区は Bo(d) が大半を占めているむ輝緑凝灰岩が母材となってい

る c いずれも館行型の土壌で，全土層は第 1 試験区よりも浅く 60~íOcm で，石礁のすこぶる多いC周に

速する。しかし，そのわりにはA層が深く 40cm内外であるが，ここもAl.~ より A2 1\riの方が黒い傾向がみ

られる c 土壌は埴質峨土で第 1 試験区よりやや壊土質である。なお，両試験区の代表的土壌断面の形態を

示すと図182のようである。

ハ) 試験区設定のねらい

木フサアカシア岡;11奇試験地は，年間降水 liL 平均気温等では，フサアカシア掛;11 試験胞とほぼ類似した

条件のところであって，冬期の最低気i品がわずかに高いが， 地質， 地形， 土峨条件はかなり異にしてお

り，掛JlIの試験地がアカマツ，雑木などの伐採跡地の， 1七t校 (1':)せき悪土壌に位置するのに反し，当試験地

はスギの伐採跡地を占め，かなり肥よくな場所を占めている。したがって，掛川がやせ地におけるフサア

カシアの造林試験なのに反して，岡崎は比較的把よく地におけるフサアカシアの造林試験とみなされるの

である。

本試験地では2.000本制裁区と， 4.000本杭裁区を， 2 日総返しの意味で第 1 試験区，節 2試験区の試験

区を設定したのであるが，同一斜面での設定が商積が狭くて不可能であり，前述および図 181 でも了解で

きるように，地形，傾斜度，方位がかなり異なる上，土境条件:も多少異なった個所に別々に設定せざるを

得なかった己したがって，厳密なくり返しの意義が薄れたので，それぞれ独立した試験区として検討する

ことにした。

3) 造林

イ〉苗 木(養前)

試験用フサアカシアの建前は，前述の掛川試験地の場合と同様.その養商法の椛立を一つの目的として

実胞した。

接街のために岡崎併林署部内の二川市畑を選んだ理由は，乙れまでに小規模であるが，数回各稀アカシ

ア属の播種養苗を行なったことがあり，かつ現在苗畑の周聞にかなりのフサアカシア樹が，取り入れられ
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ており，気候的(特に混度) !ζ心配がないと思われたためと，試験地に近いためであるコなお，本餐世I試

験は，前述の掛川営林署管内五十河苗畑で実施したフサアカシアの養苗試験と平行して，ほ{ま同じ規慎な

らびに方法で実施したので，その詳細な記載は省略する乙と!とした。

二川苗畑は， I期畑以来数10年を経過し、場所によっては，フサアカシアの病菌害(特に炭痘病)の発生

のおそれがみられたので，開墾後比較的新しい (5 年)， しかも高台になって排水の良い場所を選んで，

播種床と移植床を設定した ο

昭和38年 3 月 28日:フサアカシア播種実施

本苗畑は，新第 3 紀層の不良土壌で， ~番種床はこれまでに数回ヒノキの苗を養苗した跡地である。

括種床の設置法，播種法!ま，掛川の場合と同様で各 10m2 の，次のj番種試験区を設置した。

A区:コンポスト区 6 kgJm2 

B 区:堆肥区 6 kg/m2 

C 区:ピートモス区 6 kgJm2 

D区:オガ屑堆肥 6 kg/m2 

種子は硫酸処理後，根粒菌を接種して播臆した (j書種床総計40m2 に1. 5ポンドのフサアカシア種子を播

種)コなお基肥として，各区 1 m2 あたり硫安 37.5g，過石 75g，硫加 37.5g施与o 播種後山砂を lcmの厚

さに覆土し，その上を薄くわらで被覆し，日おいを設置した。

昭和38年 5 月 3 日:発芽状態調査

5 月 3 日に陪種床の発芽状態を調査したり各播種床面の成長差はほとんど認められず， m2 あたり 1.100

本内外の成立本数がみられだロ掛川よりいくぶん成立本数が少なく，成長は良いようである。なお，おお

いの敷わらは取り除いた c

この時点ではまだ病菌，虫害の発生は認められていない。

昭和38年 6 月1O~11日:床替え

6 月 10日，播床各区におけるフサアカジア苗の苗高ならびに m2 あたりの成立本数を調査した結果は表

274のようであるの

すなわち，各区とも平均苗高 5 ----6 cm, m2 あたり 800'""1 ， 000本の成立で，ほぼ均一な成長を示した。

しかし，コンポスト区 (A区〉およびピートモス区 (B区)に各 1 か所，炭痘病の発生している場所が見

られたので，その場所を中心として周問 1m2 くらいの間積内にある種苗と土を掘り取って除去したc そ

の他の病害，虫害はほとんど見られていない。

移植床は，五十悶の場合と同様な方法で • 1 週間ほど前に播種床に隣接して約700m2設定し，同時に1m2

あたりピートモス 3kg，普通堆肥 2kg，

硫安37.5g，過石75g・，硫加55gを基n巴と

して施用した。

6 月の10 日から 11 日にわたって， 1m2

あたり 32本植栽 (12X25cm) として床

替床700m2 :C，総計22， 000本の稚苗の移

植を行ない，移植後よしずで日おいを設

置した c

表 274. まきつけ床各区の成長状態

- 項目1 1 
I 苗高(cm) I m2 あたり成立本数

試験区 \ιー-----1 1 
A. コンポスト区 1 8~5t 

I (6.0) 

B. 普通堆肥区

C. ビートモス区

D. オガ屑堆肥区

8"-' 4 
(5.0) 
9"-' 4 
(6.0) 
8,,-, 3 
(5.0) 

注) 上段は範囲，下段( )は平均値。

790 

825 

820 

990 

(二川苗知〉
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なお，苗木に炭痘病発生のおそれがみられたので，ルベロン加用・ 5 -5 斗式石灰ボルドー液を10 日に

1 同散布することにした。

弔和38年 7 月 17 日:活着ならびに成長調査

6 月下旬から 7 月にわたって，移，摘床各所!こ，部分的ではあるが，炭痘病の発生が多少みられたので，

発見しだい，周囲の苗と一緒に掘り取り焼却し， 1 j過 1 回 Jレベ‘ロン加用・ 5-5 斗式石灰ボルド一波を故

111 した。

7 月 17 日の調査では，一応炭痘病の被害もおちついており、苗高は平均 45..-.....-50cm を示していたが，総

本数は最初より約40%強減り，全部で12， 000本内外となった 3 なお，日おいは 6 弓末以降攻む I~余き， 9 月

いっぱいまで引きつづき10日ごとにルベロン加用・石灰ボルド一波の散布を実施した。

昭和38年 8 月 15 日:第 1 回男定

一応心配していた移摘出の炭痕病の発生もほとんどみられなベなり， 苦i苛も 1 "'-'1. 4m のものが多数を

占め，掛川の五十岡市畑のものより，かなり成長が良好のように見受けられたこ

苗は地上部 50clTl以上を除き，着葉数も 3"-'4 葉にとどめ?葉量も連当に男定した c

これまでのと乙ろ，特に著しい病虫害の発生はみられていない c

沼和38年 9 月 16 日:根切り

9 月 16 日，全移植床の苗について，床面下 15cm のところを，根凶り機械で根切りを実施した D 五十両

曹洞の苗木については根切りを実施していないが，制根の発生を促し，また根系の形態を好ましく，良好

な山行き苗を作るのに効果があるものと思われた。

昭和38年 9 月 26日:第 2 団関定

9 月 26 ヨ， ïïi木の徒長枝の男定を実施した c その後の成長良好で，大きいもの立地ぎわ直径 lcm 強の

ものも多数みられ，現在のところ約 8， 000 本内外の規格山行き苗の議苦が推定される c

昭和38年12)'] 4 日:霜除け設置

移臨床全部 700m2 について約 60cm の高さ:乙よしずで霜よけを設置したっ

昭和39年 2 月 29 日 ~3 月 1 日:山出し聞の準備

2 月 29日現在の調査では，移植床700m2 に約12， 000本心フサアカシア商が養苗されており，寒害も受け

る乙となく，大部分は健全な生育が見られている。

掛川営林署五十岡歯畑の場合!ζ準じ，地ぎわ直径 1cm 内外のものを， 商高 30"'-'35cm で地上部を見定

し， 3 '"'-' 5 葉を着生したものを， 25本 1 束にして，湿らせたオガクズにまぶして袋に入れて運び，山元の

植栽地に隣接して，ー列に仮植したのなおこの中がら， JÄ験地用語として約 1， 500 本選別し，他の 1 万本

余は隣接した試験地外の造林用苗に供した。

市木 1 本あたりの養苗費については，五十間的佃の場合と同様，ほ護・管理に十分な注意を払って養苗

したので， 1 本30円内外につくものと思われる内

ロ)植付け

植付けは. 1964年 3 月 2 日から 5 日にわたって実施した c

試験地!と隣接して仮植したフサアカシア 1 年生前を掘り取り.第 1 試犠区 (A区294本， B 区475本)に計

769本，第 2試験区 (A区266本， B 区475本)に計741本を植栽し，他!三試験地周囲約 3.8ha (岡崎営体署

事業用造林地)に残りの約10， 000本余を楠栽した内各試験区に隣接した営林署事業用造林地内の一部分lこ
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は，小面日(10XI0m) ではあるが，それぞれ 1 か所，無施肥でフサアカシア苗を植栽した区を設けて，

施肥区と無施肥区のフサアカシアの成長比較調査用!と供した。

なお造林地は，前年の夏，刈払いを実施した跡であるが，土地条件が比較的良い場所なので，低木がか

なり叢生しており.植栽時iζ簡単に刈払いを行なったに

航付けは，穴掘機を聞い，直径40cm ， 1~~ さ 50cmの植穴を掘り，植本!と後外周 lζ浅い椛を掘って， 1 本あ

たり@ちから粒状固形肥料 3 号 100g と過リン酸石灰 26g を施与した。

なお，本試験地における現在 (1969年 1 月)までの施肥，追肥は以下のようである。

基 肥:昭和39年 3 月 6'"'-'7 日!と前述記載のように施肥した c

知 1 回追肥:昭和40年 3 月 2 日に@ちから粒状固形肥料 3 号を山側半周に浅描を掘り 1 本あたり 200g

施用。

第 2 回追肥:昭和42年 3 月上旬.@スーパー 1 号肥料 (24ー16ー11) を 1 本あたり 250g の割合で，パ

ラ播き法で施用 o

唱和44年 1 月現在までに両試験区の各区lζ施された肥料昆を， ha あたりに換算して， その成分量を示

すと友 275 である c

ハ) 活着と粘損

植栽約 3 か月後の昭柑39年 6 月 11 日 ;ζ，両試験区の各プロットについて，活着状態を調査した結果は次

のようである r

第 1 試験区 A区活者率約 8596 (2， 000木区)

B 氏 1/ 75労 (4 ， 000木区)

第 2 試験区 A区 8396 (2， 000本区)

B 区 " 90% (4 ， 000本区)

掛川の各式投区の同時点における活者率が2， 000本区93% ， 4.000木区99%であるのに比べて，本1式験区

の各プロット:ま比i浸的不良であって，持!と摺 1 j式!換地 B 区が不良であり，中には炭痕病の被害を受けたも

のも多少みられた。なお活苦不良の原因については，引きつづき 10月 7 日に実，抱した第 1 [ill!戒長調査の擦

に検討するととにした。

表 275. 施肥経過

施 肥
ha あたり換算施肥成分量 (kg)

l 木あたり施肥畳 第試 1-A(おoよ∞び本第/ 2-A 第試 l -B(お∞よoび本第/ 2-B 
験区 2, OOO:tfi: /ha) 験区 4， OOO*/ha)

時 期
K P20S K20 N 

昭和39年 3 月 過リン酸石灰 26g 10.0 20.0 

基 n~ 。固(3形ち-肥か6料ーら粒の3 状号 100g 6.0 12.0 8.0 12.0 24.0 16.0 

第昭和l4回0年追3 肥月 @固形ち肥か料ら粒3 号状 160g 19.2 12.8 19.2 38.4 25.6 

叩!?一一17 250g 100. 。 50.0 50.0 200.0 100. 。 l∞.0 2 [ffi � Ilfll I (24-16-11 

A 過4感hちスリか-ン酸fらf石粒二灰1状53号 26E||  お1.2 1 国2.41 141 • 622650 
0g 
g 1 15.6 �.8 



-244 ー 林業試験場研究報告第 233 号

4)' 保育

植栽後の手入れ，管理としては，乙れまでに次のことを実施した。

野兎の駆除:昭和39年 3 月 31 日，野兎の被害を防止の目的で，造林地(両試験区も含めて) 4. 23ha 全

域にハーゼン 48kg を散布したっ

節 1 問下刈: 1964年 6 月 17 日実施

第 2 岡下刈: 1964年 8 月 1 日実施

整枝:前述昭和40年 3 月第 1 回追肥を実施の際、ふたまた木、あばれ木などについて， 1 木仕立て，あ

るいは整枝を実施した。

なお本試験地は，掛}II の場合に比べて樹高成長が良好なので下刈りも 2 固にとどめ，以後実施していな

い c

5) 成長

両試験区の各プロットは，昭和39年から昭和43年まで毎年10月または11月 l仁 5 回にわたって定期成長

調査を実施した。なお，第 1 巨|の成長調査の際(昭和39年10月) !とは，枯損木.活着率などの調査も行な

い，また第 2 回の調査の際(昭和40年10月〉には，施肥区(試験区)と無施肥区(試験区外に設定)のフ

サアカシアの成長比較も実施した。

昭和39年10月 7 自に実施した成長調査の結果は表276のようである ο

本調査で特に注目された乙とは，掛川の試験地に比べて，土地条件が比較的良好なのに，活者率が著し

く劣り，かつ樹高，直径成長も2096近く労っている乙とであるひ

活者率が著しく劣り，成長も不ぞろいを生じたおもな理由と考えられることは，

i) 苗畑で炭痘病 lと羅病して，不健全苗があった乙と c

ii) 造林地は伐採後 1 年間放置してあったため，地ごしらえをかなりていねいに実行しでも， なおか

つ雑草，低木の繁茂著しく，乙れらによる被圧が彰響された乙と c

iii) 苗木を短時日間ではあるが，山元へ仮植した乙と， すなわち， 苗畑で掘りとって直ちに造林地!こ

植栽しなかったとと η

以上の調査資料にもとづき，種々検討を行なった結果，両試験区とも疎密の両プロットの成立本数が，

著しい枯損で減少し，かつ補植による回復もおぼつかない状態なので，最初の本数別試験の目的を達する

には不十分と認められた。したがって今後は，両試験区を植栽密度試験よりも，立地別成長量の比較試験

表 276. 第 1 回成長調査結果

プロット 数プ内構ロ栽ッ本ト 活(着本)数内 活着(%率> 枯i jf:j 根元径
樹高 1m以下を除

枯損本数 いたときの平均値

番 号 m以下 (cm) (cm) 樹(c 高 根河径
m) (cm) 

疎 l植A 区 294 51 243 82.6 
2ω，..... 70 I 3. 2'"'"'0. 9 

(28) (157) (1.9) 
163 1.9 

密植B 区 475 146 329 305-45 3.<41~.80).5 
(123) 69.3 (123) 149 2.0 

2 A 266 49 217 ! 81. 6 
280....... 75 i 3.4,.....0.9 

(42) (153) (2.1) 2.1 

B 475 70 
405 

85.3 
270,..... 60 3.4~心.9

(62) (153) (2.2) 2.3 

注〉 上段は範囲，下段( )は平均値。
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表 277. 第 2 巨l 成長調査結果

生4存4木数2 本当す率初数る(植生9に6栽対存) 

フ。ロット 時問団プ調ロ査ッ 胸高直径 劣以下勢木を樹除高 150cm
枯損本数 樹高 根元径 いたとき

番号 本ト数内生存 (cm) (cm) (cm) 樹(cm品〉根フ(Ec;m径>150cm以下

lA  243 <22366> 80 
550....._, 85 8.1{d1.) 5 2.9 341 4.5 (319) (4.4 

B 329 
290 

61 
620....._, 100 9. O....._,l. 1 

3.0 334 4.9 (47) (305) (4.4) 

2 A 217 7 
2iO 

79 
520....._, 75 9.8---...0.9 

3.2 5.4 (33) (296) (4.9) 

397 540---... 90 9.8'"'-'0.7 
3.4 B 405 8 (16) 84 

(342) (5.7) 5.8 

注〉 上段は範囲，下段( )は平均値。

区として取り扱うことにしたさ

昭和40年10月 20~21 日!と実施した節 2 回成長調

査の結果は表 277 のようであるつ

すなわち，この調査結果によれば、比較的立地

条件のよい場所であるにもかかわらず，初年度の

造林条件が不良であったため 2 年目においても

掛川|の誌験地に比べて，樹高成長，在住成長とも

非常に劣っており，また第 1 ，第 2 試験区間の立

地条件による成長の差もほとんどみられていない。

なお試験区?と隣接して設けた 3 か所の知施肥区と試験区(施肥区)との樹高成長を比較すると表 278 の

表 278. 岡崎試験地施肥， 1m施肥区成長比較

個瓦~r~ -Pil 樹高 (cm) I 根元廓
!試験区 332 I 5. 1 
無施肥 l ・ 157 I 1. 8 

試験区 I 312 I 4.'8 
無施肥 I 166 I 2.0 

2 

3 試
緑

ょうである。

ことで特に注目に値すること iま， 3 か所にわたって設けた施11巴区と無施肥区とのフサアカシアの聞に

樹高成長，直径成長いずれにおいても， 2 倍以上の成長の差がみられているととで，このような土壌条件

のところでも，施肥あるいは追肥の必要性が確認された J なおこの時点においては，台風による風倒木も

ほとんどなしコウモリガによる 2 ， 3 の被害木がみられた程度であるコ

以上の第 1 、 2 回の成長調査と，その後引きつづき実施した 3 回，計 5 問の成長結果を総括して表示す

ると表279 ， 280のようであるじ

すなわち，過去 5 か年間の成長調査結果を通じてみるに，初年度から活着率が不良であったために，キt，

分構成に著しい乱れが生じたので両試験区とも，仕立て本数を異にする成長の差異は認められていない c

表 279. 消 l 試験区における成長経過

1 A試験区 (2 ， 000本fha) I 1 B試験区 (4， 000本fha)

調~査R 樹高成長 直径成長残存(%率〉樹高成長 直径成長残〈存%率) 

T〈昭/コ和〉 樹(cm高) || 伸(長cm量) 直(cm径5 ¥| 成(長cm量) 樹(cmI埼) |1 1中(長cm量〉 直(cm径511 成〈長cm量>

~~. ~~ l~~ I 162 I : ・~ I --I ~~.~ I ~~~ I 182 I ~・ .8 一 69.3 
~?~? I ~~~I 291 ~.~ I 1.4 I ~~.~ I ~~~ I 265 I ~.~ I 1.7 I ?;.~ 
~~.~~ I ~~~I 26ﾔ I ~・ 8 3・ 7 I ~~.~ I ~r~ 260 I ~. ~ I 2・ 0 65.0 
~~. ~ ~ I . ~?~ I ﾏ40 I . ? ~ I 1 ・ 8 I ?~. ~ I ~~~ 100 I .~. ~ I 2: 1 I ?~. ~ 
43.11 I 1, 010 1 11.3 ・ 60.0 I 93o I .~~ I 10.2 ・ 57.0
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表 280. 第 2 試験区における成長経過

¥ 2 A試験区 (2，∞o本/ha) 2 B試験区 (4， 000本/ha)

調年(昭査月和\)¥ ¥ ¥ 

樹高成長 直径成長
残存(%率> 残存率

樹(cm高){11(1長cm量) 直(cm径51 成(長cm量) 樹(cm高~ I MC長cm世) I (cn筏~1 成(長cm量) 
(%) 

39.10 153 
143 81. 6 153 189 

2.2 85.3 
40.10 296 

234 
4.9 

2.1 79.6 342 
238 

4.9 2.0 84.0 
41. 11 530 

280 
7.0 

2.6 
77.5 580 

240 
6.9 

2.2 
76.0 

42.11 810 
80 

9.6 
1.9 

71. 0 820 
140 

9.1 
2.6 

65.0 
43.11 890 11. 5 71. 1 960 11. 7 61. 0 

土壌条件を多少異にする第 1 試験区 (Boーのと第 2 試験区 (Bo(d)) の成長差がいくぶん見られるよう

になったのも植栽後 3 年目以降であるが，現在でもそれ!まど著しくなく，府高直径において第 1 試験区が

第 2 試験区より多少すぐれている程度で，今後の成長経過の検討が必要と思われるつなお，この原因とし

ては，初期の活者ならびにその後の成長の不良であった乙とが影響しているものと思われる η

3) 被害

イ〉寒害

昭和38年 4 月以降現在(昭和44年 1 月〉まで，養苗期間も含めて各冬期!日]における最低気温が- 5 oc 

を越える乙とがなく，全般的!と暖かしかっ造林地が地形的にも南に面した部分が多いので，寒害は全然

見られなかったリ

ロ)風害

地形的lζ周囲を四まれたような位置を占めているためか，付近を通過した昭和40年 8 ， 9 月および42年

8 月の台風lζ際しでもほとんど風倒木が見られなかったフ

ノ、〉病虫害

二川苗畑で養簡のさい，苗畑が古い乙とと管理不足のためか，かなりの炭痘病が発生し. )レベロン加用

・ 5 ー 5 斗式石灰ポJレドー液を頻繁に散布するととによりいちおう阻止する乙とができた。しかし，その

ため得苗率も約60%に減じ，山出し後の酋の成長もかなりの悪影響を受けたものと忠われたじ

その他の虫害としては，コウモリカ'の発生がわずかに見受けられた程度である c

ニ〉獣筈

植栽前の試験地付・近lとかなりの兎フンが見られ，うさぎの食害が懸念されたので，制裁後直ちに忌避剤

ハーゼン48kgを，周囲の造林地も含めた4. 23hal乙散布することにより，完全に防ぐことができたコ

フサアカシアの直播き造林地では，しばしばうさぎによる著しい食害を受けることがあり，植栽後 2~

3 か月は，その被害の見られる場合が少なくない。

C. フサアカシア広島試験地

1) 位置・面積

本試験地は広島県安佐郡福園町，大阪営林局管内広島営林署部内鳥越山国有林広島事業区63に林班，お

よび広島市牛田町，牛田山国有林広島事業区40と・ iζ林班iζ所在し，その函肢はつぎのとおりである c

広島一鳥越山試験地 0.81ha 

第 1 試験区 0.41ha 

第 2 試験区 O.40ha 
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広島ー牛田山試験地 O.93ha 

第 1 試験区 O.40ha 

第 2 試験区 O.53ha 

{立[丘図および配置図は国183. 184で示す υ

。 100 201)'11 

凶 184-1. 広島一鳥越山試験地配置隠l

2) 立地

概況

安芸郡

|立1 183. フサアカシア広品試験地位霞図

陸.1 184-2. 広島一牛田山試験地配置図

この試換地は岡山試験地と同様，当初のすI'ü岨どおりの設定は不可能であった。鳥越山および牛田山は広

島市の西北部および東部!::位置し，地形的にも異なるために，それぞれ別個の独立した試験地として取り

扱った。また，鳥越山および牛田山は，それぞれ 4 プロットの設定が限度であったために，立地条件を考

意して 2 立地別， 2 植栽密度別とL" くり返しを行なわないことにしたっ

鳥越山の第1.第 2試験区はいずれもアカマツ天然林の伐採跡地であるの標高は100"-'200mで母材は花

岡岩である c

牛田山の第 1 試験区は広葉樹の伐採跡地で，第 2 試験区ば天然アカマツ幼齢林の山火事(昭和37年春)

被害跡地である n

イ〉気象

広島気象台の気象観測値と，試験地もよりの気象観測所における最低気温は表 281 ， 282 のとおりであ

る。

ロ)土壌



-248- 林業試験場研究報告第 233 号

表 281.広島気象台における昭

て?一一一一一一- 月 別 l 
å:ぶ\項目 | 年度、""" ?'I. 1=1 ... ._____ I 

1 可-2-.~--1-'3 fJ r 4 fJ-I-S-f:j-

降水量(mm)

昭和41年|霊寝義語 j:日
平均気温 Cc)

1/ 42年

降水量(mm)
最高気温 CC)
最低気温 Cc)
平均気温 CC)

59.5 
8.3 

-0.5 
3.8 

32.3 I 206.1 282.0 I 84.7 
9.3 I 13.0 17.7 I 23.6 
0.8 3.7 9.5 I 13.8 
4.7 8.2 13.6 I 18.7 

表 282. 試験地もよりの気象観測所!とける最低気温〈極)

ミ哩
「i- GI 広 島(広 島) 考

l 2 3 12 気で象の距観測離地点から試験地ま

昭 和 37 年年年年年年
-0.7 

北約 7km。
/1 38:$ I -8. 5 -6.6 -2.7 -1.8 
/1 39:$ I -1. 5 -4.6 -1.5 -1.2 海抜高差:
11 40:$ I -3. 2 -4.1 -2.5 -2.7 

鳥越山約 100""""'200111
11 41 :Sif. I -4.3 -4.2 0.6 -2.3 
/1 41:$ I -5.7 -3.3 -2.4 | 牛田山約 40m

各プロットにおける土壌の分布状況は図 185 f~示すとおりである c

鳥越山は広島市の周辺の沖積地から I11Jlliに推移するととろに存在する e 第 1 試験区は長大な山肢の山頂

部で緩斜地形にあり，第 2 試験区は中JJ反'"'"'0-1麓部の急斜j也にあり，上部は岩石地が多い。 L 、ずれもEr-BD

型土壌が主体をなし，はげしく受触されたせき悪林地ないし，せき悪林移行林地であるコ

牛田山は広島市周辺部の正陵地帯!C位置し，鳥越山同様，せき悪林地ないし，せき悪称喜多行林地であ
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和 41'""-'42 年の気象観測値

-6  ~. I 7 fl I a 月 19H -aaz' 
Er 

q
A
 'A 

一
円
刀

.
，
E

・
日
パnv 平均

326.6 173.7 51. 3 444.9 101. 2 30.5 1.845.5 
24.8 28.6 31. 8 26.7 22.5 16且 2 10.0 19.4 
17.6 21. 8 24.8 19.0 6.3 1.5 11. 0 
21. 1 25.1 28.0 22.4 17.3 10.9 5.4 15.0 

158.0 359. 1 90 13.4 115.7 107.3 6.5 1, 433.6 
26.6 29.1 32.2 29.6 22.2 16.5 8.9 19.8 
17.8 22.9 24.3 19.3 12. i 7.3 0.2 10.9 
22.2 25.8 28.0 24.0 16.9 11. 8 4.4 15.2 

県 I~鉱区つ 2信:天皇長区 l三

し

♂、

4こ)

8 

B，-じ

間 186. 広島ー鳥越山試験地土槌代表断而|宝|

官民 1 試J$区 p, 第2. ~~厳L三).'，1

L 
ト
.~(HA) 

ιm， 

o 
一ーーーーー岨副圃圃圃圃司園田園・・・・・~・・・

e'1f11l77T7宜1777ヨヲ7UHmFHLLLlιU7HHFf_/.1L.lL.fBLι'0""'1111

. 

B!! 

ﾆ J.~ " 

.( ^ .( 人 、 ベ

五
ιk 

301 
dく

LQ 

B 

|司 187. 広島ー牛田山試験地土壊代表断!ffil盟

る。第 1 試験区はEr-Bo型土壌で，市 2 試験区はEr-BA型土壌が主体を占めている f

各代表断面図は図186 ， 187各代表断面における形態，理学性，土性および化学i~I:.は友283-----286のとおり

である口

/,.) 試験区設定のねらい

岡山試験地問機，立地，気候条件など地域lζ関しでかなりな制約をうけ，前述のようにせき悪地帯で予

しかも設定条件を満足させるものではないが、せき悪地にも耐えるフサアカシアの特性も考慮され設定し

た c 両試験地および式験区設定のための立地条件は，前述のように主として地形，標高などの差異がみら

れる c

3) 造林
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表 283. 広島試験地の土壌の断面形態

対|土型壌|層位!日|騒| 色 |二七性|構 造|堅密度|石醸|矧根系

叫 I Er-(BD) I 七
L:+ F 4"'-'5cm，主としてコシダの遺体腐朽物

4'" 5 Iy'.l lmalgl s Cr-St.less 転!小陳多 中主 (草) 4 
Erー(BD)

Bl 15 
?断

10YR5!e! S St. less 堅 小磯多 j1~~ (草) 1 

B2-C 25+ 10YR6ん s St. less 堅 i 小際多澗〈草)+

同上| |A!L+  Er一(Bo) I A I 4 I nn I lOYR3/3 I S 1 vr-~~lぷi 堅 小膿多潤(草) 3 

B 田+1m1110mlsl s | st1e田 |堅|小酪 1A草) 1 

牛州 |士
L:+ 

5'" 6 判~噸:1 7.5YR2!2 S Cr 長三 小i擦多 1到 (草) 4 
Er-(Bo) 

B1 10""""12 lOYR1!4 S St. less 軟 小牒多 1百 (草) 2 

B2 25+ N可 7.5YR'i/4 S St. less する堅こぶ 小牒多 潤 (草)+

Ao I L: 1 cm , 
Erー(BA) A 

2 I 
B 

表 284. 白然状態の丑11 ~手:的性質

深

附ぺ層位

鳥越山 B1| … 1140| 削削 23 : 33 I 56 1 93 I 47' 56 I 91 27 I 33 

Prof. 1 B2-C I 25.-....-30 I 160 

同上 批|ト101185
Prof. 2 B下 30'"'-'35 I 52 

牛田 111
B11-l  

75 

Prof. 1 B2 I 20'"'-'35 32 

岡上岡山|剖51 却~I 2勺 551 勺勺勺 1 ぺ“Prof. 2 I B ~ I 25'"'-'30 I 56 I 55 I 56 16 27 43 I 123 I 38 I 39 I 51 18 I 18 

表 285. 土

Prof. NO. 

鳥 i也，1， 1 

2 

位

B1 1 41 

B上 1 51 

66 

76 

徴砂ω| 粘土〈紛|土

2014  

20 I 1~ 

d
q
i
 

l
 SCL 

牛田山 l B1 I 45 

B上 I 49 

70 

74 

l SL 

SCL 

SCL 
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表 286. 土壌の化学的性質

ro 川口問書汀
閥山 ll iicli誌|

21 会 ljjEA i 

l 時 |;iEi司

11 

山田牛
A
n
m
h
 

11 

C 
(96) 

一H
α

一
J
J
J

一
P
K

一
4
4
4

一
品
一
M
M
ω一

一
度
一
一
一

蹴
1
一
J
J
J
一
J
J
J
J
J
J
一
J
J

M
打
ぃπ
J
V
J
門
戸

一
N
一

8
2
0

一
0
4
3
3
5
9

一
8
0

一

一
υ

一
ほ
お
ぬ
一μ旧
凶
辺

9

口
同
位

一
回-
tー

3.37 
1. 31 
1. 00 

n
u
n
u
n
v
 

2.89 
0.67 
0.49 

O. 12 
0.05 
0.03 

4.4 
4.5 
4.6 

4. 7 
4.8 
5.2 

16.3 
2.49 
1. 79 

0.73 
0.26 
0.10 

0.05 
0.01 

イ〉苗木

岡山営林署五域筒畑において義市されたが，高野およ・3岡山試験地用の柿木同様，昭和38年冬の異常寒

波lとわざわいされ，供試前木は試験計画を一部変更して， 39年度再度支障.をうけることのないよう危険分

散の意味で，改めて五城間畑と関西支場構内苗畑で養苗して充当したっ

:11出し甫木はいずれも種子産地はオーストラリア産で， 1 年生床替苗，平井Ji'i' iïfïi 30cm , i根元径 0.9cm

であった 3

ロ〉植付け

地どしらえから杭栽にいたるまでの経過は表 287 のとおりである内

昭和40年 3 月改植， 5 月下旬に活者調査を行なったが，表 288 のとおり烏i担当山の節 2 試験区の 2 プロッ

トを除き，ほぽ75%内外の活着成績をみた心

4) 保育・施肥

本試験地の下刈りおよび施肥の経過は表 289 のとおりである C

5) 成長

試験地の生育状況は表290のとおりであるつ

の被害

鳥越山の第 2試験区は活者が怒く，補植後も下草(ササ)の被圧とキチョウや， そノムシの食害などで

かなり枯損率が増加した c また，牛岡山でも残存木の成績は良好であるが，第 1 試!挽区の 2 プロットが寒

害をうけたほか，初年目の補植などによりかなり 'H団体差もみられ，いずれも試験継続が困難となった。し

たがって， ~11年度より前記鳥越山 ， t!-.旧山のプロットは調査対象から除外し，参考区として継続観察する

ことにしたじ

D. フサアカシア岡山試験地

1) 位置・面駅

本試験地は岡山県和気郡吉永町，大阪営林局管内岡山営林署部内大師谷国有林Wí]山事業区 1.005 ほ林班

!r.所在し，その総面積は 1. 54haで，各試験区の面積はつぎのとおりである u

第 1 試験区 0.40ha 

第 2試験区 O.38ha 
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表 287. 地ごしらえから枯
"‘ ι----

フ。 fえ 地ごしらえ h立 穴 ほ り 前
ロ

採7 、 時 功 方 時 功 方 生産畑 掲取期間
符す玉

年

月 却l 程 法 期 F呈 i去

1AJ 
昭 37

11H.i19~37 3C 
0.20ha 

H二1払物余申りL 、111 1 

昭 40 I 
77穴 人力 冒支場盲姐�'T 目 l 3n.H3M ~40 7 

烏 10 7 人 3.2,...._,6 i 

0.21 
94 BJ " 

/ノ

7 
11 11 

越
0.20 

. 2A I " '/ 

10 
'1 65 " 1/ 

. 
山

Bl 11 11 
0.20 

按外壁区 〆1 88 " 五城前封II 
11 

10 

一

lA 1 
昭 36 昭 38 0.20 f(日 40

" 11 

牛 10 2.21 ....... -28 4 3.9~12 

問山
BI '1 11 

0.20 
114 11 I! 

4 
国

0.29 
2A I " '1 

6 
136 11 " 

,11 
Bl 1/ /1 

0.24 
106 I! /1 

6 
一一一一一一 一 一一

注)植栽:五城苗畑(岡山)育箇分鳥越山へ植栽。
関西支場簡畑(京都) 11 牛田 111

Plot 

鳥越山 lA 1 
Br 

2A [ 
BI 

表 288. 活着と枯・鼠その他

川内本数|自然枯損数|活者本則白布ゐ {荷 考

387 
844 
388 
795 

70 
203 
305 
443 

317 
641 
83 

352 

81. 9 
75.9 
21. 4 
44.3 

活者制査:明40. 5.23 

牛田山 lAI
BI 

2A 1 
BI 

A
T
A
U
n
U
T
A
 

n
u
《υ
n
O
F
D

4
8
5
9
 

112 
216 
153 
169 

292 
584 
427 
782 

72.3 
73.0 
73.6 
82.2 

表 289.. 下刈りおよ

下刈り

ロ y ト~~:号|←ーτ五 39 年度 一丁瓦五ム正三E-
--;/ I 回数|時期1<霊人誌|方 法|回数|時期 Ic建人芸)]方 法

鳥越山 1 A 1 , 1 , 39・ 8 ,. ，入力，全刈り， 2 ，匂:;li;flEji人子全判

2A:|;|:i  i:|;|;l|;1  

計 L__I_l~_~1 _1 _.J_____I l;GEE-

山田牛 lAI 11 11 

Br 11 1/ 

2A r " 
BI 11 
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内
本
数

プ
ロ
ッ
ト

栽

功完
了
月
日

387 

844 

795 

388 

程

20 

7己

102 

148 

102 

3.22 

11 

経過ので4
4品

る千ょ二栽にい

木

仮
植
方
法

i反
l厄
期
|司

反
古
語
百

J

i
-
-
-

扱

荷
造
月
日

苗期
湘
{反
植問

土
仮
植
・
山
木
上
部
に
コ
モ
覆
い

J 

" 

現地昭 40
3.7""-'9 

404 3.19 4 

800 108 I( 

580 102 

951 135 '1 

O.32ha 第 3 試験区

O.44ha 第 4 試験区

位置図および配置図は図188 ， 189で示す心

地立2) 

況概

乙の試験地は，現地lζ適当な候補地が少なく，またいずれも地形，面積，土境条件等の関係で当初の計

2 植栽密度， くり返し 2 回の試験玄の設定は不可能であった c したがって，第 1""'第爾どおり 2 立地別，

JI!Jl 

中1f
昭和 41 年度 和 42 年度 昭和 43 年度

回数|時期Ic~人霊)\方 期(望人妻)1 方 法 回数|時期 〈延功人程数)\ 士刈 法

41. 6.14 
力 2 

42. 5.20 
(< 2l 回回目目 5 人人力力.坪全刈刈りり 43. 7.24 人力，全刈。"'_"6.17 42. 8. 9 

'1 1/ 11 11 11 11 /1 11 

11 :' 11 '1 1/ 11 /' " 
11 " 11 'ノ '1 11 ノ/ 11 

1/ 
41.6.13 

A 力 11 
42.5.15-16 <(2l 回回目目)) 1/ 11 

43.7.20 
11 

........6.17 42.8.8 "-'7.22 
11 11 I! 1/ 11 /1 ん， ,1/ 11 

'1 11 ノ ノ'1 '1 '1 11 1/ 11 

11 ノf /1 f/ 1/ /1 11 1/ f/ 

67..00((鳥牛越田山山〉)ー」|一一一 18.0((牛鳥越山山~ I 190..00〈〈鳥牛越田山山)) 
17.0 回

経の肥，地び
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施肥

フ守ロット 第 1 !hl A河咋3 

植栽木数 功 程

刊: 与JL 
11年 期 (延人政) ;本あた|松 jlt 備 ユち- 日寺 期

(延人数〉

鳥越山lA 1 387 rff{40. 3 延人数 111人役 i回41. 3 

B 1 844 " た7ごし，拙栽 | /1 

2A 1 388 1/ (40.3.17---"3.22) '1 

BI 795 /1 をも含む " 

牛 111 山 1A 1 404 11 /1 

Bl 800 '1 // 

2:'¥.1 580 11 1/ 

Bl 951 Fノ 100g 520k起gl 色固t形ちか肥料ら私3 号状 1/ 

5, 149 26g 140kg 過リン酸石灰

表 290. プロット別フサアカシア成長経過

第 1 回調査 (4し 3) I 第 21日l調査 (4し 10) I 第 31司誠査 (42.11)

プ内ロ y ト符号晴← 高 li榊{仲申長量劃|根元直径副1 樹 高 11川f引制仰伽11市判附11川l付j
(m). I (やcm)川I (やcm) 1 (m) I (恥cm) I (やcm) ! (m) I (cm) I (やcm)

烏 I 1は.A r p.~い!881ω1 O. ~"-'3: 0 11. ~~~4: 80) 1 仰い~-:---?:3 10. ~~":::?:. 001 14~ 1 O. ~=---~:. 9 
::'~I ~.'-\.l 1(0.94) I U';1 I (1.2) I (2.56) I lu"'"l (2.9) I (3.99) I 口._， I (2.9) 
プ 1 r>  _わ.30"-'1.901 "..,. 1 0.3"-'2.5 :0. 70"-'4. 80! ",., 11.2""-'7.311.4ﾛ""'7.101 ....10.6.........7.0 
山 i D 1 I (0.80) IωI (1.0) I (2.22) I け~ I (2:6) I (3.67) I 円υI (2.9) 

牛 I lA r I。おV160| 。!ゐ710.(じむ301ω|ozr|i わむれ
Bl 0.38~1.831N 6 5 171 

0.4.........2.2 11 日 07~5.40 (166) 0.8........6の.2Hlu .30~8.20 (192) 
0.5.........6.7 

nl I (0.96) (1. 2) I (26.2) (2.8) I (4.54) (3.3) 

2B 1 0.40~1. 51 0.3(~1.01.>9(162~.147>.05 141 
1. 0.........3. 8 12. 00.........6. 00 

165 
0.9.........5.8 

(0.76) (2. 1) I (3.82) (2.6) 
ILI I 0.30~2. 43 0.3.........2.20.90"-'4.10 0.9'""-'4.2 11.90,,-,6. 10 0.8.........5.9 

Br (0.68) (0.9) I (2.16) 148 
(2. 1) I (3. 89) 173 

日:)上段は範囲，下段( )は平均値。

伸長畳!と( )を付けたものは参考区の値。

4 t\験区として，それぞれ別個の立地条件の相違i三重点をおいて， くり返しを行なわずに， 2 立地別， 2 

1措法密度の試験設計とせざるをえなかった H

試験地は民有林買入地であり，前生樹は主として広薬品|で一部に砂防工跡地をまじえている。 411 尚-は

230.......250m，母十オは流紋岩類を主体とするが，各プロットの尾根筋は第 3 紀層によっておおわれている。

イ〉気象

|崎山試験地での附和 37"-'41 年の観測結果は表291のとおりである 3 また試験地もよりの和気町の航栽時

における岡測結果は表 292 のとおりである。

ロ)土 ti~

各プロットにおける土壌の分布状況は，図190に示すとおりである c
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2 日 第 3 

施肥日|

1 木あた I Ý_/，~ n. I iriii 
り 1 総鈷|

考|時 仏人;1
⑭ちから肱状固

形肥料 3 号

42. 10.31 

同

一一一| 備
iijJ: I 

延人数

9(鳥越山)

14(牛岡山)

|@スーパー l 号

考

200g 

ー

一
i
 

i

-
:

-

一0
1

一

ミ
u
l
-

-
n
山

~
7
H

リ
一

-
・
.
，A
-
-;

-

一
ヲ
血
一

一4
・
一
1

1

i

 

I 604kg (鳥越山)
250g 1.一塑主主主(牛田山〉23 

』←→『可ミ￡ノ ー
且骨-0-6、込--=r-主再弘

[J: 

図 188. フサアカシア 岡山試

験地位置図

1005 

ろ

1) 50m 200m 

国 189. 試験区配置図
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表 29 1. 林業試験場関西支場岡山試験地における気象観測値

、dl\I 
気 ヰ1mヨI CC) 

降水量
(mm) 

4 5 
61

7
1

8
1

9
1

10 
県31Z年均 年 I 県平年均

昭37 0.8 2.21 5. 91 12.2 16.9 20.1 25.6 27.2 22.7 14.51 8.91 3.1 

38 一 0.9 O. 41 5. 51 12. 9 18.5 22. 1 25.8 25.9 20.1 14. 41 8. 41 4. 0 12.~ 14.~1345.~1160.5 

39 2.8 2.21 5.71 16.2 18.6 20.9 26.9 27.6 22.4 ほ4 刊 3.7 14.21 14.811161.一

40 1.0 17.7 20.8 24.8 26. 1 19.5 14. 11 10.0, 4.2 13.01 14.711650.111178.1 

41 0.9 3.41 7.81 13.3 16.4 20.2 24.9 26.9 21.4 15. 21 8. 6~ 2. 9 13.31 14.311383.0¥1415.1 

表 292.
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11. 1 - 8.7 37 5 
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図 190. 岡山試験|まの土壌図

第 1 試験区は尾根筋に第 3 紀屑が残存し， Er-BA型土壌(残積土)を形成するが，その他の大部分は主

として流紋岩〈第 3 紀照も当然多少混入している)に由来する代表断面 1 と同様の Bo(d)-Er 型土壌館行

土によって占められている σ
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第 2 試験区は同様に尾根筋は第 3 紀明に rl!来する Er-(d}-.. _..BA 型土壌(残積土)を形成するが，その他

の主要な部分は第 1 と同様主として流枚岩に由来する Er-Bo(d) 型土壌によって占められていた c 全般的

に第 1 の位目する斜面iて比べると，第 2 の位位する斜面の方が侵食がはげしいといえよう。また，第 2 の

Er-Bn(d)型土壌の区域においては，位食のためにA。ないしAo+A!í!ìの火除した Er(d)型土壌の分布もみ

られたが，小面fl!(でかつ部分的なために Er-Bn(d)型土壊に合めてr~示したむ

芽r， 3 ，第 4 試験区は，尾根筋では一部lこ砂防跡地が残存していたが，その他はいずれも第 3 紀届!r:由来

する Er-BA および Er(d)型土壌が分布していた。中腹以下は流紋岩に由来する Er-Bo(d)型土壊が主体を

なしていたが，急傾斜のために，断面形態!こ示されているように，第 3 紀層を多量に混入している乙とが

認められた。

...... 
勺 c

各代表断面図は，図191 ， 192各代表の断而形態，理学性，土性および化学性は表293，.......___296のとおりであ

ハ〉 試験限設定のねらい

フサアカシア試験地Kついては，ほ材地域に関しでかなりな規制をうけ，さらにフサアカシアの植栽

の気候的因下によって制約をうけるために，瀬戸内地或のせき悪地帯を対象とせざるをえなかった。した

がって当初に予定された，普通林地 (Bo 型土壌を予定)を対象とした地位別 3 種類の試験地の設定計商
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図 191. 各試験区の土壌代表断面図
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地験試IlJ 珂表 293.

Prof. 
No. 

L

L

L

L

 

c
c
c
c
 

色

防
川
刊

叩
ぃd
v
l

川

I
M
m
'
h
川

レ
恥
l
a
F
a
n
-
R
W
'
'
A

・

耳

e
μ
R
R
R

配

削
m
K
N

ぽ
Y

一
日
Y
K
K
S

話
。樹
l

葉
I
l
l
i
-


広m
漸
漸
漸

p
ム

、
』n

 
c
 

1

4

4

 

一
7
~
~

峠

『
寸
勺

A

つ
白

T
A

L
 

)去
、ー

(cm) 
厚位

ん
A
n
m
h
c

間型

BD(d)ー(Er)

壊土

L : +~2cm ， F: lcm，広葉樹落葉!持朽牧

3~ 5 I 10YR6ん

35+ I 判 I 7.5YR6!S 

ん
A
B

CL 
CL 

Erー(BD(d))2 

lOYR5!4 

lOYR6!a 
10YR6!6 

lOYR5!6 

F: +cm L: 土 ctn ，

2~ 4 

10"-'14 

24"-'27 

1ふ+

Ao 

A 

B1 

B2 

B3-C 

Er ー(Bo(d))3 

CL 
C 

C 

CL-C 

7.5YR5!1 

5YR5!S 

5YR4/6 

7.5YRii!O 

L:+ 
2 

9"'12 

36'"'-"40 

15+ 

n
u

唱
且

n
泊

n
5

A

A

B

B

B

 

Erー (Bo(d))ι 

質-

深さ 透水量〈配lmin〕 i' 孔 隙 Nt (紛下ーl 容一磁戸~容i考量委亙重i同-量 容最弘小気)l↓|採旦容Ii積臨笠時|重L末量一Prof. No. 屑位
5 分後!15分後平当細孔瞭|粗干し隙|計(cm) 

2...... 7 却 19 泊 34 I 18 つ 116 I 52 I 48 
10"""15 30 I 24 I 27 I 33 I 17 I 50 I 127 I 50 I 41 0: 32 I 26 

B2 22---27 38 I 34 , 36 I 31 I 18 I 49 I 129 I 46 I 37 31 31 I 25 

A+B 2........ 7 日 47lm3717541 即 54 I 55 

2 I ~ 下上 10........15 36 I 35 I 36 I 36 I 19 I 55 I 115 I 50 I 46 
30.......35 20 I 20 I 20 I 36 I 12 I 48 i 129 I 49 I 39 -11 36 1 29 

A+Bl 2....... 7 75 63 20 52 104 52 57 。 28 31 
3 Bl 8.......13 31 28 30 I 30 20 50 116 51 49 -1 27 26 

B2 22.......27 57 55 56 I 27 21 48 118 47 53 27 31 

A+B22~74424361113420 9 3 
42 29 33 62 65 8 23 28 

4 B2 I 20"'-'25 42 I 26 31 57 96 51 59 6 27 31 
B8 I 50"'-'55 20 48 130 I 46 36 2 31 24 

ト
巳
，
一
.
，
句E・的学瑚の態、決合:自表 294.

性

Prof. 
層 位 粗砂(%) 細砂(応) 砂計(箔)徴砂(%) I 粘土(労)土 'l:生No. 

B1 20 20 40 29 31 IC 

2 B上 18 20 38 31 IC 

、司J B1 25 22 47 28 25 lC 

4 B1 24 23 47 23 30 IC 

土表 295.
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の土壌の断面形態

構 3立 竪 也、 度 石 喋 水湿状態 根 系

gr. N 竪 牒 少 乾，..._， j'閏 2 

Mass. す乙ぷる竪 際 少 潤 2 

Mass. すとぷる堅 小中陳少 iíば1HJ 

島1ass. す乙ぷる堅一国製i r� 諜 中 紹

gr. (N) 室 際 中 乾~潤 2 

Mass. す乙ぷる堅 小中 i諜中 i!~ 

(上g?r1M.1gar(s.Ns.) N) 
堅 小陳および円陳少 乾 2 

竪 小~中礁少 l;記~潤 2 

Mass. すこぶる堅 大大tþ隙お同よ磯び様円牒小中中 }国

Mass. 固結 ìP，~ 

g上r民部.4a(E N) 
しょう 小中円礁中 乾 2 

(SSN. ) 竪 小中!諜および円程寝中 乾

Mass. すこぶる堅 中礁および円諜少 潤

Mass. 国製i 大磯および大円磯中 }国

表 296. 土壌の化学的性質

層o
 

N
 

si o
 

r
 

P
4
 

|表層から
位|の深さ I C (%) 

I (cm) 
pH 

(KCl) 
1
j
 

，
先

N
 

C/N 
置換酸度

Y1 

pH 
(H20) 

A
L
h
 

3---8 
10---20 
24.-....-34 

3.23 
1. 26 
0.84 

O. 18 
0.07 
0.04 

17.9 
18.0 
21.0 

16.7 
22.1 
24. 。

4.6 
4. 7 
4.7 

4.0 
4.0 
4.1 

2 

3 

4---7 
10.-....-20 
30'-""-40 

1---3 
5.-....-15 
16.-....-26 

3.53 
l. 23 
1.0。

3.31 
1.31 
0.68 

0.20 
0.08 
0.07 

0.12 
O. 10 
0.05 

17.6 
15.3 
14.2 

16.5 
13. 1 
13.6 

13. 1 
19.8 
24. 。

8.5 
13.0 
24.5 

4.6 
4.8 
4.9 

5.1 
5.1 
5.1 

4.0 
4.1 
4.1 

4. 1 
4.1 
4.0 

4 

A 
131 
132 
138 

0......... 2 
3----12 
15----25 
50'"'-'60 

3.90 
1.69 
0.56 
0.48 

0.2L 
0.09 
0.03 
0.02 

18.5 
18.7 
18.6 
24.0 

13.7 
27.7 
29.6 
30. 1 

4.8 
4.8 
4.9 
4.9 

4.0 
4.0 
4.0 
4. 。

ほ，前述のようにせき悪地を対象として，新i少された，ある意味において不満足な結果に終わらざるをえ

なかった c 各試験区は，前述のように立地条件を異にする個所に設定した。

3) 造林

イ)苗木

岡山営林署五域情旭において， 37年度山出し用として40， 000本(広島試験区用苗も含め)の宵簡が行な

われてきたが，日目和38年冬の異常なきびしい寒波に，得苗の大半が凍容をうけた(五;域間畑にお :1 る 1)]
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表 297. 地ごしらえから植

プ
ロ
ッ
ト
符
号

え
-
方
法
一
全
刈
り
刈
払
い
物
の
区
域
外
除
去

ら
一
1
1
[

ゴ
ペ
I
l
-
-

し
一
功
程

-
m
m
J
m
却

一
ど
一1
1
1
1
1「
いh
t
h
i
o

-
-
-
勺

A

一
地
一
時
期
一
m
H
H
H

一
一
一
回

一
一
司

A

一
伐
採
年
月
一

U
M
M
M

四
川

植穴ほり

時|功

期|程

I n昭召…!」司 uv

方 一
掘
取
期
間
一
引
ヴ
刀

N
一
泊
弘

一
一
階
一

3

麻

前
下
1
1
1
1
1

工
昨
1
4
(
|
[
i

十
i
l
-


で
一
畑
一

一
計
一
屋
直

生
産
前
畑
一

w
w
fゲ
ゲ
一
部
制
庁

五
一

U

法

lAI 

BI 

2A 1 

BI 

3AI 

BI 

4A 1 

BI 

人力

/1 11 O. 15 

O. 17 

0.23 

0.21 

'/、

/1 11 '/ 

'1 

'1 11 

注) 1. 機械による植穴lまりは，現地が低木類の摂や石擦が多く能率があがらないので人力にした。

2. 楠栽，施肥方針書どおり実施した。

表 298. 下刈りおよび施杷の経過

下刈り

プロット 1113 和 39 年 度 H日 和 40 !rf. 度

符 号 1m 数 H寺 j回 功(延人数程〉 士.IJ 法 日|数|時 1明 功(延人堂程~l 方 法
lA [ 39. 9 |入力戸l り l ! 不め成実績行せのずた
BI 11 11 

2AI 11 1/ 

BI 11 " 11 

3AI 11 " 11 

BI 11 " 1/ 

4AI 11 1/ 11 

Br 11 /1 1/ 

計- 17.8 

施肥

プロット 第 回

柑( )民本数
功〈延人数程>

施肥 量
符 号 時 期

1 本あたり総 量
芳-

lAI 400 昭和40.3 *楠穴ほり (40.38---3.14).
BI 800 11 

組栽(40.3.15"-'3.22)をも合

2AI 360 11 

B 1 800 1/ 

3AI 300 11 

BI 680 11 

4AI 460 11 

BI 840 1/ 100g 480kg @iちから粒状同形肥料 3 号

計 4,640 26g 130kg 過リン酸石灰
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裁に、たるまでり経過

太 の 取 扱 L 、 主iI 栽

首畑仮期植間 荷比J日4 1 豆 仮協所植 仮植期間 仮ブ法楠J 
始月日I~ 完I 功 プ内

ロ 本
、フ

日 程 ト数

3 カ月 3. 12 畑地近地く(現の〉 4 畑地仮植 3. 18 3.18 80 400 

1/ tI 11 11 '1 /1 '1 11 11 " 800 

!/ " 11 '1 /1 If 11 tI 11 " 360 

11 1/ 

" 
11 '1 5 11 3.19 3.19 11 800 

3.22 3.22 3.22 /1 300 

'1 1/ '1 3. 13 1/ 5 11 3.19 3.19 11 680 

1/ " " I! l '1 3.15 3. 15 11 460 

'.' " 11 " 5 '1 3.19 3.19 11 840 

表 299. 活着と枯損その他

試殺区プロット名 フ。ロット内本数I 1" 然的損数|活者本数!活者率(%) {, /!'i 考

AI 400 325 75 18.8 活者調査:昭40. 6 
BI 800 776 24 3.0 

2 AI 360 310 50 13.9 
Br 800 732 68 8.5 

3 AI 300 260 40 13.3 
BI 680 601 79 11. 6 

4 AI 460 412 48 10.4 
BI 840 732 108 12.9 

上旬から 2 月中旬にかけては、最低気温氷点下 5. 5~10. 5 0Cの強い低温の日が20日間も出現し， 1 月には

4 回にわたり， 3""" 5 cmの降雪をう;ナた)"

昭和39年 4 月，五域首湘で再度育苗したが，育成過程で，病害防除につとめたにもかかわらず，炭痘病

等の被害を生じ，山行き予定本数の確保も無理となり?山部屋苗畑育成分(合短試験用種子と同じオース

トラリア産)の供給をうけて補填したっ

山出し尚-木は，いずれも 1 年生床替市で，平均苗高30cm，根元径O.7cmである。

ロ〉植手1・

地ごしらえから制裁にいたるまでの経過は表297に示すとおりである。また，保育，施肥の関係は表298

のとおりであるう

昭和40年 3 月改柿. 6 月に活者調査を行なったが，活着成績は表 299 のとおりきわめて悪かったっ再度

にわたる活者不成績の.原因は， (1)苗木形質の不良， (2)凍害， (3)植え穴の術水， (4)肥料焼け，などの原因が

考えられ，調査の結果も一部にこれらを裏づける現象を認めたが，何が枯損の支配的な原因であるかにつ

いては，後述のように40年度改めて試験を行なったご

なお，未活者苗の調書調査も行なったが，山出し時に幹長約 30cm !~台切り羽定している付近から害菌
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が侵入したような病斑が認められた。

4) 被害

昭和38年 3 月植栽の. {古着生存木の約70%が凍害!とより枯死した (40年 6 月の調査〉ので，造林不成績

の原因を究明するため， 41年 3 月，第 4 試験区内 iζ施肥，無施肥の 2 区分でフサアカシア 100 本を埴栽し

た(植栽，施肥方法等はすべて前 2 回の植栽時と同様とし，供試苗木は関西支場苗畑で育成した 1 年生床

梓芭i，平均苗高30cm，根元径0.8cmで厳選された健全簡である)c

問年 6 月の活者調査では両区とも 10096の活着成績をおさめ， ιの試験地の活着不成績の原因は，植え

穴の滞水や肥料焼けの影響とは考えられず，気象条件(凍害)あるいは苗木形質に起VsI しているものと推

定された。また，こ ~-L ら供試木は42年 2 A (翌春) !.と :ι 全本数が凍害iとより枯死した(現地に設置した

温度計では，最低気温氷点下10"C であったL したがって，本試験はすでにフサアカシアの適地範閣を越

えていることが明らかなので， 41年度をもって廃止するととにした c

E. フサアカシア高野試験地

1) 位置・面積

試験地は，和歌山県伊都郡岩出町に所在し，大阪営林局管内高野営林署部内小野山国有林高野事業区69

ろ林斑ピあり，その面積は O.78ha で 4 プロット lこ分かれる(図 193 参照〉。

1∞om 

図 193. フサアカシア高野試験地位置図

2) 立地

概況

当初子定されていた黒谷国有林は，全般的

?と地形が急峻で岩石地が多く，試験地の設定

が困難であった。また，指定された和泉砂岩

の地帯においては他に適当な候補地がえられ

なかったので，止むを得ずとの試験地を設定

した口地形，面積等の関係で当初計画どおり

の設定は不可能であり， 1 立地， 2 植栽密

度， くり返し 2 回の試験設計とせざるを得な

かったっ

試験地はクロマツ人工林の伐採跡地で，様

高は150"""""180m，母材は和泉砂岩(古生層)

である c

イ〉気象

和歌山観誤II所における昭和38.......40苧の気象

観測値(平均)は表300のとおりである ζ，

ロ)土壌

各プロットにおける土壌の分布状況は図

194 に示すとおりである c

各プロットはいずれも比較的山脚の長い山

腹斜面の上部から下部にかけて位置し，いず
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表 300. 和歌山観測所における気象観測値

urr38 
39 

40 

れも上昇斜面を形成しかっ急斜地のために

侵食がほげしし全般的にはせき悪移行林i1~

:こ近いの

各プロットはいずれも斜面上部はA帽を欠

除した Er-α 型土壌およびA曹のきわめてう

すいEr-BD(d)型土壌によって，中肢は Er-Bo

(d)およびBD(d)-Er型土壌によって，下部ば

Bo-Er型土壌によって占められていたリこれ

きの斜市上部および中肢における各土壌型の

分布状態ほ，侵食の程度によって支配される

ために，局所的に変化がはげしく，また而積

の点でもいずれかの土壌型!~一括するととは

困難であ勺たために，土壌図においては両土

壌型の共存する型として示した。

1AI 区は土壌が比較的安定した状態を示

していたっまたlAn 区およこ}1Brr 区の斜面上

邦一帯は古い砂防工(陪設工，ヤシャプジ植

栽〉跡地であるつ

上述のように，名プロットは方位!r相違が

見られ，また急斜地で土壌条件も侵食のため

~王--r~m)
1, 221 

912 

1, 784 

四10 3o-Er 型工海

霞 Er叫(f8o(d)・ErlUiJ

匡~ &-叫びEr-BO(dl型M
E3 砂防工制
@ 代表訴面

トl

o 10 

I~ 194. フサアカシア高野試験地の土壌図

にきわめて不均一であるが，一応最も分布市積の広い IIJ腹一帯を

占める Er-Bo(のおよび BD(d)-Er 型土壌を主限とすることにし

代表断面図は図 195，各代表の断面形態、土性および化学性は

表301'""-'304のとおりである仁

ノ，) 試験区設定のねらい

岡山および広島試験地同様，母材、気候条件など地域に関しで

かなり制約をうけ，前述のように必ずしも十分に満足な条件を，6111

叫F ヂ, '-c 

えているとはいい難いコ

3) 造林

、?
イ凶

、. ~ 1 。
~-.ー-'pe-1.55・~・ー.-_

λe ， z@λ 悔す
(/J) . ~ dÞ)\ 、ニ

λ -V~ 匂fÞ ~ 4IJlJ 

φ 勉.
~ ~ 

1
 

•. ‘ 

図 195. 高野試験地における
土壌代表断面図
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自然状態の理学的性質表 302.

性土表 303.
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ロ
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法
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若
五
十
同
前
畑

東
京
営
林
局
掛
川
営
林

機
械
捌
り
(
共
立
)

手呈期法

80 3.5.........3.61 全

11 

11 

程

0.20ha 
5 人

0.19 
5 

0.20 
5 

0.19 
5 

期

n1336. 10 ':.:..37. 11 昭38.11lA 1 

刈

り

11 

1,1 

BI 

An 
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苗木:試験区外植栽苗木は玉城苗畑〈岡山〉育成苗。

Bn 

註)
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イ〉苗木

可山営林署五城苗;闘において養苗されたが，岡山および広品試験地用のm-木同様，昭和38年冬の異常寒

波にわざわいされ，十分な苗木がえられなかった J 供試苗木は試験詩画を一部変更して，東京営林局掛川

営林署，五十同苗:切で菱商された合短試験用苗木の供給をうけて補植した。

苦木は種子産地がオーストラ 1) ア産で 1 年生lぷ替苗の?平均市高30cm，根元従 0.9C111のものである。

ロ)植付け

地ごしらえから楠栽にいたるまでの経過は表 3051ζ示すとおりである c 昭和39年 5 月活者摘査を行なっ

たが，その結果は表 306 のとおりきわめて良好な成績がえられたハ

4) 保育 5) 施肥

木試験地の下刈りおよび施肥の経過は表307のとおりである内

6) 成長

この試験地の生育経過は表308のとおりであるの

7) 被害

t::百司40年 9 尽の台風23 ・ 24号およびその後の強風lとより東南および西而の 2 プロット (A ，・ B ， )が約

50%の転倒主よび傾倒木を生むたっ風倒の軽微であった東北市の 2 プロットは良好な生育を示している

が，被害の大きい 2 プロットば試験対象から除外し， 41午度より参考区として継続紙!察する乙とにした T

なお，この試験地ほ昭和43年 2 月の異常な大雪で70%に近い倒れ，折れなどのたび重なる被害をうけ，

そのつど一部倒木起こしも行なってきたが，回復が困難となるかもしれない(詳細については，昭和43年

度高野試験地調査カード.または関西支場年報 No.lO で報告のとおりである) ,-

表 306. 活者と Wî 損その他

1 A] 
BI 
An 
Bn 

}
 

M
引"
n

,hv 
考ア。ロット

4
1
q
u
o
 

-
A
1
A

唱
・
A

491 
745 
435 
683 

活者調査:昭39.5.22'-"""23

栽にいたるまでの経過
一 一一一一一一一一一

木 の 取 扱 ，植 栽
i 

畑l官i調H反l 荷造月日 発送，司 主-傾月A主~ 事似t樹益 仮期航 仮植方法 始開月 フ了月じ ロ」ノ1、
‘7 

日 日 日 日 程 ト数
h 

。 3.6 3. 7 3.10 現谷地川 。ù

2 土仮腕 56 505 
3. 13 

/,' .'1 // /1 // 2 目艇ノ部浸日jE く 3. 12 I 3. 13 56 756 

/1 11 Il /1 11 b 3. 14 3. 16 55 438 

1/ /1 " /1 11 。 11 11 53 693 
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よ

期

41. 7 

11 

おりメIJ下表 307.

下刈り

プロット

1/ 

14 

11 

14. 忌
16 

( 1 回目)
(2 回目)

計-

程

第

功
1羽

(延人数)

25 

|ムム寺
量 I

l(@ちから粒)
版画形肥料!
13 号，過リ l
|ン鼓石灰 | 

量

回第

功
n
n円
d

甘
夫時

|
|
↓

l
i
l
-
-

寸
1
I
l
l
l
h

ー
ー

数本栽カ国よMH

m~ 施

フ。ロット

505 

756 

438 

693 

tv 

1 A 1 

Br 

An 

Bn 

符

100g 
2, 392 計

26g 

モリシマアカシア西条試験地フサアカシア，F. 

位置・面積

本試験地は愛媛県西条市，高知営林局管内西条営林署部内丸山国有林西条事業区63ろ林班，および長谷

山国有林西条事業区62へ林班に所在するコその樹種別面積はつぎのとおりである。

フサアカシア試験地面積

1. 28ha 丸山国有林63ろ丸山試験区

4. 88ha 長谷山国有林62へ長谷山試験区

モリシマアカシア試験地面積

3. 17ha 丸山固有林63ろ丸山試験区

合計9. 33haで、ある。

位l貰図およ♂配置図は図 196 ， 197, 198 で示す。

地立2) 

象気イ)

試験地もよりの西条市における観測結果は，表 309 のとおりである。西条市と丸山?長谷山試験地の海

6km であるじ抜高差はそれぞれ100m ， 150m，水平距離は 4.5km ，

地形・地質・土壌ロ〉
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び施肥経過

:平 度

功(延人数程~\~ノä
|人力・全刈り| 1 I 42. 8 

t! 

I1 

H 11 

8 

43 度

法!日数いf!i J明

43. 7 

法

人力・全刈り

11 

" 

8 

2 耳 工
ト

第 3 If!I 

施 m~ 琵: 功 程 施 IJ巴 i立
fi1! 考 時 期

l本あたり|総
考

1本あたり i4U月~ lrtL t (延人数)

⑪固形ちか肥料ら位3 状号 41. 11 船スーパー 1 号

11 " 
11 11 11 

11 /1 /ιr 

200g 480kg 13.5 250kg 598kg 

西条試験地は瀬戸内海!と面する斜面で，平野部に接すると

ころに丸山試験区があり，それよりやや奥地に畏谷山試験区

がある c

丸山試験区は，瀬戸内海に向かつて流れる小川を中心にし

て，右岸は南西向斜面，左岸は北東向斜面からなり，傾斜は

ともに急である η 右岸は土壌の浅い凸地形が見られ，左岸は

やや変イじの少ない斜面を形成している汁

長谷山試験区は，丸山試験区の奥1. 5kmのところにあり，

中央に沢，両翼に尾根がともになだらかな傾斜で北に下がっ

ている。傾斜ば全体的にそれほど急ではないが，峯筋に近い

海分に急な斜面を合んでいるい

地質は両試験区とも ~I:t生憎の和泉砂岩からなっている「

試設地の土壌分布とその概要を示すと次のとおりである。

i) 丸山試験区

土壌分布は図197のとおりで、そのあらましを次に示す J

B....型土主義:主として右岸に分布し，沢筋からおおよそ帯状に次の 5 つに湘分される c

区I 196. フサアカシア，モリシマ

アカシア四条試験地位置図
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図 197. 丸山試験区の配置凶および土壌分布図
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図 198. 長谷山試験区の配置悶および土壌分布図
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表 308. 各プロット別フサアカシア成長経過

1 A 1 

第 2 問調査 (40. 12) 

市|伸長畳!根元直径|樹 日 I {Itl 長量 1;根元直径
<01) 1 (c01) 1 (cm) I (111) 1 (cm) 1 (cm) 

0.35.-....-2.40 1 ~~ 1 0.3"'-2.5 1 1. 40........5. 50 
(1.19) <.17 (1.5) (2.99) (180) 1.4........6.9 

(4. 1) 

プロット符号
第 l 向調査 (40. 2) 

事i

81 
0.30""""2.20 

(1. 20) 

0.40 ,.._.2.20 
i <1 18) 

0.30 ........,2.30 I ~. 
L(1.竺 I ':11 

第 3 向調査 (4 1. 11) 

高 i 伸長量|綱烹直径「積
(m) I (cm) I (cm) 

l 223む引 (的 l lti三)84
JZ三;〉ω|(148)|2t;121

90 
O. 5-----2. 5 I 1. 50..--....4. 90 
(1.5) I (3.10) (190) 

1. 3,,-,7.5 
(3.9) 

An 88 
0.9~2.6 

(1.5) 
1. 40"-4. 60 

(2.63) 
145 nu 

・
、
、
，
，
，

r
O
A
・

~
q山

噌
B
&
〆
z
‘
、

1
A
 

1. 2'""'-6. 2 
(3.6) Bn 

0.5.-....-2.5 
(1. 3) (己主」

167 

プロット符号
沈;4@調査 (43. 11) 

樹 高 I ~III 長盆!的高直径
(m) I (cm) I (cm) 

3m501  (158) |3 な汚 71 AI 

BII 

2.20""""7.50 
(4.59) 

2.80........7.80 
(5.20) 

196 
1. 3......... 7.0 I 3.00,,-,9.00 
(3.9) I (6.70) 
1. 7.......... 8.2 I 4.00.......9.50 
(4.6) I (7.00) 

211 

1.9"'-'13.5 
: (7.9) 

2.7"-'13.8 
(8.9) 

3.3........15.7 
(8.5) 

BI 
3.00.......9.50 

(6.23) 
(165) 

An 

232 180 

注) 上段は純問，下段( )は平均値目

伸長置に( )を付けたものは参考区の値。

表 309. 西条-flfにおける気象観測値(1952，.......1966)

区分 史~\ 1 I 2 'i 3 ¥ 4 I 5 I 6 い「了I 9 い~しい2
平均気温 CC) I 5.71 6.41 8.8113.9118.0121.9126.7127.5123.8117.9113.11 8.4 

浄水量 (mm) I 48.51 弘 21 悦 31116.51148.81176.2113 1. 71138.51319.51106.91 ほ 51 38.2 

注) 年平均気温 16.1 0C. 年時水量 1.43S.8mm c

1) 沢筋に小商積!C分布し ， Ìvl積性で BA 型土壌としてはやや湿性である。

2) 菌糸に富む A。層， AM 屑， BM 層をもち乾操した土壌。

3}Ao'需薄く A明のほとんどない未熟土壌c

4) 尾恨筋にそった幅の狭い区域lζ分布し，ところによっては基層がでている ü

5) 左岸上方の尼根筋に分布し， Ao f国厚く菌糸もかなり発達している仁

Bn 型土域:左岸!と広く分布し，次の 3 つに細分される。

1) 左岸の中版以下に分布し， JitfJ~軟らかく Ao 層厚く A庸および B 届日トJ~fS!ζ位状;m造がよく発達し，

Bn ~r!土壊としてはやや混った土壌。

2) 1)より上の尾根付近まで分布し， Ao.1麗厚く A層に若干菌糸がみられる土域。

3) 丸味を帯びた尾根!こ狭い帽で分布し， :itt積軟らかく空洞も見うけられる土域内

Bo(d)型土壊:左岸上流Iζ分布し， A。屑は約 5cmあるがH層は特 lと発達していない c A層は約20cmで、

堅果状構造がよく発達している。

Bo型土壊:左岸の沢筋緩斜地に分布し， Ao層ほほとんどみられなし'" A層は厚く竪果状構造が発達し，



-270-

iit肢の密なところもある lう

ii) 長谷山試験区
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土壊分布は図 198 のとおりで，そのあらましを次に示す。

13.40型土壌:試験地上部の尾根!と小面積に分布し， Aol同尽く菌糸もかなり発達しているぐ

BB型土壌:分布場所によって形態がいくらか異なっており，次のように細分される-，

1) 斜面の中央部l己分布し，堆積軟らかく， BB型土壊としてはやや湿った士.壊。

2) 試験地上部に帯状JZ分布するA層薄く乾燥した土属。

3) 2)の上部に分布し， Ao層厚く .A怖の発達の悪い乾いた土壌。

4) 試験地下部東寄りの急斜面に分布し， AoJ菌 . AJ日ともに薄くかなり乾倣したこiて壌。

5) 沢筋に小面的に分布し， Aj居厚く堆積軟らかいBIl (W)土壌。

6) 丸味を帯びた尾根i乙分布する BB(d) 型土壌っ

Bc型土壌:沢筋の両側 13D型土壌の上部の斜面;こ分布する。
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図 199. 丸山試験区の土境代表断面図
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ト'~:::. 'J BD 型工:喪

BD型土壊:沢筋の緩斜地に分布し，これも次の

ように制11分される 3

1) 上部からの集積iとより A層は厚いが堆積の

やや密な土壊。

2) 沢筋のやや急なところに分布し，侵食をう

けた浅い土壊c

以上のうちおもな土壊として代表土壌断面を設

定し形態調査を行なったが，その特徴を示すと

1~1199 ， 200のとおりであり，層断面の記載は次の

とおりである。

i) 丸山試験区

図 200. 長谷山試験区の土壌代表断面図 No.l BA型土壌〈旬行土)
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う1í!.形:平衡斜面下部，方位: N70・W，傾斜: 35 0，地質:中生Ji.:"i和泉砂岩

L 層: 3"-'5 cm，マツ，シダの落葉c

F 層: L5cm:, 

H 居: 1. 5cm ヵ

A:w層: 5 cm, 10YR6!3, t空植を合む o 小磯あり c 砂質壌土，指n粒状構造，軟，乾，外生菌根を梨む。

B1層 : 10cm, 7.5YR7!4，時植に乏しい?小礁あり c 砂質壌土，竪果状構造，軟..........1弘乾c

鳥居: 55cm, 7. 5YR 7/4，腐植に乏しいじ磯あり υ 砂質壌土，堅果状構造，軟~堅，乾4

NO.2 13B型土蟻(古い崩積)

地形:斜面下部，方位: N20 0 E ，傾斜: 41。、地質:中生層和泉砂岩

L屑: 10cl11,o 

F層 : 1 c口lll，口.1 ，二守

H 層: 3cl11戸

A居: 4 C口m， 7.5 YR3/4， 腐植を含む口小礁あり，壌土、粒状構造，責!(，阻し

B1層 : 8 cm, 10YR4!4, J寓植に之しコ小磯あり<) j主土，柱状構造，軟， i昆リ

B2- 1層 : 33cm, 10YR6!4, ;寓植に乏し u 小礁を含む。弱度の粒状構i這，軟， j!iL

B2→ 2層 : 40cm, 10YR7/4，擦を含む n 蟻土" 構造なし l、軟，極 u

No.3 BB型土壌(古い訟積}

地形:平衡斜面上部，方位: N30 o E ，傾斜: 35 0 ， 地質:中生層稲泉砂岩

L 層: 10cm，マツラシダの落葉内

F 層: 8cmコジダ類の地下茎発達Q

H層: 2cm ご

A隠: 2 cm, '7.5 YR3/3，腐植を含む:'小糠あり、砂質壌土，弱度のキm枕状構造，軟，乾c

B1←1層 : 20cm, 10YR5!4，腐植に乏し、小醗ありJ 域土，竪果状構造，軟，乾~湿。

81吟2層 : 38cm, 10YR5/4，小磯あり ο 壌土，軟，乾----i量。

B2J冒: 15cm, 10YR6!4，小磯あり r 壌土，軟~堅，乾~湿c

ii) 長谷 r11試験区

No.4 BB型土壌(街行土)

地形:凸形斜面，方位: N40 o E ，傾斜: 30 0，地質:中生層和泉砂岩

L 層: 3cm 

F層: 1 cmc 

H層 : lcm ョ

A層: 3cm, 7.5YR2/3， 腐;植にす乙ぷる官む。礁を含むつ埴質壌土，塊状構造，軟，湿b

A一(B);冨: 22cm‘ 10YR4!3, IIZ植を合む。離を含む。埴質壌土，塊状構造，軟， 1!ì1tむ

B 層: 65cm, 7.5 YR5!8 , JI荷植に之し。際を含む。埴質壌土，軟，湿c

No.5 BD型土壌(崩潰土)

地形:斜商下部‘方位: N20吋N， 傾斜: 24 0，地質: rl1生層和泉砂岩

L!層: 1.-....2cm，ところど乙ろ欠除。



-272 ー 林業試験場研究報告第 233 号

F 層: 2cm。

A1-1屑 : 10cm, 2. 5Y5/4, J(~'í植を合む。醗を含む。砂質壌土，堅果状構造，軟，潤。

A1-2周 : 30cm, 10 YR4!3，腐植を含むロ諜を含むロ ii企質壌土，堅呆状構造，軟~堅， i単 c

A2層 : 30cm , 10YR3!3，腐胞を含む n 礁を含むι!弘、質上長土，軟 . i~ ウ

B 属: 40cm, 10YR5!4, I1話植に乏し「醸を含む。砂質展土，軟~堅，湿 t

以上の代表l折而において、友陪 (1'-""- 5 cm). 中間 (10.........15cm)，下層 (30へ .........35cm) から土壊式料

を採取して，理化学分析をおこないその結果を表310 ， 311に示す。

表 310. 土壌の化学的性質

ずk山陣凶型!tllト宅庖位l司位おiド』匝同云函J可5盃f」空1E川民ベ貯1F盤 石置族性灰 石飽和度灰
m.e. 

0.57 2.7 
3.91 1 48.8 1 1. 33 I 0.08 I 16.6 1 16.6 0.46 2.8 

メL4.0346.6 I 0.74 I 0.06 ; 12.3 I 15.6 0.77 4.9 

3.80 I 42.0 I 2.36 I O. 16 I 14.8 I 16. 1 1. 18 8.0 
B1 1 1O~1514.7513.91 1 38.6 1 1.52 1 0.11 1 13.8 1 15.6 0.66 4.2 

日1 3 土防 1 13ト3514 曲 4∞即日山 13・0 山 1. 53 12.3 

一
il A1i 1~54.423.6072.93.470.1523.122.7 0.92 4.1 
1 '1 IB~~~1 1O"-'1514:761 3: 901 59:1 I i:56 I 0.06 I 26.0 118.3 1. 34 7.3 

BB BBI N30~354.704.0551.010.840.0516.816.3 0.62 3.7 

長
4 A い，.....__ 5 4.95 4.14 18.5 6.50 0.31 21. 0 16.0 

1. 07 也A -( B )i10.........15 4.90 4.38 11. 8 2.27 O. 14 16.2 12.7 0.75 
BB B 30.-....-35 5.50 4.40 9.1 1. 00 0.09 11. 1 10.2 0.83 

谷 一 一一
5 A1-1 1..-...-5 4.75 3.93 31. 1 3.48 0.25 13.9 17.7 0.82 4.6 

山 A1-2 10----15 5.00 4. 12 27.8 1. 11 O. 10 11. 1 13.5 O. 72 5.3 
Bn A1-2 30"-'35 5.42 4.20 14.0 1. 05 0.08 13. 1 12.4 1. 26 10.2 

表 311. 土壌の盟学的性質

地試験 深さ 容積組成(%) 子L隙畳 透水量
層位 (cm) 細 土 I 際 I 根 I 採水分取時自; 1 最容水大量 容最気小量

容積重
(労) (ccfmin) 

AM 1"-' 5 37.9 6.8 0.7 16.2 43.8 :'0.8 54.6 。

丸 BB2 1 
10"-'15 33.7 6.0 0.2 16.3 40.3 19.8 60.1 95.2 3 

BA 30----35 31. 8 10.2 O. 1 14.5 44. 7 13.2 57.9 93.5 31 

2 A 1......... 5 30.6 9.8 0.51 31.3 46.0 I 13.1 59.1 90.3 278 

BB1 
2-1 

10.........15 35.4 6.3 0.4: 32.8 45. 7 12.2 57.9 99. � 188 
BB 30..-...-35 35.4 6.8 O. 1 30.9 41. 0 16.7 57.7 101. 6 515 

ト一一一一一ー

U-I 
3 A 1......... 5 26.4 3.3 1.2 20. 1 44.4 24.7 69.1 72.0 49 

B1-1 10.........15 26.8 3.3 0.4 23.1 46.6 22.9 69.5 74.6 417 
BB B]-2 30.........35 30.4 3.8 0.2 26.2 45. 1 10.5 55.6 8る.4 156 

24. 1 4.2 305 
A-(B) 11O.-.._,15 26. 1 2.8 0.1 I 36.3 58. 5 I 12. 5 i 71. 0 69.4 185 

B i30 ..-.._,35 27.1 7.5 0.1 I 38.6 55.2 10. 1 65.3 76.8 151 

AAA1114-- 1~5 
31. 0 0.2 43.7 24.1 67.8 79.1 156 

2 110.........15 27.7 8.3 o I 30.9 43.6 10.4 54.0 108.0 94 
2 130,..._,.35 33.2 16.0 o I 31.3 42.9 7.9 50.8 103.8 251 
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ハ) 試験区設定のねらい

議戸内海側で海岸IC近いと乙ろ!と試験地を選び，海岸よりの丸山試験区lとモリシマアカシアの 2 フ・ロッ

クとフサアカシアの 1 プロックを，巣地の長谷山試験区にフサアカシアの 1 プロックを配置した。モリシ

マアカシアは，丸山試験区の西南向斜面主として BA型土壌，北東向斜面主として BB型土壌にそれぞれ疎

植区，密植区を配ほした。フサアカシアは，丸山試験区の上部北東向斜而と長谷山試験区に，それぞれ疎

植区，密植区を配置した。

なお，試験地設定について，現地のj也形や営林署の事業実行上の事情カ・ら，調査区だけの設定は困難と

認められたので，実行方針暫:よりも大きな区域に分けて植栽し，植栽後の成長経過を観察しながら調査区

を決めていく方針をとった。

3) 造体

イ〉苗木

育苗は西条営林署の丸山首畑で行なった。その概要は次のとおりである。

i) タネ

モI!われたタネは高知営林局が岡山市山部屋より購入したもので，その大要は表 312 のとおりであった。

ii) まきつけ

a) 土壌消毒:ネマヒュームの潅注を行なった c 線虫の害はみられなかった。

b) タネの発芽促進:熱湯処理法を用いた(ふっとうした湯をタネに注ぎ， 80"-86。に 5 分間保つ

た)υ 発芽はきわめて良好であったり

c) タネの消毒:タネ lζ根痛菌を接種しない分(半量)については，オーソサイドの粉衣による消毒

を行なったが，その効果はみられなかった c

d) 根癌菌の接種:タネの他の半量については，本場製の試験管地養の根細菌を所定の盈接種してま

き付けた。稚苗の細玖り時において，両樹種とも接種したものの方が， しないものに比べ根癌の着

生数がいちじるしく多かった。

e) まき付床の施業:苗木の消毒には， 4-4式ボルドー液!とウスプJレンまたはJレベロン(1， 000倍〉を加

えたものを用いた。成苗率80%，保残率80箔，初期仕立密度 2， 500本， 終期{土立密度 2， 000 本とし

て，まき付量を算定したが，成苗率が 10096 に近かったため過密!となった。間引きは行なわなかっ

たが，もっとうすまきにすべきであったと思われる。まき付床の経過は表313のとおりであった。

iii) 稚苗の得酪本数

稚苗の得首本数は表314のとおりである。

iv) 床がえ

表 312. タ 不

項目
樹種|モリシマアカシア フサアカシア 備 考

総 重 量 (kg) 0.75 0.75 

事主 量 率 (%) 98.8 99.6 

実 重 (g) 1.4066 0.9878 100粒あたり

発 =* 率 (労〉 81. 0 95.5 テノレル酸ソーダによる。

発芽効率 (%) 80.0 95.0 
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表 313. まき付床の経過

桔I 麗 モリシマアカシア フサアカシア

毒|商接種 毒|閣接種
考

タ ネの処理別 f商 ji~ 

ま き 付 付〉、宮面lli古総月本Iml積2月m月あg(たmigり日口日宜>
6.75 6.75 11.25 

まき付量(g
54.5 54.5 32.0 32.0 

368 368 361 361 

発ま 芽き 関 4.17 4.17 4.17 

4 29 l !l1i調黒光ろ査色率ま時で田ク期% なレ
4.29 4.29 4.29 

発芽そろ L
5.11 5.11 5. 11 5.11 おが早本す数ぎた加。イ 5目 15ど

2 , 200 2.500 2.450 2, ?50 は憎した
4.29 モナカンレ シャ遮。

日 よ It 月 日
4.29 4.29 4.29 

"-'5.15 I "-'5.15 F叫5.15 "-'5. 15 

6.5 6.10 6.5 6.10 

IがえlF』:I 日本l内百立長木数級l〈mFE叩訳2 ) l 

l ,(76 85 l ,( 935 2.( 215 2( , 775 時(期〕の本は数もにっ対とすも多るか%った
61) 78) 97) 

1j4奇;I、 Jil: 125((6) ) 240 (12 585 (26 520 (19) I 5.5.---...7.5 
650 555 (29 575 (26 1, 050(38) I 3.5'"'-'5.5 

il内
845 1, 075(56 930 (42 1, 075(39) 1'"'"'3.5 

(i 
。 21 。 ~~ I ~ 1個~(l 木あたり)
3 36 。 29 I 6---10 

33 34 17 44 l~ぜ§

64 9 83 

注) 消毒したものが，菌を接種したものよりもやや大きいのは，消毒したもの:ま硫安を印g/m2 したのに対し，

接種したものは 20g/m2 であったととによるものであろう c 根粒は回取詞査のさいlζ許ちるものが多いので

実数は不明である。特別の病虫寄はみられなかった。

樹 種

タネの処理別

掘取且日

1m2あたり JA. 終期生立
本数 lB. 得出

lW. i官率 (B/AX100)

得前総本数)

表 314. 稚苗の得了古本政

消

モリシマアカシア

6. 7"-'11 

1, 785 
1, 220 

68 

8 , 190 

毒|接

17 ,860 

6.10"-'12 

1, 935 
1, 430 

74 

9, 670 

filì' 消

フサアカシア

6. 6---10 

2,215 
2 ,060 

95 

23, 180 

毒|接

45 , 810 

種

6.8"-'12 

2, 775 
2 , 010 

72 

22, 630 

a) 土壌消毒: D-Dの潅注を行なったむ線虫害はみられなかった 3 ほかに BHC粉剤を施用した G

b) 苗木の処理:タネに根粒閣を接種しなかったぶんには，揃取り後に本場製液体培養のものを.Yr

定の方法lとより接種しl末がえした c

c) 床がえ方法:床がえに際しての選簡は，苗長の大小にこだわらず，健康さとがんじようさによ

り，苗長3.5cm以下の特小i'日も多く床がえし，苛;択を大小lζ分額せずに行なったリ除問iは削取り後た

だちに水または菌液にひたして，条閣10cm守列問(条の中央から中央まで) 50cm , I'UW]lOcm ( 1 

mll あたり 40本に相当)に床がえし， 直後:c潅水をお乙ない， 苗木の主1に敷わらをして吃燥を防い

だが，日よけは行なわなかった。

機械化の進んでいる苗畑においては，安I}植はアカシア矧の栽培には疑問があることがわ先・った a

すなわち，モリシマアカシアのï'Fi木は当初ねているものが多いので，車輸を列問/C入れると踏みつ

けることが多いこと，成長が早いので比較的早く機械を畑のr.jJに入れられなくなり，また，漏よけ
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表 315. 床がえ後の施業経過
一・

長J 間 モリシマアカシア フサ ア カ シ ア

根粒菌接種の仕方 タ 苗 タ 3不 稚 苗

床 tJ 、b え 月 1=1 6.10.........12 6.7 .........11 6.8 ----12 6.6 ",,10 

回 7.24 ......... 7.24 ......... 7.24"-' 7.24 ......... j 卸 l

珂定月 El 1 第 2 回 8.30 ........ 8.30....._, 8.30 ........ 8.30 ........ 

第 3 [ri! 10.10 ......... 10.10 ......... 10. 10,,-, 10.10,.._. 

長本。日 よ Ij 11月初~翌春掘取りまで

表 316. 床がえ結果と山行き首

ネヨ 種 !「|←タモリシマアカシア フサアカシア
根.位菌接種の仕方 ネ|稚苗タ ネ稚苗

床 iJ~ え 本 数 9, 670 I 8, 190 I 22, 630 I 23 , 170 

~J 号喜詰根百同元室上分事が残え筏率え本存木7 数mmに対す自(る紛残由 94.5 85.5 84 91 

の| 吋由も字(る9ó百2 ]
74.5 65 67.5 72.5 

草 木数に 79 76 80 80 

l 根元筏 l1mm 600 (本) ( 4)(%) (本) (労)

2, 775 (18) 時行規格l白H百E本分数率とIJ 、1 計(山'F，行き件97前........ 本19数1 > 8, 625 (56) 

12, 000 (78) Ca 32, 000 (80) 

格外苗(.......， 7 mm) 3, 475 (22) Ca 8, 000 (20) 

合計本数 15 , 475 (100) Ca 40, 000 (100) 

を行なう場合iとは別に通路がないと不便なことなどである。

d) 床がえ後の施業経過:その施業経過は表315のとおりである。

アオムシ，ヨトウムシ，ミノムシがわずかに発生したが，特に防除作業を行なう必要はなかった。

関定は，第 1 回は隣の苗木のしんの上にかぶさっている枝葉を，切りつめる程度!とどく弱度l乙

第 2 回はモリジマアカジアについては根元径 6mm以上のものを，地上 30cmの直上の技の上で幹

を切り，強大な技を切りつめ，フサアカシアについては根元径 5mm以上のものにつき，地上40cm

のところで砕を切ったが，技については強大なものが少なくあまり関定の必要を認めなかったコ第

3 回は，すべての苗木を制止 40cm くらいで幹を切断， ふたまたの幹を整J1.fI.し，強大な枝を切りつ

めた F

霜よけには黒色クレモナカンレイジャ(遮光率5096) をもちいたが異状寒冷と降雪のために，モ

リシマアカシアは葉がかなり傷んだものが多く，フサアカシアも特におおいのあいている部分でや

や葉が傷んだが，いずれも筒木の枯れたものはなかった。

e) 床がえの結果と山行苗:床がえの結果および山行き苗木数などを表 316 に示す。山行き苗の規準

は根元径 7mm以上のものとしたが， 植栽の結果からすれば， 地上 5 """"10cmのと乙ろで 7mm以

上あることが好ましいようである 3 したがって，床がえ密度ももう少し疎にすべきであったと考え



-276 ー 林業試験場研究報告第 233 号

る。根切りは行なわなかったが，特小苗を一部床植えにしたものについて行なった結果では，細根

の発達が多く lli行・き後の活着も良好であったに

ロ)植付

i) 地ごしらえ

丸山試験区の伐採前の林況は 63 年生アカマツ天然林で，昭和 37 年 1 )j から 4 尽にかけて伐採したあ

と 9 月から 12月にかけて全刈り地ごしらえによりコシダ，ウラジロを主とした林床材i生手刈り取り，筋

状に等高線に沿って集積した。長谷山試験区は55年生のヒノキ人工林を，昭和37"ド 2 月から 4 月にかサて

伎倒したあと，ウラジロ，コジダを主とした林床植生を 9 月に丸山試験区と同様に処理したに地ごしらえ

の功程は丸山試験区は0.022，.._.0.035ha!人，長谷山試験区は0.045haf人であった。

ii) 植付け

植付け方法は大体試験実行方針書によったが，植穴掘りのみは礁が多く，作業能率があがらないので機

械摺りはごく一部のみでお乙ない，大部分は人力によった。描穴掘りの時期は丸山，長谷山両試験区とも

に昭和37年12月から38年 3 月にかけて実施し，その功程は 1 日あたり機械掘りで110個， 手掘りで 65----70

舗であった。植付は丸山試験区のモリジマアカシアは昭和38年 3 月 11 日と 13 E1 1と，フサアカシアは 3 月 14

日!と実施し，長谷山のフサアカジアは同 3 月 7 ，.._. 9 日に実施した。植付けの功程は 1 人あたり 140'~160本

であった。

iii) 楠 :lil'(

-昭和38年 5 月 21'"'-'22 日に活着調査をお乙なったが，その結果は表 317 のとおりである。いずれも8096以

上の活着率であったので，補植は実行しなかった D

4). 保育

下刈。りは植栽当年の38年 6 月， 7 月， 9 月 (C 3 回実施し 2年自には 5 月に 1 回実施した c

5) 施肥

植付時の施肥は方針書にしたがい， 過リン酸石灰 53g!本，@lちから粒状固形肥料 3 号 (3:6:4)

100g!本を昭和38年 2 月に施した c

第 1 団施肥は丸山試験区は昭和39年 5 月 21'"'-'26日!と，長谷山試験区は 5 月 29 日 """"6 月 1 日 iζ@ちカ・ら粒

状国形肥料200g!本を，樹冠下を円周状に掘り(約10cm)，うめとむ方法により胞した。

.第 2 団施肥は昭和41年 7 月中旬~下旬住友化成粒状肥料(15: 8 : 8) を 1 木あたり 160g の割合でパ

ラマキにより施した。乙の後，方針書では4， 000本区の施肥畳と同量を2， 000木区にも施すことになったた

め，昭和42年 4 月， 2， 000本区に追肥をおこない，全試験地の施肥量を同置になるよう補正した。

表 317 活 着 率
ー

樹 積 試 験 分 植栽密度仰la) I 活者率 ω
. 1 A 2, 000 84 

モリシマアカジア 丸 は!
1 B 4, 000 84 
2A  2, 000 95 
2 B 4, 000 94 

丸 1 A 2, 000 99 
1 B 4，∞o 99 

フサアカシア

長 谷 2A  2 ,000 96 
2 B 4, 000 98 
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友 318. 成長調査結巣
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| フサアカシア
|丸 山|長谷山

"IIA I1B J2AI2BIIA¥IB 1 2 
樹 j\'ij 1 60"-'300 1 40.......340 1 20'--"2801 40.......3001 40"-'2201 20--...-240 110'"'-'300 1 20"""'340 

(Cl11)'J '-(I8�5- , 'ﾙ8ﾕj- 1 ëí70r-, �180)--' ê160r-, -(l6ﾕj- "(18ﾕ5- '-(l9ﾕj 

1調1111 査回 伸(長cm量)" 1 150 1 150 1 140 1 150 1 130 1 130 1 150 1. 1曲
昭339年月 地上50cm 1 O. 2"-'2. 7 1 O. 3.......3.0 10. 3........2.410.4---2.510.2"-'2.41 O. 1.......2.3 1 0.3"-'3.2 11. 3.......2. 7 

直径(cm)1 (1.4) 1(1. 6> (1.4) 1(1.6) 1(1.4) I (1.3) I (1.7) (1. 7) 

樹高 220----670 1 120..........620 1220"-'5701220.~5701120---...5201 170"""570 1 70"""620 1120'"'-'720 
第 2 査回 伸(c長m) I (420) I (410) I (390) I (420) I (330) I (390) I (400) I (410) 

もo2年月〉 <cJ 240 m m M 口o I 230 I 220 I 220 

腕高直径 ~ -:---~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~ ~， 6 : ，，~-:， 6 I ，，~--:， 5 I ~:--~ ~ I 9:--~ ~ I ~ ~~ , 6 
(cm)(4.2)1(3.9) i (3.6) , (3.7) I (2.7) , (3.0) I (3.2) I (3.4) 

120""'-'800 1 250"-'840 1160"-'6601130"""7801100........7901 150.......860 I 120--800 1240..........890 

雪第国401322ト用査回) 世((高(c長cc直mmm高) 量>径) <590) <580) (450) (510) (440> (510) <510) (570) 
九hr、、!.~~:m: {ltl/~_~ ， 170 I 170 I 60 I 90 I 110 I 120 I 110 I 160 

11旬 0..........9 1~10 I 1~8 I 0"-'8 I 0'""7 1 0..........8 I 0.......8 I 1.......,9 
<6.8) 1(5.9) 1(4.6) 1(4.7) 1(3.9) 1 (4.2) 1 (5.1) 1(5.0) 

樹高 180----920 I 250"-'1 o 501260"""'8001320""'" ? 1 01320....... ! 901 330'""-'?00 1 320"""19801350-....9~O 

第宅用 114年1 月査回> (cm> (7 10> <690> (530) (630) (540> (580) (590) (610) 

調(4 伸(c長m鼠r 1 120 1 110 1 80 1 120 1 100 1 70 1 80 I 30 

胸高直往 1"'10 1 1"-'12 1 2......., 10 1 2--10 1 2.........9 1 2"""10 1 2.......11 1 3~1O 
(cm) 1 (7.8)(6.7) I (5.8) I (5.8) 1 (5.5) I (5.6) I (6.2) I (6.0) 

I~f 高 180"-'11201 320"-' 10401 1360"-'9301 4∞.......970 I 470"-'12001280..........910 
(cm) I (7ω) I (770) I I (570) I (670) I (780) I (700) 

第調 5 査回 fill (c民m量) 50 80 泊 四 110 叩
(42年1 月〉 胸高直径 I 1----13 Il. 3--...13・ 01 1 I ~-=---~~ 1 ~-=---~~ 1 ~:---~~ I ~-=---~~ 

(cm|(8.5) 1 (日)|(ω) I (“) I (7.7)(ω) 

注〉 上段は筒閏.下段( )は平均値。

6) 成長

成長調査結呆は表 318 のとおりであるJ 乙の試験地は当初 lとプロットを設けなかったが，第 3 回調査の

ときに30X30mの方形のプロットを設定したc'第 2 回調査まではおのおのの処理に 2 本の調査線を設け，

それに沿った 2 :7IJの立木について毎木調査した値であるが，第 3 回調査以降はプロット内の全立木につい

て胸高直径を測定し， 1 列おきに約半数の立木について樹高を測定した値で，平均樹高は胸高直径と樹高

の関係、から計算した c

モリシマアカシアの， 2 A , 2 Bの第 5 回調査の値がないが、乙れは後述するように凍害で試験区から

除いた乙とによる。

7) 被害

イ)昭和39年 9 月 25 日台風20号!とより被害をうけた c 被害は傾斜方向に45 0.......75 。傾いたもので，丸山試

験区で約3096，長谷山試験区で約5096の立木が被害をうけた。直ちに引き起乙し作業をおこなったが，枯
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死したものはほとんどみあたらなかった。

2B 区、フサアカシアロ〉昭和40年 9 月 9 日台風23号により，丸山試験区のモリシマアカシア 2A 区，

2B区が被害をうけた=若干の風折木も生じたが，傾いた木は直ちに引き起とした c

ハ)昭和42年 1 月丸山試験区のモリシマアカシアが凍容をうけた。被害は NEE 斜而に配阻された 2 A., 

1B区ではi陸微であった。2B区で著しく， S\V、V 斜面lζ配位された 1 A , 

担当区の説明によると被害を最初に認めた時期は 2 月中旬であったというご被害木はし、ず、~1.，も幹￡よび

特iζ直径 2cm 以下の部分において著しかった=また樹市iの低い JL 木ほど技に凍傷痕が認められたが，

(特に樹高 4m以下の立木)被害の程度がひどく，表 3191ζ健全木と標示した立木についても地上4m以

下の枝葉には例外なく被害が認められた。

2B 区はì:~~寄のため被害調査を昭和42年 5 月に実施したが，その結果は表 319 のとおりである亡 2A ，

試験の続行が不可能となり， ~内z虫害の発生等も予想されたので伐倒整理し，蔚芽による更新を JD! 待した

W 

105 
100 

212 
84.4 

1 
0.6 

モリシマアカシア被害調査結果

被害

(昭和42年 5 月)

が，繭芽の発生は著しく少なかった。

区のと

120 8.0 

1110| 
70.0 

lm| 69.4 

1 :全枯，樹木全体に被害をうけ，不定芽の発生の認められないもの。
n: 半枯(1)，樹木全体iζ被害をうけたが，不定芽の発生の認められるもの。
1ß:半枯(2)，樹冠の一部lと前年誕の認められるもの。
IV: 借金木。

E 

。

。

。

。

。

。

査本数
分率

調
百

15 
6.0 

4 
1.6 

査本数
分率

制
百

12 
7.7 

34 
21. 7 

査本数
分率

翻
百

E I 
分区位方区査話司
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昭和42年円山苗畑における最高，最低気温

15 

図 201.
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1 月 16 日または 1 月 31 日の{正温!と試験地?と最も近い日山山畑での気象観測の結以は図 201 のとおりで，

より被害をうけたものと判断される。 1つの谷をはさんだNEE 向き斜面と s、ìVW 向き斜面!とむかいあっ

このことに関連し，昭和39年12月から40てプロットが配置され. S\V\V向き á4ïiiiの被害が著しかったが，

年 3 弓にかけて丸山試験区と長谷山試験区:乙出抜高別に表 320 のように最高最低寒暖計を記置し，最低

気温の測定を行なった結洪(立図 202， 203 のとおりであった。乙の結果によると、 NEE 向き斜面の最低気

円 IJI閣制での 1 月 16 日と 1 月 31 ヨの最低気温は

-6.rc と -5.0
0

C であった。モリシマアカシアは- 6 oC くらいで枯死するといわれているから， NEE 

向き斜面.と SWvV 向き斜面の l
O

C前後の ilúl度差が被害の程度に大きな違いを与えたものと考えられる。

jELは S\V\V 向き斜面{と比べ若干低い値がえられているコ

ニ) 1日{陶43年 2 .11 16 日の異常降孟により，当試験地は大被害をうけたのこの降雪は，台湾付近!こ発生し

た一般に台湾坊主といわれる低気圧によってもたらされたもので，積雪量約 40cm におよぶ異例のもので

あった。雪害調査の結呆は表 321 のとおりで，幹折れが50'""'-'9 O?C;におよび，試験を継続することはまった

故低気温測定個所の海抜高

海抜高 (m) 

I 4 ¥ 5 3 2 
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く不可能となった c

区分 $4 ffií山ト
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それぞれ左側が低海抜高、右側が高海抜高の値
国 202. 丸山試験区の最低気温
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それぞれ左側が低海抜高，右側が高海抜高の値

長で谷山試験区の最低気温図 203.

雪害調査結果(昭和43if 4 月 16.......17 日実施)

ず ロ ‘'';1 ト 験 幹折れ|倒伏|幹の湾曲|正副 計

1 A 丸山 (20∞) 本96数 93 。

:|寸
102 

モリシマアカシア
91 。 100 

B 本96数 182 1 204 
89 100 

lA  丸山 (2∞0) 本%数
881 1 1|l  1 

74 。 170 
52 44 。 1∞ 

B 丸山 (4仰) 本見6数 127 85 。 218 

フサアカシア
58 39 。 100 

2A  長谷山 (2000) 本96数
860 1 1111543422 9 6 1 

。 130 
。 100 

B 長谷山 〈ω∞) 本96数 128 3 185 
69 2 100 

表 321.

モリシマアカシア清水試験地フサアカシア，G. 

位置・面積

本試験地は高知県清水市，高知営林局管内清水営林署部内大柴山国有林清水事業区30ろ材、班!と所在し，

その樹種別面積はつぎのようである。

計6. 53ha である cフサアカシア試験区 4. 11ha，モリジマアカシア試験区 2.42ha ，

位置図および配置図は図204， 205で示すr

-
也

4
』立2) 

象

試験地もよりの清水市の観測結果は表322のとおりである。清水市と試験地との海抜高差は150m，水平

気イ)
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月 l
区分 一一一|

平均気温 CC) I 
降水量(mm) I 

距離 3kmである。

ロ) 地形・地質・土壌

試験地ば足摺半島の中央部から西 lこ流れる沢筋をはさ

んで，山脚の短い北向き斜面と小尾根を合む南西向き斜

商とからなり.傾斜は一般に急である。

地質は中生層大浜屑の砂岩および頁岩からなる c

試験地の土壌分布は図 206 に示すとおりで，次の 3 つ

の土域~lに分;ナられるつ

-281 ー

9.9 

97.4 

足摺岬BB 型土壌:宥向き斜面の小尾根筋に狭く分布し， 土

壌は浅く，腐植属はほとんど流されたものと思われる c

Bc~~土壊:南向き斜面の大部分および北向き斜而の

図 204. フサアカシア，モリシマ

アカシア清水試験地位置図

中 11江以上 Jこ分布し， AJ屑は若干あるが腕~~iの侵入少なし土境はやや乾性の色調を示しているロ

Bo 型土壊:北向き斜而中腹下部に分布し. tl~l積土で石礁!ま多いが堆積は軟らかい J

以上の土壌型について，凶 206 rζ示す個所に代表土壌断面を設定し，形態調査を行なったが，→との特徴

をす:すと!望1207 のとおりであり、層断面の記械は次のとおりであるヲ

No.l Bo(d)型土壌(出荷土)

地形:平衡斜面下部，方位: N30
0 E. 傾宇:い 40'，地質: t:IJ生同頁岩

Ao!画:ほとんど認めず。

図 205. 清水試験地植栽配置図
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図 206. i古水試験地の土壌分布図
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悶 207. 消水試験地の土壌代表断面図

No.3 36 主d 土;震

A1 層 : 7 cm. 7.5 YR 3/2. 肖植!と富む c 礁を含むc 埴土，竪果状構造，軟， i毘 c

A2 層 : 13cm, 10 YR 3/3， 腐航を含むつ礁を含む b i7t(こ1:，堅果状構造，軟， j担。

B1 層 : 2()cm , 10 YR 3/4，腐植に之し。礁多し。埴質域土，軟，湿。

B2 層 : 50cm, 10 YR 3/4，腐植に乏し c 際多し c 埴質填土，軟，湿っ

No.2 Bc 型土壌(崩積土)

地形:斜面下部，方位: S50 0W，傾斜: 32 0，地質:中生層砂岩

L層: 1 ,....,_, 2 Cill" 

FH屑:ほとんどない。

A層: 13cm, 7.5 YR 3/3，腐拙を含む。小擦を含む。地土，軟，潤。

B1庖 : 22cm , 10 YR 3/4，腐植に乏し。瞭多し c 堅来状構造，軟， i閏 3

Bll 層: 45cm, 10 YR 4/6，大喋多し。埴土，軟，湿。

L 

A 

E 

r. 
、J
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表 323. 土瞳の理学的性質

番土断壌号面型 深さ 容積組 l或 (96)
干しl'ii(9E6) 透水量層位

(cm) 約土 I 蝶 I 根 I 採水取分時量 I 最容水大量 I 最容気小量
容日i宝

(cc/min) 

l A1 1......., 5 17.8 9.5 0.8 36.9 47.5 24.0 71. 9 48. 7 

Bo(d) A2 10........15 19.2 13.0 0.4 41. 9 52.5 14.9 67.4 56.5 926 
Bl 30........35 15.5 12.3 0.2 34.3 49.0 23.0 72.0 47.3 1524 

』←

2 A i ........, 5 17.5 7.8 2.0 32.2 45.9 25.6 71. 5 48.5 686 

Bc A 10-----15 19. 1 16.0 0.4 33. 1 53.5 11. 0 64.5 60.7 336 
Bl 30---35 19.0 20.0 O. 1 34.5 52. 1 8.8 60.9 64.8 207 

A 1........, 5 11. 6 16. 1 3.3 20.2 37.7 31. 3 69.0 33.9 557 
3 

BB A-B 10.........15 12.9 17.3 0.5 35.5 49.4199..92i| 69.338.5696 
B 30.........35 14.2 22.4 0.1 34.5 54.1 9.2 I 63.3 I ?7.6 I 893 

』 一一一一一一

友 324. 土壌の化学 ((1 性質
一一

v認証1i 断番土壊面号型 居位 深さ pH 窒素 置，ぞτLnr長・ 1ι換2F」ヰ1Z 飽石和灰度
(cm) 1 H20 I KCl 

(%)1 C /N 

Al 1........ 5 5.40 4.40 7.5 8.00 0.78 10.3 

Bn(d) A2 10.-....15 5.30 4.40 7.7 5.18 0.38 13.6 21. 7 I 0.96 
B1 30"'35 5.60 4.47 4.5 2.48 0.23 10.8 13.7 I 0.89 

2 A 1........, 5 5.17 4.30 9.5 6.51 0.53 12.3 25.4 

Bc A 10.........15 5.26 4.45 6.3 3.37 0.28 11.8 15.6 
Bl 30""""35 5.25 4.43 6.4 1.67 0.19 8.8 13.2 

3 A 1.-.... 5 5.13 4.20 13.8 14.55 0.86 16.9 42.3 

BB 
A-B 10"'15 5.13 4.31 10.6 8.60 0.53 16.2 27.1 
B 30"'35 5.05 4.43 6.6 3.48 0.28 12.4 14.1 

一一一←ー一一

~O. 3 BB型土壌(簡行土)

地形:凸斜面，方位: S60・W，傾斜30 0，地質: 1ド生局頁岩

L 眉: 1.-....2cm 

ドH層:ほとんどない

A層: 12cm, 7.5 YR 2/3, J克植 IC.富む。擦を含む。埴土，堅果状構造，軟，湿c

B層: 25cm, 7.5 YR 3/-1. J/~M(を含む十 i部多し。埴土，軟， 7問。

1. 36 
0.80 
0.75 

2.53 
0.94 
0.63 

3.6 
4.4 
6.5 

5.4 
5. ! 
5.7 

6.0 
3.5 
4.5 

以上の代表断而において，表問( 1 .-.... 5 cm) , 11] 屑(10.-....15cm)，下回 (30.-....-35cm) から土壌試料を

採取して，理化学分析をおとない，その結呆を表323 ， 324に示す c

ハ〉 試験区設定のねらい

問国の最南端J~抱半島lζ試験地を選び， I卦|過における最もよい条件でのアカシア類の成訴えを検討する υ

試験区法海岸よりにモリシマアカシアを 1 プロット，それより奥をフサアカシアとし，北向き斜面と南向

き斜面の 2 プロットを記置した σ

この試験地も四条試験地と同級の理由により， Iヌ1205に示すように，広いïJiバ'J'tに区域分けして植栽した。

なお，後述するように，途中で成林に失敗したため，モリシマアカシア植北区の土壌調査は実施しなかっ

.;_ 
J~o 

3) 造林
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この試験地は，育苗の不成功，活者不良による再度の育苗など，複雑な施業経過を経ている c 以下の記

述の理解を容易にするために，まずその経過の概略を述べておく。

昭和37年度に清水営林署管内大l史街:加でモリシマアカシア，フサアカシアの育苗を行なったが，育苗に

失敗し，特:こフサアカシアは苗木生産数量が供試本数を大幅に下まわった。このため37年度 (38年 3 月)

植栽のフサアカシアの苗木は，日司山首林署管内五条前知11生産のものを使用した。植;l&の結果は，モリシマ

アカシアの活者は良好であったが.フサアカシアの活者はきわめて懇かった。再植栽を行なうため， 38年

度!こ大岐市畑と四条営林署円山苗地lで古市を行なったが， Jえ症病のため失敗した c その後，主ii林署の事業

として I 39年度!こも大技・円山両白畑で育苗したが，大l技苗畑はふたたひ'炭痘病で失敗し，円山は若干ω

被害を生じたが，所要苗木を確保できたので， 37年度楠北地の隣.接地， 30林班は小班に， J造林が成功した

場合:ζ:ま既設試験地をこれ!とかえるために40年 3 月植栽したが， これも例年にない異常乾操のために活着

不良で不成功に終わった。

a) 昭和37年， 38年!とかけての第 1 回纏栽

イ〉苗木

育苗は清水営林署の大岐苗畑で実施した竺

i) タネ

表 325. まき付け床の経過(大岐苗焔)

者d 積 モリシマアカシア フサアカシア

タ ネ の 処 狸 JJIJ 消毒 菌接種 消毒|菌接種

まき付け面積 m:! 6.75 6.75 11.25 

まき付け量(g) 1 1m2 あたり 55.6 55.6 33.3 33.3 

4恥必訟 立目i 375 375 375 3�5 

まき付け月日 4 月 20 日 4 jj 20 F:I 4 月 20 日 4 月 20 日

発芽開始月日 4.30 4.30 4.30 4.30 

発芽そろい{ j~ 日 5. 15 5.15 5.15 ふ 15

本1 m2 3 , 200 3, 500 2, 900 3, 400 I 

日 よ :'1 行なわず行なわず行なわず行なわず;

調査 )j 口 6 月 20 日 6 月 20 日 6 月 20 日 6 月 20 日

床 生立木数1m 2 3 , 080 2, 980 2, 240 2 , 530 

カt (9の (93) (77) (74) 

5( ー〉 565(19) 430(19) 20( 1) 
え 首長級別内訳 15(一〉 7卯(27) 455(20) 265(10) 

lj可 本(%) 265( 9) 865(29) 565(25) 440(17) 

の 特小 2795(91) 7ω(25) 790(35) 1805(71) 

26 27 4 7 
状

44 23 11 16 

態 根粒菌の着生状態 !少 22 38 36 35 

% なし 8 12 49 42 

病 害 |チ見ベスア病タ散ロ ニリゾ病ク炭箔ト
痕病ア20 同左 996

依 考・

( )~立もっとも多かった時

期の本数 IC対する%

7.5cm----

5.5..........7.5 

3.5"-'5.5 

.......,3.5 

11 個，.，__ ( 1 本あたり〉

6----10 

1........... 5 

注) モリジマアカシアは，まちがえて消毒区iζ硫安を少批施用，繭接種区iと多量施用したので，菌接種の方
が大きし、。



作理的短期宵成林業技術磁立試験報告第 1 f~~ (研究資料) (短期育成林業研究班) -285-

西条試験地経過報舎表312の円山市畑におけるものと全く同じもので， l'需種量も同じである。

ii) まき付・け

土壌消毒，タネの発芽促進，消毒，根粒閣の接積などは，西条試験地経過報告で述べたと全く同様に行

なった c

四条ではタネに根粒閣を接種した方が， しないものによ七べ枇11占の抑取引l寺におけ・る恨粒の者生数が多か

ったが，ここでは両者ともに、同様のま;生がみられた(表325参照)。これは大!技では過去にも小規模なが

らアカシア矧の菱商を行なっていたためであろう。また，表325から，ペスタロチア病， リゾクトニア病，

炭痘病がみられたが、これは 6 月中旬まで・消毒を行な;コなか「たことも一因であろうの

iii) 稚商の得苗本数

可t:~古の得Wî本数は表326のとおりであった心

iv) 床がえ

床がえのための土壌消毒，苗木の処現，床がえ方法，せんでい方法等は西条試験地の経過報告で述べた

ものと同様であるが，ここでは1宮本の大小を分けて床がえした。施業経過は表327のとおうである。

アオムジ，ヨトウムシカヨちゃ多発し， 8 月初旬{ζBHC 粉剤の散布を行なうとともに，捕殺も試みた

が，小苦には決定的な打撃を与えた c 霜よけは行なわなかったため，モリシマアカシアの葉が多少傷ん

.J.': 
J';_ c 

束力でえの結果と山行き荷数は表 328 のとおりである c 病虫害の発生が多かったことと，床がえ時期がや

や遅れたため，床がえ後比較的早い時期に夏の日照りにあったことなどにより，きわめて成純は悪く，特

にフサアカシアは全誠に近い結果になった。

以 iニの結果から，モリシマアカシアの供試苗木は確保できたが，フサアカシアについては岡山営林署，

五条首畑産のものをもちいたコ

樹 種

タネ の 処理別

掘取月 円

1m2あたり本数 f~終期生立
B得苗

得苗率 (B!AX lOO)

得哲総本数

樹 種

根粒間接種の仕方

床がえ月日

f第 l 回

開定月日(第 2 回

l 第 3 回

表 326. 稚苗の得苗本数(大岐苗畑)

モリシマアカシア フサ ア カ シ ア

71~j 毒 接 種 il~ 言号 接 種

6 月 25 ， 28 日 6 月 23 日 6 月 28 ， 29 日 6 月 29， 30 日

3, 080 2 , 980 2, 240 2， 5初

1, 970 1, 420 1, 600 1, 330 

64 48 71 53 

13 , 300 9 ， 6∞ 17 , 900 15, 000 

22, 900 32 ， 9∞ 

去 327. 床がえ後の施業経過

モリシマアカシア

タ ネ|稚 商|タ

フサアカシア

ヨu.

f庇 苗

6 月 23 日 I 6 月 25 ， 28 日 I 6 尽 29， 308 I 6 月 28 ， 29 日

8. 10",-, I 8. 1O~ I 8. 10"'-' I 8. 10 ........ 

9. 20,..._ I 9. 20........ I 9. 20",-, I 9. 20.-..... 

11. 11........ I 11. 19........ I 11. 19........ I 1 し 19ー
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表 328. 床がえ結県と山行き苗

樹種

根t.主菌接種の仕方

j末がえ本数

i モリシ…ァ i フサアカシア
タネ|稚苗|タネ|稚商
叩o I 13 , 300 I 15 , 000 I 17 , 900 

行前山き状態の{ 床根本同元数がヒ経残えl乙本対存7 教mす木m数にる対以百iζ上分対すの率する残もる(の9存百6率の)分床事(;が5{箔)え) 

47.5 46 10 17 

42 30 7.5 9.2 

89 66 73 53 

格時規B行白山きIJ百分率本数と 「 根元íit l1mm ........ 

2 ， 401本( 26) 96 940木( 30) 必

1/ 9""""'11 2, 725 ( 29) 758 ( 24) 

|l 汁 MM7~l同9本数) 2 , 454 ( 27) 761 ( 24) 

7, 580 ( 82) 2 , 459 ( 79) 

格外商 (""'_'7mm) 1, 669 ( 18) 664- ( 21) 

合計木数 9, 249 (100) 3 , 123 (100) 

フサアカシアの間木は，市木そのものとしては非常によくできていたが， 38年 1 月 ........2 月の異常寒冷気

候によって傷んでおり， 3 月 6 日到者，阿 7........8 日に rll :)ï乙に{反樟したが，この時の状態は全般的にむれて

カピの発生が認められ，極度に乾燥した状態にあり，やや良好な状態D白木は約30%に進ぎなカ白った。

ロ〉植付け

i) 地ごしらえ

この試験地の伐採前の休況は常緑広葉樹林で，唱和36年度に伐探したあと， 38;ド 1 月中旬から 2 月中旬

にかけて，全刈り地ζ しらえにより，コシダ，ウラジロを主とした林床植，生を刈り取り，$状に等高線に

沿って集積したの地ごしらえの功程は 1 ha あたり 15 人躍度の請負事業によったため，詳細は明らかでな

し、。

ii) 植付け

植付け方法はだいたい試験実行方針・書によったが穴掘りは手掘りによった。穴掘りの時期は 2 月中旬か

ら 3 月上旬にかけて行なわれ，功程は場所によりさまざまで 1 日 90~210個であった。

植付けは 3 月 11 日から 3 月 31 日にかけて行なわれ，功砲は 1 日 96-----213本であった。

iii) 柿植

昭和38年 5 月 lζ実施した活着調査の結果は表 329 のとおりで，フサアカシアの活着率は撞端に悪かっ

た。これは，さきに述べたように濁山営林署産の苗木が，異常寒冷気象により苗畑で寒害をうけたものを

フサアカシア

2, 000 

4, 000 

2，∞o 

長途輸送した結果によるものと j品われ

る c モリシマアカシアは，活者はよか

ったが，その後虫害や雑草の庇陰など

による枯損が増大し，試験地を継続す

る価値がなくなったっ以上のような経

過であったため，補植は行・なわなかっ

表 329. 活者不

7
・

E
d
Q
J

4
・

4
&

司4 fこ。

4, 000 I 14 
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b) 昭和38年度の育由経過

3ï年度の育苗!こ失敗したので，ふたたび供試用の苗オ:の養成を38年度にも西条営林署円山苗畑と清水営

林署大l技市畑で実施したっ前年の不成功は病虫害の発生によるものであったため，乙の防除には最大の努

力を払ったョまき付け床における施業経過を表330に，まきつけ床における稚聞の成長経過等を表331:こ，

T佐官の得1南本数等を表332に，床がえ床における施業経過を表333lこ， j;.\:がえ1~(における床がえ本数と残存

本数を表334!亡示す。

これらの諸表の経過が示しているように，育苗はふたたび不戒功(ζ終わった c 育~!'í不成功の原因として

考えられるものほ次のとおりである。

1) タネの入手が遅れたため、まき付けH別ll)が遅れ，したがって!ポがえ時期も遅れた r

2) タネの発芽が不良で期待の半数しか発芽本数が得られなかった「

3) 天候が不績で 5"'-'6 月に異状な長雨がつづき，稚苗が識弱となり，大岐前畑ではまき付け床で立もii

病および炭症病が多発した。また円山首畑!では， 8 月 9 日!と台風 9 号に見舞われ，ー却の歯が傷つき，衰

弱したが‘その後に炭痘病が発生した。

以上のようなことから、 38年度!とも試験J山への柏栽は不可能となった。この 2 年間の育苗経験から，大

技苗・朋における養簡の不成功の主因である炭症病の有効な防吟策が考えられない現時において法大規模な

育荷は困難であり，また.他地方産の苗木についてはその輸送の困難なことから，この試験地を廃止する

ことにしずこっ

4) 保育

下刈りは植栽当年の38年;こ 1 回実施したのみである。 3)ーiii) 補植の項で述べたように途中で試験地と

しての価値がなくなったので. 2 回以降の下刈りを中止したととによるぞ

5) 施肥

組付け時の施肥は方針・~，I r- tこしたがい過リン酸石灰 53g/本，⑬ちから粒状固形肥料 3 号100g!本を施した仁

6) 成長

途中で試験地としての価値を失なったため成長調査を実施しなかった ι

7) 試験地廃止の径返

これまで述べてきたととから明らかなように， 37年度， 38年度の場合b 営林署独自の事業として行なわ

れた場合も，育苗，成林とも不成功に終わった。なお， 39年!と営林署で行なったものは，乙の試験の方針

書:ζ準じてフサアカシアについて実行され，成林した場合にはこの試験にふり替えるよう予定されていた

が，活着調査の結果は2， 000本区36%， 4 ， 000本区3096で，試験地として取り扱う乙とは不可能であった。

また， 37年度実行で活着の良好であったモリシマアカシアについて，試験継続の可否を投討するため41

年 3 月調査の結果では，表 335 に示すように小面積ずつある程度の桝度を保っている局所のあることがわ

かったが，乙れ以外は 1 ， 000本Iha 以下の密度で， 植栽密度試験としての意味も失われ，期待する試験目

的を果たすことは不可能と判断し. 41年度をもって試験地としての取扱いを廃止した。

これまで述べてきたように，試験実行につ v、ては支場のみならず局署とも最大の努力を払ったが，失敗

に終わった原因を考えてみると，箔 1 に炭痕耐による被害であり，第 2 は下刈り同数と時期の問題があり，

乙れに苗木取扱いの不馴れと，自然条件の悪かったことが加わったことによるものと考えられるロ
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まき付け床における施業経過
~ .'. ーー 一ー 一一 一一一一 ---

苗 畑 円 l.u 大 岐

樹 種 フサアカシア フサアカシア 官5 :考

施 業 区 5]IJ A B C A B C アカシア

まき付け面積 1112 8.1 8.1 8.1 380 8.1 8.1 8. 1 

!大予し炉定たの一般き1) 事わシ業めマ用は 13無2皿床2 がのえなう根ち切か。ら方充る式当。です栽る培Eすとるにまけき付豊忌g {総1m
2

あ量たり 26 33 33 53 26 33 33 

210 270 270 2, 000 210 270 270 ので て薄まきとってい

まき付け月四 5 月 2 目 11 11 5 月 9 日 " " 11 

発芽開始月日 5 月 6 日 11 !/ 5 月 13 目 " 11 " 
5 月 22 F1 11 11 5 月 30 日 6 月 5 目 " 11 

発芽そろい 本数1m2 930 1. 090 1, 130 168 700 1, 190 980 

5 月 22 日 5 月 30 日 "〆 1I 11 4-4式ボJレドウ ìí~+ ルベロン (1000倍〉

2 四月日 5 月 29 日 6 月 5 日 " 11 1/ 以下同じ

病害予防 3 四月目 6 月 7 日 6 月 14 日 " " 11 

6 月 14 日 6 月 18 口 " 11 1/ (大大だ岐蛇間ちなで， はB6天月阿は特16に円どかろかたら立枯病が多発， 枯揖が目
5 回月口 7 月 3 日 " " 11 {のく での勺消は士早毒区。 つ教づが増多きでえ床士つが。えl己、 時の問期lがf5遅担れはたますためます多そ
6 四月日 7 月 19 日 " " 11 

除 一』手t f :同月日 5 月 22 日 11 " 5 月 30 日

2 四月円 6 月 13 円 11 11 6 月 5 日

硫安 パラまきしたあと散水した n

i゚ 10 

l 発新川時期5 月 22 目

表 330.

注:1) 抱業区別としてAは初期仕立密度2， 000本1m2 • 終期仕立密度1， 500本1mえまびきを行なわない乃 Bは前向2.500本.前向2.000本，まびきを行なわない。 C は前向2.500本，
前同1， 5ω*まびきを行なうものとしたが，発芽木数が少なかったのでまびきは行なわれなかった。

2) 根粒問の接種はすべてのタネ iこ行なってまいた。

3) 発:!fí麦雨天が多かったので，散水は行なわなかったの



まき付け床での穂前の成長経過表 331.
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フサアカシアモリシマフサアカシア

C B A アカシアC B A 別業区施

11 5 月 27 日11 1/ 5 月 22 日口
凶

m
数
長
本立

月
生
苗

，
E
E
E
E
E
J
、
，
E
・
'
'
t

回
査

節
調 630 880 160 159 1, 130 1, 090 

1.5 

930 

1.8 1.8 1.8 1.6 1.5 1.5 

1/ 11 5 月 30 日11 1/ 5 月 31 日{月日

詰 2ji {生立本数1m2
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10 
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410 

11 

(100) 

( 1) 

( 16) 

( 43) 

( 40) 

830 

20 

160 

480 

1701 

長 cm

f月日 I 6 月 17 日

|生立本数1m2 1(1∞) 

|酋 i 大(7cm"-')I( 2) 

詰 5 昼(長)中(日~ I~ ~=~ 
|別/ト(3'"'-'5) IC 58) 
|内|特小|
|訳 l r~:--3~~1) I( 21) 

l病害前%

-
g
c
l
 

30 

注)円山の B. C区は生立密度l乙大差がないので最終調査は両者をひとまとめして行ない，床がえもー指して取り扱うととにした。
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I
M
C
O
-

一
事
瀞
立
競
鏑
沼
滞
嵩4
4

等
骨Fー"~ー 一・一・. • 

前 畑 円 山 大 岐

樹 種 ツサアカジア モリシマ フサアカシア lrIIi 5号

施 業 区 男リ A B.C アカシア A B C 

掘取り月日 6 月 25 日 6 月 21 日 7 月 30 日 7 円 29 日 " 1/ 

生ま き立付本け 床数{総1m2 あた数り
6, 720 16, 520 11 , 200 845 646 1, 328 {丸山の場合は 6 月分四調査の数字を用いたの大岐のモ

830 1, 020 85 
リシマは 132m2

104 79 163 

得苗本数計{総得1m2 あた数り
6, 191 13, 491 10, 000 751 526 1, 060 

764 833 76 92 64 130 

首ヰt 92 81 88 67 82 80 

同上(規%)格木別1m内2 訳 f 小大中
(18) 138 (11) 89 40 56 38 79 {~よま〉きりは大付倍けき前床い本生も数立のに本が対数多すいにる吟が96ず'"日まる数必きが付たけっ床てのb最終調査由も白
(34) 258 (31) 255 20 25 14 26 

、るととによる。

(32) 243 (38) 324 16 11 12 25 

(16) 125 (20) 165 ? ‘F ? f干

一

数木苗f号の苗種表 332.

省
ω
ω
ω咽

床がえ床!こおげる施業経過

前 畑 円 111 前. 山

植J 極 フサアカシア �ll1 考 樹 {.IR フサアカシア 考

まき付け床の区別 A まき付け床の灰別 A L~~ 
掘取り 月 口 6 月 25 日 6 月 21 円 !大ほ岐と苗ん却ど附全滅は品ウ即た白闘省で途略中。で 虫害防除月円 6 月 25n 枇酸鉛

移 植 月 円 6 月 25 日 6 月 21 日 {ê以(B-I下，・O4式回同C 院のー 液は 6で月 22n.21 LI 除 草 c 四月日 7 月 11 円

I 1 ITj1)j 日 6 月 27 日 6 月 2S 日 下，00l司0倍ボじ〉ルれ ド +Jレベロン 2l叶月日 8が月7え.32l白2U~後Fd2~8 S 日
7 月 4 rI 口よけ月 11 (白~歪)

床 7.6

病会害山防除 3 四月日 7 月 13LI �fi 水 月 日 7 月 22~27 日

7 月 20 日 ~寸rPtI け 11月~桐取り前 (店黒色!ヌクレモナよカンレイ、ンず�' (無閉1 4 回月日 ,t 
lこは霜 けを行なわ ) 

I 5 四月日 7 月 30 日 (炭数り醐同ダ散イ布1セ防。ン水の和た剤めを己8 月申下ほ旬かよに
、 6 四月日 8 月 14 日

友 333.

注:則定は 8)J下旬と 9 月下旬の 2 同行なった(一部無事3定とし六)。
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表 334. 床がえ本数と残存本数

円山前
一
樹

畑

種

まき付け床の区別 A 

ア
一

シ
一

B

カ
一

ア
一

サ
一

フ
一

C 

床がえ本数

摂取り月日

床がえ月日

(_  r本数
残 17 月 16 日 l

j 代96)

518 月 19 日 j本数
1(96) 

6 月 21 日 I 6 月 22， 24 日*

545;7, 6561 ほとんど枯死

781 86' 

10112, 7241 
161 31 

表 335. 昭和41年 3 月における比較的残存木の多いと乙ろの面積，密度，成長

結! 題 | 植(本栽l密ha)度 面 t責 明EFl 判明(mり

2, 000A 407 2, 600 1 2.8 I 2.8 
モリシマアカシア

4, 000B 937 2, 465 I 4.2 I 4.5 

フサアカシア 4, OOOB 416 1, 945 4.2 4.4 

H. フサアカシア，モリシマアカシア長崎試験地

1) 位置・面積

木試験地は長崎県島原市，熊木営林局管内長崎営林署部内安中温泉岳国有林長崎事業区90いや!;班に所在.

し，その国防はモリシマアカシア0.8ha，フサアカシア0.8ha，合計1. 6haである。

位置図および配置図は図208， 209で示す。

2) 立地

イ)気象

試験地もよりの島原市の観測結果は表 336 のとおりであるコ島原市と試験地の比高は 90m，水平距離は

5kmである。

ロ〉 地質・地形・土壌

本試験地は温泉岳の山麓緩斜面に位ri"t し，標高90mである。

土壊は斜面上部または凸斜面においては土居がうすく，一般に Bc 型土壌となり，部分的に岩石地とな

る。斜面下部は， Bo(d) 型土壌で，全体的!こ弱乾性土壌である。図210で土壌分布を示すc

ハ〉 試験地設定のねらい

基本的な考えかたは高岡試験地の項で記す。北部九州地区の試験地として本試験地を設定した。

3) 造林

イ〉古木
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佐賀

角

図 208. フサアカシア，モリシマアカシア
長崎試験地位置図

図 209. 試験区配in図

月

表 336. 島原市における気象観測値

年

筒明部落

100 

図 210. 土壌分布図

菱商方法についても高岡試験地の項でしるす。本試験地iと供

試した首木は両樹種とも水俣営林署袋苗畑で養成されたものを

用いた。

200m 

ロ〉植付け

地ごしらえは前生林の一部アカマツの混交した天然生広葉樹

林を37年度に伐採したと乙ろで， 39年 9 月!と伐採跡地を全刈り

してお乙なった。植穴掘りは植付け直前に手掘りでおこなっ

た。植付けは38年12月 15日に掘りとった荷を39年 3 月 11 日 lζ発

・送， 3 月 12日に到着・したものをただちに山床に仮植したもの

を用いて 3 月 15 日より 3 月 18日までに方針書どおり実行し

た。

活着は39年 5 月の調査でモリシマアカシアは平均53%，フサアカシアは7596であった c 補槌は 6 月に実

行， 11月の成長量調査時iとはモリジマアカシアの AI のみが62%であったが，他の両樹種各プロットとも

90%以上の活着を示した。

4) 保育

下刈りはつぎのとおり実行した。

39年度: 5 , 8 月の 2 回
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表 337. フサアカシアの生育状況

ツ t 子主」 1 年目(昭問 1月) I 2 年目(昭40年 11月) I 3 年目(昭?1年 12月〉
要素 I H.~ -rr I/chF-.D. 1_.=:-.=#111'1.m -�' '1 Jch E' .F,I. I Uh._-=*1V1 +H Tr I/mF-J3.. 1 |樹高|伸長量|根元直径|樹高!伸長抵|胸高直径|樹高|伸長量|胸高直径

試験地区

1A 1 

Au 

Br 
Brr 

128 

127 

136 

133 

98 

97 

116 

103 

1. 7 I 245 

1. 7 I 270 

1. 9 I 255 

1.7 I 244 

117 1 2.9 

143 I 3.0 

119 I 2.9 

111 I 2.8 

560 I 315 I 6. 4 

510 I 240 I 5. 8 

520 I 265 I 5. 3 

550 I 306 I 5. 5 

平均 I 131 い03・ 5 1. 8 I 253.5 I 122.5 I 2.9 I 535.0 I 281. 5 5.8 

]Ar 147 117 1.1 352 205 3.2 630 279 5.8 

An 170 140 2.0 462 292 4.5 760 298 7.6 

Bl 182 152 l.9 440 258 4.3 720 280 6.7 

Brr 181 151 2.0 462 281 4.3 710 248 6.5 

平 均 170 140 1.8 429 259 4.1 I 705 I 276 I 6.7 

表 339. 寒害調査結果

項目 被害状態 現在

プロット 1 (鈎 2 (労〉 (3(労) I 4 (幼(?お〉 本数

Al 。 28.9 28.9 42.1 71. 0 203 

Arr 21. 6 54.5 10.2 13.6 23.8 323 

Br 14.7 48.0 13.3 24.0 37.3 411 

BU 8.0 44.8 16.1 31.0 634 

計

平- 均 11. 1 17. 1 27.7 44.8 

注)被害型の分類

1. 全体の技が若干枯れているが，幹は先端まで生きている 3
2. 樹高の約 112 までの幹より萌芽している(枝は全部枯死している)。
3. 庁 1/3

" 
( 

" 
)。

4. 幹よりの瑚芽みられず完全に枯死。

40年度: 7 月 1 回

5) 施肥

ぺiF器ド被害率 ma ms 積
71. 0 144 0.010 1. 44 

23.8 77 0.019 1. 46 

37.3 153 0.014 2.14 

47.1 299 0.014 4.19 

9.23 

44.8 
ーー→

植付け時は方針書どおり 1 本あたり@iちから 3 号を100g ， j@石 (19%) を26g施した" 2 回目は 40 年

春iζ⑩ちから 3 号を200g施す J

6) 成長

植栽後1， 2 ‘ 3 年目の全プロット調査区の樹高，直径を測定した o' その平均値は表337， 338のとおり

である。
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7) 被害

気象害

モリシマアカシアが41年秋， 42年春に寒害により表 339 のような大きな被害を受けたので，全プロット

とも話!換を中止するのやむなきにいたったので，試験地名もフサアカシア長崎試験地とした c

1. モリシマアカシア熊本試験地

1) 位置・面積

本試験地は，熊本営林局管内熊本営林署部内尾坂国有林熊本事業区106は小班に所在し，その面的は

1. 56haであるつ位置図および配置図は図211， 212で示すの

図 211. モリシマアカシア 熊本
試験地の位置図

試験区配置図

2) 立地

イ)気象

試験地もよりの松橋町における観測結果は表 340 のと

おりで，松橋町と試験地の比高は 130m ， 水平距離は 5

kmである c

ロ〉 地震・地形・土壊

本試験地は東向の中腹斜面で傾斜も 20'"'-'35 0で楳ï~~j130

mである。地質は安山岩からなり，土壊も乙の風化物で

一般に埴質で Bc型土壌である c

J 、) 試験区試定のねらい

基本的な考えかたは高岡試験地の項でしるすι 西部九

州地区のーっとして熊本署部内の本試験地を設定した。

3) 造林

イ〉苗オ;

本試験地に用いた苗木は福岡県林試より 80%を購入，

20%を九州支場で養成したものを供試した。

ロ)植付け

地どしらえは前生林のアカマツ林を36年度に伐採し，

38年 2 月!と筋立て地どしらえをおとなった。植穴掘りは

植付け直前に全部手掘りでおとなった。柿付けは，福岡

県林業試験場産の苗木を 3 月 14 日掘り取り，発送 3 月 19

日，到着 3 月 23日，ただちに山床仮植，支場産の苗オくは

3 月 15 日掘り取り， 16日発送，同日山床仮植した c これ

らの間木を 3 月 24......，28 日に根位菌を接種し方封書どお

表 340. 松橋町における気象観測値

月

気温 Cc)
降水量
(mm) 
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りの植えかたで植え付けたョ活者は供試苗が義白ヰ1寒害を受 lげていたため，全般にきわめて悪く， 5 月 lと

プロットを半数に整理し，残りのプロット l乙生存自を移植したが，それでも 7 月の調査で平均53労の活者

Lか得られず，不十分な生立に終わったので，やむをえず本試験地は試験からはずしたっ

J . モリシマアカシア，フサアカシア水俣試験地

1) 位芭・函-積

本試験地は熊本県水俣市，熊本営林局管内水俣営林署部内に所在し，モリシマアカシア試験地は茂道国

有林水俣事業区 4 林道l'小斑にあり，その面積はO.80haである。またフサアカシア試験地は南志水国有林

図 213. モリシマアカシア，フサアカジア水俣試験区位置図

水俣事業区 6 と林斑にあり，その而院

はO.80haである。位置図およこJ配置凶

は1~213. 214, 215で示すう

2) 立地

イ)気象

試験地もよりの水俣市陣内町におけ

る観測結果は表 341 のとおりであるむ

陣内町とモリシマアカシア ;tJ\験地と

の比高は 30~70m 、 JJ<手距~1~は 6km

である 3 フサアカシア試験地との比高

は 220m，水平距離は 6kmである c

ロ) 1也質・地形・土壌

モリシマアカシア試験地は不知火淘

に商し，起伏の少ない緩斜面で標高30

..........70mである r 地質は安山岩からな

る l 土壌もこの風化物と推定され，一

般に埴質でA層の発達が悪く，堅呆:決

構造が発達し， Bc 型の土壌となる。

その土壌断面図および理化学性の概要

l:sl 214. モリシマアカシア水俣試験区配置凶

図 215. フサアカシア水俣試験区配置図
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表 341. 水俣市における気象観測値

月

気温 Cc)
降水量

(mm) 

No.1 Bと型工i妾，1t震科: 12., j守[司: NW，標高 :40ぺ 1~賓;安山信

A-B A-B i5clIl 7.5 YR 判(，;虫色)

腐植記肢を含む， 1自L竪果状構造力f発注する，竪.乾
A
U
 nu 

qJ
>

B 6 3OC
I'L + 7.5YR% (相色)

席植に乏し1 、 ícifi棄を含む， t直土，打ぺ状構造，竪，車

図 216. モリシマアカジア試験地(芝道)

A-8 

B 
~よ..... 

60 回京升80慣 100% 
Î*願 文宮本聖母1]\寄気雪

図 217. 理 学 性

表 342. 化 学 性

層位 I J史Jで| pH Yl ト傍)I N(%) I 山
4.6 4.9 15 

4.5 10.8 0.12 18 

は図216， 217，表342のとおりである J

またフサアカシア試験地は北東向

の中腹斜面で，傾斜は20。程度あり?

標高220mである c 土壇も安山岩か

らなり， A層も比較的!手く，凹部で

はBn(d)，斜面でBc型土壌となって

いる。

ハ〉 試験区設定のねらい

基本的な考えかたは，高岡試験地

の項で記すむ西部九州地区のーっと

して水俣署部内に本試験地を設定し

.,.. 

.、.。

3) 造林

イ〉苗木

モリジマアカシア試験区lと用いた

荷木は水俣営林署袋苗畑，および福

岡県林業試験場で昭和37年 3 月!とま

きつけ養成したものを供試した。

フサアカシア試験区花用いた苗木

!ま，水俣営林署袋苗畑で養成されたものである。

ロ〉植付け

モリシマアカシア試験区における地ごしらえは，前生林のモドウマツ天然幼齢木，およびアプラギリを

昭和38年 1 月に伐採搬出し，全面火入れを行なった。植穴捌りは全部植付け直前!と手掘りで行なった。植

表 344. モリシマアカシア

えと-- 事I!ii
要 『素』ーーー

1 年目(昭和39年 3 月) 2 年目(昭和40年 2 月)

樹(cm)高 {Iil〈c長m)量 根(元cm直)径 樹(cm)高 伸(c長m)量 胸(;司cm直〉径
フ'ロット ~ 

1Al 160 130 2.0 460 300 4.4 

Arr 220 190 2.2 520 300 4.8 

Bl 210 180 2.5 550 340 4.9 

Brr 200 170 2.3 470 270 4.7 

平 均 198 168 2.3 500 303 4.7 
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付けは袋I当畑産の苗木(植付け本数の1/4)を当日!と，福岡県林業試験場産の苗木は(植付け木数の3/4) 3 月

10 自に掘り取り，苗畑!と 5 日間仮植したものを 3 月 20 日 lζ山床仮植し， 3 月 19'""-'22 自に根粒菌を接種し，方

針害どおりの植え方で植え付けたむ活者は 5 月 27 日の調査で平均7996であった。補植は 7 月!こ実施した。

フサアカシア試験区における地ごしらえは，前生林のアカマツ林を昭和37年度!と伐採したあと，昭和88

年10月!と火入れ地ごしらえを行なった合植穴掘りは全部植付直前!と手掘りで行なったっ値付;すは昭和38年

12月 15 日 !r首畑で掘り取り，仮植されていた苗を昭和39年 3 月 9 日に掘り取り、ただちに山床仮摘し， 3 

月 10""-'13 日 !L方針害どおりの様え方で実行した r 活着は39年 5 月の，絹査で，平均889óを示した。楠髄!ま 7

月 lζ実行した「

4) 保育

下刈りはモリシマアカシア試験区においては下記のように実行した)

38年度: 5 月， 8 月の 2@1

39年度: 7 月 1 囲

フサアカジア試験区においては下記のように実行したて

39年度: 7 月 1 回

40年度: 7 月 1 回

出!えはモリシマアカシア試験区!とおいて41年12月 (4 年目) !と 31 ， Brr のプロットについて表343のよ

うなr.\1債を行なった。

5) 抱月!~

両試験区とも植付け時は方針書どおり. 1 木あたり⑪ちから柱状 3 号を100g ，過石(19%) を26g施し

た c 2 回目はモりシマアカシア試験区!とおいて39年春，⑪ちから 3 号を 200g 施し，フサアカシア試験区

!とおいて40年春，⑪ちから 3 号を 200g施したぞなおそリシマアカシア試験区の 3 回目は， 41年春，⑮ち

から 3 号を 1 木あたり 500g を地面散布で施したり

表 343. 間伐謹過

一-t一一日「JDm- -I 間伐tI I 問 γ三一
プロ y トト (m) I (cm) I 本数|材積|本数|材積|木数|材積

ll 木Iha I mS/ha I 本fha I m3/ha I 本Iha I m8/ha 

lB 1 

Brr 

9.1 1 8.1 I 3, 164 I 89.70 I 820 I 7.23 I 2, 3441 8, 246 

9.1 I 7.8 3, 410 I 悦 58 I 575 I 4. 99 I 2, 835 I 8, 1印

水俣試験地の生育状況

3年日 (1昭和40年 11月) 4 年目(昭利]4 1年 12月) 5 年目(昭和42年12月)

樹(cm)高 伸(c長m)量 胸〈高cm直〉径 樹(cm)高 I 伸(c長m)並 I 胸〈司cm前)径 樹(cm)高 伸(c長m)記 腕(高cm直〉径

574 lVr 6.0 800 226 8.5 961 161 9.7 

645 125 900 255 8.9 1, 009 104 10. ? 

679 129 6.0 910 231 8.1 1, 141 231 9.8 

590 5.5 920 330 7.8 1, 094 174 9.1 

168 9.8 
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表 345. フサアカシア水俣試験地の生育状況

マ下一九fF二度 l 年生(昭和畔 2 月) I 2if生 (11日清140年11月) 1 3 年生(昭和41年12月〉

\宇奈|樹高 l 仲長量!根元直径|樹高， i申長量!胸高直径樹高|伸長量|胸高直径
プロ 7 ト \、 I (cm) I (cm) I (cm) I (cm) I (cm) I (cm) 1 (cm) I (cm) I (cm) 

1 A I l 210' 180 1 3.0 I 326 I 116 I 2.9! 450 1 129 1 4.9 

A n 230 I 200 I 3.5 I 355! 125 I 3.1 I 490 I 135! 

B I I 220 I 190 I 3.3 I 315 I 95 I 2.9 I 480 � 165 I 4.6 

Bn ! 220 I 190 I 3. 2 I お3 I 123 I 7. 1 I 460 I 117 I 4. 6 

平均 I 220 I 190 I 3・ 4 1 335 I 115! 4.0 I 470 i 137 I 4.8 

6) 成長

モリシマアカシア試験区の植栽後 1 ， 2 , 3 , 4 , 5 {j:.lli乙各プロット内調査区の樹高，直径を測定し

た c その平均値は表344のとおりである c

フサアカシア試験区の植栽後1， 2 , 3 年目の各プロットの生育状態ば表345のとおりである c

7) 被害

モリシマアカシア試験区においては39年 8 月の台!ffil.14号により，全プロットのはとんどの供品木が幹曲

り(10%程度が折損)の被害を受けたので，各プロットの訓査区内を雪起乙しテープを用いて起こした c

フサアカシア試験区においては，被害はなかった c

K. モリシマアカシア，フサアカシア高岡試験地

1) 位置・面積

本試験地は宮崎県東諸県郡，熊本営林局面i間営林署部内楠見国有林高l司事業区31林班:ζ小珪lこ所在し，

その面積はモリシマアカシアO.80ha，フサアカシア0.80ha，合計'1.60ha であるつ位置図およ♂配置|きiは

31218, 219で示すて!

2) 立地

イ〉気象

試験地もより(気損は宮崎市，降水量は国聖子町)の観測結呆は表 346 のとおりであり，宮崎市と試験地

の比高は140m，水平距離は15km，田野町と試験地の比高ば20m、水平距離は 15km である lコ

都
型車

ール/
日1jグ

;i イ/

図 218. モリシマアカシア，フサアカシア高岡試験地位置図
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表 346. 気象観測値 気温:宮崎市，降水量:田野町

月 -11 -1 2 I 3 1 4 I 5 I 6_ I 7 I 8 1 .9 ¥ 10 1 11 I 12 1 年
気温 (0C) 1 6. 8 1 7. 6 1 瓜 91 此 5 1 19.0 1 22.5 1 26.2 1 26. 7 1 32.9 1 ほ 41 は 5 I 8.8 116.7 
降水量(mm) I 591 山 1 17吐三と|259 1 421 1 叫 1 487 1 332 1 225 1 111 I 79 12, 948 

至高岡削

100 之os 吋

図 219. 試験区配置図 図 220. 土壊分布図

ロ) 地質. i由形・土壌

本試験地は北西向斜面で傾斜も 25。前後で標高200mであるご?地質は中生層の砂岩からなる n 土壌は表屈

に霧島火山礁を含み， A;'\!iが全体 lごうすく，堅来状梢造が発達し， Bc 型土壌となるが，下部斜面の小沢

筋では， J高植石礁に宮み，表層に団粒状構造が発達し， BD 型土壌が分布する ι また部分的には下!吾に火

ili砂醸層を介入している。図220で、土壌分布図を示す。

ノ、〉 試験地設定のねらい

本試験地のうち，九州支場担当のアカシア矧試験地設定(選定)の基本的な考えかたをこ乙で一括して

しるす。アカシア類は短伐期林業用樹種として注目され，九州地方に導入することは有望視されている

が，オーストラリアを原産地とする暖帯樹種のため，寒さの害に十分留意する必要があり，したがって，

九州でも植栽範囲が気象的に限定される ο 今までの諮調査から検討し， 1 且の最低気温 Occ の等温線，

標高200m以下を限界として九州における植栽可能予想凶を作製し，植栽適応試験の考え方をとり入れて、

九州を北，東，南，西部の地区lこ分け，試験候補地を表347のように選定した仁

本試験地は東部九州地区にはいり，当初予定した日向，試肥，よい悶署部|什には適当な候補地がなく，た

震

モリシマアカシア
フサアカ シア

/f 

表 347. 試験候補地一覧表

地

二|七 号店

束 市i

南

西' 部

区|予定営林署

九 州|長崎

1/ 

日向， ~天!肥，申↑白

川内，鹿児島，大根占

熊本，水俣



第 233 号林業試験場研究報告-300 ー

i邑

12 ベ 20150130150150

1 2 市二)1 -1 20 1
150 

1 JQO 

キ呈

量

作
ノ

2 kg 

2 kg 

1 kg 

1 kg 

苗

iJ 

フ

つ

T
I
l
l
-
-
-
I
T
-
-
-

養

モリシマ

1 kg 
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J 
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2 kg 

表 348.

でと

"" 

|昭お:_3.25 1 

1 38:_ 3.23 

まきつけ

島

俣

ふ目
』弱

児

苗養

鹿

水

めに本高岡署部内!と設けたっ

林、基三

:I.e. 3) 

オく苗イ〉

鹿児島試験地分について川内，38年度設定 (39年 3 且髄付け)の長崎，水俣(フサアカシア)，高間，

は主として鹿児島署谷山首畑，水俣署袋-El~畑で養歯されたのでここで一括して記す c

林野庁より転換の種子を用い，発芽促進処理，根粒菌接種など方針書l乙準じておこなった士種子:

まきつけ以前l乙苗畑のネマトーダ防除として EDB による土壌消毒をおこなった。まきつまきつけ:

けの時期および施肥量は表348のとおりであるロ

フサアカシア5 月下旬----6 月上旬におこなった c 両官I畑とも活着は良好であったが，床替え・管理:

については炭痘病や立枯病が発生した。

4 月 5 日 """'7 月 17 日までにボルドー液尿素またはウスプルン谷山首畑での薬剤散布の一例をあげると，

8 司上旬現在の枯損率はモリシマアカシア19%，フサアシマジン 2 回，ダイセン水和剤 5 巨J，

カシア73%であった，

加用 5 回，

こもかけしておいた掘耳元り選苗は、寒害防止のため38年12j-] IC掘り取り‘寄せ伏せ，調取り・選苗:

ものから，根元直径 7mm以上のものについて，現地植付け直前に発送したっ

植付けロ)

地ごしらえは前生林のカシ類を主とした広葉樹林を37年度に伐採撮出後，技条をプロット外 ;ζ撤出し‘

全刈りしたコ

植付けはモリシマアカシア、ブサアカシアとも谷山首畑で養成したものを39年 3 月 8 日発送，同ヨ現場

到着，ただちに山床仮植したものを用いたっ植穴掘りは植付け直前{ζ主として機械を使っておこなった

が，一部は手掘りでもお乙なった Q 植付けは 3 月 11 ヨ '""14 日に方針害どおりお乙なったむ

フサアカシアの平均76$話でモリ活着調査は 5 月にお乙ない，その結果はそリシマアカシアの平均19% ，

シマは 8 月 lζ補植するも苗木不足で十分な補植ができなかったっ

育保

下刈りは下記のとおり実行したり

8 月の 2 回6 、39年度:

7 月 1@140年度:

過石 (19%) を26g施した。 2 回目は40年

HE. 

植付け時は方針書どおり 1 本あたり@ちから 3 号を 100g ，

施
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表 349. モリシマアカシア，フサアカシア高岡試験地の生育状況

モリシマアカジア
2. 7 I 591 I 246 I 6. 2 I 858 267 8.6 

828 248 8.5 
904 241 8.2 
915 216 8.4 
876 243 8.4 

「 l LiiMJ-ブサアカシア
341 I 211 I 2.8 I 524 I 183 5.2 632 108 6.5 
288 I 175 I 2.2 I 476 I 188 5.5 564 88 6.6 
369 I 245 I 3. 1 I 599 I 230 5.7 684 85 7.1 
330 1 228 i 2. 7 I 526 1 196 4.8 618 92 6.4 
332' 215 I 2. 7 I 531 I 198 5.3 649 93 6.7 

春⑮ちから 3 号を 200g施すυ

6) 成 長

椀栽後 1 ， 2 , 3 , 4 年目 !ζ両樹種の各プロットの金本数の樹高，直径を測定した c その平均値は表

349のとおりである c

7) 被害

寒害

モリシマアカシアについては，商畑で12月の掘取り前lζ寒害を受け，選出の際，十分留意したが，植栽

後の枯損特lζ多く、 8 月 iζ補植をお乙なっても十分な活者率を上げるととができなかった。

42年11月の調査時i乙モリシマアカシアが原因不明(j早.害と考えられる)で青枯れ症状を起こし，枯れ

ていた。全プロットで10数本，プロット Bn で 5"'6 本の被害があらわれていたっ

L. フサアカシア， モリシマアカ

シア川内試験地

1) 位置・面積

本試験地は鹿児島県川内市高江町，

熊本営林局管内川内営林署部内三滝平

国有林川内事業区15林班り小班lζ所在

し.その面積は，

フサアカジア O.49ha 

モリシマアカシア O.49ha 

合計 0.98ha である c 位置図および配

置図は図221， 222で示す。

2) 立地

イ)気象

試験地もよりの川内市の観測結果は

表 350 のとおりであって，川内市と試

至
川内市

試
験
地

l:gj 221. フサアカシア，モリシマアカシア

川内試験地位置図
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み量(;:;lJillfill211二 lJ2iド計二12r山;i-引

一一" よ (ì '~j: e~ ι ，舗で

験地の比高は200m，水平距離:i6kmである σ

口) 地質・地形・土壌

本試験地は東向きの中j度斜面に位置し，谷で

2 分され，傾斜も 25~30。となり，標高150mで

ある r，地質は安山岩からなり，土壊も乙の風化

物と推定され，一般に埴震でA，~の発達もわる

く Bc 型土接である。その断面形態は図 223 の

とおりである〈土巌分布図は図222を参照)。

ハ〉 試験区設定のねらい

基本的な考えかたは高岡試験地の項でしるし

たう南部九州地区の 1 っとして川内署部内の本

式験地を設定した。濁 222. )11 内試験区配置図および土域分布図

3) 造林

イ) ~青木

養苗方法についても高岡試験地の項でしるした。木試験地で供試した苗木は両樹種とも鹿児品署谷山首

知で養成されたものを用いた。

ロ) .j:;{!付け

地ごしらえは前生林のアカマツ林を38年度iζ伐採し， 3911~ 2 尽に火入れ地ごしらえをおこなった。植穴

掘りは柿付け直前に大部分は機祇を使って掘り，一部は手掘りでおとなった。植付けは38年12月 20B 1[.苗

畑で揺り取り，仮値されていた苗を39年 3 月 9 日ピ発送， !Ilj 日現地到着，ただちに山床仮楠し I 3 月 10'"'-'

15日!こ方針書どおりの植えかたで実行した c 活着は39年 5 月の調査でフサアカシアは平均7496，モリシマ

アカシアは供試苗が箇畑で仮植前に寒害をうけていたため植栽後の活者も33%と極度に不良であった。

A -E }¥-B 20:nl. 7ちγR対(1!民全) .開棺.Jëi時を含t; l車工.竪黒:伏構造が発達する.ff潤，

|、
。

4:' 

ロ
U B 3CC"・十7.!:，YR~(樫色)，鴎暗に玉 l'c...fõf~をきで埴土カて牧場造，堅.~~. 

Bc型土壌，傾斜: 30 0，方向: E ，椋高: 150m，地質:安山岩

図 223. 土壌代表断面図
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モリシマアカシア:ま 7 月!こ補植をおこなうも不成績のため試験を中止するのやむなき lこいたったので，

試験地名も「フサアカシア }II 内試験地J とした。

4) 保育

下文IJ りほ下記のとおり実行した E

39年度: 5 月 t 7 月の 2 阿

40年度: 7 月 1 回

5) 施IlE

植付け時は方針1q:どおり 1 本あたり@ちから 3 号を 100 g t 過石 (19%) を26g 施す門 2 回目は40年蒋

⑪ちから 3 号を 200g施すの

6) 成長

フサアカシア試験地の杭栽後1. 2 , 3 年目 lζ各プロット内調査区の，樹高，直径を測定した c ぞの平

均値は表 351 のとおりである

7) 被 害なしご

1 AI 

An 

BI 

Bn 

168 

155 

179 

146 

5.8 

5.3 

5.4 

5.6 

平均~ 問 I 2.2 I 347 185 I 2.9 503 156 I 5.5 

M. フサアカシア鹿児島試験地

1) 位置・面積

本試験地は鹿児島県川辺郡，熊本営林局管内鹿児島営林署部内山之寺国有林鹿児島事業区30い林瑳IC所

在し，その面積は 0.80ha である。位間図および配置図は図224 ， 225で示す。

2) 立地

mu 

n
U
 

4
 

A
A
l
i
-
-
T
l
|
 

図 224. フサアカシア鹿児島試験地位世図 図 225. 試験区配置図
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イ)気象

試験地もよりの知覧町の観測結果は表352のとおりであり，知覧町と試験地の比高は200m，水-平距離は

9kmであるう

ロ)立地

*試験地は大隅半品の;まぽr! 1心地にあり， ".1 1I長緩斜f[IÎ!と位1I1'( し際高 350m である c 地質は中 1ft層に属す

る砂岩からなり，土域は斜面i上部の凸斜面(尾筋)は， A層13cm程度で竪来状構造が発達し， Bc 型土墳

となる。下部斜面は凸斜面より A層も厚く，怯状構j立を品し， BD(d) 型土壌となり，やや乾性型の土壌で

ある c 図226で土壌分布図を示す t

。 試験区設定のねらい

基本的な考えかたは高岡試験地の項にしるしたコ南部九州地区の 1 っとして鹿児島署海内の本試験地を

安忘したコ

3) i宣 1本

イ)苗木

1事前方法についても高岡試験地の羽でしるした、本試験地l乙楠付けた苗木は谷山首畑1]で養成されたもの

を用いた c

ロ〉 者向付け

地ごしらえは前生林の生育状況中のスギ人工林を37年度に伐採し， 38年10月 i三枝条をプロット外に撮

出，全刈りした。植穴掘りは植付けをHînと全部手掘りで実行した♂桁付けは38年12月 20 EI に掘取り仮摘さ

れていた苗を39年 3 月 9 日に発送，同日現地到着?ただちに山床仮植し， 3 月 10 日 .-....-12 日に方針書どおり

の植えかたで実行した。活者は39年 5 月の調査で平均82箔の活者を示した σ 補柏ば 7 月にお乙なった c

4) 保育

下刈りは下記のとおり実行した。

Bn Ar 

39年度: 5 月， 8 月の 2 回

40年度: 7 月 1 回

5) 施肥

植付け時は方針書どおり 1 本あたり@ちから粒状を 100g ，過石を

26g施す。 2 回目は40平春@ちから 3 号を200g施す。

6) 成長

楠栽後1， 2 , 3 年目の各プロット内調査区の制高，直径を測定し

た。その平均値は表353のとおりである。

7) 被害

プロット Br 内の過湿地に植栽した数本が， 41年11月の謝査時iζ原

尾
根

Ail I B: 

Bo (d) 

図 226. 土壌分布図

表 352. 知覧町における気象観測値

気温 (OC)

降水量(mm)
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表 353. フサアカシア生育状況

て 一年戻I 1 年目(昭39年12月) I 2 年目(昭41年 1n)I 3 ~F. 日(昭叫l切
襲来 |樹高|伸長:監|根元直径|樹高|仲長母|根元直径円瓦-J51 伸長量|旬高直径

プロット I (cm) I (cm) I (cm) I (cm) I~旦2J (cm) I (cm) I (cm) I (cm) 

1 A I ! 130 I 100 I 1. 8 I 272 I 142 I 4.6 I 398 
A n I 128 I 98 I 1. 8 I 258 I 130 I 4. 5 I 372 
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3.9 一証 均[… 1 1川1. 9 Im い52 I 4.9 

因不明(湿害と考えられる)の立枯れを生じていたとl

町おわりに

本試験地を開始してから 6 か年，最初の植付けから 5 か年を経て試験地設定のための第 1 期の仕事が終

わったの乙の試験は，林業試験場本，支場と14営林局， 47営林署の共同試験で実施されたもので，おそら

くこの程の試験としては例をみない大規模の試験であったと思われる。その試験計画は発足当初の担当者

によって，十分に練られたものであり.その実行には国有林をあげて力強い共同試験体制をとられたもの

であったが，計i凶から実施に移すまでの期間が短かったととと，試験をjむ林事業のなかで行なうとの方針

にもとづいて，国有林の主伐実行個所に試験地を設定したため，ととろによっては短期育成の試験地とし

ては次善の場所を選ばなければならなかったものがあったむ

短期育成技術を確立するための試験であっても，針葉樹は20'"'-'30年，広英樹は10'""'-'20年を経過しなけれ

ば，最終的なとりまとめと，技術の評価はできないと考えられたので，試験期1mは針葉樹30年，広葉樹20

午としたが，いままでの窪過をみると，樹種によっては，当初の計画より短期間で答がでるものもあるよ

うにみられる。

この間!とえられた成果の視要と，こんどの問題点を概括するとつぎのとおりである。

針葉樹

スギ，カラマツ，アカマツとも一部を除き 5 か年を経過，ー下刈つを必要としないっスギ，カラマツなど

の立地のよい試験地の樹高成長は良く，施肥効果が現われている c とくにめだっ病虫害はないが，北海道

東部のカラマツに凍霜害が発生し，かなりの被害を生りたものがある。

広葉樹

1. コ/'ノヤマハンノキ

コパノヤマハンノキは東北，北海道で良い成長を示し，嘉日本の多雪地刊においても雪害は少ない。し

かし，関東以西ではコウモリガ，カミキリ類による被害が多く，植栽後 5 か年1mの被害累計が60%~ζ達し

たところもあった。富士山の海抜高 900rn をこすと乙ろでは凍害を受けやすく，北海道東部とともに適地

でないことが明らかにされた。

2. アカシア類

アカシア類植栽にあたっての制限凶子は低温であって，西条，長崎両試験地のモリシマアカシア，岡

山，広島両試験地のフサアカシアなどが被害をうけた。また，高野試験地では風当たつの強い斜面で，台
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風lとより約50巧が折;ì~tご c 四条試験地で!ま冠雪による倒伏もいちじるしかった。これらの気象災害を別に

すると.各試験地ともすぐれた成長を示し，土壌に対する要求度の低い樹樟と考えられた。

広葉樹については治体適地の範囲を定めることが試験目的の一つであったが，上記の諸被害:の発生につ

いての成続は，こん後の造林地選定のための有力な資料とされよう。なお.アカシア類は初期成長は良い

が，衰退現象が予想よりはやく現われるようである庁試験地が比較的痔せた土地に設けられたためとも考

えられるが，土i頃条件の変 iじおよび施肥の効果との関係を迫求することが重要になったの

こん後の試験計画でとりあげる竜要事項ほ.つぎの 2 点である勺

1.除問伐

保育上の大きい課題は，除間伐すなわち木数密度の調節である。 5 樹穫の本数密度と樹高，胸高直径お

よび材較との関係を示す特性tllJ線を問いて，各試験区の樹高成長を予測しながら，単位而砧あたりの材私

収穫量が多くなるように除問伐を行なう。

2. 施 1杷

除問伐と関述した成木施肥のilJj代には L 、るので，抱Iに lilは樹体の成長量を予測して吸収量から算出し，

各試験区の地位を上位等級の中間まで引き上げることを目標として投与する 3

このような長期にわたる試験では，試験担当者が交代し，また時には試験地に予想外の変化が生じる乙

とがあるので.当初からの記録を 1]月らかにしておくことはきわめて重要なことである。とのため，林業試

験場本，支場の組当者各位をわずらわし，設定後 6 か年B日の記録を集め，とりまとめ印刷に付したしだい

である。関係各{立ならびに特に収りまとのの労をとっていただし、 fこ造林部造林科長柳沢聡雄氏にJむから感

謝の意を表する c




